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Ճゼミհࢀ

Sカレ2021活ಈ࣮・༧定

Sカレ࣮

クリアシート便利グッズ 

長期型避難自粛ケア商品 

在宅生活に役立つ磁石商品

社会課題を解決する印刷製品

SDGsにݙߩする旅行商品

多可町の定番お土産

生分解性エコ袋の日本展開

イチジクを使った特産品

受賞結果

ᇍ

0 0 2

0 0 3

0 0 4

0 0 6

0 0 8

0 1 5

0 3 1

0 4 9

0 6 5

0 8 1

0 9 9

1 1 7

1 3 3

1 5 1

1 5 6

Student Innovation College 2021 1



Sカレ1�をܴ͑ɺ2�大学2�ゼミ3��ਓの学生͕ɺ�つのテーマに分かΕて
果ൃදにΈましたɻ

ൃදさΕたօさんにɺコϩφՒのなかɺྫ にくらۤ࿑͕多かったͱࢥいますɻ
ͦΕに͚ͣ࠳ɺΈͣからબんͩ課題を一ॴ͑ߟ໋ݒɺؒͱʑᨣʑのٞを行
いɺ多くのؒ࣌ͱखؒをか ら͚Εたこͱにܟҙをදしますɻ

ͦのۤ࿑の分͚ͩɺօさん͕ڞಉしてऔりんͩ会社課題社会課題を解決Ͱ
きたͱい͏ୡײॆ࣮ײͻͱきΘ大きくなったのͰないͰしΐ͏ かɻまたɺチーム
メンόーͱͱに学ͼのݧܦをੵΉなかͰɺ৽しいؒ自分の࢟をݟつ͚るこͱ͕
ͰきたのͰないかͱࢥいますɻ

ͦΕにしてɺօさんのൃද࡞品のレϕルߴくなりましたɻSカレのਐ化のεテップ
をࡢࢦఠしました͕ɺ今ճදͰࣔしておきますɻ

Sカレのझࢫ

SカレʢSUVEFOU *OOPWBU JPO $PM MFHFʣɺ࣮ ըاす商品ࢦに商品化をࡍ

のインλーカレッジͰすɻͦ のझࢫɺ「未དྷのマーケλー」のҭͱなりますɻ大学

ҧ Ͳ͑マーケティングを学΅ ͱ͏ࢤをಉじくするएいؒたち͕ɺޓいにॿ͚߹

い しͦて᛭ୖຏしɺ商品اըのཧを学ͼつつɺͦ Εを࣮ફしていくதͰɺ自ら

のاըをαイトͰެ開しϢーβーからのҙݟをௌきɺͦ こからվળしたاըをا業

にఏҊしɺ࣮ において͏ɺͱいࢢの࣮ݱした商品をݱ プ͏ϩηεをମݧしますɻ

۩ମతにɺଞにないҎԼのΑ͏ な特͕ɺҭのカΪͩͱ͑ߟていますɻ

商品化の実現

֤テーマͰ1位になったプランɺ࣮ した結果౼ݕに商品化さΕますɻちΖんࡍ

தࢭ り͋ます͕ɺຖ多くの商品͕ൃചさΕていますɻこΕ͕ɺଞの商品اըコン

ϖにないɺSカレの࠷大の特ͱい ま͑すɻ

実践的コミュニケーション

商品اըプϩηεのதͰɺ学生のօさん͕࣮ࡍのϢーβーا業のํͱコミϡ

χケーシϣンしな͕ら商品اըをਐΊるͱい͏࣮ફతなマーケティングを学Ϳػ会

ɺੈ քしͱい Ͳ͑このSカレにしか り͋ませんɻ

リアルタイムの競争

૪するͱい͏ڝな͕らリアルλイムにݟըஈ֊のライόルチームの果をا

特తͰすɻこ͏ したڝ૪͕ɺアイσアのࠩผ化ɺͦ のの্にഥंをか

͚ていきますɻ

全員での交流の場

コンηプトൃදの「ळカン」ʢカンϑΝレンεʣɺプランൃදの「ౙカン」なͲશһ

͕ूまるイϕントをॏࢹしていますɻ୯にൃදするͱい͏͚ͩͰなくɺࢀՃ学生ͱا

業ɺさらにライόルチームͱަྲྀ͕生まΕていますɻळカンͰɺલの商品

化ୡチームにΑり૯߹優勝ڝΘΕɺࢀՃ学生に良いӨڹを༩͑ていますɻ

Sカレҕһ会

Sカレ2021をऴ͑て

Sカレ͕࠷ॳに࢝まったࠒɺこのදͰݴ ͱ͏ʪレϕル̍ ʫͰしたɻͦ のޙຖɺ৽し
いཁૉ͕ೖってきてɺදͰݴ ͱ͏ʪレϕル̐ ʫにまͰདྷていましたɻさらに今ճɺ社会
課題を解決する製品 くͮりͩ ͚Ͱなくɺ৽しいࢢ くͮりؔ くͮりにΈੈのத
のಈきを Α͑͏ ͱするグループग़てきていますɻレϕル̑ をॻきՃ͑ないͱい͚ない
のかしΕませんɻ

このΑ͏ にɺSカレڻくほͲのਐ化をしてきましたɻこ͏ したSカレのਐ化をたらした
のɺ学生のօさん͕Sカレのઌഐたちのࢥいにײڞする一ํͰɺͦ のઌഐたちを
一าͰาͰりӽ Α͑͏ ͱྗさΕてきた結果にଞなりませんɻ

こ͏ したօさんの࣋ؾちྗをҭてたのɺSカレ͕ஙき͋͛てきた౷のࣀ
Ͱ り͋ますɻͦ Εにɺօさんͱͱにɺࢧԉ֤社のํʑࢦಋさΕたઌ生ํをじ
Ίͱしてɺ多くのํʑの͕͋ྗڠったこͱをΕてい͚ませんɻؔ のํʑにͦのऀ
こͱにँײしな͕らɺSカレͰ ら͑Εたօさんのマーケティングのྗをଘ分に社会に
さΕていかΕるこͱを期していますɻشてൃ͚

ていているํʑにおྱをਃし্͛ますɻいつな͑ࢧになりました͕ɺSカレをޙ࠷
͕らSカレのҙٛをཧ解し多大の͝ྗڠをࣀったࢧԉ֤社のօ༷ɺ学生たちをஸ
ೡにࢦಋしていたͩき り͕͋ ͱ͏ ͟͝いましたɻ

SカレをӡӦしていた学生ҕһのํʑ大มͩったͱࢥいますɻこΕͰഓったプ
ϩグラムをマωジメントするݧܦɺྗڠし߹ったؒたちͱのつな͕り͕ ɺこΕからの
օ༷にͱって大いなるྗͱなるこͱを期していますɻ

こ͏ した多くのํʑのࢧԉにରして͋らたΊて৺Αりおྱをਃし্͛ますɻ

Sカレҕһ長 石井३ଂ
神戸大学ʗྲྀ௨Պ学大学໊༪ڭत

ௐࠪのਅࣅ事

モノͮ くりಋೖ

٬ධՁಋೖސ

マーケティングಋೖ

レϕル1

レϕル2

レϕル3

レϕル�

「ௐࠪʙاը」

「ௐࠪʙاըʙ࡞ࢼ品 くͮり」

「ௐࠪʙاըʙ࡞ࢼ品 くͮりʙධՁʙ品」

「ௐࠪʙاըʙ࡞ࢼ品 くͮりʙ
ධՁʙ品ʙコミϡχケーシϣンʙӦ業」
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Ճゼミհࢀ

大学ـۙ
ኍ田 ষޫゼミ
を活༻しߟࢥ大学ኍ田ゼミɺσβインـۙ
特定のਓʑのײڞを௨じてɺ৽たな題
をൃݟɺ解決をするɻळカンͰのչしさをόω
にɺኍ田ゼミならͰの৽なアイσアをൃҊ
しɺౙカンͰશチーム優勝をࢦすɻ 

たちখྛゼミɺेࢲ ೋਓेೋ
৭なメンόー͕日ʑܹを༩͑߹ ゼ͏ミͰ͋
るɻエシカルফඅをテーマͱしたマーケティング
を学んͰおりɺا業ͱのڞಉイϕント࣮ にݱ
͚てෆᎡෆ۶のਫ਼神のݩ活ಈしているɻౙカ
ンͰチーム一 ͱؙなって優勝をࢦすɻ

大ࢢࡕ立大学
খྛ ゼミ

ϑレンυリーかつ和ؾ᥄ʑͰɺී
ஈ しָΈな ら͕る࣌るͱい͏ りସ ͑
しっかりग़དྷるの͕京都産業大学্ݩゼミの
特長Ͱ る͋ɻ3期生͕ࢀՃする今のSカレ
Ͱチーム͝ ͱに᛭ୖຏしてؾ࢜をߴΊ߹
いɺプラン1位をࢹދᚳʑͱૂ っているɻ 

ୡ宮尾ゼミेਓे৭なゼミࢲ
ͩɻݸ性๛かなメンόーͱͱにɺSカレのࢀ
Ճのଞɺྠ ಡグループϫークを௨じてɺイノ
ϕーシϣンا業のϏジωεモσルについて学
Ϳɻ宮尾ઌ生ͱɺおؾにೖりの͏ り̈́ ーͱͱに
Sカレ優勝をࢦして戦するɻ 

たち山田ゼミਓをಈかࢲ
すΈをσβインの؍からڀݚしているɻ
2ਓͱい͏ গਓな ら͕ɺ֤ ʑݸ性తͰɺָ しく
しͦて一生໋ݒに活ಈしているɻळカンͰ得る

こͱ͕ ग़དྷた学ͼを࠷大ݶに活かしɺౙカンͰ
優勝をࢦしたいɻ 

京都産業大学
ゼミ ݩ্

ؔ西大学ಙ山ゼミɺහڭ
तのಙ山ઌ生のԼͰɺݸ性ҲΕる13ਓの༇
շなゼミ生 「͕ϑィールυϫークから学Ϳマーケ
ティング」をテーマに活ಈしているɻౙカンに
͚チーム一 ͱؙなりɺΑり良い商品開ൃに͚
ਫ਼ਐしていくɻさ͋ ɺ優勝を௫ΈऔΖ͏ ɻ 

ؔ西大学
ಙ山 ඒܙゼミ

甲南大学
佐藤 圭ゼミ
たちのゼミɺ1�ਓの༇շなؒたちからࢲ
なるゼミͰ る͋ɻゼミͰɺ̨カレଞا業ͱの
ಉ開ൃを௨してマーケティングを学んͰいڞ
るɻ佐藤ゼミઌ生ͱのڑ͕ײඇৗに くۙɺ
「佐藤Ո」をܗしているɻ佐藤Ո自ຫの団
結ྗͰౙカンにΉɻ 

ಉࢤ社大学
田 ݈司ゼミ
たち田ゼミ「」ɺ田݈司をච಄ࢲ
にɺҙҲΕるएਓୡ͕શࠃからू ɻ͏商品
開ൃをத৺ͱしたマーケティング戦ུのߏங
を行 ゼ͏ミͰ る͋ɻౙカンͰɺ田ゼミらしい
ॊೈなߟࢥͱɺՈѪͱݴ ͏き団結ྗͰ
優勝を੮רするつりͩ ɻ 

ؔ西学Ӄ大学
石 ॱゼミ
石ゼミ「ߟಈྗ」をテーマにݸ性๛かͰ
多ํ໘に活༂している学生͕ɺͦ ΕͧΕの特
性ͱݧܦを活かしたҙݟͰٞする༗ҙٛ
なゼミͰ る͋ɻౙカンͰզʑのڧΈͰ る͋Պ
学తな分ੳを༻いɺ「さるコンηプト」Ͱਫ਼
のߴい商品化をશһͰࢦすɻ

ۨᖒ大学
ੁ野 佐৫ゼミ
Ϣーモラεなੁ野ઌ生のݩにूまったਫ਼Ӷた
ちɺマーケティング分野のதͰओにফඅऀ
行ಈのڀݚにྭんͰいるɻ「りたいこͱを
りɺݴいたいこͱをݴ �͏」ͱい͏ モットーͰɺݸ
性ҲΕるアイσィアをग़しな ら͕ɺౙカン優勝を
ࢦしているɻ 

神戸大学
宮尾 学ゼミ

立大学ݝլ࣎
山田 าゼミ

専修大学
奥瀬 喜之ゼミ

լ大学࣎
山Լ ༔ゼミ
ͻͱきΘݸ性తなઌ生にूったɺे ਓे
৭の「し͕ ない」ݸ性ू団ɻる͕ؾ り͋す
る͕͗ いをしࢥにɺશһ͕ळカンͰչしいނ

たɻངかઌのશ൝優勝をඪにɺチームの
ؒを৴じてɺ一ؙͱなってશྗͰऔりΉɻͻ
Αってるౕいるʙʁ 

大学ࡁܦ࡚ߴ
佐藤 හٱゼミ
からू֤ࠃ大学佐藤ゼミɺશࡁܦ࡚ߴ
まったݸ性๛かな学生たち͕ओମͱなりマー
ケティングをத৺に༷ʑな活ಈを行っているɻ
SカレͰౙカン1位ͱい͏ ඪに͚てɺゼミ
શମͰ᛭ୖຏしな らָ͕しΉこͱをΕͣ
日ʑฃಆதͰ る͋ɻ

法政大学
杉浦 未樹ゼミ
ըൢചاたち法政大学杉浦ゼミ商品ࢲ
ଅਐのεキルのश得をඪにɺ杉浦ઌ生の͝
Ͱゼミ生Ͳ͏ڥಋのͱɺΦンラインࢦ し日ʑ
いҙྲྀަݟを行い᛭ୖຏしているɻSカ
レͰチームͦ ΕͧΕのݸ性を活かしたൃද
Ͱ૯߹優勝をࢦすɻ

法政大学西川・本條ゼミͰɺh「ָしい」を
カλチにする࣮ફతマーケティング をɦテーマに
メリϋリの る͋ゼミ活ಈを行なっているɻݸ性๛
かなゼミ生͕ੵۃతにٞを行いɺおޓいߴ
Ί߹いな ら͕「Sカレ優勝」を本ؾͰࢦすɻ 

ଂ野大学
川 一郎ゼミݹ
川ゼミɺओに商品開ݹたちଂ野大学ࢲ
ൃマーケティングについて学んͰいるɻチーム
ͱ͝にし߹いௐࠪをしな ら͕SカレͰ優勝

するこͱをࢦしてɺ日ʑ しྗているɻ 

法政大学
西川英彦・本條晴一郎ゼミ

たち໌ւ大学খ୩ゼミɺִࢲ
िͰԕִत業になるதͰɺॳΊての商品ا
ը立Ҋに࢛ۤീۤしな͕らɺָ しΈな͕ら
マーケティングを学んͰいるɻळカンͰいたߨ
ධを౿ま͑ ɺౙカンに͚てさらにプランをຏ
きɺ社会からٻΊらΕるのをߟ た͑いɻ

໌ւ大学
খ୩ ࢠܙゼミ

ྲྀ௨Պ学大学
ਗ਼ਫ ৴ゼミ

和歌山大学
佐野 楓ゼミ

「ָしく」ɺ「೪りڧく」佐野ゼミの࣋ちຯɻ
「ָしく」औりΉ事͕日ʑのݪಈ ͱྗなりɺͦ
Ε活ಈにおいて॥を生Ήɻͦ のΑ͏ な
チームなのͰɺ多決Ͱないݸਓのࢹを
大にͰきɺޙ࠷まͰఘΊないᩦཉさ͕チー
ムの優勝をޙԡしするɻ 

和歌山大学
柳 到亨ゼミ
和歌山大学柳ゼミɺ柳ઌ生の͝ ಋのͱࢦ
12ਓのؒたち͕ ɺߴいにଚॏしޓ Ί߹いな

ら͕࣮ફతにマーケティングを学Ϳɻ1か て͚
につ͚た ͱࣝ団結ྗをSカレ本番の
Ͱଘ分にൃشしɺౙカン優勝をશһͰ௫Έऔ
るɻ 

த京大学
宮 ඒึゼミ
たち宮ゼミɺෳのϏジωεコンテεトࢲ
のग़を௨してマーケティングについて学
んͰいるɻまたɺ課題解決ྗ࣭ ͱྗいった
社会ਓにඞཁなྗをにつ る͚たΊ日ʑ
औりんͰいるɻSカレͰɺ今まͰ学んͩこͱ
をશてൃشし優勝をࢦすɻ 

日本大学
石田 大యゼミ

南山大学
川 ᚸࢠلゼミ

たちྠಡ・グループࢲ
ϫークを௨して商品開 ͱൃফඅऀ行ಈを学ん
ͰいるɻこΕまͰの活ಈͱしてɺલのSカレఏ
Ҋ商品をリλーンͱしたクラυϑΝンσィングを
しɺඪֹۚをୡしたɻౙカンͰɺ商ࢪ࣮
品化権獲得のたΊ֤テーマ優勝をࢦすɻ 

立大学ࢢ屋ݹ໊
山本 ಸԝゼミ
立大学山本ಸԝゼࢢ屋ݹ໊
ミɺ࣮ た活ಈをத৺͚の商品開ൃにࡍ
にマーケティングを学んͰいるɻコϩφイルε
のӨڹͰゼミΦンラインͰ͋った͕ɺͦ Εを
のͱしないチームϫークͰ優勝をࢦすɻ 

தଜ学Ԃ大学
໌神 ࣮ࢬゼミ
たち໌神ゼミɺओにグルーࢲ
プϫークを௨してマーケティングについて学ん
Ͱいるɻݸ性๛かなメンόーのͱɺ「ࣦഊし
ていいからɺࢥいっきり」をモットーにऔり
んͰいるɻSカレͰ優勝ͱい͏ ඪに͚
戦していくɻ 

ೣをѪしてまない川ઌ生を
ච಄にɺࢲたちय़からاݩ業の ͱํ産学
࿈ܞ活ಈをさせていたͩきɺ商品開ൃ社
会題解決のऔりΈにྭんͰきたɻSカレ
優勝に͚ɺؒಉܹ࢜し͋ いɺ࣭ のߴい
商品اըにߋにຏきをか て͚いくɻ 

たち日本大学石田ゼミɺ石ࢲ
田ઌ生の͝ ڞ性๛かなゼミ生ͱݸಋのͱࢦ
にྠಡグループϫークを௨してマーケティン
グ製品開ൃプϩηεについて日ʑ学んͰい
るɻSカレͰɺ商品化をඪにɺશチーム
᛭ୖຏしな ら͕「優勝」をࢦすɻ 

日本大学
ਫ野 学ゼミ
ਫ野ゼミを一ݴͰදすͱ多༷性ɻ 
།一ແೋの くًݸ性を࣋つ�ਓ͕ɺҙݟをަΘ
しな ら͕ૅجをݻΊコンテεト産学࿈ܞͰ型

りഁに戦ɻݸ性ֻ͕͚߹ΘさるこͱͰ化学
Ԡをىこすਫ野ゼミ͕ ɺSカレͰݸ性をരൃさ
せ優勝をࢦすɻ

ന大学
長࡚ 秀ढ़ゼミ
�期生ݱ在13໊͕在੶ɻマーケティング
ブランυをओに学んͰいるɻօҙཉతͰマーケ
ティング͕大きなਓୡ͕ू結ɻし߹い͚ͩ
Ͱなくɺ自ओษڧ会レクを行いをਂΊてい
るɻSカレͰゼミશମͰテーマ͝ ͱにٞをし
૯ྗ戦ͰんͰいるɻ

ྲྀ௨Պ学大学ਗ਼ਫゼミɺ商
品اըをメインにマーケティングについて学ん
ͰいるɻSカレͰテーマ͕ҧ ଞ͏チームにア
υόイεし߹いɺ᛭ୖຏしているɻޙ࠷まͰ
しɺౙカンͰͦޡࡨ行ࢼ ΕͧΕのチーム͕
優勝をࢦすɻ

京都橘大学
⅖良兼司・今井まりなゼミ
⅖良・今井ゼミɺ࣮ ફを௨してマーケティング
を学んͰいるɻSカレ2021Ͱɺް Έの る͋࣊
ѪにຬちたఏҊͰɺߋなるߴΈ༂するɻ
༿にɺݴ߹たちɺ「�SカレさまͰす」をࢲ
多くのࢼ࿅をクリアしɺ࣋ଓ可な商品のا
ըを࣮ݱするɻ
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Ճゼミհࢀ

大学ـۙ
ኍ田 ষޫゼミ
を活༻しߟࢥ大学ኍ田ゼミɺσβインـۙ
特定のਓʑのײڞを௨じてɺ৽たな題
をൃݟɺ解決をするɻळカンͰのչしさをόω
にɺኍ田ゼミならͰの৽なアイσアをൃҊ
しɺౙカンͰશチーム優勝をࢦすɻ 

たちখྛゼミɺेࢲ ೋਓेೋ
৭なメンόー͕日ʑܹを༩͑߹ ゼ͏ミͰ͋
るɻエシカルফඅをテーマͱしたマーケティング
を学んͰおりɺا業ͱのڞಉイϕント࣮ にݱ
͚てෆᎡෆ۶のਫ਼神のݩ活ಈしているɻౙカ
ンͰチーム一 ͱؙなって優勝をࢦすɻ

大ࢢࡕ立大学
খྛ ゼミ

ϑレンυリーかつ和ؾ᥄ʑͰɺී
ஈ しָΈな ら͕る࣌るͱい͏ りସ ͑
しっかりग़དྷるの͕京都産業大学্ݩゼミの
特長Ͱ る͋ɻ3期生͕ࢀՃする今のSカレ
Ͱチーム͝ ͱに᛭ୖຏしてؾ࢜をߴΊ߹
いɺプラン1位をࢹދᚳʑͱૂ っているɻ 

ୡ宮尾ゼミेਓे৭なゼミࢲ
ͩɻݸ性๛かなメンόーͱͱにɺSカレのࢀ
Ճのଞɺྠ ಡグループϫークを௨じてɺイノ
ϕーシϣンا業のϏジωεモσルについて学
Ϳɻ宮尾ઌ生ͱɺおؾにೖりの͏ り̈́ ーͱͱに
Sカレ優勝をࢦして戦するɻ 

たち山田ゼミਓをಈかࢲ
すΈをσβインの؍からڀݚしているɻ
2ਓͱい͏ গਓな ら͕ɺ֤ ʑݸ性తͰɺָ しく
しͦて一生໋ݒに活ಈしているɻळカンͰ得る

こͱ͕ ग़དྷた学ͼを࠷大ݶに活かしɺౙカンͰ
優勝をࢦしたいɻ 

京都産業大学
ゼミ ݩ্

ؔ西大学ಙ山ゼミɺහڭ
तのಙ山ઌ生のԼͰɺݸ性ҲΕる13ਓの༇
շなゼミ生 「͕ϑィールυϫークから学Ϳマーケ
ティング」をテーマに活ಈしているɻౙカンに
͚チーム一 ͱؙなりɺΑり良い商品開ൃに͚
ਫ਼ਐしていくɻさ͋ ɺ優勝を௫ΈऔΖ͏ ɻ 

ؔ西大学
ಙ山 ඒܙゼミ

甲南大学
佐藤 圭ゼミ
たちのゼミɺ1�ਓの༇շなؒたちからࢲ
なるゼミͰ る͋ɻゼミͰɺ̨カレଞا業ͱの
ಉ開ൃを௨してマーケティングを学んͰいڞ
るɻ佐藤ゼミઌ生ͱのڑ͕ײඇৗに くۙɺ
「佐藤Ո」をܗしているɻ佐藤Ո自ຫの団
結ྗͰౙカンにΉɻ 

ಉࢤ社大学
田 ݈司ゼミ
たち田ゼミ「」ɺ田݈司をච಄ࢲ
にɺҙҲΕるएਓୡ͕શࠃからू ɻ͏商品
開ൃをத৺ͱしたマーケティング戦ུのߏங
を行 ゼ͏ミͰ る͋ɻౙカンͰɺ田ゼミらしい
ॊೈなߟࢥͱɺՈѪͱݴ ͏き団結ྗͰ
優勝を੮רするつりͩ ɻ 

ؔ西学Ӄ大学
石 ॱゼミ
石ゼミ「ߟಈྗ」をテーマにݸ性๛かͰ
多ํ໘に活༂している学生͕ɺͦ ΕͧΕの特
性ͱݧܦを活かしたҙݟͰٞする༗ҙٛ
なゼミͰ る͋ɻౙカンͰզʑのڧΈͰ る͋Պ
学తな分ੳを༻いɺ「さるコンηプト」Ͱਫ਼
のߴい商品化をશһͰࢦすɻ

ۨᖒ大学
ੁ野 佐৫ゼミ
Ϣーモラεなੁ野ઌ生のݩにूまったਫ਼Ӷた
ちɺマーケティング分野のதͰओにফඅऀ
行ಈのڀݚにྭんͰいるɻ「りたいこͱを
りɺݴいたいこͱをݴ �͏」ͱい͏ モットーͰɺݸ
性ҲΕるアイσィアをग़しな ら͕ɺౙカン優勝を
ࢦしているɻ 

神戸大学
宮尾 学ゼミ

立大学ݝլ࣎
山田 าゼミ

専修大学
奥瀬 喜之ゼミ

լ大学࣎
山Լ ༔ゼミ
ͻͱきΘݸ性తなઌ生にूったɺे ਓे
৭の「し͕ ない」ݸ性ू団ɻる͕ؾ り͋す
る͕͗ いをしࢥにɺશһ͕ळカンͰչしいނ

たɻངかઌのશ൝優勝をඪにɺチームの
ؒを৴じてɺ一ؙͱなってશྗͰऔりΉɻͻ
Αってるౕいるʙʁ 

大学ࡁܦ࡚ߴ
佐藤 හٱゼミ
からू֤ࠃ大学佐藤ゼミɺશࡁܦ࡚ߴ
まったݸ性๛かな学生たち͕ओମͱなりマー
ケティングをத৺に༷ʑな活ಈを行っているɻ
SカレͰౙカン1位ͱい͏ ඪに͚てɺゼミ
શମͰ᛭ୖຏしな らָ͕しΉこͱをΕͣ
日ʑฃಆதͰ る͋ɻ

法政大学
杉浦 未樹ゼミ
ըൢചاたち法政大学杉浦ゼミ商品ࢲ
ଅਐのεキルのश得をඪにɺ杉浦ઌ生の͝
Ͱゼミ生Ͳ͏ڥಋのͱɺΦンラインࢦ し日ʑ
いҙྲྀަݟを行い᛭ୖຏしているɻSカ
レͰチームͦ ΕͧΕのݸ性を活かしたൃද
Ͱ૯߹優勝をࢦすɻ

法政大学西川・本條ゼミͰɺh「ָしい」を
カλチにする࣮ફతマーケティング をɦテーマに
メリϋリの る͋ゼミ活ಈを行なっているɻݸ性๛
かなゼミ生͕ੵۃతにٞを行いɺおޓいߴ
Ί߹いな ら͕「Sカレ優勝」を本ؾͰࢦすɻ 

ଂ野大学
川 一郎ゼミݹ
川ゼミɺओに商品開ݹたちଂ野大学ࢲ
ൃマーケティングについて学んͰいるɻチーム
ͱ͝にし߹いௐࠪをしな ら͕SカレͰ優勝

するこͱをࢦしてɺ日ʑ しྗているɻ 

法政大学
西川英彦・本條晴一郎ゼミ

たち໌ւ大学খ୩ゼミɺִࢲ
िͰԕִत業になるதͰɺॳΊての商品ا
ը立Ҋに࢛ۤീۤしな͕らɺָ しΈな͕ら
マーケティングを学んͰいるɻळカンͰいたߨ
ධを౿ま͑ ɺౙカンに͚てさらにプランをຏ
きɺ社会からٻΊらΕるのをߟ た͑いɻ

໌ւ大学
খ୩ ࢠܙゼミ

ྲྀ௨Պ学大学
ਗ਼ਫ ৴ゼミ

和歌山大学
佐野 楓ゼミ

「ָしく」ɺ「೪りڧく」佐野ゼミの࣋ちຯɻ
「ָしく」औりΉ事͕日ʑのݪಈ ͱྗなりɺͦ
Ε活ಈにおいて॥を生Ήɻͦ のΑ͏ な
チームなのͰɺ多決Ͱないݸਓのࢹを
大にͰきɺޙ࠷まͰఘΊないᩦཉさ͕チー
ムの優勝をޙԡしするɻ 

和歌山大学
柳 到亨ゼミ
和歌山大学柳ゼミɺ柳ઌ生の͝ ಋのͱࢦ
12ਓのؒたち͕ ɺߴいにଚॏしޓ Ί߹いな

ら͕࣮ફతにマーケティングを学Ϳɻ1か て͚
につ͚た ͱࣝ団結ྗをSカレ本番の
Ͱଘ分にൃشしɺౙカン優勝をશһͰ௫Έऔ
るɻ 

த京大学
宮 ඒึゼミ
たち宮ゼミɺෳのϏジωεコンテεトࢲ
のग़を௨してマーケティングについて学
んͰいるɻまたɺ課題解決ྗ࣭ ͱྗいった
社会ਓにඞཁなྗをにつ る͚たΊ日ʑ
औりんͰいるɻSカレͰɺ今まͰ学んͩこͱ
をશてൃشし優勝をࢦすɻ 

日本大学
石田 大యゼミ

南山大学
川 ᚸࢠلゼミ

たちྠಡ・グループࢲ
ϫークを௨して商品開 ͱൃফඅऀ行ಈを学ん
ͰいるɻこΕまͰの活ಈͱしてɺલのSカレఏ
Ҋ商品をリλーンͱしたクラυϑΝンσィングを
しɺඪֹۚをୡしたɻౙカンͰɺ商ࢪ࣮
品化権獲得のたΊ֤テーマ優勝をࢦすɻ 

立大学ࢢ屋ݹ໊
山本 ಸԝゼミ
立大学山本ಸԝゼࢢ屋ݹ໊
ミɺ࣮ た活ಈをத৺͚の商品開ൃにࡍ
にマーケティングを学んͰいるɻコϩφイルε
のӨڹͰゼミΦンラインͰ͋った͕ɺͦ Εを
のͱしないチームϫークͰ優勝をࢦすɻ 

தଜ学Ԃ大学
໌神 ࣮ࢬゼミ
たち໌神ゼミɺओにグルーࢲ
プϫークを௨してマーケティングについて学ん
Ͱいるɻݸ性๛かなメンόーのͱɺ「ࣦഊし
ていいからɺࢥいっきり」をモットーにऔり
んͰいるɻSカレͰ優勝ͱい͏ ඪに͚
戦していくɻ 

ೣをѪしてまない川ઌ生を
ච಄にɺࢲたちय़からاݩ業の ͱํ産学
࿈ܞ活ಈをさせていたͩきɺ商品開ൃ社
会題解決のऔりΈにྭんͰきたɻSカレ
優勝に͚ɺؒಉܹ࢜し͋ いɺ࣭ のߴい
商品اըにߋにຏきをか て͚いくɻ 

たち日本大学石田ゼミɺ石ࢲ
田ઌ生の͝ ڞ性๛かなゼミ生ͱݸಋのͱࢦ
にྠಡグループϫークを௨してマーケティン
グ製品開ൃプϩηεについて日ʑ学んͰい
るɻSカレͰɺ商品化をඪにɺશチーム
᛭ୖຏしな ら͕「優勝」をࢦすɻ 

日本大学
ਫ野 学ゼミ
ਫ野ゼミを一ݴͰදすͱ多༷性ɻ 
།一ແೋの くًݸ性を࣋つ�ਓ͕ɺҙݟをަΘ
しな ら͕ૅجをݻΊコンテεト産学࿈ܞͰ型

りഁに戦ɻݸ性ֻ͕͚߹ΘさるこͱͰ化学
Ԡをىこすਫ野ゼミ͕ ɺSカレͰݸ性をരൃさ
せ優勝をࢦすɻ

ന大学
長࡚ 秀ढ़ゼミ
�期生ݱ在13໊͕在੶ɻマーケティング
ブランυをओに学んͰいるɻօҙཉతͰマーケ
ティング͕大きなਓୡ͕ू結ɻし߹い͚ͩ
Ͱなくɺ自ओษڧ会レクを行いをਂΊてい
るɻSカレͰゼミશମͰテーマ͝ ͱにٞをし
૯ྗ戦ͰんͰいるɻ

ྲྀ௨Պ学大学ਗ਼ਫゼミɺ商
品اըをメインにマーケティングについて学ん
ͰいるɻSカレͰテーマ͕ҧ ଞ͏チームにア
υόイεし߹いɺ᛭ୖຏしているɻޙ࠷まͰ
しɺౙカンͰͦޡࡨ行ࢼ ΕͧΕのチーム͕
優勝をࢦすɻ

京都橘大学
⅖良兼司・今井まりなゼミ
⅖良・今井ゼミɺ࣮ ફを௨してマーケティング
を学んͰいるɻSカレ2021Ͱɺް Έの る͋࣊
ѪにຬちたఏҊͰɺߋなるߴΈ༂するɻ
༿にɺݴ߹たちɺ「�SカレさまͰす」をࢲ
多くのࢼ࿅をクリアしɺ࣋ଓ可な商品のا
ըを࣮ݱするɻ
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Sカレ2021  活ಈ࣮・༧定

学生ҕһ会 コンηプトൃ ද

"VUVNO $POGFSFODF

テーマ͝ ͱに৹ࠪ
コンηプト・テーマ1位

�つのテーマ
2�大学2�ゼミ3��໊の3生

ਵ࣌'BDFCPPLϖージެ開

;PPNミーティングにてɺ
Sカレҕһ・学生ҕһに
Αる会ٞを開࠵

ळカンͰのࢦఠを͏ ͚ɺ
࡞ըॻاしつつɺ౼ݕ࠶

;PPNミーティングにΑるळカンに
てɺテーマに分かΕてコンηプト
ൃදͱ৹ࠪにΑりɺコンηプト・
テーマ1位を決定

ಉ࣌にɺࡢのSカレ2020の
商品化ୡʢ࣮ࡍにൃചʣチー
ムの૯߹優勝戦にΑりɺ૯߹優
勝なͲを決定 

のͦޙɺ࠙ 会࣮ࢪ

;PPNミーティングにΑるౙカンに
てɺテーマに分かΕてプランൃද
ͱ৹ࠪにΑりɺプラン・テーマ1位を
決定

さらに֤テーマ̍ 位プラン優勝
戦ʢৄࡉ࣍ϖージʣ

のͦޙɺ৹ ・ࠪදজを行いɺ࠙ 
会࣮ࢪ

Ճ学生のલࢀळカンの࣍
Ͱ࣮ࢪさΕるɺϑΝイφリεトの
商品化ൃදͱ৹ࠪにΑりɺ૯߹
優勝なͲを決定ʢ開࣌・ߍ࠵期
未定ʣ

プランൃද 商品化ൃද Sカレ2020૯߹優勝

8JOUFS $POGFSFODF

プラン・テーマ1位
プラン優勝 準優勝 3位

学生賞 日本マーケティング学会賞
吉田秀雄記念事業財団ঐ

"VUVNO $POGFSFODF

商品化ୡの
優秀賞チームର

૯߹優勝 
準優勝 3位

テーマا業ͱのଧち߹Θせを行͏

�݄ʢ༧定ʣまͰに商品化ୡ
ʢ࣮ࡍにൃചʣのチームに優
秀賞͕त༩さΕɺ૯߹優勝戦
のϑΝイφリεトͱなる
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ますカプηル
Sカレ201� 商品ൃച

Sカレ࣮ 今商品化 Sカレ࣮

Ήしキϟッチリー 

Sカレ2020 商品ൃച

ʠお෦屋にग़たを৮らͣ ؆୯
に֎にಀ͕すʡͱい͏ ɺࡴ・
に͙࣍৽しいରࡦの「ಀ
」にணした৽ࢢの商品
Ͱ る͋ɻ 

ʢ日本大学/ਫ野学ゼミʣ 

σコϖλシール

Sカレ2020 商品ൃച

ݟো͕いऀɺ日ৗతに֮ࢹ
͑ͮらさをײじるํに͚てߟ
Ҋɻషるͩ ͚Ͱ「୭Ͱ৮ってす
͙に」ののࣝผ͕可になる
シールɻ 

ʢ法政大学/西川英彦・本條
晴一郎ゼミʣ 

ுし͕ちなۓ
एख社һにリϙDʂ 

Sカレ2020 商品ൃച

λーήットをۓுし͕ ちなएख社
һにઃ定ɻۓுからくる৯ཉෆ
ৼに「リϙD」ͱい͏ બࢶを૿
すプϩモーシϣンをߟҊɻ 

ʢ神戸大学/宮尾学ゼミʣ

今をߴΊるコレクシϣン
ʙ多可コレʙ

Sカレ2020 商品ൃച

ͱଙͰシミラールックをண
༻したࣸਅをࡱりɺ*OsUBHSBN
Ͱ̩ 多可コレを て͚ߘするͱ
多可町の໊産品͕たるܟ
の日イϕント 

ʢ和歌山大学ʗ柳到亨ゼミʣ 

S5"35 61ˢ
ब勝メーク 

Sカレ2020 商品ൃച

メークのΈをཏతに解決す
るこͱ͕ ͰきるαーϏεɻ 
ීஈメークに৮ΕないਓͰΘか
りすいコンテンツͱなっているɻ 
ʢۙـ大学ʗኍ田ষޫゼミʣ 

33 5SJQ JO ࣎լ 

Sカレ2020 商品ൃച

じるָしײӡಈを௨して࡞
さͱ3つの3	リσϡーεɺリϢー
εɺリαイクル
に৮ΕるこͱͰ得
る学ͼをඋ た͑旅行プランɻ 

ʢؔ西学Ӄ大学/石ॱゼミʣ 

ϐλッͱチΣキ

Sカレ2020 商品ൃച

本製品チΣキプリントぴったり
αイズのマグωットシールͰマグ
ωット͕ つくॴならͲこͰチΣ
キプリントを০るこͱ͕ Ͱきるɻ

ʢ法政大学ʗ杉浦未樹ゼミʣ υシラι;͊Έωット
Sカレ201� 商品ൃച

定 リラックマ5シϟツݶۭؔ
Sカレ201� 商品ൃച

DPM'JUUFSʢͲる; っ͌たーʣ
Sカレ201� 商品ൃച

ぺっちΌんこか͝
Sカレ201� 商品ൃച

ますカプηル
Sカレ201� 商品ൃച

շεイッチ
Թパジϟマ
Sカレ201� 商品ൃച

3V$VsI J PO 	りΎっくしΐん

Sカレ201� 商品ൃച

ѪकᐩʢΊりますʣ
Sカレ201� 商品ൃച

キϟリーの
Α͏ にͻらく
多ػ
リϡック
Sカレ201� 商品ൃച

ϙッチϟリン袋
Sカレ201� 商品ൃച

DSFBN リϙD
Sカレ201� 商品ൃച

Ѫを
΅ڣ ʂ͏
アイε
クリーム
の旅
山தԹઘ
Sカレ201� 商品ൃച

DIBDLIPNF
Sカレ201� 商品ൃച

Ίくってଗ͑て ջ;ͩ
Sカレ201� 商品ൃച

ϙジレコ
Sカレ201� 商品ൃച
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Sカレ࣮

5PLJ 5BUF
Sカレ2013 商品ൃച

$0/S)&-'
Sカレ2013 商品ൃച

か̍らの学生生活
Ή大学生ا
学生のࢹからపఈ解 ʂ໌

Sカレ2013 
商品ൃച

か̍らのܦӦ学෦
Sカレ2013 商品ൃച

エιラ
Sカレ2013 商品ൃച

Sカレ201�商品ൃച
ΘちΌ

か̍らの学生生活
大学生活にજΉӨྗڹを
学生のࢹからపఈ解 ʂ໌

Sカレ2013
商品ൃച

か̍らの学生生活
大学生 き̫っか͚

Sカレ2013 
商品ൃച

Sカレ201�商品ൃച
Έ立てマεɻ

Sカレ201�商品ൃച
3FWPMVUJPOBSZ .PWFNFOU

Sカレ201�商品ൃച
たたΊるクッシϣンʡGVBSEʡ

Θってμーε
Sカレ201� 商品ൃച

ឺ シ̩ϟツ
0S030
Sカレ201� 商品ൃച

Sカレ201� 商品ൃച
"S0#PEZ

Sカレ201� 商品ൃച
ます߳

B@.6G 
ʙឺを͙ܨマグカップʙ
Sカレ201�商品ൃച

Sカレ201� 商品ൃച
クレンジングˑαプライズ

Ζ͏࡞ ʂ自分ਤ
Sカレ201� 商品ൃച

HQ
Sカレ201� 商品ൃച

Sカレ201� 商品ൃച
3"*/#066 �̨̗ ̠̚ ̩

Sカレ201� 商品ൃച

インλーンシップ
から࢝Ίる
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カルݞ
クッシϣン
トート
Sカレ201� 商品ൃച

ますこ;Ε
Sカレ201� 商品ൃച
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Sカレ201� 商品ൃച

."."
-&*S63&
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Sカレ࣮
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Sカレ࣮

'-"5
ϖットϘトル͕ೖる1$όック
Sカレ200� 商品αンプル化

ヘアメークスペースやリラックススペース、
PCスペースなど写真映えする空間に
パワーアップ！おひとりでも、
お友達と一緒でも楽しんでいただけますので
渋谷での待ち合わせにピッタリです。

2022 年 2月、DHCコミュニケーションスペースがリニューアルオープン

Twitter Instagram
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ඒൢ

クリアシート便利グッズ

Ꭲਫ性ॊೈ性なͲ多༷な優Εた特性を࣋つ1&5・11ૉࡐのク

リアシートɻクリアシートの特性を生かしɺߪೖしたਓに৽しいՁ

喜ͼをಧ͚るʠクリアシート便利グッズʡをఏҊするɻ

商品化ɺ༷ ʑなパッケージσβインͰஈϘールケーε化হケーε

なͲのاը・製・ൢ ചをトーλルͰ行 「͏ඒൢ」͕ ɻࢪ࣮

St u d en t  In n o v at i o n  Co l l e g e  2 0 2 1 15

0 1 6 マεϐーε<ほ>ελンυ

0 1 7 チΣキライズ

0 1 8 ま͝ こΖϑΥルμー

0 1 9 ΅ͱるケーε

0 2 0 しこ

0 2 してクリンׯ 1

0 2 2 ҿんͩༀの͝Έ͑ʙる

0 2 3 ココϋレ

0 2 4 .:#",&/

0 2 5 ぺらっ譜

0 2 6 エコόッグελンυ

0 2 7 コミック߽ఛ

0 2 8 クリアϑィット

0 2 9 パットル



1 ؍� Observation 2 ࡞品੍࡞ࢼ� Prototyping 3 �ൢചଅਐ Promotion

St u d en t  In n o v at i o n  Co l l e g e  2 0 2 1 St u d en t  In n o v at i o n  Co l l e g e  2 0 2 116 17

1 ؍� Observation 2 ࡞品੍࡞ࢼ� Prototyping 3 �ൢചଅਐ Promotion

ؔ西学Ӄ大学ɹ石ॱゼミ/ۚ樹ɺླ ᰜɺؙ Ԭࢻҥࡊ

ચড়ޙのマεϐーεのਫؾを
かす便利グッズס

εϙーツ༻マεϐーεをׯすͱい͏商
品Ͱ͋るɻεϙーツ༻のマεϐーε
使ったޙにอするॴ͕ແくてద
に์ஔしてしま͏ ਓ͕多いɻͦ の結果ɺマ
εϐーεͰ૿͕ە৩しࣃपපにܨ
͕りかͶない題͕͋ったɻͦ こͰマε
ϐーεにؔ࿈した商品͕গない事から
ɺマεϐーεをׯしてอॴを֬
อするͱい͏ 商品Ͱ͋るɻ໘ͰなくઢͰ
Έ立てたҝਫؾをམͱしסかす事͕
Ͱきɺまた࣋ちӡͼ可な商品Ͱ͋るɻ
この商 品͕࣮ するͱɺマεϐーεをݱ
すͱい͏ׯ ৽たなจ化をग़する事͕Ͱ
きるɻ

日ৗ生活のதͰちΐっͱ໘षいなͱ
ࢥ こ͏ͱを୳しग़しɺͦ Εを解決Ͱきる
商品͕͋Εいいなͱい こ͏ͱを͑ߟ
たɻχッチࢢをλーήットͱしɺ今ま
Ͱにແかった৽しい商品を࡞りग़す
こͱをコンηプトͱしたɻͦ い͏ったܦҢ
Ͱɺҩྍ༻・εϙーツ༻マεϐーε
にযをてɺਫؾを১きऔるの͕
໘षいこͱをχーズͱしてଊ͑たɻ

マεϐーεのཷまったਫを্खくམ
ͱすҝにɺ໘Ͱなくઢになるߏを
ҙ ࣝしてࢼ ڙ 品 ੍ を行っていっ࡞
たɻ࣮ にマεϐーε利༻ऀ໊ࡍ
に使༻してら͏ ͱɺ্ खくਫ͕ؾऔ
Εたͱの͕多かったɻまた෦活ಈ
のԕ࣋ちӡͼ可な商品にし
たくɺΈ立て͕؆୯な商品を৺ֻ
͚たɻ

マεϐーε専  ళにൢ ച ଅ ਐを
行ったɻまͣマεϐーεをׯすจ
化͕ແいҝɺマεϐーεߪೖऀに
ノϕルティͱして して「 「すׯ
श׳͚をࢼΈたɻ࣮ ࿏ઌのൢࡍ
֬อͱして্खくいったҝɺϗϫイトχ
ング༻のマεϐーεにணしࣃҩ
ऀにൢചଅਐを行っていったɻ

һڭಋࢦ
石ॱઌ生
からのコメント

マεϐーε<ほ>ελンυɺ৽ࢢをࢦすը期తな商品Ͱ͋るɻマεϐーε使༻ऀ
のΈにணしたɺ৮໘をઢにするなͲの製品վ良ɺ)65にΑるプϩトλイプධՁなͲɺ
ஸೡな開ൃを行っていた͕ૉ晴らしいɻこのݧܦをब活ɺকདྷの事に活かしてほしいɻ

クリアシート便利グッズ

マεϐーε［ほ］ελンυʤマεϐーε<ほ>ελンυʥ
京都産業大学ɹ্ݩゼミ/西ํ雄࠸ɺ田෫優߳ɺ和田ۏඒɺञ井

チΣキ専༻の りંΈࣜアルόム

生日αプライズをするͱきに使 る͑ジϟ
όラ型のチΣキアルόムͰ͋るɻチΣキ
͕ೖるϙケット� ຕ ೖりになっておりɺ
αプライズの࣌にϕットの্なͲに০りɺ
ͦのޙંりたたんͰアルόムにͰきるɻ
λーήットߍߴ生大学生のチΣキ
を使༻しているਓ・生日αプライズを
ったɻͦߜているਓに͑ߟ の日にࡱった
チΣキࢥいग़のチΣキをೖΕる͚ͩ
なのͰɺ୭Ͱ؆୯に可ѪくおॕいͰき
るΑ͏ になっているɻチΣキ͚ͩͰなくメッ
ηージカーυϙケットにೖΕるこͱ͕ Ͱき
るɻ

大࠷たちクリアシートの特性をࢲ
りた࡞に活かすこͱのͰきるのをݶ
いͱ͑ߟた結果ɺアルόムのΑ͏ な
の͕Αいͱ͑ߟたɻएいੈ にチΣ
キ͕ਁ ಁしているこͱチΣキのൢ
ച͕ʑ૿Ճしているこͱからɺ
チΣキ専༻のクリアアルόムを࡞って
Έたら໘നいのͰないかͱ͑ߟたɻ

Ίのஈ֊ͰંりたたΉこͱ͕Ͱ࢝
きない商品Ͱ͋った͕ɺൢ ച࣌のこ
ͱを͑ߟɺં りたたΊたほ͏͕コンパ
クトになりൢചしすいͱͮؾきɺࢼ
行ޡࡨを܁りฦした結果ɺジϟόラ
型になったɻまたɺ࣮ にࡍ ໊に商
品をखにऔってらいҙݟײを
ฉきɺ商品のվળに活かしたɻ

ൢ࿏ͱしてɺλーήット͕ 生ߍߴ
大学生ͱいったएいྸのたΊɺ
Ձ֨ࠒϩϑトͱいったおखۉ100
な商品をऔりѻっているおళにしたɻ
商品のൢചॴɺパーティーグッ
ズチΣキ͕ஔいて͋るブーεͱ決
Ίɺほかの商品ͱ一ॹにܰؾにखに
औってら͑ るΑ͏ にしたɻ

һڭಋࢦ
ઌ生ݩ্
からのコメント

商品のアイσアをग़すのにす くۤ͝࿑しておりɺコンηプトをݻΊるまͰに多大なؒ࣌をཁし
た͕ɺۙ ਓߴ͕ؾまっているチΣキにணしたアルόムͱい͏のண؟ͱして良いͱ
するに͏ݱ商品ͱのࠩผ化を࣮߹ڝじたɻたͩɺײ 一ඞཁͰ͋るΑ͏ にࢥΘΕるɻ

クリアシート便利グッズ

, J V JʤチΣキライズʥ
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京都橘大学ɹ⅖良兼司・今井まりなゼミ/ࣣݪࢢւɺՃ藤ɺதଜਫԻ

ͱのつな り͕をݟͦ͏ �
չͱのさΑ͏ޙ ならɻ

この商品ɺଙͱのࣸਅ͕ೖるおༀख
ாͱ  ݊ ೖΕͰ͋るɻ  ͱのコ
ミϡχケーシϣン͕ݮった大学生をλー
ήットにઃ定しɺͱのผΕをޙչ
しないたΊにɺ生日をきっか͚に
ͱ会͏ػ会をग़しΑ͏ ͱ͑ߟたɻͦ の
ɺ生日プレゼントͱしてこの商品をଃࡍ
るたΊɺϢーβーͱなるɻこの
商品を௨してɺՈのつな り͕を֬࠶ೝ
Ͱきるɻまたɺおༀखா͕͋Εༀの
༩にΑる事ނを未વに͗ɺສ一の࣌
に͕ݩΘかるたΊɺおༀखாを࣋ちา
くこͱ͕ɺの໋をकるこͱにつな
͕る商品Ͱ͋るɻ

メンόーશһɺ大学生活͕しくੲͱ
ൺてに会͏ػ会͕ݮってし
まったɻͦこͰɺ大学生ͱͦ の
インλϏϡーを行いɺおޓいにっͱ会
いたいͱࢥっているにかかΘらͣɺ会

た͏Ίの行ಈをىこせていないこͱ͕
໌したɻこのままͰɺ྆ ऀͱޙչ
してしま͏ たΊɺ大学生ͱ͕会

た͏Ίのきっか͚͕ඞཁ ͱͩ͑ߟたɻ

ᶃおༀखாɺᶄ݊อূݥɺ
ᶅࣸਅ͕ೖるΑ͏ にઃܭしたɻ࣌
に使 ᶄ͏ɺ�ຕೖるΑ͏ にしたɻ�ຕೖり
のཧ༝ɺのインλϏϡーͰɺ
௨Ӄ࣌に࣋っていく݊の͕ɺ࠷
大Ͱ�ຕのํ͕多かったからͰ る͋ɻさら
にɺଙͱのࣸਅをೖΕɺいつͰݟฦせ
るΑ͏ にするこͱͰɺおༀखாのඞܞͱい

社͏会課題の解決にܨ る͕ͱߟ た͑ɻ

'BDFCPPLのϖージのࢧԉऀͰ͋
る1�1໊の大学生にɺアンόαμー
ͱしてɺS/SͰ商品をհしていた

くͩɻߘするࡍɺ�ま͝ こΖϑΥル
μーɺ�     行 ɺ�ま͝ こΖɺͱ
ϋッシϡλグをつ͚てら͏ ɻまたɺλー
ήットͰ͋る大 学 生͕ հするこͱ
Ͱɺଞの大学生に自分 ͱ͝ͱしてߟ
͑ɺ行ಈしてら͏ こͱ͕ Ͱきるɻ

һڭಋࢦ
⅖良兼司ઌ生
今井まりなઌ生
からのコメント

ઌの便利にनΘΕͣɺ࠷ऴతに「ଙ৺」͕ こったఏҊͱなったɻ題解決にྗす
る͋まりɺ事લにܭըした௨りに事͕ਐまないこͱをɺ௧ײした日ʑͰ͋ったͱ͏ࢥɻͱい
͑ɺࠜ ってɺͥ࣋について自৴を࢟くਪしਐΊるڧؾ ͻͱ今ޙに活かしてほしいɻ

クリアシート便利グッズ

αンクリアʤま͝ こΖϑΥルμーʥ
田ඔਅɺদѥఠɺ山田ࣿಸҥࠇ/大学ɹኍ田ষޫゼミـۙ

খさな日ৗを͏

「΅ͱるケーε」ɺணをணてࡦࢄ
する٬ޫ؍をλーήットͱした商品Ͱ͋
るɻணޫ؍においてɺݹ都のੈք؍
にೖりࠐΊるΑ͏ にトーλルコーσィωート
をしてࡦࢄする͕ɺͦ のࡍに࣋ちาくϖッ
トϘトル をଳͼてしま͏「ײ࣮ݱ͕」 ɻつま
りɺඇ日ৗにೖりࠐΉまͰ「ޙ࠷の1ϐー
ε」͕ まっていないのͰ͋るɻͦ んな
Έを解決するたΊɺ「খさな日ৗを
͏」ケーεを開 ൃしたɻࢲたちこの商
品を௨して「ココϩにるݹ都ମݧ」を
ఏڙするɻ

ちについてアンケー࣋Ͱの࣌ޫ؍
トを行ったɻするͱɺ௨ৗのޫ؍Ͱ
ҿΈを࣋ちาくこͱにରしɺணண
ちาかないਓ͕࣋Ͱޫ؍の࣌༺
多くいるこͱ͕分かったɻௐࠪをਐΊ
るͱɺҿΈを࣋ちาくこͱͰ「࣮ݱ
͕「ײ てしま͏͑ݟ こͱ͕ݪҼͩͱؾ
ͮくɻͦ こͰࢲたち「খさな日ৗを
͏」ケーεを開ൃしΑ͏ ͱ͑ߟたɻ

ٱ品ɺΈ立てのしқさ࡞ࢼ
性ɺ࣋ちखのなͲԿվ良を
ॏͶたɻ࣮ ূݕきに京都ग़ࡍ
をしたりɺ٬30ޫ؍ਓにをか͚た
りして使༻ײの֬ೝを行ったɻまたɺ
この商品を使༻するલͱޙの࣋ؾち
のม化をインλϏϡーしɺޮ ༻͚ͩͰ
なくମݧをσβインするこͱをҙࣝし
たɻ

この商品ணをணてࡦࢄするޫ؍
٬͕λーήットのたΊɺλーήット͕ ඞ
ͣ๚Εるணレンλル屋さんをൢ࿏ઌ
にӦ業を行ったɻަ বを行 ͱ͏ɺレンλ
ルͱしてのିग़ങऔなͲͰऔりѻって
ら͏ こͱになったɻプϩモーシϣンۙ
大学のൃ৴ྗを活༻するɻ「ـ ͱ̈́
るケーε」を௨してコϩφՒのଧܸを受
͚たޫ؍をり্ ͛たいͱߟ た͑ɻ

һڭಋࢦ
ኍ田ষޫઌ生
からのコメント

పఈした/�1のχーズ୳ࡧから京都Թઘのணண༻行ಈにお る͚題をൃݟɻͦ の
題にରしクリアૉࡐを使って解決した展開 りฦしてվ良を܁ͱ࣮を࡞ࢼくධՁさΕるɻߴ
ॏͶɺ京都ɺ༗അԹઘͰのݱͰのௐࠪを࣮ࢪした行ಈ ͱྗチーム࿈ܞ くධՁさΕるɻߴ

クリアシート便利グッズ

#&"3Sʤ΅ͱるケーεʥ
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ᶅࣸਅ͕ೖるΑ͏ にઃܭしたɻ࣌
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һڭಋࢦ
⅖良兼司ઌ生
今井まりなઌ生
からのコメント
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る͋まりɺ事લにܭըした௨りに事͕ਐまないこͱをɺ௧ײした日ʑͰ͋ったͱ͏ࢥɻͱい
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クリアシート便利グッズ

αンクリアʤま͝ こΖϑΥルμーʥ
田ඔਅɺদѥఠɺ山田ࣿಸҥࠇ/大学ɹኍ田ষޫゼミـۙ

খさな日ৗを͏
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からのコメント
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クリアシート便利グッズ

#&"3Sʤ΅ͱるケーεʥ
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甲南大学ɹ佐藤圭ゼミ/ಊ本ਅҥɺ戸∁樹ɺ宮本༘༿

ຖ日の業�ങいをεムーズに

「しこ」ɺεーパーマーケットのׂりസ
を一 હͣつऔるこͱを可 にした商 品
Ͱ͋るɻ
この商品ɺطに͋るおസϘックεͱ
ҧいɺଞのׂりസに৮Εるこͱなく一હ
ͣつऔΕるͱい͏ͰӴ生తͰ͋るɻま
た౪難ࢭの؍からおസϘックεを
ઃஔしていないɺগྔしかิॆしていな
いͱい ε͏ーパーマーケット͕ ๊͑ている
課題を解ফしɺิ ・ॆのखؒをলく
こͱ͕Ͱきるɻさらにɺクリアシートの特
Ͱ͋るܰ ・ྔಁ ໌ͱい こ͏ͱを活かしɺӡ
ૹඅのݮิॆཧを༰қにしたɻ

εーパーマーケットのレジのళһさんか
らɺ「おസ͕ඞཁҎ্にऔらΕてしま
いࠔっている」ͱい͏ をฉいたɻݱ在
のׂりസํ法ɺ্ ෦͕開いた
おസϘックεखし͕一ൠతͰ͋
るɻこのํ法ళһさんのิॆ
のखؒしΕɺӴ生໘Ͱ課題͕
͋ったɻͦこͰࢲたちɺおസを一હͣ
つऔΕるϘックεを࡞りたいͱ͑ߟたɻ

ׂりസ͕Αりεムーズにかつ一હͣつ
ग़てくるΈをԿࢼ行ޡࡨし
したɻׂ࡞੍ りസิॆ෦分ళһさ
んׂ͕りസをิॆしすくɺかつ؆୯
にऔるこͱのͰきない֖のΈͮ
くりを৺͕͚たɻண෦分をする
こͱͰӡૹ࣌のମੵを࠷খݮݶらし
たɻまた࣮ࡍにɺ商品にׂりസをೖΕ
ٱ性ಈ࡞の֬ೝを行ったɻ

まͣεーパーマーケットにこの商品を
ೝしてら͏ たΊɺεーパーマーケッ
トにڙࢼ品をఏڙするɻͦ のࡍに23
コーυなͲͰアンケートをಉ෧しϑィー
υόックをらいɺ商品のվ良・今ޙ
のҙݟを獲得するɻマイφεのҙݟ
վ良につな͛る一ํɺプラεのҙ
తにൃ৴していきɺঃʑにۃੵݟ
商品の৴པ性をアϐールしていくɻ

һڭಋࢦ
佐藤圭ઌ生
からのコメント

ळカンͰおസを1હͣつऔりग़すΈ͕未Ͱ り͋ɺͦ の͏͑ 「こͦ టରࡦ」ͱࠅධさ
ΕたアイσアͰ͋った͕ɺখചళฮのै業һからの生のを大にしɺͦ のΈを解決しΑ͏
ͱ؏き௨した࢟立Ͱ͋るɻついにΈした͕ɺͦ のઌ͕一าಧかなかったɻ

クリアシート便利グッズ

ͻͩまりʙのʤしこʥ
専修大学ɹ奥瀬喜之ゼミ/野本ਅึɺদ本๖Ֆɺഡݪਅل

ە߅にܰؾ ্ϋンカチׯし

ؾɺೞΕたϋンカチを「してクリンׯ」
ܰにׯすこͱのͰきるσεクϫーク༻
্ϋンカチׯしͰ͋るɻ自੮を࣋つΦϑィ
εͰಇくਓをλーήットͱしɺ্Ͱの使
༻͕メインͰ͋るɻೞΕたϋンカチ͕ؾに
なる͕ɺׯすॴ͕ないͱい Φ͏ϑィεͰ
ಇくਓにಧ͚たいɻ本商品ە߅Ճ
をࢪしておりɺϋンカチのەのൟ৩͕ؾ
になるํにおすすΊͰ͋るɻまたɺϋンカ
チをׯしていないͱきにᝦメモを
షΕるメモελンυͱしての使༻可Ͱ
͋るɻ

じΊɺೞΕたϋンカチ͕ؾになる
ͱい͏ҙݟにணしたɻௐࠪをਐΊる
ͱɺಇくਓのதͰɺͩしなΈを͑
るたΊにϋンカチをॴ༗するਓ͕多
いこͱ͕ ΘかったɻしかしɺΦϑィεͰೞ
Εたϋンカチをׯすॴ͕定まって
おらͣɺアンケートௐࠪͰೞΕたϋ
ンカチ͕ؾになるͱい͏ҙ͕ݟ多
͋ったこͱからɺ本商品をߟҊしたɻ

クリアシートをંりたたΈɺ本商品を
自立させɺϋンカチをׯせるΑ͏ にઃ
Ҏػしのׯしたɻまたɺϋンカチܭ
֎にɺ本商品にᝦをషり͚ら
Εるεϖーεをઃ ら͚ΕるΑ͏ にしたɻ
シンプルなઃܭͱɺクリアシートのಁ
໌さを活かし立たせなくするこͱͰɺ
ΦϑィεͰ使༻ͰきるΑ͏ に製 し࡞
たɻ

ϋンカチメーカーの๚ௐࠪからɺ
ೞΕたϋンカチにΉ૬ஊ͕͋るこ
ͱ͕ ΘかったɻҎ্を౿ま͑ ɺϋンカチ
メーカーにɺηットചりͱノϕルティ商品
ͱしてアプϩーチしたɻさらにɺλーήッ
トͰ͋る「自੮を࣋つΦϑィεͰಇく
ਓ」本商品をಧ る͚たΊɺΦϑィε༻
品ൢചళノϕルティ商品ͱしてア
プϩーチを行いɺൢ ࿏֦大をਤったɻ

һڭಋࢦ
奥瀬喜之ઌ生
からのコメント

Φϑィεにお͚るೞΕたϋンカチのѻいにؔするχーズにしたͱこΖૉ晴らしいɻͦ の
一ํͰɺ商品特性ͱλーήットを౿ま͑ るͱɺൢ ࿏開ɺൢ ചଅਐ͕難しい商品Ͱ り͋ɺۤ
戦したɻϋンカチをׯしていないͱきの使༻ํ法についてɺ͏ 一ほしかったɻ

クリアシート便利グッズ

チームϑラϖチʤׯしてクリンʥ
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ಉࢤ社大学ɹ田݈司ゼミ/石௩ಸ࣮ɺதଜ৺

հݱޢͰのɺༀトラブルゼϩ
社会をつくる

クリアシートͰ࡞った্カレンμーのΑ
͏なϕーεにɺ�つのϙケットをつ͚た商
品Ͱ͋るɻ
1िؒのༀཧをܧଓして行 こ͏ͱをख
ॿ͚するたΊに開ൃしたɻ
使༻ํ法まͣͦの日ҿんͩ多のༀ
の͝Έを༵日͕ॻいて͋るԼのϙケット
にೖΕるɻ࣍に࣍の日にͰたༀの͝Έɺ
લ日の͝Έをしたままྡのϙケットにೖ
Εていくɻ࠷ऴతに一िؒ分の͝Έ͕た
まるɻͦ して一िؒの͝Έ͕ཷまったらɺ
のिのじΊにલिの͝Έをࣺてるɻ࣍
1िؒの͝Έ͕ݟ る͑化Ͱきɺୡෆ
トラブルを解ফするこͱに͕ܨる商品Ͱ
͋るɻ

たちɺコϩφՒਓखෆͰますまࢲ
すෛՙ͕かかる「հݱޢ」において
の課題を解決したいͱ͑ߟたɻ࣮ にࡍ
ਓϗームにインλϏϡーにいったͱこ
Ζɺෳのհ1͕ऀޢਓのऀྸߴをհ
に生じるɺༀのೋॏ༩ҿࡍするޢ
ΈΕ͕ىきているこͱ͕ 課題Ͱ る͋ͱ
ったɻͦこͰɺհݱޢͰのༀトラブル
をゼϩにする商品を࡞るこͱに決Ίたɻ

ҿんͩༀの͝Έ͕一ͰΘかるΑ͏
にɺༀの͝Έಉ͕࢜ॏならないこͱに
をつ͚てɺϙケットの෯の大きさのඍؾ
ௐઅを܁りฦしな͕ら࡞ࢼ品を࡞っ
たɻまたɺࢼ行ޡࡨをしɺ৽たなػを
͚Ճ な͑ ら͕࡞ࢼ品をさせたɻ
品ͱઆ໌をఴ͑てհ࡞ࢼさせた
商品シϣップにい߹Θせをしɺアυޢ
όイεલきなҙݟをいたͩいたɻ

コϩφイルεにΑる࿑ಇऀෆなͲ͕
題ͱさΕているհޢ業քɺさらに৸た
きりのऀྸߴͱい͏ いλーήットઃ定ڱ
を行ったɻここからൢചళͱしてɺ࠷ޮ
果త ͱͩ͑ߟたの͕Ҭのհޢ༻品
シϣップͰ る͋ɻී ஈのհޢ༻品をհޢ
の�ついͰങい�をૂ͏ࡍೖするߪ͕ऀ ɻ
σイαーϏεのհऀޢにߪೖしていたͩ
きɺਓϗームͰの大ྔߪೖをࢦすɻ

һڭಋࢦ
田݈司ઌ生
からのコメント

この商品ɺༀのҿΈΕೋॏ༩を͙ҙຯͰඇৗに役に立つɻؒ࣌ଳͰհޢ୲
ऀ͕ೖΕସΘるࡍにこ͏ したリεクߴまる͕ɺこの商品͕͋Εこの題を解決Ͱきるɻメン
όーͰհࢪޢઃを๚しɺこの題をݟつ͚ग़したマーケティングྗに大いにײ৺Ͱきるɻ

クリアシート便利グッズ

トΡクトΡクʤҿんͩༀの͝Έ͑ʙるʥ
தଜ学Ԃ大学ɹ໌神࣮ࢬゼミ/֯田ሡഅɺ࡚ߐ楓ɺؠөඒ

Ӎにෛ͚ないϘックε

ココϋレɺ自స ं ௨ 学தɺڭ Պ ॻ͕
ӍにೞΕるこͱを͙商 品Ͱ͋るɻこの
商品ɺӍͰڭՊॻ͕ೞΕるのを͙
ͱͱにɺόッグのதͰڭՊॻのཧ
͕Ͱきる商 品ͩɻαイズௐ  可 な
ɺଆ໘のϙケットにプリントをऩೲͰ
きるɺߋにڭՊॻをόックからصにҠ
しସ る͑ͦࡍのままصにऩೲするこͱ͕Ͱ
きऔりग़し͕༰қͰ͋るこͱ͕ڧΈͰ͋
るɻλーήットɺ自సं௨学のதߴ生
ͱしたɻ൴らにͱってٸなӍ大ఢͰ
͋るɻͦ のΈを解決するたΊɺࢲୡ
この商品を開ൃしたɻ

ߍりɺ学ߜ生にλーήットをߴୡɺதࢲ
生活Ͱෆ便なこͱをௐࠪしたͱこΖɺ多く
の学生 「͕Ӎの日にڭՊॻ͕ೞΕてし
ま͏ 」ͱճしたɻͦこͰɺ͕ࡿ使༻Ͱきな
い自సं௨学の学生にযをてɺア
ンケートௐࠪをਐΊた結果ɺཧを
行いな ら͕ӍからڭՊॻをकりたいͱ
ࢥ͏ ਓ͕多いこͱにؾいたɻͦこͰࢲୡ
ɺӍからڭՊॻをकるͱͱにཧ
͕ग़དྷる商品を࡞りたいͱ͑ߟ たɻ

ӍにΑりڭ Պ ॻ͕ೞΕたܦ ͕͋ݧ
るɺ自స ं ௨ 学のத ߴ 生にϖルι
φઃ定をんͩɻͦ の結果ɺλブレッ
トのಋ ೖ͕ 行ΘΕているதͰ特
定のڭՊॻͱノートを࣋ちาくඞཁ
͕͋るこͱ͕Θかったɻͦ Εに߹Θせ
てࢼ行ޡࡨを܁りฦしɺ商品にϘλ
ンをつ͚てαイズにௐを可にし
たɻ

αイズௐ͕可なたΊɺαイズ展
開行Θͣ୯ 品 ൢ ചͱするɻՁ ֨
300ʙ�0 0ԁͱしɺϩϑトなͲのࡶ
՟ళにൢചしΑ͏ ͱ͑ߟているɻλー
ήット͕தߴ生のたΊɺதߴ生͕Α
く立ちೖるϩϑトをൢചઌͱしてબ
したɻこの商品をってら͏ たΊにɺ
தߴ生͕Αく利༻するS/Sを利༻し
てൢചଅਐを行͏༧定ͩɻ

һڭಋࢦ
໌神࣮ࢬઌ生
からのコメント

アイσア͕ݟつからない期͕ؒ長ったΑ͏ にߴ͕͏ࢥɺ つきɺ͕ͦؾり事にࠔ生のߍ Εをஸ
ೡにཧ解していったɻͦ ΕҎ߱ɺグループのௐࠪ൝ɺ製൝なͲの࿈ܞମ੍͕ڧまりɺ
εムーズにいっていたɻいつָしͦ࡞ըا に͏औりんͰいたの͕印にっているɻ

クリアシート便利グッズ

5FFO" M M Zʤココϋレʥ
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հݱޢͰのɺༀトラブルゼϩ
社会をつくる

クリアシートͰ࡞った্カレンμーのΑ
͏なϕーεにɺ�つのϙケットをつ͚た商
品Ͱ͋るɻ
1िؒのༀཧをܧଓして行 こ͏ͱをख
ॿ͚するたΊに開ൃしたɻ
使༻ํ法まͣͦの日ҿんͩ多のༀ
の͝Έを༵日͕ॻいて͋るԼのϙケット
にೖΕるɻ࣍に࣍の日にͰたༀの͝Έɺ
લ日の͝Έをしたままྡのϙケットにೖ
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まるɻͦ して一िؒの͝Έ͕ཷまったらɺ
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トラブルを解ফするこͱに͕ܨる商品Ͱ
͋るɻ
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ҿんͩༀの͝Έ͕一ͰΘかるΑ͏
にɺༀの͝Έಉ͕࢜ॏならないこͱに
をつ͚てɺϙケットの෯の大きさのඍؾ
ௐઅを܁りฦしな͕ら࡞ࢼ品を࡞っ
たɻまたɺࢼ行ޡࡨをしɺ৽たなػを
͚Ճ な͑ ら͕࡞ࢼ品をさせたɻ
品ͱઆ໌をఴ͑てհ࡞ࢼさせた
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題ͱさΕているհޢ業քɺさらに৸た
きりのऀྸߴͱい͏ いλーήットઃ定ڱ
を行ったɻここからൢചళͱしてɺ࠷ޮ
果త ͱͩ͑ߟたの͕Ҭのհޢ༻品
シϣップͰ る͋ɻී ஈのհޢ༻品をհޢ
の�ついͰങい�をૂ͏ࡍೖするߪ͕ऀ ɻ
σイαーϏεのհऀޢにߪೖしていたͩ
きɺਓϗームͰの大ྔߪೖをࢦすɻ
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͋るɻͦ のΈを解決するたΊɺࢲୡ
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生活Ͱෆ便なこͱをௐࠪしたͱこΖɺ多く
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ま͏ 」ͱճしたɻͦこͰɺ͕ࡿ使༻Ͱきな
い自సं௨学の学生にযをてɺア
ンケートௐࠪをਐΊた結果ɺཧを
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ࢥ͏ ਓ͕多いこͱにؾいたɻͦこͰࢲୡ
ɺӍからڭՊॻをकるͱͱにཧ
͕ग़དྷる商品を࡞りたいͱ͑ߟ たɻ

ӍにΑりڭ Պ ॻ͕ೞΕたܦ ͕͋ݧ
るɺ自స ं ௨ 学のத ߴ 生にϖルι
φઃ定をんͩɻͦ の結果ɺλブレッ
トのಋ ೖ͕ 行ΘΕているதͰ特
定のڭՊॻͱノートを࣋ちาくඞཁ
͕͋るこͱ͕Θかったɻͦ Εに߹Θせ
てࢼ行ޡࡨを܁りฦしɺ商品にϘλ
ンをつ͚てαイズにௐを可にし
たɻ

αイズௐ͕可なたΊɺαイズ展
開行Θͣ୯ 品 ൢ ചͱするɻՁ ֨
300ʙ�0 0ԁͱしɺϩϑトなͲのࡶ
՟ళにൢചしΑ͏ ͱ͑ߟているɻλー
ήット͕தߴ生のたΊɺதߴ生͕Α
く立ちೖるϩϑトをൢചઌͱしてબ
したɻこの商品をってら͏ たΊにɺ
தߴ生͕Αく利༻するS/Sを利༻し
てൢചଅਐを行͏༧定ͩɻ

һڭಋࢦ
໌神࣮ࢬઌ生
からのコメント

アイσア͕ݟつからない期͕ؒ長ったΑ͏ にߴ͕͏ࢥɺ つきɺ͕ͦؾり事にࠔ生のߍ Εをஸ
ೡにཧ解していったɻͦ ΕҎ߱ɺグループのௐࠪ൝ɺ製൝なͲの࿈ܞମ੍͕ڧまりɺ
εムーズにいっていたɻいつָしͦ࡞ըا に͏औりんͰいたの͕印にっているɻ
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日本大学ɹਫ野学ゼミ/Տ野ᚸɺ٠優ేɺ川ੈߤ

こるΈを解決ى戦Ͱ؍അڝ
しɺεトレεのないڝഅ؍戦を

この商品クリアシートͰ製࡞さΕたഅ
݊専༻ケーεͰ͋るɻڝഅͰىこる
Έを解決しɺεトレεなくڝഅ؍戦͕Ͱき
る商品ͱなっているɻクリアシートのಁ໌
ͱい͏特を生かしɺഅ݊をケーεにೖ
Εたままࢹೝするこͱ͕Ͱきるɻまたɺഅ
݊ϙケット͕�つ͋りɺഅ݊ߪೖのࡍに
ඞཁͱなるマークシートೖΕるこͱ͕Ͱ
きるのͰ͋るɻこの商品の࠷大の特ͱ
してɺߗΊのクリアシートを使༻している
たΊɺ立ったままͰԼෑきΘりͱしてɺ
マークシートを記ೖするこͱ͕ 可ͱなっ
ているɻ

きഅڝたちメンόーの1ਓ͕ࢲ
ͱい こ͏ͱ͋りɺڝ അ ࢢ にし
たɻ特にコϩφՒͰΦンラインڝഅ͕
ྲྀ行っているதɺݱに行っている
にをしたɻͦݱ こͰɺڝഅ
を行 ま͏ͰのྲྀΕに3つのΈ͕ଘ
在しているこͱ͕分かったɻͦ こͰɺこ
のΈを解決する商品を࡞りたいͱ
たɻ͑ߟ

品࡞ࢼ
࣮ ݱにࡍ Ͱഅ ݊をߪ ೖしている
ਓからҙݟをฉきɺഅ݊ɺマークシー
トをೖΕるϙケットのからɺケーε
の大きさɺܗなͲを決定したɻ࡞ࢼ品
ओに3つのλイプを製࡞しɺ࣮ にࡍ
をݟഅをするਓに使ってらいҙڝ
ฉいた͏͑ Ͱɺ今ճの商品Ͱ製࡞す
るこͱにしたɻ

ࢲ たちこの 商 品をωットൢ ചͰ
ചりग़していこ͏ ͱ͑ߟているɻͦ の
たΊɺこの 商 品 の ೝ  のたΊにɺ
5XJ U U F SなͲͰࠂを͏ つɻͦ のཧ
༝λーήットͰ͋るݱのਓた
ち5XJ U U F SなͲͰڝഅใをೖ
खしていたからͩɻこの商品をڝഅ
をΑりࢢഅڝのਓにಧ͚ɺݱ
活性化させたいͱ͑ߟているɻ

һڭಋࢦ
ਫ野学ઌ生
からのコメント

ଞͱҧ ใݱのۭͰなくɺっͱっͱ্صにணしたのͩからɺࢢ「Ίた߈͏」
にͮجいたاըにऔりんͰいΕɻ

クリアシート便利グッズ

おΉらいすʤ.:#",&/ʥ
法政大学ɹ本條晴一郎ゼミ/ࡈ藤ڹɺਂ 山秀ɺฏ田Ѫ果ɺຟ田སԝ

ԋதにָ譜をΊくる2࣌ຕΊく
Εてしま͏ こͱを͙商品

「ぺらっ譜」ϐアノԋऀָ͕譜Ίくり
をਖ਼֬に行 た͏Ίの商品Ͱ͋るɻ
ԋしな͕らの譜ΊくりۃΊて難しくɺ
2ຕΊくΕてしま͏ ͱい͏ॏ大なミε多ʑ
こるɻまたɺΊくりํに大きく分͚てى

「 ָ 譜のをつまΉ」「 譜 ໘をεライυ
してΊくる」の2छྨ͕ り͋ɺऀޙを࠾༻
するਓ͕多いɻしかしࢢにલऀをα
ϙートする製品͕ほͱんͲͰɺऀޙをα
ϙートする製品使いࣺてのߴՁなの
しかଘ在しないɻぺらっ譜「܁りฦし使

る͑」「εライυࣜの譜Ίくりをαϙートす
る製品」ͱしてۭനのࢢをຒΊるこͱ
͕ͰきるのͰ͋るɻ

テーマの「便利グッズ」にؔして「h ෆ
便なこͱ ɦ׳Εてしま͏ ͱͦ じなくײ͏
なるΑͶ」ͱい͏ ൝һの一ݴから「৭ʑ
なこͱに׳Εるલ」Ͱ͋る࣌ڙࢠに
ணɻ࣌ڙࢠの「शい事」に多いϐ
アノにしたɻͦ のऀݧܦޙのイ
ンλϏϡーアンケートから「ָ譜Ίく
り」特に「2ຕΊくΕてしま͏ こͱ」の
Έ͕多いこͱ͕ ໌らかになったɻ

ϐアノのऀݧܦインεトラクλーのํ
に࣮ࡍに৮ってらいな͕らɺさま͟ ま
なվ良をࢪしたɻたͱ͑ 「ख͕ס૩し
てしまってΊくりͮ らいͱい͏ 」�0のํ
のҙݟをվળすくऄෲߏを࠾༻
したりɺ͕ڙࢠつかって҆શなΑ͏ に
֯をશて くؙしたりなͲͰ͋るɻこのΑ͏
なมߋをܦて෯いのํに使っ
てら͑ る製品に্͕ったͱ͏ࢥɻ

この製品ݴ༿Ͱのઆ໌を受 る͚Ҏ
্に࣮ࡍに使ってら͏ こͱͰͦの使い
すさ͕分かるɻͦ のたΊళ಄Ͱぺ
らっ譜のࢼ༻εϖーεをઃ͚てら͏ こ
ͱをܭըしているɻまたɺ使いํ͕؆୯
に分かるΑ͏ に使༻ํ法の解આಈը
を࡞りɺͦ の23コーυ印刷したख࡞
りの101をࢼ༻εϖーεۙにࣔܝ
してら͏ こͱにΑってߪങଅਐをૂ͏ɻ

һڭಋࢦ
本條晴一郎ઌ生
からのコメント

プラン優勝ɺ学生賞ɺ日本マーケティング学会賞おΊͰͱ͏ʂプランを࡞るաఔͰコンηプト
ͦのの͕ຏかΕていったこͱɺ商品اըͱしてཧతなͩܗったɻࢦఠさΕた題
をすさまじいさͰ௵していくલਐྗを࣋ったチームなのͰɺ今ޙのൃ展を期しているɻ

クリアシート便利グッズ

Q)ʤぺらっ譜ʥ
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日本大学ɹਫ野学ゼミ/Տ野ᚸɺ٠優ేɺ川ੈߤ

こるΈを解決ى戦Ͱ؍അڝ
しɺεトレεのないڝഅ؍戦を

この商品クリアシートͰ製࡞さΕたഅ
݊専༻ケーεͰ͋るɻڝഅͰىこる
Έを解決しɺεトレεなくڝഅ؍戦͕Ͱき
る商品ͱなっているɻクリアシートのಁ໌
ͱい͏特を生かしɺഅ݊をケーεにೖ
Εたままࢹೝするこͱ͕Ͱきるɻまたɺഅ
݊ϙケット͕�つ͋りɺഅ݊ߪೖのࡍに
ඞཁͱなるマークシートೖΕるこͱ͕Ͱ
きるのͰ͋るɻこの商品の࠷大の特ͱ
してɺߗΊのクリアシートを使༻している
たΊɺ立ったままͰԼෑきΘりͱしてɺ
マークシートを記ೖするこͱ͕ 可ͱなっ
ているɻ

きഅڝたちメンόーの1ਓ͕ࢲ
ͱい こ͏ͱ͋りɺڝ അ ࢢ にし
たɻ特にコϩφՒͰΦンラインڝഅ͕
ྲྀ行っているதɺݱに行っている
にをしたɻͦݱ こͰɺڝഅ
を行 ま͏ͰのྲྀΕに3つのΈ͕ଘ
在しているこͱ͕分かったɻͦ こͰɺこ
のΈを解決する商品を࡞りたいͱ
たɻ͑ߟ

品࡞ࢼ
࣮ ݱにࡍ Ͱഅ ݊をߪ ೖしている
ਓからҙݟをฉきɺഅ݊ɺマークシー
トをೖΕるϙケットのからɺケーε
の大きさɺܗなͲを決定したɻ࡞ࢼ品
ओに3つのλイプを製࡞しɺ࣮ にࡍ
をݟഅをするਓに使ってらいҙڝ
ฉいた͏͑ Ͱɺ今ճの商品Ͱ製࡞す
るこͱにしたɻ

ࢲ たちこの 商 品をωットൢ ചͰ
ചりग़していこ͏ ͱ͑ߟているɻͦ の
たΊɺこの 商 品 の ೝ  のたΊにɺ
5XJ U U F SなͲͰࠂを͏ つɻͦ のཧ
༝λーήットͰ͋るݱのਓた
ち5XJ U U F SなͲͰڝഅใをೖ
खしていたからͩɻこの商品をڝഅ
をΑりࢢഅڝのਓにಧ͚ɺݱ
活性化させたいͱ͑ߟているɻ

һڭಋࢦ
ਫ野学ઌ生
からのコメント

ଞͱҧ ใݱのۭͰなくɺっͱっͱ্صにணしたのͩからɺࢢ「Ίた߈͏」
にͮجいたاըにऔりんͰいΕɻ

クリアシート便利グッズ

おΉらいすʤ.:#",&/ʥ
法政大学ɹ本條晴一郎ゼミ/ࡈ藤ڹɺਂ 山秀ɺฏ田Ѫ果ɺຟ田སԝ

ԋதにָ譜をΊくる2࣌ຕΊく
Εてしま͏ こͱを͙商品

「ぺらっ譜」ϐアノԋऀָ͕譜Ίくり
をਖ਼֬に行 た͏Ίの商品Ͱ͋るɻ
ԋしな͕らの譜ΊくりۃΊて難しくɺ
2ຕΊくΕてしま͏ ͱい͏ॏ大なミε多ʑ
こるɻまたɺΊくりํに大きく分͚てى

「 ָ 譜のをつまΉ」「 譜 ໘をεライυ
してΊくる」の2छྨ͕ り͋ɺऀޙを࠾༻
するਓ͕多いɻしかしࢢにલऀをα
ϙートする製品͕ほͱんͲͰɺऀޙをα
ϙートする製品使いࣺてのߴՁなの
しかଘ在しないɻぺらっ譜「܁りฦし使

る͑」「εライυࣜの譜Ίくりをαϙートす
る製品」ͱしてۭനのࢢをຒΊるこͱ
͕ͰきるのͰ͋るɻ

テーマの「便利グッズ」にؔして「h ෆ
便なこͱ ɦ׳Εてしま͏ ͱͦ じなくײ͏
なるΑͶ」ͱい͏ ൝һの一ݴから「৭ʑ
なこͱに׳Εるલ」Ͱ͋る࣌ڙࢠに
ணɻ࣌ڙࢠの「शい事」に多いϐ
アノにしたɻͦ のऀݧܦޙのイ
ンλϏϡーアンケートから「ָ譜Ίく
り」特に「2ຕΊくΕてしま͏ こͱ」の
Έ͕多いこͱ͕ ໌らかになったɻ

ϐアノのऀݧܦインεトラクλーのํ
に࣮ࡍに৮ってらいな͕らɺさま͟ ま
なվ良をࢪしたɻたͱ͑ 「ख͕ס૩し
てしまってΊくりͮ らいͱい͏ 」�0のํ
のҙݟをվળすくऄෲߏを࠾༻
したりɺ͕ڙࢠつかって҆શなΑ͏ に
֯をશて くؙしたりなͲͰ͋るɻこのΑ͏
なมߋをܦて෯いのํに使っ
てら͑ る製品に্͕ったͱ͏ࢥɻ

この製品ݴ༿Ͱのઆ໌を受 る͚Ҏ
্に࣮ࡍに使ってら͏ こͱͰͦの使い
すさ͕分かるɻͦ のたΊళ಄Ͱぺ
らっ譜のࢼ༻εϖーεをઃ͚てら͏ こ
ͱをܭըしているɻまたɺ使いํ͕؆୯
に分かるΑ͏ に使༻ํ法の解આಈը
を࡞りɺͦ の23コーυ印刷したख࡞
りの101をࢼ༻εϖーεۙにࣔܝ
してら͏ こͱにΑってߪങଅਐをૂ͏ɻ

һڭಋࢦ
本條晴一郎ઌ生
からのコメント

プラン優勝ɺ学生賞ɺ日本マーケティング学会賞おΊͰͱ͏ʂプランを࡞るաఔͰコンηプト
ͦのの͕ຏかΕていったこͱɺ商品اըͱしてཧతなͩܗったɻࢦఠさΕた題
をすさまじいさͰ௵していくલਐྗを࣋ったチームなのͰɺ今ޙのൃ展を期しているɻ

クリアシート便利グッズ

Q)ʤぺらっ譜ʥ
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໌ւ大学ɹখ୩ࢠܙゼミ/山田།ਓɺҏ藤༐رɺ山本وത

自立しないエコόッグを自立させ
るശ型のࠎΈ

エコόッグελンυ自立しないエコόッ
グを自立させるΑ͏ にするɺエコόックの
தにೖΕて使͏ശ型の商品Ͱ͋るɻこの
商品ڈからレジ袋͕༗ྉ化さΕた
こͱにΑってɺエコόッグを使༻するਓ͕
かなり૿ՃしているのͰないかͱ͑ߟɺ

こͦͰこの商品Ͱ自立しないエコόッグ
を自立させɺങいͰのՙのग़しೖ
ΕをָにするこͱにΑってɺগしͰエコ
όッグを使いすくなっていた͚ͩΕ
ͱࢥいɺこのエコόッグελンυ͕生まΕ
たɻ

ೖߪॳɺエコόッグのதにങいͰ࠷
した商品をೖΕたࡍにエコόッグのఈ
͕ԚΕてしま͏ 事を解ফするたΊにエコ
όッグのఈにෑくԼෑきをൃҊしていた
͕ɺͦΕ ͱͩインパクトに͚ܽていたりɺԼ
ෑき͕ ͣΕて使いにならなかったりͱ
題͕多くɺͦΕらを解ফするたΊにͣ Ε
ないΑ͏ にശ型にܗをม͑ɺエコόッグを
自立させるͱい͏ Ճ͑ػ る事にしたɻ

ঢ়Ͱなくܗ品ɺശ型の࡞ࢼॳの࠷
エコόッグの྆ଆ໘ͱఈ໘にクリアシート
をෑいたܗঢ়のを製࡞したɻしかしこ
Ε ͱͩଆ໘෦分͕ଆにΕてしまいɺ
エコόッグを自立させるこͱ͕ ग़དྷなかっ
たɻͦこͰശ型のܗঢ়Ͱ製࡞するこͱにし
たɺこΕにΑってଆ໘͕Εてしま͏ ͱい͏
題を解ফしつつߴいٱ性を࣋った
する事にޭしɺശ型࡞ঢ়のを製ܗ
のܗঢ়Ͱ製࡞する事に決定したɻ

このエコόッグελンυͱい͏商品ɺ
りコンϏχεーパーマーケット
なͲͱいったエコόック͕Αく使༻さ
ΕるΑ͏ なॴͰൢചするの͕良い
ͱ͑ߟたɻまたɺී ஈからエコόッグ
なͲを利༻していͦ͏ なओ්のํʑ
一 ਓ らしの学 生なͲにੵ ۃ త
に13を行いൢചをଅすɻ

һڭಋࢦ
খ୩ࢠܙઌ生
からのコメント

ळカンにग़੮ͰきͣɺౙカンのΈのൃදͱなったɻ準උෆ൱Ίない͕ɺメンόーɺ商
品開ൃ͚ͩͰなくɺこΕまͰにしたこͱ͕ない༷ʑな͕ݧܦͰきたͱ͏ࢥɻ今ޙのਓ生Ͱɺ一
つのこͱにਅにଧちࠐΉݧܦをしてཉしいɻ

クリアシート便利グッズ

チーム山田ʤエコόッグελンυʥ
ന大学ɹ長࡚秀ढ़ゼミ/生井ѪԻᣦɺ西࣮ݪ優ɺ野ਅ都

マンΨΦλクのこͩΘりをັせる
ケーε

「コミック߽ఛ」ɺマンΨΦλクのたΊ
に生まΕたɺマンΨ本専༻ケーεͩɻ
マンΨอޢをతͱしたطଘの商品に
ରしてɺΦλク特༗のෆຬ͕多ଘ在
しておりɺͦ ΕらにରԠするく࡞らΕた
の͕この商品Ͱ͋るɻ
Αりݻڧなૉࡐを使༻しɺશ໘を෴ こ͏
ͱͰɺෆ ຬ͕ 多かったอ ޢ 性 をڧ
化ɻさらにɺマンΨΦλクの行ಈ؍
から得たɺ「マンΨをັྗతに০りたい」
「本ମදࢴをݟたい」ͱい͏2つのજ在
χーズにԠ る͑σβインを࣮ݱしたɻ
「マンΨ特化」にৼりりɺࢢͰ།一
のϙジシϣンを֬立した͕ɺこの商品
一番のັྗͩɻ

マンΨΦλクの行 ಈをるたΊにɺ
*OsUBHSBNͰ「�ອը෦屋」͕ い
たߘを300݅Ҏ্ௐࠪしたɻͦ の結
果ɺたͩ本୨にマンΨをしま͏ Θ͚Ͱ
なくɺしてදݟ͕ࢴ る͑Α͏ にஔく
なͲɺ「ັせํ」にこͩ Θりを࣋っている
ਓ͕ඇৗに多いこͱをൃݟしたɻこΕを
જ在χーズͱ͑ߟɺͦ い͏った০りํ͕
؆୯にͰきる商品σβインをߟҊしたɻ

「શ֯からマンΨ͕៉ྷにݟ る͑」
「 ද カόーͱଳを良いঢ়ࢴ ଶͰอ
ଘͰきる」「 本 ମ ද ಡΈす͕ࢴ
い」こΕらすてをクリアするσβイン
を࡞るたΊɺઃ り܁ͱΈ立てをܭ
ฦしɺήームカηットのケーεからώント
を得てさせたɻ࣮ にɺອը専ࡍ
ブックカϑΣにࢼ ࡞ 品をઃ ஔしɺ
2か݄ؒɺ使༻ײௐࠪを行ったɻ

λーήットをマンΨΦλクにߜっている
たΊɺൢ ࿏ઌのީิからࢥいって
一ൠॻళを֎しɺマンΨ・アχメカル
チϟー専ళをൢ࿏ઌͱしてબんͩɻ
۩ମతなൢଅࡦࢪͱしてɺマンΨͱ
ಉじܗのൢଅ101をɺ商品のதにೖ
Εてചりに০るこͱͰɺ使༻イメージ
をかせるํ法なͲをߟҊしɺ࣮ にࡍ
ൢଅ101のプϩトλイプを࡞したɻ

һڭಋࢦ
長࡚秀ढ़ઌ生
からのコメント

このチーム行ಈྗに秀Ͱていたɻかなりૣい࣌期から࡞ࢼ品を࡞り্͛ɺͦ Εをஔいて
ら͏ ళฮまͰ自らަবし୳しग़してきたɻまたಠ自ௐࠪをܭըしɺ300ਓنのඃऀݧを
͋っͱい͏ؒにूΊてきたɻプレゼンࢿྉのߴくɺଞチームにӨڹを༩͑ていたɻ

クリアシート便利グッズ

χシキアφΰʤコミック߽ఛʥ
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こͱにΑってɺエコόッグを使༻するਓ͕
かなり૿ՃしているのͰないかͱ͑ߟɺ

こͦͰこの商品Ͱ自立しないエコόッグ
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ΕをָにするこͱにΑってɺগしͰエコ
όッグを使いすくなっていた͚ͩΕ
ͱࢥいɺこのエコόッグελンυ͕生まΕ
たɻ

ೖߪॳɺエコόッグのதにങいͰ࠷
した商品をೖΕたࡍにエコόッグのఈ
͕ԚΕてしま͏ 事を解ফするたΊにエコ
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ྲྀ௨Պ学大学ɹਗ਼ਫ৴ゼミ/த山Ѯɺ佐໌ݹԻɺ山Լಸ

ͻͱつͰࡾ役�ഉਫߔカόー

「クリアϑィット」खをԚさͣにഉਫߔ
の生ΰミをࣺてるこͱ͕ग़དྷるɺ؆୯に
ચ る͑ɺڥにさしいͱい 3͏つのメリッ
ト͕͋るഉ ਫ カόーͰ͋るɻഉߔ ਫ ߔ
のΰミ受͚ͱい͑ਫりωット͕ओྲྀ
͕ͩɺԚくてૉखͰ৮りたくないͱい͏ཧ
༝から আ ස ͕Լ͕ってしま͏ ਓ
多いɻまたɺਫりωットを使༻するͱマイ
クϩプラεチック͕Լਫॲཧをすりൈ
͚ɺւまͰྲྀΕてしま͏ ɻクリアϑィットこ
ΕらのΈを解ফする商品Ͱ͋るɻ

たちまͣɺ৽型コϩφィルεのࢲ
ӨڹͰม化したこͱをௐࠪしたɻͦ の
結 果 ɺお ち͏࣌ ͕ؒ૿͑たこͱͰྉ
ཧを࢝ΊたਓɺআをසൟにするΑ
に͏なったਓ͕多いこͱ͕分かったɻ

さらにキッチンをゼϩのঢ়ଶにすɺ
キッチンリηット͕ྲྀ行っているこͱ
分かりɺキッチンのআグッズधཁ
たɻ͑ߟいͱߴ͕

まͣɺ一ൠతにൢചしているਫり
ωットのฏۉのαイズをௐたɻり
औりઢをೖΕてクリアシート1ຕͰ2α
イズ࡞ΕるΑ͏ に࡞ࢼ品を੍࡞したɻ
パーツをࠩしࠐんͩՕॴからΰミ͕
࿙ΕないΑ͏ にしたりɺ๐立てるたΊ
に݀の大きさをしたりしたɻͦ し
てɺした࡞ࢼ品をओ්のํに࣮
をฉいたɻײに使༻してらいɺࡍ

ൢചํ法ࢽࡶ͚ڙࢠのを
のお͕ڙࢠているɻこΕɺ͑ߟ
खいͱして使༻してら͏ తͰ る͋ɻ
またɺΈ立てࣜなのͰにしす
いɻなͥओ්ࢽࡶ͚のにしな
いのかͱい͏ ͱɺओ්ࢽࡶ͚にɺ
を͚ていない͕ࢽࡶほͱんͲͰɺま
たɺϑライパンՈܭなͲɺメイ
ンͰߪೖさΕる߹͕多いたΊͩɻ

һڭಋࢦ
ਗ਼ਫ৴ઌ生
からのコメント

ॴまΘりͱい͏ۙなॴͰのӅΕたχーズにযをߜりɺਫりωットなͲのطଘ商品
ͱのࠩผ性をΑく͑ߟたاըɻクリアシートならͰの特長をͲ͏ 活かすかɺͱい͏Ͱۤ࿑
していた͕ɺؒ࣌をか͚て製࡞したプϩトλイプかなりのग़དྷ ͱ͑ධՁͰきるɻ

クリアシート便利グッズ

"."ʤクリアϑィットʥ
和歌山大学ɹ柳到亨ゼミ/দࣿɺ֯ 野Ֆསɺֿݪᆹݾ

ಥ વのೈ 便にまない� ຖ日
使ってɺパットきΕいに

「パットル」ɺѪݘのೈ便のॲཧのし
ͮらさを解ফする商品Ͱ͋るɻこの商品
を使 こ͏ͱͰೈ便を໘にམͱすこͱな
くॲ ཧͰきɺ ໘を১くख ͕ؒなくなる
たΊϑンॲ ཧの࣌ ؒ  ॖにつな͕るɻ
さらにɺ袋をೖΕるϙケット͋るたΊ袋
をΕてしま͏ こͱ͏ ないɻઌのε
トッパーに袋をཹΊΕࢄาதに྆ख
࠶าをࢄるこͱなくなりɺす͙に͕࠹͕
開するこͱ͕ͰきるɻѪݘのೈ便ॲཧに
Ήશてのࣂいओさんにμイレクトϑン
キϟッチϟー「パットル」をଃりたいɻ

ॳҟなる商品をاըしΑ͏ ͱして
いた͕ɺインλϏϡーのࡍに「ೈ便ॲ
ཧのํ͕ࠔっているからͦ っちを解
決してཉしい」ͱݴΘΕɺΑり多くのࣂ
いओさんにアンケートを࣮ࢪしたɻす
るͱɺೈ便ॲཧにんͰいるਓ͕多
いこͱ͕Θかるͱಉ࣌にɺ解決しな͚
Εならない大きな題Ͱ͋るͱߟ
͑たɻ

パットルのܗ्ҩさんͱの໘ஊのࡍ
にුかんͰきたɻ࣮ にパットル͕Ͱきࡍ
てからɺさま͟ まݘछのݘのࣂいओ
さんに使っていたͩきɺ商品を࡞って
きたɻ۩ମతなվળͱしてɺͲんな
のお৲のԼにೖるΑ͏ݘ にߴさをௐ
અしたこͱͰ る͋ɻまたɺ商品ػの袋
༻ϙケットͱઌのεトッパーࢼ༻
ௐࠪͰのফඅऀのから生まΕたɻ

ϖットシϣップࣂいओのインλ
Ϗϡーௐࠪの結果ɺϑンキϟッチϟー
ೝさΕていないこͱ͕Θかったɻ
ͦのたΊɺノϕルティൢ ചͰいೝ
を獲得するඞཁ͕͋るɻノϕルティ
ൢചީิͱしてɺの݈߁をଅਐ
するυッグϑーυメーカーݘのϑン
ॲཧ袋メーカーを͑ߟたɻ

һڭಋࢦ
柳到亨ઌ生
からのコメント

৺優しくࠜ い.",&ʂ5ɻ「ϑンキϟッチϟーパットル」ɺϖットのՈ化ͱい͏ڧؾ 社会ೝࣝ
りఴったدいओにࣂのೈ便ॲཧにΉݘの࣌าࢄまるதɺ生まΕたϖットؔ࿈商品ɻڧ͕
のͰ͋るɻݟ事にクリアシートの特性を活かせたɺ࠷ऴஈ֊のӦ業活ಈ๙Ίて͋͛たいɻ

クリアシート便利グッズ

.",& �5ʤパットルʥ
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ྲྀ௨Պ学大学ɹਗ਼ਫ৴ゼミ/த山Ѯɺ佐໌ݹԻɺ山Լಸ

ͻͱつͰࡾ役�ഉਫߔカόー

「クリアϑィット」खをԚさͣにഉਫߔ
の生ΰミをࣺてるこͱ͕ग़དྷるɺ؆୯に
ચ る͑ɺڥにさしいͱい 3͏つのメリッ
ト͕͋るഉ ਫ カόーͰ͋るɻഉߔ ਫ ߔ
のΰミ受͚ͱい͑ਫりωット͕ओྲྀ
͕ͩɺԚくてૉखͰ৮りたくないͱい͏ཧ
༝から আ ස ͕Լ͕ってしま͏ ਓ
多いɻまたɺਫりωットを使༻するͱマイ
クϩプラεチック͕Լਫॲཧをすりൈ
͚ɺւまͰྲྀΕてしま͏ ɻクリアϑィットこ
ΕらのΈを解ফする商品Ͱ͋るɻ

たちまͣɺ৽型コϩφィルεのࢲ
ӨڹͰม化したこͱをௐࠪしたɻͦ の
結 果 ɺお ち͏࣌ ͕ؒ૿͑たこͱͰྉ
ཧを࢝ΊたਓɺআをසൟにするΑ
に͏なったਓ͕多いこͱ͕分かったɻ

さらにキッチンをゼϩのঢ়ଶにすɺ
キッチンリηット͕ྲྀ行っているこͱ
分かりɺキッチンのআグッズधཁ
たɻ͑ߟいͱߴ͕

まͣɺ一ൠతにൢചしているਫり
ωットのฏۉのαイズをௐたɻり
औりઢをೖΕてクリアシート1ຕͰ2α
イズ࡞ΕるΑ͏ に࡞ࢼ品を੍࡞したɻ
パーツをࠩしࠐんͩՕॴからΰミ͕
࿙ΕないΑ͏ にしたりɺ๐立てるたΊ
に݀の大きさをしたりしたɻͦ し
てɺした࡞ࢼ品をओ්のํに࣮
をฉいたɻײに使༻してらいɺࡍ

ൢചํ法ࢽࡶ͚ڙࢠのを
のお͕ڙࢠているɻこΕɺ͑ߟ
खいͱして使༻してら͏ తͰ る͋ɻ
またɺΈ立てࣜなのͰにしす
いɻなͥओ්ࢽࡶ͚のにしな
いのかͱい͏ ͱɺओ්ࢽࡶ͚にɺ
を͚ていない͕ࢽࡶほͱんͲͰɺま
たɺϑライパンՈܭなͲɺメイ
ンͰߪೖさΕる߹͕多いたΊͩɻ

һڭಋࢦ
ਗ਼ਫ৴ઌ生
からのコメント

ॴまΘりͱい͏ۙなॴͰのӅΕたχーズにযをߜりɺਫりωットなͲのطଘ商品
ͱのࠩผ性をΑく͑ߟたاըɻクリアシートならͰの特長をͲ͏ 活かすかɺͱい͏Ͱۤ࿑
していた͕ɺؒ࣌をか͚て製࡞したプϩトλイプかなりのग़དྷ ͱ͑ධՁͰきるɻ

クリアシート便利グッズ

"."ʤクリアϑィットʥ
和歌山大学ɹ柳到亨ゼミ/দࣿɺ֯ 野Ֆསɺֿݪᆹݾ

ಥ વのೈ 便にまない� ຖ日
使ってɺパットきΕいに

「パットル」ɺѪݘのೈ便のॲཧのし
ͮらさを解ফする商品Ͱ͋るɻこの商品
を使 こ͏ͱͰೈ便を໘にམͱすこͱな
くॲ ཧͰきɺ ໘を১くख ͕ؒなくなる
たΊϑンॲ ཧの࣌ ؒ  ॖにつな͕るɻ
さらにɺ袋をೖΕるϙケット͋るたΊ袋
をΕてしま͏ こͱ͏ ないɻઌのε
トッパーに袋をཹΊΕࢄาதに྆ख
࠶าをࢄるこͱなくなりɺす͙に͕࠹͕
開するこͱ͕ͰきるɻѪݘのೈ便ॲཧに
Ήશてのࣂいओさんにμイレクトϑン
キϟッチϟー「パットル」をଃりたいɻ

ॳҟなる商品をاըしΑ͏ ͱして
いた͕ɺインλϏϡーのࡍに「ೈ便ॲ
ཧのํ͕ࠔっているからͦ っちを解
決してཉしい」ͱݴΘΕɺΑり多くのࣂ
いओさんにアンケートを࣮ࢪしたɻす
るͱɺೈ便ॲཧにんͰいるਓ͕多
いこͱ͕Θかるͱಉ࣌にɺ解決しな͚
Εならない大きな題Ͱ͋るͱߟ
͑たɻ

パットルのܗ्ҩさんͱの໘ஊのࡍ
にුかんͰきたɻ࣮ にパットル͕Ͱきࡍ
てからɺさま͟ まݘछのݘのࣂいओ
さんに使っていたͩきɺ商品を࡞って
きたɻ۩ମతなվળͱしてɺͲんな
のお৲のԼにೖるΑ͏ݘ にߴさをௐ
અしたこͱͰ る͋ɻまたɺ商品ػの袋
༻ϙケットͱઌのεトッパーࢼ༻
ௐࠪͰのফඅऀのから生まΕたɻ

ϖットシϣップࣂいओのインλ
Ϗϡーௐࠪの結果ɺϑンキϟッチϟー
ೝさΕていないこͱ͕Θかったɻ
ͦのたΊɺノϕルティൢ ചͰいೝ
を獲得するඞཁ͕͋るɻノϕルティ
ൢചީิͱしてɺの݈߁をଅਐ
するυッグϑーυメーカーݘのϑン
ॲཧ袋メーカーを͑ߟたɻ

һڭಋࢦ
柳到亨ઌ生
からのコメント

৺優しくࠜ い.",&ʂ5ɻ「ϑンキϟッチϟーパットル」ɺϖットのՈ化ͱい͏ڧؾ 社会ೝࣝ
りఴったدいओにࣂのೈ便ॲཧにΉݘの࣌าࢄまるதɺ生まΕたϖットؔ࿈商品ɻڧ͕
のͰ͋るɻݟ事にクリアシートの特性を活かせたɺ࠷ऴஈ֊のӦ業活ಈ๙Ίて͋͛たいɻ

クリアシート便利グッズ

.",& �5ʤパットルʥ



St u d en t  In n o v at i o n  Co l l e g e  2 0 2 130 St u d en t  In n o v at i o n  Co l l e g e  2 0 2 130 St u d en t  In n o v at i o n  Co l l e g e  2 0 2 130



D)$

長期型避難自粛ケア商品ఏҊ

෩・߽ Ӎ・৽型コϩφイルεのຮԆにΑりɺࡂඋのߟ
͑ํɺै དྷの「避難࣌の࣋ちग़し」ͩ ͚Ͱなくɺ避難自粛生
活r͕த長期化するこͱͰ「த長期の避難・自粛生活のケア」͕ ඞ
ཁͱなっているɻҿΈਫ日分の৯ྉͱい͏໋を͙ܨたΊのඋ
品Ͱなくɺ避難自粛͕長期化するこͱに͏ɺ݈ 題ɺεキン߁
ケアɺεトレεケアɺମॏཧɺମௐཧなͲɺD)$ならͰのࡂ
උ商品αーϏεをاըఏҊするɻ
商品化ɺ化হ品・݈ 商品・μイエット・ϑΝッシϣンなͲɺ͋߁ らΏる
事業からঁ性のඒͱ݈߁を͑ࢧている「D)$」͕ ɻࢪ࣮
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大ࢢࡕ立大学ɹখྛゼミ/த樹࠸ɺݹ୩݈ଠɺ和多田തՆ

いつͰͲこͰ҆શͰす͙ にҿ
ませるこͱ͕ Ͱきるミルク

避難ॴͰɺプライόシーの؍からत
ೕɺݯࢿの؍からคミルクを࡞るこͱ
難Ͱ͋るɻͦࠔ͕ こͰӷମミルク͕
さΕるの͕ͩɺै དྷの製 品Ͱ1  ᄡ
ೕළにҠすඞཁ͕ り͋ɺख͕ؒかかるこ
ͱෳ  ճ 利 ༻のࡍ ɺӴ 生 ໘にෆ ҆
るɻ͕ͦ こͰ使いࣺて型の༰ثにする
こͱͰ避難࣌にదした商品ͱしたɻまたͦ
のΑ͏ な特からిंにっているͱき
なͲɺ日ৗ使༻可ͱなっているɻさら
に౬ઝ可な༰ثツーαイズ展開の
ൢ ചを行 こ͏ͱͰɺै དྷ 製 品の ॴを
վળする商品ͱなっているɻ

ۙ多くのํ自࣏ମ͕࣌ࡂ
௨ৗのϩーリングεトックͱしてӷମミ
ルクを࠾༻している༷ݟ͕ࢠ受͚ら
ΕるɻまたɺちΌん͕大ٽきしている
ͱきにคミルクを࡞るのࠔ難ͩͱい
͏͋るɻͦ のたΊ避難生活Ͱޮ
果をൃشしɺ日ৗ生活ͰॏๅさΕ
るӷମミルクにࢢの長性をײじ
たɻ

ӷମミルクをઁऔするのちΌん
Ͱ͋るこͱからɺパチ型の༰ثͰҿ
Ήこͱ͕Ͱきるのかͱい͏について
たɻ࣮͑ߟ にちΌんにҿんͰらࡍ
こ͏ͱͰきなかったたΊɺ༰ثをٯ

さにしてࢼすํ法Ͱɺ༰қにҿΊる
かͱい͏ についてূݕをॏͶたɻ

S/SͰたͩ商品をએする͚ͩͰ
なくɺӷ ମミルクͰෆ ҆ さΕる҆ࢹ
શ໘にྀしているこͱをใしてい
る͕すきͩɻさらにൢച
チϟωルͱしてɺ避難ॴになり͏ る
ํ自࣏ମをઃ定するこͱͰɺ避難࣌
にਝに商品をఏڙͰきるこͱにՃ
͑てɺ商 品のએ 可 ͱなってい
るɻ

һڭಋࢦ
খྛઌ生
からのコメント

のඋ࣌ࡂ ͱ͑してೕࣇのӷମミルクのඋɺχーズ り͋໘നいアイσアͩͱ͏ࢥɻた
ͩしɺೕͰのࢠҭて͕良いなͲこのछのࢢかなりอकతͰɺফඅऀのҙࣝվֵ͕
ඞཁなたΊɺͦ のをりࠐんͩプϩモーシϣンఏҊ͕͋Εなお良かったɻ

長期型避難自粛ケア商品

ま͚んͰʤΑりͦ いΈるくʥ
ؔ西学Ӄ大学ɹ石ॱゼミ/Ԭཹ࣮رɺࡔ本ཧࢠɺኍさくら

カόンにೖらなくてまない�メイ
クͱ৺のおॿ͚コεメ

この商品ɺマεク生活にΑって化হ่
ΕのΈ͕ਂࠁ化したにؔΘらͣɺカ
όン͕খさくかさるコεメを࣋ちӡな
い�ͱい͏ɺྲྀ 行にහײなঁࢠ大学生の
Έを解決する商品Ͱ͋るɻ

化হしにඞཁなɺอ࣪όームɺϑΝン
σーシϣンɺパμーɺアイシϟυɺアイ
ブϩの�つのコεメ͕εマートϑΥンの
分αイズのパレットにूさΕているɻ

またɺパレット1つͰ日ৗのメイクし避
難࣌にお͚る࠷ݶのメイク可Ͱ͋
るɻ

「マεク生活Ͱ࣋っていきたいコεメ͕
૿͑た͕ɺカόン͕খさく࣋ってい͚な
い」ͱい͏ メンόーのΈ͕ىͰ͋っ
たɻपりのঁࢠ大学生にアンケートௐ
ࠪを行 ͱ͏ɺಉじΈを๊ て͑いたɻͦし
てɺこの題த長期避難࣌にىこ
るこͱにؾき「かさるコεメを࣋って
いくこͱ͕ 難しい」ͱい͏ ௨の課題をڞ
解決する商品を࡞りたいͱ͑ߟたɻ

品にΑりɺパϑͱϑΝンσーシϣン࡞ࢼ
ϑィルム͕͋るこͱͰ৮Εない
たΊɺਗ਼ܿに使༻可Ͱ͋るͱূݕ
するこͱ͕Ͱきたɻまたɺ༰ثͱϑィル
ムを一ମ型にするこͱͰɺメイクをする
したこͱ͕͋るͰݧܦ1͕ࢠঁ
͋Ζ 「͏ϑィルム͕いつのؒにかなく
なっている」ͱい͏Έを解決するこ
ͱ͕ Ͱきたɻ

λーήットͰ͋るঁࢠ大学生のೝ
獲得のたΊにɺ൴ঁたち͕コεメの
ใを得るツールͱしてසൟにӾཡする
S/SޱコミαイトͰのൢചଅਐを
ଅすɻ特に利༻͕多い*OsUBHSBN・
-*1S・!DPsNFにおいてɺD)$ެ
ࣜアカントͰのߘをڧ化するɻさら
にɺキϟンϖーンを行 こ͏ͱͰޱコミを
૿しɺߪೖαイクルをܗするɻ

һڭಋࢦ
石ॱઌ生
からのコメント

「レεキϡミ」ɺ避難͚ͩ࣌Ͱなくීஈ使͑るɺঁ 性の化হ品にؔするΈにدりఴ͏
ૉ晴らしい商品Ͱ͋るɻஸೡに࡞さΕたプϩトλイプɺใをߜりࠐんͩ分かりすい
プレゼンࢿྉૉ晴らしかったɻSカレͰ得たݧܦをब活ɺকདྷの事に活かしてほしいɻ

長期型避難自粛ケア商品

3B J OCPXʤMF s s DVF NFʥ



1 ؍� Observation 2 ࡞品੍࡞ࢼ� Prototyping 3 �ൢചଅਐ Promotion

St u d en t  In n o v at i o n  Co l l e g e  2 0 2 1 St u d en t  In n o v at i o n  Co l l e g e  2 0 2 132 33

1 ؍� Observation 2 ࡞品੍࡞ࢼ� Prototyping 3 �ൢചଅਐ Promotion

大ࢢࡕ立大学ɹখྛゼミ/த樹࠸ɺݹ୩݈ଠɺ和多田തՆ

いつͰͲこͰ҆શͰす͙ にҿ
ませるこͱ͕ Ͱきるミルク

避難ॴͰɺプライόシーの؍からत
ೕɺݯࢿの؍からคミルクを࡞るこͱ
難Ͱ͋るɻͦࠔ͕ こͰӷମミルク͕
さΕるの͕ͩɺै དྷの製 品Ͱ1  ᄡ
ೕළにҠすඞཁ͕ り͋ɺख͕ؒかかるこ
ͱෳ  ճ 利 ༻のࡍ ɺӴ 生 ໘にෆ ҆
るɻ͕ͦ こͰ使いࣺて型の༰ثにする
こͱͰ避難࣌にదした商品ͱしたɻまたͦ
のΑ͏ な特からిंにっているͱき
なͲɺ日ৗ使༻可ͱなっているɻさら
に౬ઝ可な༰ثツーαイズ展開の
ൢ ചを行 こ͏ͱͰɺै དྷ 製 品の ॴを
վળする商品ͱなっているɻ

ۙ多くのํ自࣏ମ͕࣌ࡂ
௨ৗのϩーリングεトックͱしてӷମミ
ルクを࠾༻している༷ݟ͕ࢠ受͚ら
ΕるɻまたɺちΌん͕大ٽきしている
ͱきにคミルクを࡞るのࠔ難ͩͱい
͏͋るɻͦ のたΊ避難生活Ͱޮ
果をൃشしɺ日ৗ生活ͰॏๅさΕ
るӷମミルクにࢢの長性をײじ
たɻ

ӷମミルクをઁऔするのちΌん
Ͱ͋るこͱからɺパチ型の༰ثͰҿ
Ήこͱ͕Ͱきるのかͱい͏について
たɻ࣮͑ߟ にちΌんにҿんͰらࡍ
こ͏ͱͰきなかったたΊɺ༰ثをٯ

さにしてࢼすํ法Ͱɺ༰қにҿΊる
かͱい͏ についてূݕをॏͶたɻ

S/SͰたͩ商品をએする͚ͩͰ
なくɺӷ ମミルクͰෆ ҆ さΕる҆ࢹ
શ໘にྀしているこͱをใしてい
る͕すきͩɻさらにൢച
チϟωルͱしてɺ避難ॴになり͏ る
ํ自࣏ମをઃ定するこͱͰɺ避難࣌
にਝに商品をఏڙͰきるこͱにՃ
͑てɺ商 品のએ 可 ͱなってい
るɻ

һڭಋࢦ
খྛઌ生
からのコメント

のඋ࣌ࡂ ͱ͑してೕࣇのӷମミルクのඋɺχーズ り͋໘നいアイσアͩͱ͏ࢥɻた
ͩしɺೕͰのࢠҭて͕良いなͲこのछのࢢかなりอकతͰɺফඅऀのҙࣝվֵ͕
ඞཁなたΊɺͦ のをりࠐんͩプϩモーシϣンఏҊ͕͋Εなお良かったɻ

長期型避難自粛ケア商品

ま͚んͰʤΑりͦ いΈるくʥ
ؔ西学Ӄ大学ɹ石ॱゼミ/Ԭཹ࣮رɺࡔ本ཧࢠɺኍさくら

カόンにೖらなくてまない�メイ
クͱ৺のおॿ͚コεメ

この商品ɺマεク生活にΑって化হ่
ΕのΈ͕ਂࠁ化したにؔΘらͣɺカ
όン͕খさくかさるコεメを࣋ちӡな
い�ͱい͏ɺྲྀ 行にහײなঁࢠ大学生の
Έを解決する商品Ͱ͋るɻ

化হしにඞཁなɺอ࣪όームɺϑΝン
σーシϣンɺパμーɺアイシϟυɺアイ
ブϩの�つのコεメ͕εマートϑΥンの
分αイズのパレットにूさΕているɻ

またɺパレット1つͰ日ৗのメイクし避
難࣌にお͚る࠷ݶのメイク可Ͱ͋
るɻ

「マεク生活Ͱ࣋っていきたいコεメ͕
૿͑た͕ɺカόン͕খさく࣋ってい͚な
い」ͱい͏ メンόーのΈ͕ىͰ͋っ
たɻपりのঁࢠ大学生にアンケートௐ
ࠪを行 ͱ͏ɺಉじΈを๊ て͑いたɻͦし
てɺこの題த長期避難࣌にىこ
るこͱにؾき「かさるコεメを࣋って
いくこͱ͕ 難しい」ͱい͏ ௨の課題をڞ
解決する商品を࡞りたいͱ͑ߟたɻ

品にΑりɺパϑͱϑΝンσーシϣン࡞ࢼ
ϑィルム͕͋るこͱͰ৮Εない
たΊɺਗ਼ܿに使༻可Ͱ͋るͱূݕ
するこͱ͕Ͱきたɻまたɺ༰ثͱϑィル
ムを一ମ型にするこͱͰɺメイクをする
したこͱ͕͋るͰݧܦ1͕ࢠঁ
͋Ζ 「͏ϑィルム͕いつのؒにかなく
なっている」ͱい͏Έを解決するこ
ͱ͕ Ͱきたɻ

λーήットͰ͋るঁࢠ大学生のೝ
獲得のたΊにɺ൴ঁたち͕コεメの
ใを得るツールͱしてසൟにӾཡする
S/SޱコミαイトͰのൢചଅਐを
ଅすɻ特に利༻͕多い*OsUBHSBN・
-*1S・!DPsNFにおいてɺD)$ެ
ࣜアカントͰのߘをڧ化するɻさら
にɺキϟンϖーンを行 こ͏ͱͰޱコミを
૿しɺߪೖαイクルをܗするɻ

һڭಋࢦ
石ॱઌ生
からのコメント

「レεキϡミ」ɺ避難͚ͩ࣌Ͱなくීஈ使͑るɺঁ 性の化হ品にؔするΈにدりఴ͏
ૉ晴らしい商品Ͱ͋るɻஸೡに࡞さΕたプϩトλイプɺใをߜりࠐんͩ分かりすい
プレゼンࢿྉૉ晴らしかったɻSカレͰ得たݧܦをब活ɺকདྷの事に活かしてほしいɻ

長期型避難自粛ケア商品
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1 ؍� Observation 2 ࡞品੍࡞ࢼ� Prototyping 3 �ൢചଅਐ Promotion

京都産業大学ɹ্ݩゼミ/ҏఉສཬࡊɺଜ՚南ɺࡔຑ༝

いつͰɺͲこͰɺ؆୯にɺコϩコ
ϩコϩン�

ࡂ きた避ى͕ 難 にɺഽトラブル࣌
ഽケアの 題についてࢲたち自粛・
避難の྆ํに使͑る商品を開ൃしたɻ
D)$社の化হਫೕӷɺඒ༰ӷなͲ
をϩールΦンͱい͏ඒҙࣝのߴい多くの
ঁ性͕利༻しているɺपғをؾにせͣ
に使༻したい෦分にコϩコϩͱస͕して
利 ༻するλイプの化 হ 品 ༻ ඒ ༰ϩー
ラーのதにಋೖするɻまたɺ͋ Ϳらͱりࢴ
をϘールঢ়にしてϩールΦンλイプにし
た͋ͿらͱりϘールをରଆにணしɺ
28":にしたɻͦ のೋのޮをϖン
ঢ়にしコンパクトͰ࣋ちӡͼすいいつ
ͰɺͲこͰɺഽをؾにか͚らΕる商品
ఏҊɻ

D)$のओͱしたイメージͰ る͋ߴՁな化
হਫඒ༰ӷにணしɺएऀͰखに
औりすいՁ֨Ͱ࣋ちӡͼに便利なए
ऀઢͰの商品を࡞りたいͱߟ た͑ɻ今
日のएऀ࣋ちの࠷খݶ化大きな
カόンを࣋ちาかないに る͋ɻͦ の
特をऔりೖΕコンパクトͰ28":Ҏ
্のػを୲いɺ٧Ίସ ͑可なαε
テφブルな商品を開 しൃΑ͏ ͱߟ た͑ɻ

ϩールΦンλイプの༰ثの商品を࣮
品を࡞ࢼೖし使༻したのͰɺߪにࡍ
るこͱしなかった͕ɺΘりにイ࡞
メージਤを࡞ったɻ࣮ に͋る商品ࡍ
をΈ߹Θせるͱい͏ఏҊͩったの
Ͱ࡞ࢼ品࡞Εなかった͕ɺը૾を
Ճして長さ෯決Ίて品を
イメージͰきるΑ͏ にしたɻ

S/SͰアンケートをͱったͱこΖ༉औり
ちӡͿਓগないこͱ͕࣋をࢴ 分かっ
たɻ༉औりϘールΰミ͕ ग़ないの͕
ΈͰ͋ڧ るのͰ こͦをਪしてɺ؆୯に
ちӡるͱい͏࣋ こͱをアϐールするඞ
ཁ͕͋るɻேのメイクલのΉくΈͱりな
ͲͰ化হਫをృりな͕らマッαージͰ
きるͱい͏ɺ֎ग़͚ͩ࣌Ͱなく在宅
Ͱ使༻Ͱきるͱい͏࣌ アϐールɻ

һڭಋࢦ
ઌ生ݩ্
からのコメント

メンόーಉ࢜のงғ͕ؾ良くɺڭһゼミ生͕ݟていないत業ؒ࣌֎ͰΑくྗしている
チームͰ͋るͱい͏印を࣋ったɻௐࠪプϩモーシϣンなͲɺ͏ গしؤுΕるͱこΖ͋っ
たͱ͕͏ࢥɺ避難・自粛ํͰ使 る͑便利な商品に্͕ったͱ͑ߟているɻ

長期型避難自粛ケア商品

ϋッϐーミラクルεテーシϣン3ʤ$030/ʥ
༎ඒɺ多田ຑඒɺத野さつきɺதଜちなつࡊ大学ɹኍ田ষޫゼミ/ਗ਼ਫـۙ

ັせるϤΨマット

「くっͱ」ɺऩೲεϖーεにࠔらͣɺ避
難࣌に使༻ͰきるӢ型のϤΨマットͰ
͋るɻこの商品ɺطଘのϤΨマットにର
するΈͰ͋る「෦屋にೃછまない৭・
ऩೲεϖーεにࠔる」ͱい͏2を解決
する商品Ͱ͋るɻ「くっͱ」の࠷大の特
͗ܨに͋るɻジϣイントマットのΑ͏
に؆୯に͛ܨたり֎したりͰきるたΊɺト
レーχングに߹Θせて大きさのௐ ͕
可Ͱ͋るɻまたɺ避難࣌に৸۩ͱし
てػするこͱからɺ「くっͱ」を自粛生
活ͱ避難生活の2ํ໘Ͱ役立つ商品ͱ
してೝ֦大をਤりたいɻ

自粛生活தに৽たに࢝Ίたこͱをฉく
ͱɺ11�ਓ͕自宅ͰのトレーχングʢҎ
Լ「宅トレ」ʣͱճしたɻここからɺ宅ト
レを行͏ਓのインλϏϡーをͱにϤ
Ψマットのෆຬをௐࠪするͱɺ「ऩ
ೲにࠔる」・「෦屋にೃછまない」ͱの
͕͛ڍらΕたɻͦこͰࢲたち分解
ͰきるこͱͰコンパクトになりɺ෦屋に
ೃછΉ商品を࡞りたいͱ͑ߟたɻ

大学生をϖルࢠに宅トレを行͏ঁࡍ࣮
ιφにઃ定しɺͦこからのώアリングͰ得
たใをͱに࡞ࢼ品を࡞したɻ「Ϥ
Ψマットͱしてػするこͱ」・「ଓ෦
分͕֎ΕないΑ͏ にするこͱ」にۤ戦
しɺԿ商品վ良を܁りฦしたɻ࣮
にメンόーࡍ ト͕レーχングを行͏࣮
た・使い৺ݟ品の࡞ࢼをしɺݧ࣮ূ
についてଞऀにҙݟをٻΊたɻ

宅トレঁࢠのインλϏϡーからɺトレー
χングを行͏ࡍのใݩͱしてɺ「ϤΨ
͕「S/S」・「ਓ」・「ࢽࡶ ͛ڍ
らΕたɻͦこͰͦΕͧΕのഔମɺアプ
ϩーチを行ったɻ࣮ ࢽࡶにϤΨࡍ
のࡌܝͱ&$αイトのൢ࿏を獲得しɺま
たϤΨࣨڭͰのコラϘاըɺS/SͰ
のใ֦ࢄをࢪすこͱͰɺ෯いλー
ήットのೝ֦大をࢦしたɻ

һڭಋࢦ
ኍ田ষޫઌ生
からのコメント

コϩφՒͰ自宅ϤΨを࣮ફする学生͕૿Ճした行ಈのม化にしたɻطଘのϤΨマット
๊͕ る͑ɺ෦屋のインテリアにマッチしないɺ࣋ちӡͼ͕ෛ୲なͲの題をΈ立てࣜマット
ͱい͏ํ法Ͱ解決したɻ使༻ূݕɺࢢಋೖํ法ݕ౼さΕており͕ߴいɻ

長期型避難自粛ケア商品

1P s U� �ʤくっͱʥ
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京都産業大学ɹ্ݩゼミ/ҏఉສཬࡊɺଜ՚南ɺࡔຑ༝

いつͰɺͲこͰɺ؆୯にɺコϩコ
ϩコϩン�

ࡂ きた避ى͕ 難 にɺഽトラブル࣌
ഽケアの 題についてࢲたち自粛・
避難の྆ํに使͑る商品を開ൃしたɻ
D)$社の化হਫೕӷɺඒ༰ӷなͲ
をϩールΦンͱい͏ඒҙࣝのߴい多くの
ঁ性͕利༻しているɺपғをؾにせͣ
に使༻したい෦分にコϩコϩͱస͕して
利 ༻するλイプの化 হ 品 ༻ ඒ ༰ϩー
ラーのதにಋೖするɻまたɺ͋ Ϳらͱりࢴ
をϘールঢ়にしてϩールΦンλイプにし
た͋ͿらͱりϘールをରଆにணしɺ
28":にしたɻͦ のೋのޮをϖン
ঢ়にしコンパクトͰ࣋ちӡͼすいいつ
ͰɺͲこͰɺഽをؾにか͚らΕる商品
ఏҊɻ

D)$のओͱしたイメージͰ る͋ߴՁな化
হਫඒ༰ӷにணしɺएऀͰखに
औりすいՁ֨Ͱ࣋ちӡͼに便利なए
ऀઢͰの商品を࡞りたいͱߟ た͑ɻ今
日のएऀ࣋ちの࠷খݶ化大きな
カόンを࣋ちาかないに る͋ɻͦ の
特をऔりೖΕコンパクトͰ28":Ҏ
্のػを୲いɺ٧Ίସ ͑可なαε
テφブルな商品を開 しൃΑ͏ ͱߟ た͑ɻ

ϩールΦンλイプの༰ثの商品を࣮
品を࡞ࢼೖし使༻したのͰɺߪにࡍ
るこͱしなかった͕ɺΘりにイ࡞
メージਤを࡞ったɻ࣮ に͋る商品ࡍ
をΈ߹Θせるͱい͏ఏҊͩったの
Ͱ࡞ࢼ品࡞Εなかった͕ɺը૾を
Ճして長さ෯決Ίて品を
イメージͰきるΑ͏ にしたɻ

S/SͰアンケートをͱったͱこΖ༉औり
ちӡͿਓগないこͱ͕࣋をࢴ 分かっ
たɻ༉औりϘールΰミ͕ ग़ないの͕
ΈͰ͋ڧ るのͰ こͦをਪしてɺ؆୯に
ちӡるͱい͏࣋ こͱをアϐールするඞ
ཁ͕͋るɻேのメイクલのΉくΈͱりな
ͲͰ化হਫをృりな͕らマッαージͰ
きるͱい͏ɺ֎ग़͚ͩ࣌Ͱなく在宅
Ͱ使༻Ͱきるͱい͏࣌ アϐールɻ

һڭಋࢦ
ઌ生ݩ্
からのコメント

メンόーಉ࢜のงғ͕ؾ良くɺڭһゼミ生͕ݟていないत業ؒ࣌֎ͰΑくྗしている
チームͰ͋るͱい͏印を࣋ったɻௐࠪプϩモーシϣンなͲɺ͏ গしؤுΕるͱこΖ͋っ
たͱ͕͏ࢥɺ避難・自粛ํͰ使 る͑便利な商品に্͕ったͱ͑ߟているɻ

長期型避難自粛ケア商品
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༎ඒɺ多田ຑඒɺத野さつきɺதଜちなつࡊ大学ɹኍ田ষޫゼミ/ਗ਼ਫـۙ

ັせるϤΨマット

「くっͱ」ɺऩೲεϖーεにࠔらͣɺ避
難࣌に使༻ͰきるӢ型のϤΨマットͰ
͋るɻこの商品ɺطଘのϤΨマットにର
するΈͰ͋る「෦屋にೃછまない৭・
ऩೲεϖーεにࠔる」ͱい͏2を解決
する商品Ͱ͋るɻ「くっͱ」の࠷大の特
͗ܨに͋るɻジϣイントマットのΑ͏
に؆୯に͛ܨたり֎したりͰきるたΊɺト
レーχングに߹Θせて大きさのௐ ͕
可Ͱ͋るɻまたɺ避難࣌に৸۩ͱし
てػするこͱからɺ「くっͱ」を自粛生
活ͱ避難生活の2ํ໘Ͱ役立つ商品ͱ
してೝ֦大をਤりたいɻ

自粛生活தに৽たに࢝Ίたこͱをฉく
ͱɺ11�ਓ͕自宅ͰのトレーχングʢҎ
Լ「宅トレ」ʣͱճしたɻここからɺ宅ト
レを行͏ਓのインλϏϡーをͱにϤ
Ψマットのෆຬをௐࠪするͱɺ「ऩ
ೲにࠔる」・「෦屋にೃછまない」ͱの
͕͛ڍらΕたɻͦこͰࢲたち分解
ͰきるこͱͰコンパクトになりɺ෦屋に
ೃછΉ商品を࡞りたいͱ͑ߟたɻ

大学生をϖルࢠに宅トレを行͏ঁࡍ࣮
ιφにઃ定しɺͦこからのώアリングͰ得
たใをͱに࡞ࢼ品を࡞したɻ「Ϥ
Ψマットͱしてػするこͱ」・「ଓ෦
分͕֎ΕないΑ͏ にするこͱ」にۤ戦
しɺԿ商品վ良を܁りฦしたɻ࣮
にメンόーࡍ ト͕レーχングを行͏࣮
た・使い৺ݟ品の࡞ࢼをしɺݧ࣮ূ
についてଞऀにҙݟをٻΊたɻ

宅トレঁࢠのインλϏϡーからɺトレー
χングを行͏ࡍのใݩͱしてɺ「ϤΨ
͕「S/S」・「ਓ」・「ࢽࡶ ͛ڍ
らΕたɻͦこͰͦΕͧΕのഔମɺアプ
ϩーチを行ったɻ࣮ ࢽࡶにϤΨࡍ
のࡌܝͱ&$αイトのൢ࿏を獲得しɺま
たϤΨࣨڭͰのコラϘاըɺS/SͰ
のใ֦ࢄをࢪすこͱͰɺ෯いλー
ήットのೝ֦大をࢦしたɻ

һڭಋࢦ
ኍ田ষޫઌ生
からのコメント

コϩφՒͰ自宅ϤΨを࣮ફする学生͕૿Ճした行ಈのม化にしたɻطଘのϤΨマット
๊͕ る͑ɺ෦屋のインテリアにマッチしないɺ࣋ちӡͼ͕ෛ୲なͲの題をΈ立てࣜマット
ͱい͏ํ法Ͱ解決したɻ使༻ূݕɺࢢಋೖํ法ݕ౼さΕており͕ߴいɻ

長期型避難自粛ケア商品
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神戸大学ɹ宮尾学ゼミ/্ଜྒྷɺੁ 生༝ժɺ橘ޞ町ɺ౦良旅ਓ

コεト0ࡂʷ社һのே৯ఏ
αーϏεڙ

業の社һاたち宮尾ゼミɺதখࢲ
のே৯ఏڙαーϏεͰ͋る「ग़社メシ」
をఏҊしたɻこのαーϏεɺΦϑィεに
ઃஔさΕたD)$の多の৯品͕ೖっ
たϘックεから社һ͕きな商品をߪೖ
しɺͦ のままΦϑィεͰே৯をͱるこͱ͕Ͱ
きるͱい ͏のͰ͋るɻこのαーϏεをಋ
ೖするこͱͰɺ৯ྉのඋ͕ਐΈにくい
தখا業͕コεトをか͚ͣにϩーリングε
トックするこͱ͕ग़དྷる͚ͩͰなくɺே
৯をͱる社һ͕૿͑るこͱͰɺ社һの生
産性্͕するͱい͏ޮ果期Ͱきる
ͱࢲたち͑ߟたɻ

தখا業のඋಋೖをਐΊるたΊɺ
業の「৯」にؔする課題にしɺௐا
ࠪをしたɻ事の生産性にӨڹを༩͑
るே৯のॏཁ性をཧ解しɺ৯たいͱ
っているののɺ৯ていないਓ͕ࢥ
多くいるこͱ͕ Θかったɻこ͏ したै業һに
ே৯をఏڙするこͱ͕ ɺඋにつな る͕
αーϏεをつくΕɺதখا業Ͱඋ
͕ਐΉͱ͑ߟɺ本αーϏεをߟҊしたɻ

#たちのఏҊࢲ Uѓ #のαーϏ
εのఏڙͰ り͋ɺαーϏε༰をアン
ケートするこͱͰ࡞ࢼ品੍࡞ͱしたɻ
アンケートΦϑィεͰಇくํʑにお
͑いたͩいた͕ɺαーϏεを利༻し
たいཧ༝ɺͦ Θないཧ༝を多ࢥ͏
いたͩいたɻこのアンケートにΑりɺே
৯・࣌ࡂのͲちらにχーズ͕͋る
こͱを֬ೝするこͱ͕ ग़དྷたɻ

ൢച࣌のルートͱしてɺこΕまͰا業
にରしてଞの商品ൢചを展開してきた
"S,6-を利༻するɻಋೖޙɺ商品͕
りなくなったλイミングͰ利༻ا業༷に
"S,6-のαイトを௨じてඞཁな分のൃ
ґཔをしていた くͩɻこのํ法にΑりɺこ
ΕまͰऔҾを行っていたا業༷にରして
ԁにӦ業͕Ͱきɺྲྀ ௨にؔして༨分
なखؒのかからないಋೖ͕可ͱなるɻ

һڭಋࢦ
宮尾学ઌ生
からのコメント

日ৗͰ使͑ɺかつඇৗ࣌に役立つ商品をߟ る͑ͱい͏ 難しい課題ͩった͕ɺ໘നいアイσ
アに୧りணいたɻしかしɺ#UP#Ͱのൢ࿏֬立ൢചଅਐの題をे分に解決Ͱきなかっ
たɻアイσア くͮりに͕ؒ࣌かかってしまいɺͦ のূݕにؒ࣌をׂ͚なかったの͕লかɻ

長期型避難自粛ケア商品

り͏΅ーメシʤग़社メシʥ
ۨᖒ大学ɹੁ野佐৫ゼミ/খྛ߳ɺؠᔹ؏ଠ

খさなͻͱखؒͰ༊しを

D)$エッηンシϟルΦイル߹マεクε
プレー「 S F ᶘɻ」をఏ Ҋするɻこの商 品
マεクのআ のΈならͣखە υアࢦ
ノブɺصなͲに使͑るマルチআ εプە
レーͩɻさらにエッηンシϟルΦイルにΑる
εトレε؇和ޮ果ͱফषޮ果͋りɺ日
ৗ࣌ͱ࣌ࡂの྆໘Ͱ活༂するɻௐ
ࠪΑりアルコールにΑるഽߥΕを৺す
るਓ͕多いͱ໌したたΊɺカテキンを
߹しఱવ༝དྷのエλノールを使༻し
たഽに優しい分に্͛たɻখ型Ͱ
ಁ໌の༰ثにしɺ࣋ちӡͼしすくϩーリ
ングεトックしすいɺϢーβーઢの
商品ͱなったɻ

௨題ڞ自粛ɺ日ৗ生活のࡂ
ͱしてεトレεにΑる݈߁ඃ͕͋るɻ
またɺ1 0  ʙ 3 0 のঁ 性にインλ
Ϗϡーを࣮ࢪしたͱこΖɺ多く͕ 1日の
தͰ長ؒ࣌マεクをண͚ɺ1ຕのマε
クをઅして使༻しଓ͚るͱճし
たɻこのΑ͏ なݱঢ়からखܰにεトレε
を؇和させるこͱ͕可なマεクεプ
レーにணしたɻ

ҟなるαイズの࡞ࢼ品を࡞しɺ࣌ࡂ
Ͱ࣋ちาきすいかɺ日ৗ使いしすい
かɺͱい͏ からλーήットのएの؍
ঁ性にࢼしてらいɺదなαイズײを
したɻٻ
আޮە果をᨳ͏ くアルコールن定ྔを
߹しɺదな り߳にするҝɺ商品վ良
をॏͶたɻ
またɺ࡞ࢼ品をゼミ生2�໊にしɺ࣮
の֬ೝ行っײ༺に使༻してらい使ࡍ
たɻ

D)$ެࣜ*OsUBHSBNにてɺ商品を
使 シ͏ーンํ法をリールߘするɻ
リールϑΥϩϫーҎ֎にൃݟλブ
Ͱද ࣔさΕるたΊɺ商 品のೝ  
ӨࡱΊるɻさらにWMPH෩にࠐݟ্͕
しɺ日ৗͰ商品を使っている༷ࢠを
自વମにදݱするこͱͰɺλーήット
にۙײを༩ る͑ɻ

һڭಋࢦ
ੁ野佐৫ઌ生
からのコメント

൴らの൝アϩマ る߳マεクεプレーのఏҊを行ったɻ൴ら化হ品ا業にۈΊる0#に૬ஊしな͕ らɺ
いߴのΊる分を༻いて商品をつくりɺパッケージσβインを༩してかなりࠐݟのޮ果をࡍ࣮
に使ってら͏ࡍさせたɻまたɺαンプル商品を࣮品を࡞ࢼ なͲɺௐ ࠪੵ తに行いな͕ۃ らاըを
ਐΊていたɻͥ ͻ商品化してཉしかったɻ

長期型避難自粛ケア商品

̠̠ ʤ̠SF ᶘɻʢリリーʣʥ
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井ོɺ宮࡙قඒ໊ɺ田ཹߐլ大学ɹ山Լ༔ゼミ/Ԭ田一ฏɺ土࣎

戦͏大学生のきͼͩん͝

「りきち」ɺいつͰͲこͰखܰに
తにおෲをຬたすこͱ͕ग़དྷる߁݈
くないؒ ৯Ͱ͋るɻ͝ ൧ લۭ ෲをຬ
たしたいͱきのؒ ৯くないຯ ͚
Ͱ͋ってほしいͱࢥったこͱないͩΖ͏
か ݪ ࡐ ྉനۄ คͱݰ ถ คͱD ) $
のࠄࡶ和͑のૉをࠞͥ߹Θせておりɺ
ग़ो෩ຯのૉなຯ ͱ͚なっているɻ
ͦのたΊɺおかͣに߹いɺྉཧͱして
アレンジするこͱ可ͩɻまた৯るࡍ
いԻ͕しないこͱ่ܗΕ͕ない
たΊɺॴをબないɻ1ޱαイズのた
ΊखݩޱをԚさͣɺྔ のௐઅ͕؆୯
にͰきる৽しいؒ৯になっているɻ

ઌ行ௐࠪからɺ࣌ࡂに大学生にͱっ
て࠷ඞཁ性のߴい品৯ྉͰ͋
るこͱ͕ Θかったɻこのこͱから৯に
しɺͦこからアンケートௐࠪを行ったͱこ
Ζɺ多くの大学生͕ීஈからؒ৯を৯
ていてɺかつくないؒ৯͕ཉしいこ
ͱ͕ ໌したɻͦ こͰࢲたち大学生
͕खܰにおෲをຬたせるくないؒ
৯͚の৯品を࡞りたいͱ͑ߟたɻ

キッチンελジΦをआりɺ�ճにるࢼ
ݰを行ったɻ࡞ ถ คͱനۄ คの
߹のׂ߹ɺຯのௐઅなͲのࡐݪྉ
のબ 定・ௐ ɺࣽ る・ৠすなͲௐ
ཧํ法のۛຯを行ったɻまたɺײછ
ରࡦをపఈし特ผにڐ可を受͚
てɺ本学の学ࡇにདྷした学生�0
ਓに࡞ࢼ品をしɺアンケートௐ
ࠪを行ったɻ

λーήットͰ͋る大 学 生にͲΕ͚ͩ
ೝしてらいɺ商品の良さをって
ら͏ か͕ݤͱなるɻ大 学 生 Ͱのڠ
ൢച͕ओͱなるたΊ学৯トレイࠂ
なͲを༻いて大学生にくೝして
ら͏ ɻまたɺD)$͕ࢍڠͱしてイϕン
トͰのແ ྉ   ɺS / SͰの ߘ
ผൢചݸऴతに࠷ըを行͏ɻا
からまͱΊങいにҠ行していくɻ

һڭಋࢦ
山Լ༔ઌ生
からのコメント

ෳࡶなテーマのチϟレンジͩったのͰɺळカン͕ऴΘるまͰかなり戸っていたΑ͏ ͩɻプ
ϩトλイプͱなる৯品を࡞しɺࢼ৯してらいɺώアリングを行ってɺプϩトλイプをվળする
ͱい͏αイクルを্खくճせていたの͕ɺ良い結果につな͕ったͱݴ る͑ͩΖ͏ ɻ

長期型避難自粛ケア商品

ミルメークʤりきちʥ
専修大学ɹ奥瀬喜之ゼミ/৽井ٛ和ɺ੨山ྱಸɺԘᖒઍՂ

ӅしׯしͰɺすてのঁ性に҆
৺したらしを

「かくしてほせるん」日ৗをؚΊɺ避難
ॴなͲͰԼணをӅしな͕らׯせる商品
Ͱ͋るɻ
プライόシー͕ଘ 在しない避 難 ॴなͲ
Ͱɺঁ 性͕Լணをׯしͮらいͱい͏Έ
にしたɻ
աڈのࡂͰɺׯすこͱをたΊらいચ
୕をせͣにײછഽのかͿΕをҾき
こしたྫ͋るɻى

「かくしてほせるん」をஈϘールのนなͲ
にֻ͚るこͱͰɺ避難ॴͰਓのをؾ
にせͣにԼணをׯすこͱ͕Ͱきるɻ避難
ॴͰঁ性のΈにدりఴ͏の͕この「か
くしてほせるん」Ͱ͋るɻ

ݱ ঢ়を ѲするたΊ౦ 京 ྟ ւ 
ҬެࡂԂにෝきɺ࢜ࡂのํに
おをったɻͦ のࡍにɺ避難ॴ
パーテーシϣン͕くɺプライόシー
͕֬อさΕていないۭؒͰ͋るͱؾ
ͮいたɻͦ こからվΊてঁ性のΈ
にணしɺঁ 性のԼ ண  題͕ුか
ͼ্͕ってきたのͰ͋るɻ

まͣӅせるこͱをୈ一優ઌにɺסき
すいߏになるΑ͏ にしたɻॳ
ฏׯしのΈの2ஈߏをߟ て͑いた
͕ɺূݕ結果からॎׯしのほ͏ きס͕
すいこͱ͕ 分かったɻ生ɺपりを
෴ の͏Εん෦分にബいテトϩン生ɺ
ฏׯしの৮໘にסきすいの
ૈいメッシϡの生を使༻したɻまたɺ
৭避難ॴͰ立たないࠇにしたɻ

ੈ  ผにҟなるアプϩーチをͱるɻ
�0ʙ�0に「D)$sUZ M F」ެ
ࣜ S / S ɺ2 0  ʙ 3 0 に͚て
*OsUBHSBNなͲからアプϩーチをす
るɻD)$sUZ M Fのࢽ໘に分かり
すくϙイントを3つࡌせɺまたͩ࣌ࡂ
͚Ͱなく日ৗ 使い可 ͩͱ分かる
ࣸਅをࡌせたɻ

һڭಋࢦ
奥瀬喜之ઌ生
からのコメント

避難ॴのプライόシー題のதͰ特にঁ性のԼண題にணしたɻD)$༷のओཁな٬ސ
ͱほ΅ॏなるɺ࣮ ଳ性ɺૢܞ性ɺסいఏҊͰ͋るɻӅせる͚ͩͰなくɺߴ可性のݱ ࡞
性なͲূݕしているධՁͰきるɻ۩ମతなൢചଅਐについてまͩ の༨͕͋るɻ౼ݕ

長期型避難自粛ケア商品

マッシϡʤかくしてほせるんʥ
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井ོɺ宮࡙قඒ໊ɺ田ཹߐլ大学ɹ山Լ༔ゼミ/Ԭ田一ฏɺ土࣎
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ೝしてらいɺ商品の良さをって
ら͏ か͕ݤͱなるɻ大 学 生 Ͱのڠ
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ෳࡶなテーマのチϟレンジͩったのͰɺळカン͕ऴΘるまͰかなり戸っていたΑ͏ ͩɻプ
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長期型避難自粛ケア商品

ミルメークʤりきちʥ
専修大学ɹ奥瀬喜之ゼミ/৽井ٛ和ɺ੨山ྱಸɺԘᖒઍՂ
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ಉࢤ社大学ɹ田݈司ゼミ/ޱࡔ༝ಸɺ佐藤ΈなඒɺӬาඒ

1ਓらしのएऀのࡂҙࣝ
্

「すっΆりん」৸袋Ͱ͋りな͕らリϡッ
クαックのΑ͏ にΉこͱ͕Ͱきɺͦ のத
にࡂηットをೖΕるこͱ͕Ͱきる࡞りͰ
͋るɻ
またதにऔり֎し可なアルミシート͕
ೖっておりɺפいقઅのػפඋ
Θっているɻ࣋ちาきにอにॴ
をऔるͱい͏෧型৸袋のৗࣝを෴す
ը期తアイテムͰ͋るɻ
શମのαイズ大ฑなஉ性Ͱ༨༟Ͱ
৸らΕる1�0̫ �2DNͰอԹ性ͱコンパク
トऩೲɺলεϖーε͕࣮ݱさΕているɻ
またɺすっΆりん避難࣌にഎෛ こ͏ͱ͕
ͰきるたΊ྆ख͕;さ͕らないͱこΖັ
ྗの一つͩɻ

アンケートの結果からɺ「ى͕ࡂこ
る可性͕͋るͱࢥっているਓ͕多
いにかかΘらͣɺ ࡂ ҙ ͕ࣝく
ࡂグッズを࣋っているਓ͕গない」
ͱい͏ໃ६͕社会課題Ͱ͋るͱ͑ߟ
たɻ特に一 ਓ らしのए ऀの ࡂ
グッズのॴ༗のさ͕立ったɻͦ
こͰࢲたち「一ਓらしをしている
एऀ」のたΊのࡂグッズを͑ߟたɻ

৸袋をリϡックαックのΑ͏ にするに
Ͳ͏ したら良いかԿճࢼ行ޡࡨを
りฦしたɻ܁
தにࡂグッズをೖΕるҝɺ୯ମͰ
ްΈの͋る৸袋をいかにコンパクトに
ͰきるのかをこͩΘったɻפରࡦͱ
してアルミシートをۊணにしてதに
グッズをೖΕるͱい͏ࡂ りにしɺத࡞
をऔりग़しすいΑ͏ にしたɻ

ൢചଅਐͱしてS/Sを༻いたએを
行͏ɻアンケートから�ׂ͕S/Sの13か
らߪೖしΑ͏ ͱࢥったこͱ͕ ͋るͱճ
したɻͦ こͰɺएऀにਓؾなインϑルエ
ンαーにS/Sを௨じてすっΆりんをએ
してらいɺࡂグッズのॏཁ性ɺ
すっΆりんの使༻法なͲをൃ৴して
らいɺएऀのࡂҙࣝをߴΊるͱͱ
にɺすっΆりんのೝ্をૂ͏ɻ

һڭಋࢦ
田݈司ઌ生
からのコメント

この商品ࡂの多いࡢ今ɺඞཁͰ͋るɻ特に一ਓらしのਓɺ୭にཔΕなかったりɺ土
͕צແかったりするたΊɺこの商品ඇৗにॏๅするɻリϡックαックͰ͋るたΊɺதに
を٧ΊらΕる͕便利Ͱ͋るɻ྆۩༺ࡂ ख͕自༝になるのͰࡂにܽかせない商品ͩɻ

長期型避難自粛ケア商品

マンωズʤすっΆりんʥ
தଜ学Ԃ大学ɹ໌神࣮ࢬゼミ/田ࠫከɺՃ藤優ɺ佐藤一Ֆ

日ৗɺ避難࣌ͲんなͱきͰ҆ら
͗のՖを࡙かせます

「 , B J L B 」ਓ・ݘ 兼༻のアϩマミεト
Ͱ͋るɻいラϕンμーͱϢーカリの2
छ展開Ͱɺお ち͏༻の100N Mͱܞଳ༻
の1 0 N Mの2 本ηットͰのൢ ചͰ͋るɻ
100NMの༰ثインテリアにೃછΈ
すいシンプルなカラーのブランɺ10NM
の༰ثམͱしてׂΕにくいԹかΈの
͋る 製 ༰ ݕをث ౼ ɻ ஈ ઃ 定੫
༺しているɻ使౼ݕͰ1000ԁҎͰࠐ
ํ法ݘにεプレーするのͰな
くɺまͣࣂいओのखのͻらにεプレーしɺ
ͦΕをݘのഎ த ෲに優しくͰɺ
にブラッシングͰೃછませるɻޙ࠷

たちීஈの生活ͱ避難ॴͰのࢲ
のΈをௐࠪしݘつ࣋いओ͕ࣂ
たɻするͱී ஈの生 活 ɺ避 難 ॴͱ
にɺषい͕ؾになるͱい͏ڞ ௨の
題͕͛ڍらΕたɻͦ こͰݘのい
題を解決するたΊにアϩマεプレー
のジϟンルにணしɺݘͱਓのͲちら
に使༻Ͱきる商品を࡞りたいͱ͑ߟ
たɻ

ϖットアϩマΣルϏーڠ会のํに࿈
བྷをしɺݘのアϩマの使༻ํ法༻
్についておをいたのͰɺͦ Ε
をߟࢀにਫ਼製ਫͱアϩマΦイルͰࢼ
࡞ 品を࡞ したɻ࣮ に商ࡍ 品 化を
に商品ͱಉじ使༻ํ法ݘਾ͑てݟ
Ͱ使༻してΈたɻ༰ྔについて
しௐઅしたɻ࡞品を࡞ࢼ

アϩマミεトࢢ にطにଘ 在する
ҝɺଞの商品ͱのҧいを໌ࣔするඞ
ཁ͕͋るɻͦ こͰࢲたちݘ利༻Ͱ
きるこͱɺプルーεトޮ果を༻いたアϩ
マミεトͰ͋るͱい 2͏からࠩҟ化を
ਤるɻ利༻シーンをイメージしてらい
すい༷にɺイラεトなͲͰ利༻のྲྀ
Εをදしたいͱߟ る͑ɻ

һڭಋࢦ
໌神࣮ࢬઌ生
からのコメント

一ݟするͱݟಀすΑ͏ なχーズをݟつ͚ग़すこͱ͕得ҙなチームͩったɻインλϏϡーௐࠪ
にग़か͚ɺ٬ސのજ在χーズを௫Έɺํ 性͕定まったΑ͏ ͩったɻͦ のޙɺୈऀࡾのҙ
ɻ͏ࢥΊたͱߴををฉきな͕ら༰をχーズに߹Θせて大にม͑ていったこͱ͕ݟ

長期型避難自粛ケア商品

Ίんたいʙ ʤ່,B J L Bʥ
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࡞ 品を࡞ したɻ࣮ に商ࡍ 品 化を
に商品ͱಉじ使༻ํ法ݘਾ͑てݟ
Ͱ使༻してΈたɻ༰ྔについて
しௐઅしたɻ࡞品を࡞ࢼ

アϩマミεトࢢ にطにଘ 在する
ҝɺଞの商品ͱのҧいを໌ࣔするඞ
ཁ͕͋るɻͦ こͰࢲたちݘ利༻Ͱ
きるこͱɺプルーεトޮ果を༻いたアϩ
マミεトͰ͋るͱい 2͏からࠩҟ化を
ਤるɻ利༻シーンをイメージしてらい
すい༷にɺイラεトなͲͰ利༻のྲྀ
Εをදしたいͱߟ る͑ɻ

һڭಋࢦ
໌神࣮ࢬઌ生
からのコメント

一ݟするͱݟಀすΑ͏ なχーズをݟつ͚ग़すこͱ͕得ҙなチームͩったɻインλϏϡーௐࠪ
にग़か͚ɺ٬ސのજ在χーズを௫Έɺํ 性͕定まったΑ͏ ͩったɻͦ のޙɺୈऀࡾのҙ
ɻ͏ࢥΊたͱߴををฉきな͕ら༰をχーズに߹Θせて大にม͑ていったこͱ͕ݟ

長期型避難自粛ケア商品

Ίんたいʙ ʤ່,B J L Bʥ
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立大学ɹ山本ಸԝゼミ/ҏ౦༎ਅɺՃ藤ຑҥɺ神୩ࣿөࢢ屋ݹ໊

ਫ͕ないなら 2ຕのシートͰચ
�อ࣪όッチリإ

「'6,6"3"*」ਫ͕なくてɺચإ
ͱอ࣪を可にするシートλイプのεキ
ンケア商品Ͱ͋るɻ
「ਫを自༝に使 こ͏ͱ͕ Ͱきない生活」を
たこͱ͕͋るͩΖ͏͑ߟ かɻࢲたち౦日
本大ऀݧܦࡂのํのインλϏϡー
を௨しɺਫ͕使͑ないこͱのաࠅさを
にછΈてײじたɻਫ͕なくてإのԚΕ
を১きऔるこͱ͕Ͱきるշײͱɺס૩し
た避難ॴͰे分なอ͕࣪Ͱきるຬ
༺ͱอ࣪༺إするたΊにɺચڙをఏײ
にシートを分͚たɻ避難生活ͱ日ৗ生活
の྆ํͰ役立ちɺϩーリングεトックに࠷
దな商品͕ɺこの'6,6"3"*Ͱ͋るɻ

避難生活のݱのをฉくたΊにɺ
౦日本大ऀݧܦࡂのํʑにインλ
Ϗϡーアンケートを࣮ࢪしたɻ避難生
活にお る͚εキンケア題ͱして͕ڍっ
たの͕ɺ「إのほこり」「ס૩」「හײ
ഽ」Ͱ る͋ɻまたɺ「避難生活Ͱεキンケ
アにࠔるのஉ性ಉじͩ 」ͱい͏ ҙݟ
͋ ったɻͦこͰɺ୭Ͱ使 こ͏ͱ͕ Ͱきる
εキンケア商品を࡞りたいͱߟ た͑ɻ

'6,6"3"*を日ৗ生活Ͱ࣋ち
าいてら͏ たΊにɺ࣋ちӡͼすい
αイズײにこͩΘったɻͦ の結果ɺ
༰ྔ1パック1�ຕೖりに決定したɻ
またɺジΣンμーレεをҙࣝしたパッ
ケージσβインにするたΊにɺさま͟ ま
な৭ฑをࢼ した結࡞ 果 ɺ・੨・
നのεトライプฑ͕࠷ධͩったɻ

 ࡞パンϑレットをࡂ しɺカλϩグ
 商 品ͱ一 ॹにૹ  するこͱͰ ɺ
避 難グッズͱして' 6 , 6 " 3 " *͕
役 立つこͱをೝ してら͏ ɻさらに
*Os U BH S BNͰɺඒ༰にؾを使っ
ているํに͚てɺ֎ ग़ ؾͰ࣌
ܰにεキンケア͕Ͱきる商 品ͱして
'6,6"3"*をൃ৴するɻ

һڭಋࢦ
山本ಸԝઌ生
からのコメント

ඃࡂさΕたํのஸೡなௐࠪを࣮ࢪしɺ避難ॴͰのਫෆにணしたɺͦして課題解決の
ํ法を事ऀの࣋ؾちにدりఴって͑ߟた͕ くධՁͰきるɻまたジΣンμーレεなパッケーߴ
ジ大学生ಠ自のࢹをりࠐんͩɺプレゼンのをࠜڧؾく行ったධՁしたいɻ

長期型避難自粛ケア商品

らφイトʤ'6,6"3"*ʥ
日本大学ɹਫ野学ゼミ/ਢᖒ՚ɺ大ߐ๖ɺ૿ 田݈ే

Ͳんな࣌ͰɺͲんなॴͰɺ
ણࡉなঁ性のഽを͑ࢧたい

避 難 ॴ 生 活をܦ したํのインλݧ
Ϗϡーからɺ長期の避難ॴ生活Ͱഽ͕
Εてしまった͕ɺεキンケア化হ品のߥ
උ なくɺまたɺ ࣌さΕるまͰڅ ؒ
͕かかったこͱɻさらにɺ避 難 ॴͰ᩵
品ѻいさΕるͱい こ͏ͱをりɺඋ͕
Ͱきるεキンケア化হ品͕ඞཁͩͱ͑ߟ
たɻখ分͚にするこͱͰ長期のอଘを可
にしɺݟたݶりなくシンプルにしたɻ
またɺී ஈ使いͰ「ママムεࢢ」を
λーήットͱするこͱͰɺফඅεϐーυを্
͛る͚ͩͰなくɺएのリーチまͰ
期Ͱきる商品ͱなったɻ

খ分͚の特性Ͱ͋る「シΣア͕Ͱき
る」ͱい͏؍を生かすたΊにインλ
Ϗϡーௐࠪをしているͱɺ່ ͱಉじε
キンケアをつかっているͱい͏ओ්͕
いたɻͦ こからアンケートௐࠪをਐΊる
ͱ�ׂのਓ͕εキンケアをシΣアし
ているͱい͏ こͱ͕ Θかりɺこの「ママム
εࢢ」にରԠした商品を࡞Ζ ͱ͏
たɻ͑ߟ

自分たち͕ݟつ͚たɺ「ͱ່の
シΣア」ͱい͏χーズɻͦ して避難ॴ
にお͚るɺεキンケア化হ品の使༻
を͑ߟɺさま͟ まなܗのശパッケー
ジを͑ߟたɻ避 難 Ͱपりのを࣌
にせͣεキンケア͕ͰきるΑ͏ؾ に֎
ശにڸをつ͚るなͲɺফඅऀのを
ฉきな͕らɺをڽらした࡞ࢼ品
を੍࡞したɻ

ൢ࿏D)$のΦンラインシϣップͰの
定期ߪೖɻͦ ͏するこͱͰɺৗにՈに
උさΕているঢ়گをつくるこͱ͕Ͱ
きるɻまたɺアンケート結果にΑるͱɺঁ
生εキンケアにؔするใをߴࢠ
༑ୡからೖखしているɻঁ 生͕ߴࢠ

「,03& EB $"3&」を学ߍに࣋っ
ていきɺママムεの題͕生まΕたらɺ
ଞのՈఉに֦ൢ͕期Ͱきるɻ

һڭಋࢦ
ਫ野学ઌ生
からのコメント

උͱීஈ使いを྆立させるたΊにɺ「ママムεࢢ」をݟつ͚てきた୳ྗࡧߴくධՁ
Ͱきるɻͦ Εを活かせる商品اըにっͱؒ࣌をׂくこͱ͕ͰきΕɻ

長期型避難自粛ケア商品

5&53"ʤ,03& EB $"3&ʥ
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ͱอ࣪を可にするシートλイプのεキ
ンケア商品Ͱ͋るɻ
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εࢢ」にରԠした商品を࡞Ζ ͱ͏
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自分たち͕ݟつ͚たɺ「ͱ່の
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ଂ野大学ɹݹ川一郎ゼミ/大野࠼ಸɺ֯ 井Նٓߴɺ ౢྰԢɺਫྋᠳ

「সإに自৴を」

「εキンケアクリームパクト」ɺͲこͰ
ͰきるこͱͰɺഽをき͕ࡦ૩ରסにܰؾ
ΕいにอてるこͱのͰきる商品Ͱ͋るɻ
この商品ɺマεクをつ͚るこͱͰຎࡲ
ৠΕ͕生じてしまいɺס૩͕すすΈഽߥ
Εしてしま͏ ͱい͏ 題ɺ化হ่Ε͕ࠅ
くなってしま͏ ͱい͏ΈにணしてͰき
たɻ
コンパクトにยखͰѻ る͑σβインにする
こͱͰɺॴをબͣॠ࣌にঁ性のメイ
クしをαϙートͰきるΑ͏ にしたɻ

しͦてɺ多くのঁ性に࣋ࢧさΕるΑ͏ ɺ৭
ຯσβインをしたɻ

௨マڞたちɺ避難ͱ自粛のࢲ
εクͰ͋るͱい͏ からɺマεクをする͑ߟ
こͱͰ生じるΈについてௐɺメイク
่ΕにؔしてΈを࣋っているਓ͕
多いこͱをりɺ20લのඒ༰に
ؔ৺のߴいਓにɺ化হしのΈに
ついてインλϏϡーをしたɻͦ の結果ɺ
खܰに化হし͕Ͱきɺอ࣪ޮ果の
͋る商品͕ඞཁͰ͋るͱΘかったɻ

Θなかっするこͱ࡞品を੍࡞ࢼ
た͕ɺڝ߹商品に͋たる商品のޱコ
ミ自分たち͕ීஈ使っている化হ
品のΈをߟࢀにɺվળをಋき
ग़しɺΑり使いすくなるͰ͋Ζ͏ パッ
ケージを͑ߟたɻωイルをইつ͚ͣに
ѻ こ͏ͱのͰきる࡞りɺパϑをし くͣ
型にするなͲしてɺࡉ෦まͰこͩΘっ
たɻ

多くのεキンケア商品のதからߪೖし
てら͏ にɺ題性͕ඞཁͰ る͋ͱߟ
͑たɻͦ こͰࢲたちɺS/SͰόズるこ
ͱͰ商品͕ߪೖさΕるͱい͏ όズফඅ
にணしɺ商品ൃചͱಉ࣌にコεメブ
ランυのアンόαμーをืूするなͲ
Ͱ題になるͱ͑ߟたɻൢ ചॴɺ
ެࣜ௨ൢͱ20ঁ性͕化হ品を࠷
ߪೖするυラッグεトアの2つͰ る͋ɻ

һڭಋࢦ
川一郎ઌ生ݹ
からのコメント

ळカンͰの֤チームにରするクライアントのԠをΈてɺౙカンͰコンηプトをશ໘తにม
したɻアϑλーコϩφͰマεクなͲͰഽのෛ୲૿ߋ る͑のͰɺอ࣪のඞཁ性͕͋るこͱを
৽たなコンηプトͱしてɺؒ࣌Ͱプランを࡞りした一番ݥ৺の͋るチームɻ

長期型避難自粛ケア商品

"/EF3ʤεキンケアクリームパクトʥ
ന大学ɹ長࡚秀ढ़ゼミ/ӓ優ࢠɺখᣦࢠɺۙ 野ᚸࡊɺ佐藤優ҥ

Ͳんな࣌たつきલにΉ
ਓのຯํに

「たつきリηットブラシ」ɺൽࢷ
にΑりϕλついたલをクリアパμー
を͚たマεカラλイプのブラシͰᑃか
すこͱͰɺϕλつきを解ফするこͱ͕ग़དྷ
る商品Ͱ͋るɻ
この商品ɺ「લのϕλつきにんͰ
いるਓ 」ͱい͏χッチなにを͚た
商品Ͱ り͋ɺこΕまͰલ͕നくなりな͕
らϑΣイεパμーͰ༻したりɺ解決
つからͣఘΊてきたਓたちにͱっݟ͕ࡦ
ての৺ڧいຯํͰ り͋たいͱい͏いの
ͱ開ൃしたɻ

の題を「લ࣌ୡ避難・自粛ࢲ
のたつき」ͱԾ定しɺલのたつ
き͕ になった事͕ؾ る͋かௐࠪしたͱこ
Ζ�ׂ͕֘しɺલのたつきに
Ήਓ多いͱ分かったɻߋにͦ の࣌
のରॲ法をௐࠪするͱɺパμーをલ
に る͚͕ ന きුするͱい͏ ͕多くɺ
こͦからനුきせͣにલのたつき

を解ফͰきる商品を࡞りたいͱߟ た͑ɻ

するに͋たりD)$の࡞品を੍࡞ࢼ
ϑΣイεパμーɺマεカラブラシɺଞ
社のϔア༻マεカラブラシを使༻し
たɻ20ʙ30ঁ性に͝ྗڠいた
ͩきͲちらのマεカラブラシ͕Αり使い
すいのかɺվળないͩΖ͏か
をௐࠪしたɻௐࠪからग़てきた課題
にରしてɺ商品化に͚たূݕ
行ったɻ

λーήットを20ʙ30ঁ性にબ
定したたΊɺ2030の利༻͕
い*Osߴ UBHSBNɺ5JL5PLೋつの
S/Sを活༻したいͱ͑ߟたɻS/Sに
ߘさΕた商品հをݟてɺߪೖ
するきっか͚になったこͱ͕ 多いͱい͏
σーλからೋつのS/Sを௨してೝ
を得てɺಉじΈを๊͑ているਓたち
にߪೖしてཉしいɻ

һڭಋࢦ
長࡚秀ढ़ઌ生
からのコメント

避難࣌・自粛࣌のΦンライン会ٞत業Ͱ૬खのࢹઢ͕إにूதするこͱɺまたマεク
にલ͕࣪り͕࣌ ちになるにணしたの良いࢹͰ͋ったɻळカンͰ1位を獲得する
ౙカンͰ�位にん͕ͩɺ࡞ࢼ品 くͮり࣮͕ࠪݧܦ良い学ͼになったͣͰ͋るɻ

長期型避難自粛ケア商品

.:3:ʤたつきリηットブラシʥ
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ଂ野大学ɹݹ川一郎ゼミ/大野࠼ಸɺ֯ 井Նٓߴɺ ౢྰԢɺਫྋᠳ

「সإに自৴を」

「εキンケアクリームパクト」ɺͲこͰ
ͰきるこͱͰɺഽをき͕ࡦ૩ରסにܰؾ
ΕいにอてるこͱのͰきる商品Ͱ͋るɻ
この商品ɺマεクをつ͚るこͱͰຎࡲ
ৠΕ͕生じてしまいɺס૩͕すすΈഽߥ
Εしてしま͏ ͱい͏ 題ɺ化হ่Ε͕ࠅ
くなってしま͏ ͱい͏ΈにணしてͰき
たɻ
コンパクトにยखͰѻ る͑σβインにする
こͱͰɺॴをબͣॠ࣌にঁ性のメイ
クしをαϙートͰきるΑ͏ にしたɻ

しͦてɺ多くのঁ性に࣋ࢧさΕるΑ͏ ɺ৭
ຯσβインをしたɻ

௨マڞたちɺ避難ͱ自粛のࢲ
εクͰ͋るͱい͏ からɺマεクをする͑ߟ
こͱͰ生じるΈについてௐɺメイク
่ΕにؔしてΈを࣋っているਓ͕
多いこͱをりɺ20લのඒ༰に
ؔ৺のߴいਓにɺ化হしのΈに
ついてインλϏϡーをしたɻͦ の結果ɺ
खܰに化হし͕Ͱきɺอ࣪ޮ果の
͋る商品͕ඞཁͰ͋るͱΘかったɻ

Θなかっするこͱ࡞品を੍࡞ࢼ
た͕ɺڝ߹商品に͋たる商品のޱコ
ミ自分たち͕ීஈ使っている化হ
品のΈをߟࢀにɺվળをಋき
ग़しɺΑり使いすくなるͰ͋Ζ͏ パッ
ケージを͑ߟたɻωイルをইつ͚ͣに
ѻ こ͏ͱのͰきる࡞りɺパϑをし くͣ
型にするなͲしてɺࡉ෦まͰこͩΘっ
たɻ

多くのεキンケア商品のதからߪೖし
てら͏ にɺ題性͕ඞཁͰ る͋ͱߟ
͑たɻͦ こͰࢲたちɺS/SͰόズるこ
ͱͰ商品͕ߪೖさΕるͱい͏ όズফඅ
にணしɺ商品ൃചͱಉ࣌にコεメブ
ランυのアンόαμーをืूするなͲ
Ͱ題になるͱ͑ߟたɻൢ ചॴɺ
ެࣜ௨ൢͱ20ঁ性͕化হ品を࠷
ߪೖするυラッグεトアの2つͰ る͋ɻ

һڭಋࢦ
川一郎ઌ生ݹ
からのコメント

ळカンͰの֤チームにରするクライアントのԠをΈてɺౙカンͰコンηプトをશ໘తにม
したɻアϑλーコϩφͰマεクなͲͰഽのෛ୲૿ߋ る͑のͰɺอ࣪のඞཁ性͕͋るこͱを
৽たなコンηプトͱしてɺؒ࣌Ͱプランを࡞りした一番ݥ৺の͋るチームɻ

長期型避難自粛ケア商品

"/EF3ʤεキンケアクリームパクトʥ
ന大学ɹ長࡚秀ढ़ゼミ/ӓ優ࢠɺখᣦࢠɺۙ 野ᚸࡊɺ佐藤優ҥ

Ͳんな࣌たつきલにΉ
ਓのຯํに

「たつきリηットブラシ」ɺൽࢷ
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いるਓ 」ͱい͏χッチなにを͚た
商品Ͱ り͋ɺこΕまͰલ͕നくなりな͕
らϑΣイεパμーͰ༻したりɺ解決
つからͣఘΊてきたਓたちにͱっݟ͕ࡦ
ての৺ڧいຯํͰ り͋たいͱい͏いの
ͱ開ൃしたɻ

の題を「લ࣌ୡ避難・自粛ࢲ
のたつき」ͱԾ定しɺલのたつ
き͕ になった事͕ؾ る͋かௐࠪしたͱこ
Ζ�ׂ͕֘しɺલのたつきに
Ήਓ多いͱ分かったɻߋにͦ の࣌
のରॲ法をௐࠪするͱɺパμーをલ
に る͚͕ ന きුするͱい͏ ͕多くɺ
こͦからനුきせͣにલのたつき

を解ফͰきる商品を࡞りたいͱߟ た͑ɻ

するに͋たりD)$の࡞品を੍࡞ࢼ
ϑΣイεパμーɺマεカラブラシɺଞ
社のϔア༻マεカラブラシを使༻し
たɻ20ʙ30ঁ性に͝ྗڠいた
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にରしてɺ商品化に͚たূݕ
行ったɻ
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するきっか͚になったこͱ͕ 多いͱい͏
σーλからೋつのS/Sを௨してೝ
を得てɺಉじΈを๊͑ているਓたち
にߪೖしてཉしいɻ

һڭಋࢦ
長࡚秀ढ़ઌ生
からのコメント

避難࣌・自粛࣌のΦンライン会ٞत業Ͱ૬खのࢹઢ͕إにूதするこͱɺまたマεク
にલ͕࣪り͕࣌ ちになるにணしたの良いࢹͰ͋ったɻळカンͰ1位を獲得する
ౙカンͰ�位にん͕ͩɺ࡞ࢼ品 くͮり࣮͕ࠪݧܦ良い学ͼになったͣͰ͋るɻ
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.:3:ʤたつきリηットブラシʥ
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和歌山大学ɹ佐野楓ゼミ/߂ࡀ༝Ֆɺԣ佐ࡊݹʑɺ戸ઍՃɺՖਗ਼ӍԻ

避難生活の࣭を৯から্さ
せɺ避難のݻ定֓念をม る͑

本商品避難৯にちΐいしするこͱͰ
ෆしているӫཆૉをิॆしɺ৺ͱ
に良いӨڹを༩ る͑こͱ͕ૂいͰ͋るɻま
たɺ避難͚ͩ࣌Ͱなくීஈの৯事Ͱ
野ࡊをるखؒをলくこͱに役立つ商
品Ͱ͋るɻ
商品のϙイント؆୯ӫཆઁऔɺখ分
͚ɺカελマイズの3Ͱ͋るɻס૩野ࡊ
͕த৺Ͱɺ౬しͰ؆୯にӫཆをઁऔ
Ͱきるɻまたɺখ分͚Ͱ͋るたΊ1৯分の
͕҆分かりすくɺগྔから使༻可
Ͱ͋るɻさらにɺ�大ӫཆૉにՃ͑ɺݸਓ
のΈにدりఴったӫཆૉをߪೖする
こͱ͕Ͱきɺछྨ͕๛Ͱ͋る本商
品の特Ͱ͋るɻ

அਫࢢした和歌山ݧにମࡍୡ͕࣮ࢲ
のݧܦ౦日本大ࡂのσーλɺਫ
に߹った田ลࢢのฉきࠐΈௐࠪなͲか
らɺ避難࣌の৯事ɺྫྷ たい・まͣ いなͲ
のਫ਼神໘の題͚ͩͰなくɺӫཆૉの
大෯なภりͱい͏ ମ໘の題をൃݟし
たɻͦ のたΊɺ「ࡂにΑる݈߁ೋ࣍ඃ
を͙ たΊのӫཆを る͑」かつ「避
難生活の࣭を্ る͛」こͱにணしたɻ

ࢼ ࡞ 品チームͰ࡞ したɻס ૩
野ࡊεーパーͰചらΕているの
を使༻したɻ大༰ྔのの͕多いた
Ίɺॏさをଌりݸแの袋に٧Ίସ
͑たɻס૩野ࡊをೖΕるശߴさ
ฒすさにこͩΘってൢࢢのの
をબんͩɻ自分たちͰプϩトλイプを
するの難しかった͕ɺ商品͕࡞
じたɻײをײୡ࣌になったܗ

「/VUSJNJ[FͰඋ৯品アイσィアレ
シϐબख権」を開࠵するɻ自宅のඇৗ
৯ͱ本商品を༻いたアレンジレシϐを
S/SͰืूするこͱͰɺফඅऀにΑって
本商品の࣮༻性͕֬立さΕɺফඅऀ
ͱのՁڞ͕可になるɻまたɺϩー
リングεトックのश׳を定ணさせɺ本商
品の定期ߪೖをଅす͚ͩͰなくɺࡂ
උのϩーリングεトックをଅਐするɻ

һڭಋࢦ
佐野楓ઌ生
からのコメント

避難生活ͱ͑ݴ「҉い」「ෆ自༝」「ਏい」「զຫ」なͲのωΨティブなイメージͰ͋る͕ɺ
学生たちͦのݻ定֓念を避難৯のちΐいग़しにΑって「プレミアム避難生活」にม͑たい
ͱい͏ࢥいͰɺͦ の商品をاըしたɻ৽な؍を࣋ったͦのاըをධՁしたいͱ͏ࢥɻ

長期型避難自粛ケア商品

チームsOBD �ʤ/VU S JN J [ Fʥ
和歌山大学ɹ柳到亨ゼミ/খౡເًɺࡔ本ޫ࡙ɺ藤吉ಸ都ඒ

όッグͰおしΌΕを しָΈな ら͕ປ
ͱໟを࣋ちͩ して避難のਭに
උ͑ る
S-&&1όッグɺී ஈ使いͰきるόッ
グを避難࣌にປにมさせるこͱ͕Ͱ
きる商品ͩɻまたɺεトラップにアルミブラ
ンケットを ଐしたɻ;か;かのປͱอ
Թػに優Εたアルミブランケットの
Έ߹ΘせͰɺΑり避難࣌のਭのշద
さを したɻීٻ ௨のປブランケット
避難࣌に࣋ちग़すこͱͰきないɻし
かしɺS-&&1όックීஈからۙに
ஔいてお͚るのなのͰɺਭグッズを
避難にඋ る͑ୈ一าにしてら͑ るͱ͑ߟ
るɻこの商品Ͱ避難࣌リラックεしてਭ
をऔってらいɺ݈ にա͝してほし߁
いɻ

るこͱԿかࠔͰ࣌たちɺ避難ࢲ
について避難ऀݧܦにインλϏϡー
を行ったͱこΖɺશһにڞ ௨してਭ
Ͱ͋るこͱをൃ したɻまたɺアンݟ
ケートΑりɺ避難未ऀݧܦڕࡶ৸
Ͱのਭにෆ҆を๊いているこͱ͕
分かったɻこのこͱからɺਭ題に
ணしɺ日ৗͰ使͑てɺ避難࣌に役
立つ商品を࡞りたいͱ͑ߟたɻ

όッグにປػをつ͚るたΊにɺૉ
にこͩΘりɺ商ࡐ 品 վ良を܁りฦし
たɻݟたɺクッシϣンػ  ɺ৮り৺
の3つの؍にணしɺόッグͱほ
΅มΘらないബさͰປ ػ を࣮ ݱ
したɻまたɺD)$ϢーβーをؚΉ�0
ʙ�0ঁ性の使༻ґཔをしɺ࣮
をײ༺のόッグປͱしての使ࡍ
いɺߋなるվ良を行ったɻ

D)$༷アパレル商品をళ಄Ͱऔり
ѻっていないたΊɺࢽࡶΦンラインͰ
のൢଅにྗしたɻ特にɺλーήットͰ

る͋�0ʙ�0ঁ性ࢽࡶをӾཡする
ͱこ͕ 多いͱ͑ߟɺD)$ελイルͰのൢ
ଅをத৺にਐΊたɻ「避難࣌のਭ」
ͱい͏ ま͋りなじΈのないテーマをΑり؆
ܿにɺΑりۙにײじてら͑ るΑ͏ に記
事のσβインߏにをڽらしたɻ

һڭಋࢦ
柳到亨ઌ生
からのコメント

৺্ の3ਓඣ܈くɺਪਐྗൈߴ 'MVP-JHIUɻஸೡな୳ࡧతௐࠪͰूΊたσーλにج きͮɺ長
期避難においてਭの題にணしɺ開ൃさΕた「S-&&1 όッグ」ɻී ஈόッグͰおしΌΕをָ
しΉɺ避難࣌ਭにඋ る͑こͱͰ り͋ɺ�0ɻ �0のঁ性の৺をଊ た͑ػ性のߴい商品Ͱ る͋ɻ

長期型避難自粛ケア商品

' M V P - J HI UʤS-&&1όッグʥ
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に良いӨڹを༩ る͑こͱ͕ૂいͰ͋るɻま
たɺ避難͚ͩ࣌Ͱなくීஈの৯事Ͱ
野ࡊをるखؒをলくこͱに役立つ商
品Ͱ͋るɻ
商品のϙイント؆୯ӫཆઁऔɺখ分
͚ɺカελマイズの3Ͱ͋るɻס૩野ࡊ
͕த৺Ͱɺ౬しͰ؆୯にӫཆをઁऔ
Ͱきるɻまたɺখ分͚Ͱ͋るたΊ1৯分の
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に߹った田ลࢢのฉきࠐΈௐࠪなͲか
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のਫ਼神໘の題͚ͩͰなくɺӫཆૉの
大෯なภりͱい͏ ମ໘の題をൃݟし
たɻͦ のたΊɺ「ࡂにΑる݈߁ೋ࣍ඃ
を͙ たΊのӫཆを る͑」かつ「避
難生活の࣭を্ る͛」こͱにணしたɻ

ࢼ ࡞ 品チームͰ࡞ したɻס ૩
野ࡊεーパーͰചらΕているの
を使༻したɻ大༰ྔのの͕多いた
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をબんͩɻ自分たちͰプϩトλイプを
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シϐબख権」を開࠵するɻ自宅のඇৗ
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について避難ऀݧܦにインλϏϡー
を行ったͱこΖɺશһにڞ ௨してਭ
Ͱ͋るこͱをൃ したɻまたɺアンݟ
ケートΑりɺ避難未ऀݧܦڕࡶ৸
Ͱのਭにෆ҆を๊いているこͱ͕
分かったɻこのこͱからɺਭ題に
ணしɺ日ৗͰ使͑てɺ避難࣌に役
立つ商品を࡞りたいͱ͑ߟたɻ

όッグにປػをつ͚るたΊにɺૉ
にこͩΘりɺ商ࡐ 品 վ良を܁りฦし
たɻݟたɺクッシϣンػ  ɺ৮り৺
の3つの؍にணしɺόッグͱほ
΅มΘらないബさͰປ ػ を࣮ ݱ
したɻまたɺD)$ϢーβーをؚΉ�0
ʙ�0ঁ性の使༻ґཔをしɺ࣮
をײ༺のόッグປͱしての使ࡍ
いɺߋなるվ良を行ったɻ

D)$༷アパレル商品をళ಄Ͱऔり
ѻっていないたΊɺࢽࡶΦンラインͰ
のൢଅにྗしたɻ特にɺλーήットͰ

る͋�0ʙ�0ঁ性ࢽࡶをӾཡする
ͱこ͕ 多いͱ͑ߟɺD)$ελイルͰのൢ
ଅをத৺にਐΊたɻ「避難࣌のਭ」
ͱい͏ ま͋りなじΈのないテーマをΑり؆
ܿにɺΑりۙにײじてら͑ るΑ͏ に記
事のσβインߏにをڽらしたɻ

һڭಋࢦ
柳到亨ઌ生
からのコメント

৺্ の3ਓඣ܈くɺਪਐྗൈߴ 'MVP-JHIUɻஸೡな୳ࡧతௐࠪͰूΊたσーλにج きͮɺ長
期避難においてਭの題にணしɺ開ൃさΕた「S-&&1 όッグ」ɻී ஈόッグͰおしΌΕをָ
しΉɺ避難࣌ਭにඋ る͑こͱͰ り͋ɺ�0ɻ �0のঁ性の৺をଊ た͑ػ性のߴい商品Ͱ る͋ɻ

長期型避難自粛ケア商品

' M V P - J HI UʤS-&&1όッグʥ
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χチレイマグωット

在宅生活に役立つ磁石商品

インテリアۭؒ࣌のྲྀΕͰৗにਐ化しているɻトレンυͱして磁石
のணくน͕ࡐ৽商品化さΕたりɺކ・ ఝ・Ϗεのཁらない磁石グッズ
͕商品ͱしてొしてきたɻコϩφՒͰม化している在宅生活ɺ
एいײ性͋;Εる自༝なൃͰɺマグωシートなͲのॊらかいマグ
ωットの特を活かしたۭؒのଘ在ײをߴΊる商品をఏҊするɻ
商品化ɺ「磁石をม͑ɺ社会にݙߩしたいɻ」ͱい͏ཧ念をͱに
༷ʑなマグωットɺマグωット商品を製࡞している「χチレイマグωット」
ɻࢪ࣮͕
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0 5 0 たらく�৯マグωット

0 5 1 ॅマートレイ

0 5 2 から;る

0 5 3 ϐλラック

0 5 4 磁౬自在εマϗケーε

0 5 5 ぴったΆるて

0 5 6 ぱぴたつ

0 5 7 ま͙ ͛い͟ー

0 5 8 チϡーリッパ

0 5 9 ͱΊʙる

0 6 0 ぺたクト

0 6 1 ϐλസͱまるくん

0 6 2 ぱͣͶっͱ

0 6 3 SP MVU JPO 3JOHs

0 6 4 ϐマット
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大ࢢࡕ立大学ɹখྛゼミ/和田๖Ֆɺۚ ᖒ一ڽɺ໊ औ優ر

ؒ࣌ࢠを๛かにする৯ҭマ
グωット

「す͝い৯マグωット」ɺマグωッ
トͱֆ本をΈ߹Θせɺڙࢠୡに৯
のੌさを͑ڭる商品Ͱ͋るɻコϩφՒ
にお͚る在 宅 生 活Ͱ૿ Ճした ࢠ ࣌
ؒにணしɺۙ ݮগしていたࢠのコ
ミϡχケーシϣンを๛かにするこͱをత
ͱしているɻදに野ࡊɺཪに野ࡊのޮ
͕記ࡌさΕたマグωットを土につ͚る
事にΑりɺクイズࣜܗͰ野ࡊにؔする
ࣝを得るこͱ͕ग़དྷる商品Ͱ͋るɻまたɺ
野ࡊのす͝さを る͑ֆ本ͱซ༻するこ
ͱͰɺΑりৄ に野ࡉ いݏきをりɺࡊ
るɻ͛ܨにࠀ

たち在ࢲ 宅 生 活においてม 化し
た事のதͰɺؒ࣌ࢠの૿Ճに
をつ͚たɻのෛ୲͕૿Ճͱい͏
多い一ํɺ͕ͦ͑ߟ Εをプラεにଊ
͑ɺࢠのコミϡχケーシϣンを๛か
にग़དྷないかͱ͑ߟたɻ「৯ҭ」ͱい
͏分野͕ۙさΕている事に
をつ͚ɺマグωットͱ৯ҭを߹Θせた
商品を࡞りたいͱ͑ߟたɻ

ळカンൃද࣌のҊをͱに࡞ࢼ品を࡞
しɺอҭԂにてͦ のޮ果を؍する
Ͱにݧを行ったɻ今ճの࣮ݧ࣮ূݕ
んじん・きΎ͏ り・ほ͏ Εんをର野ࡊͱ
した͕ɺ「す͝ い৯マグωット」使༻
いͱݏ͕ࡊに事લにର野ޙ た͑
ԂؚࣇΊɺશһ͕ͦ ΕͧΕの野ࡊを
৯するこͱ͕ Ͱきɺ野ݏࡊいࠀに͕ܨ
る可性͕大いに る͋こͱ͕ Θかったɻ

商品のൢചܦ࿏ɺ"NB[POχチレ
イマグωット༷ のӡӦする「ぺたぺたん
υットコム」をߟ て͑いるɻまたɺൢ ചに͋
たり࡞ࢼ品の੍࡞にたってアυόイ
εの͝ をいたΣブメσィア༷ྗڠ
ൢࢽࡶചا業༷をじΊɺ৯ҭをѻ
͏༷ ʑなڭҭメσィアを௨じてએを行

こ͏ͱͰɺ৯ҭにڵຯを࣋つλーήット
にΑりޮ 果తなアプϩーチをਤるɻ

һڭಋࢦ
খྛઌ生
からのコメント

製品のコンηプトɺ࣮ اく製品վળɺプϩモーシϣンํ法なͲɺ良く࿅らΕたͮجにݧ࣮ূ
ըͰɺ製品自ମのߴいɻڧいて課題を͋͛るならɺマグωットͰ͋るඞવ性ʢඞཁ
性͋るʣͱɺ৯ҭχーズॆखஈʢڝ߹おΑͼସ商品ʣの多さか 

在宅生活に役立つ磁石商品

ぺたΆん ʤͣたらく�৯マグωットʥ
ؔ西大学ɹಙ山ඒܙゼミ/ࣉ井ষՈɺ田ۼઍ都ɺۚ ࡚७ฏ

ҠಈにదしたモノͰɺノート1$ Α͕
りշదに利༻Ͱきる࣋ちӡͼऩೲ
製品

「ॅマートレイ」ɺܗঢ়͕ܗ֯ࡾͰ͋
るこͱからɺトランプの3のҙຯを࣋つトレ
イɺཧശͱしてのトレイをֻ͚߹Θせた
εマートなऩೲ製品Ͱ͋るɻಉ商品ɺ
マグωットシートのްΈ使༻するՕॴ
を࠷ݶに る͑こͱͰコεトμンする
こͱɺ商品をܰྔ化をするこͱͰεマー
トに্͛たɻまたɺऩೲ෦にεチー
ルϖーパーを使༻するこͱͰコεトμン
をしつつɺখ をऩ ೲする෦ 分にマグ
ωットを使༻するこͱͰɺ使༻ऀの利༻
తに߹ΘせɺԿͰॊೈにมߋͰ
きるΑ͏ に製࡞さΕているɻ

大学生のΦンラインत業ڥについて
ௐࠪした結果ɺՈఉのෳのॴ
Ͱत業を受͚るこͱ͕໌したɻͦ の
ちӡͼ͕大มͰ࣋ɺ༻۩のࡍ る͋こͱɺ
カメラのߴさ͕ ߹ΘないͱいったΈ͕
ちӡͼする༻۩ͱしてɺイ࣋らΕたɻݟ
Ϡϗンɺจ۩なͲのখྨ͕多くの
ׂ߹をΊていたɻҎ্ΑりɺこΕらの
Έを解決Ͱきる製品を࡞るこͱにしたɻ

খに߹Θせたෳのऩೲϙケット
を༻ҙしɺマグωットの特性Ͱ͋るண
の自༝をֻ͚߹ΘせるこͱͰɺ
༷ʑな使༻༻్にରԠͰきるΑ͏ に
したɻまたɺノート1$に֯を͚るこ
ͱ͕ͰきるΑ͏ に商品のܗをܗ֯ࡾͱ
しɺऩೲの֎にϑΣイクレβーを
༻いるこͱͰߴɺ をग़しつつɺノーײڃ
ト1$͕りにくくなるΑ͏ にしたɻ

χチレイマグωットのΦンラインシϣッ
プの利༻のଞにωットシϣッϐング利
༻ऀのたΊの"NB[POの利༻ɺ࣮
を֬ೝͰきる-0'5の専ళ
の利༻を͑ߟたɻプϩモーシϣンにؔ
してɺ大 学 生 にてൢڠ ചするこͱͰ
商品のೝを૿していくこͱを͑ߟ
たɻ

һڭಋࢦ
ಙ山ඒܙઌ生
からのコメント

Φブβϕーシϣンにۤ࿑しているΑ͏ ͰしたɻΦンラインͰのत業事͕ৗଶになった今を
自分たちのͰきちんͱ؍するこͱ͕良い商品اըにつな͕るͱࢥいますɻアイσィア͕ݻ
まったޙɺチームの良さをൃشしɺプϩトλイプ࡞まͰεムーズにͰきたͱࢥいますɻ

在宅生活に役立つ磁石商品

DI"SNʤॅマートレイʥ
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ؒ࣌ࢠを๛かにする৯ҭマ
グωット

「す͝い৯マグωット」ɺマグωッ
トͱֆ本をΈ߹Θせɺڙࢠୡに৯
のੌさを͑ڭる商品Ͱ͋るɻコϩφՒ
にお͚る在 宅 生 活Ͱ૿ Ճした ࢠ ࣌
ؒにணしɺۙ ݮগしていたࢠのコ
ミϡχケーシϣンを๛かにするこͱをత
ͱしているɻදに野ࡊɺཪに野ࡊのޮ
͕記ࡌさΕたマグωットを土につ͚る
事にΑりɺクイズࣜܗͰ野ࡊにؔする
ࣝを得るこͱ͕ग़དྷる商品Ͱ͋るɻまたɺ
野ࡊのす͝さを る͑ֆ本ͱซ༻するこ
ͱͰɺΑりৄ に野ࡉ いݏきをりɺࡊ
るɻ͛ܨにࠀ

たち在ࢲ 宅 生 活においてม 化し
た事のதͰɺؒ࣌ࢠの૿Ճに
をつ͚たɻのෛ୲͕૿Ճͱい͏
多い一ํɺ͕ͦ͑ߟ Εをプラεにଊ
͑ɺࢠのコミϡχケーシϣンを๛か
にग़དྷないかͱ͑ߟたɻ「৯ҭ」ͱい
͏分野͕ۙさΕている事に
をつ͚ɺマグωットͱ৯ҭを߹Θせた
商品を࡞りたいͱ͑ߟたɻ

ळカンൃද࣌のҊをͱに࡞ࢼ品を࡞
しɺอҭԂにてͦ のޮ果を؍する
Ͱにݧを行ったɻ今ճの࣮ݧ࣮ূݕ
んじん・きΎ͏ り・ほ͏ Εんをର野ࡊͱ
した͕ɺ「す͝ い৯マグωット」使༻
いͱݏ͕ࡊに事લにର野ޙ た͑
ԂؚࣇΊɺશһ͕ͦ ΕͧΕの野ࡊを
৯するこͱ͕ Ͱきɺ野ݏࡊいࠀに͕ܨ
る可性͕大いに る͋こͱ͕ Θかったɻ

商品のൢചܦ࿏ɺ"NB[POχチレ
イマグωット༷ のӡӦする「ぺたぺたん
υットコム」をߟ て͑いるɻまたɺൢ ചに͋
たり࡞ࢼ品の੍࡞にたってアυόイ
εの͝ をいたΣブメσィア༷ྗڠ
ൢࢽࡶചا業༷をじΊɺ৯ҭをѻ
͏༷ ʑなڭҭメσィアを௨じてએを行

こ͏ͱͰɺ৯ҭにڵຯを࣋つλーήット
にΑりޮ 果తなアプϩーチをਤるɻ
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からのコメント

製品のコンηプトɺ࣮ اく製品վળɺプϩモーシϣンํ法なͲɺ良く࿅らΕたͮجにݧ࣮ূ
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ҠಈにదしたモノͰɺノート1$ Α͕
りշదに利༻Ͱきる࣋ちӡͼऩೲ
製品

「ॅマートレイ」ɺܗঢ়͕ܗ֯ࡾͰ͋
るこͱからɺトランプの3のҙຯを࣋つトレ
イɺཧശͱしてのトレイをֻ͚߹Θせた
εマートなऩೲ製品Ͱ͋るɻಉ商品ɺ
マグωットシートのްΈ使༻するՕॴ
を࠷ݶに る͑こͱͰコεトμンする
こͱɺ商品をܰྔ化をするこͱͰεマー
トに্͛たɻまたɺऩೲ෦にεチー
ルϖーパーを使༻するこͱͰコεトμン
をしつつɺখ をऩ ೲする෦ 分にマグ
ωットを使༻するこͱͰɺ使༻ऀの利༻
తに߹ΘせɺԿͰॊೈにมߋͰ
きるΑ͏ に製࡞さΕているɻ

大学生のΦンラインत業ڥについて
ௐࠪした結果ɺՈఉのෳのॴ
Ͱत業を受͚るこͱ͕໌したɻͦ の
ちӡͼ͕大มͰ࣋ɺ༻۩のࡍ る͋こͱɺ
カメラのߴさ͕ ߹ΘないͱいったΈ͕
ちӡͼする༻۩ͱしてɺイ࣋らΕたɻݟ
Ϡϗンɺจ۩なͲのখྨ͕多くの
ׂ߹をΊていたɻҎ্ΑりɺこΕらの
Έを解決Ͱきる製品を࡞るこͱにしたɻ

খに߹Θせたෳのऩೲϙケット
を༻ҙしɺマグωットの特性Ͱ͋るண
の自༝をֻ͚߹ΘせるこͱͰɺ
༷ʑな使༻༻్にରԠͰきるΑ͏ に
したɻまたɺノート1$に֯を͚るこ
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ト1$͕りにくくなるΑ͏ にしたɻ
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の利༻を͑ߟたɻプϩモーシϣンにؔ
してɺ大 学 生 にてൢڠ ചするこͱͰ
商品のೝを૿していくこͱを͑ߟ
たɻ
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からのコメント

Φブβϕーシϣンにۤ࿑しているΑ͏ ͰしたɻΦンラインͰのत業事͕ৗଶになった今を
自分たちのͰきちんͱ؍するこͱ͕良い商品اըにつな͕るͱࢥいますɻアイσィア͕ݻ
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DI"SNʤॅマートレイʥ
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ؔ西学Ӄ大学ɹ石ॱゼミ/ݪ圭ޗɺീਅԝɺ෭ౢ࠼೫

นͰ༡る৽֮ײϘーυήーム

「から;る」ɺนにషって༡Ϳこͱ͕
Ͱきるશく৽しい৽ ײ ֮Ϙーυήーム
ͩɻす͝Ζくのද໘ͱキーϫーυにԊって
トークするཪ໘ͰߏさΕているɻͦ Ε
ͧΕのマε͕ಠ立しておりɺ自༝自在に
ルートマεのஔをม ら͑Εるの͕特
తͩɻコϩφՒにΑって多くのਓʑ͕

「Ոؒ࣌」をҙࣝするΑ͏ になったɻ
をΑりָしくɺさらؒ࣌たちこのՈࢲ
に今ޙͣっͱ大にしたいͱ͑ߟる
͝Ոの࣋ؾちをޙԡしするたΊに本
製品を開ൃしたɻ「から;る」ՈΈ
んなͰしてָしΊるɺՈ  ࣌ ؒのお
商品Ͱ͋るɻڙ

たち在宅生活におࢲ る͚Ոؒ࣌
にணɻௐࠪの結果ɺ�2�3�のՈఉ͕
Ոؒ࣌の૿Ճをମײしていたɻͦこ
Ͱɺ長期化した在宅生活をՈશһ
ͰΑりָ しΊるήームをマグωシートͰ࣮
たɻ結果ɺ「྆໘活͑ߟͰきないかͱݱ
༻Ͱきる」ͱい͏ マグωシートの特性を活
かしɺܗを自༝自在にม て͑Կָし
Ίるす͝ Ζくήームの࡞にࢸったɻ

খさなお༷ࢠにྀしɺ֯ のないؙ
型の製品にするɺޡҿを͙αイズ
にするなͲのײ を行 こ͏ͱͰ҆
શ໘にे分ྀした製品 くͮりをҙ
ࣝしたɻまたɺ製品のܗαイズにՃ
͑ɺ製品に記すキーϫーυจষの
༰1つ1つにこͩΘりɺՈͰ会
をָしΉこͱのͰきる製品をさ
せるこͱ͕ Ͱきたɻ

ൢചଅਐҎԼの2Ͱ͋るɻ1
ɺS/Sを௨してফඅऀにೝさせ
るɻS/S্のインϑルエンαーͱྗڠ
するこͱ自ら͕ アプリを使いɺใൃ
৴するこͱͰ商品自ମをೝさせるɻ2
ɺڙࢠୡ͕खにऔって࣮ࡍに
༡るに商品をઃஔするɻೝさせ
る͚ͩͰなくɺ࣮ ݧに༡ͿこͱͰମࡍ
Ձͱして商品のັྗを て͑いくɻ

һڭಋࢦ
石ॱઌ生
からのコメント

「から;る」ɺコϩφՒのՈのա͝しํをΑり良くするૉ晴らしい商品Ͱ͋るɻนにషΕ
るϘーυήームを௨じてɺՈのឺをΑりਂΊɺD9にΑるྗࢹԼからڙࢠをकるͱい コ͏
ンηプト໌֬Ͱૉ晴らしかったɻSカレͰのݧܦをब活ɺকདྷの事に活かしてほしいɻ

在宅生活に役立つ磁石商品ؔ

シϟインますかっͱʤから;るʥ
京都産業大学ɹ্ݩゼミ/石࠼ࠫڮɺҏ藤Ֆ࣮ɺౡ大وɺ西ݪ一

に長するऩೲ୨ڞͲͱࢠ

ଆ໘にマグωットシートͱεテンレεシート
͕షって͋る製品Ͱɺ製品ಉ࢜をくっつ
͚るこͱͰ֦ுして使༻ͰきるऩೲϘッ
クεͰ͋るɻॎにॏͶたりԣにくっつ͚た
りͱ༷ʑなΈ߹Θせ͕可Ͱ͋りɺレ
イアトをม するこͱ͕可ߋ ͩɻ本 ମ
ܰくてڧのߴいパインूࡐを使
༻しており30DNの立ํମͰ͋るɻ使༻
༻్ͱしてࢠͲの؝۩ֆ本・࡞品
ɺ長していくࢠͲのࢥいग़の品を
ऩೲするϘックεͩɻࢠͲऩೲする
の͕มΘっていくதͰαイズレイアト
を自༝にมߋͰきるたΊ長期ؒ利༻す
るのに長͚ているɻ

今ճ在宅生活にΑって࠷Ө͕ڹ
͋ったこͱͱしてɺզʑਓͱのؔΘり
ํ͕มΘったこͱにணしたɻまた在
宅生活Ͱ૿͑た行ಈについてௐࠪ
した結 果 ɺ আย͚の࣌ ͕ؒ
૿͑たこͱ͕分かったたΊɺՈͱの
ؔΘりを生Έग़すย͚༻品を開
ൃするにࢸったɻ

ॳɺ୨શମにマグωットシートͱ࠷
εテンレεシートをషる定をしてい
た͕コεト͕ す͗たたΊシートをషߴ
る໘をしɺ࢛つ֯のΈにషるͱい
͏มߋをՃ る͑こͱͰコεトݮをࢼ
Έたɻこの商品のΑ͏ に୨ಉ͕࢜磁
石Ͱくっつく商品ݱ在のࢢにଘ
在しないのͰಠ自性のߴい商品Ͱ͋
るɻ

在宅生活に͚た商品のたΊɺਓ
ͱのかかΘりを૿す活ಈにযを
͋てたɻͦ こͰࢲたち͕ఏҊしたҊ͕
「お ち͏Ͱϐλラックコンテεト」Ͱ͋
るɻこの活ಈɺΈ͕͑自༝な୨
ͱい ϐ͏λラックのڧΈを生かしɺたく
さんのਓのΈସ͑ํのࣸਅを
S/SͰ「�お ち͏Ͱϐλっͱ」Ͱߘし
てらいೝをߴΊる活ಈͰ͋るɻ

һڭಋࢦ
ઌ生ݩ্
からのコメント

今�チーム͋ったதͰɺ࠷ॳからޙ࠷まͰྗをଓ͚ߴいҙࣝͰ優勝をࢦしたチー
ムͰ͋ったɻ優勝にならなかったののɺコンηプト開ൃௐࠪɺ࡞ࢼ品੍࡞にプϩモー
シϣンなͲɺ今ճのऔりΈͰ得たݧܦをこΕから社会にग़てからଘ分に活かしてほしいɻ

在宅生活に役立つ磁石商品

/F U U F S sʤϐλラックʥ
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京都橘大学ɹ⅖良兼司・今井まりなゼミ/ക山ҥɺ大୩ేܚɺۚ ਸ਼าࢠ

お෩࿊ؒ࣌を౬ʙޮ活༻� 磁
౬ʙに使 る͑εマϗケーε

この商品ɺཋࣨのนにくっつくೖཋ༻
εマϗケーεͰ͋るɻਫ性ɺٱ性ɺ
Ի࣭ɺಶりにくさɺૢ 性ɺશて題な࡞
しɻマグωットを使 こ͏ͱͰɺนにషるこͱ
ちΖんɺεマϗに߹Θせてケーεのα
イズをௐͰきるの͕ັྗͩɻนにεマ
ϗをషるこͱͰɺ಄͕લをくこͱからɺ
ݱ  පͰ͋るεマϗटを解 ফしɺ࢟ 
を自વにҙࣝしな͕らɺΏっくりͱೖཋ͕
ͰきるɻなかͰおすすΊɺお෩࿊Ͱ
ᛉする「マインυ෩࿊ωε」ͩ ɻこの商
品ɺ࢟のҙࣝͱೖཋをश׳化する
きっか͚をるɻまさにɺ「在宅生活に役
立つ磁石商品」Ͱ͋るɻ

コϩφՒͰɺΦンラインत業リモート
ϫーク͕૿͑ɺ͕࢟ѱくなるこͱ͕ ૿
͑たɻͦこͰɺී ஈから͕࢟良いਓを
ௐࠪしɺ࢟をҙࣝするきっか ͱ͚श׳
͕ඞཁͰ る͋ͱΘかったɻまたɺコϩφՒ
にお る͚εトレεෆ҆の解ফͱしてɺ
お෩࿊ؒ࣌にணしɺೖཋするこͱͰ
日ࠒのർΕを༊しな͕らɺ࢟をҙ
ࣝするたΊのश͕׳ඞཁ ͱͩߟ た͑ɻ

良い࢟をҙࣝͰきておらͣ ɺೖཋश
ແい大学生をλーήットにઃ定͕׳
しɺϢーβーテεトを࣮ࢪしたɻԻ࣭
ѱくないかɺը໘ಶらͣ៉ྷに͑ݟ
るかɺนにしっかりͱషりくかをపఈ
తにূݕしたɻさらにɺ1000ճにٴͿ
͚֎しのٱテεトͱਫテεト࣮
をͱにɺ෦分ূݕしたɻࢪ ͱ͝の磁石
するΑ͏ػ͕ ɺࡉかなվ良をॏͶたɻ

の題ͱೖཋするこͱの大さに࢟
ついてɺコンテンツߘアプリ「OPUF」
Ͱൃ৴してきたɻߘɺメλͱχコɺ
石さん͕題についてָしく解આしɺ
日ʑのർΕにΊるօ༷にɺ࢟
ඞಡの༰Ͱ͋るɻこのߘにײڞ
しɺԠしていたͩいたɺ૯߹Պ・ٹ
Պ専ҩカンηラーのํʑに͝ٸ
ಇしてൢചଅਐを行ڠりɺࣀԉをࢧ ɻ͏

һڭಋࢦ
⅖良兼司ઌ生
今井まりなઌ生
からのコメント

こΕまͰݟա͝さΕてきた題をൃݟしɺϙεトコϩφをݟਾ͑たఏҊͰ͋ったɻマグωット
ͱき߹った日ʑɺ「�磁Ѫ」ͱい͏ܗͰɺ記͚ͩͰなくɺؔ っくڧの記Աにऀ
ているɻ「�SカレさまͰす」のྠを֦͛ɺSカレの৽たなಓをりいたチームͰ͋るɻ

在宅生活に役立つ磁石商品

ക୩ࢠʤ磁౬自在εマϗケーεʥ
࡞ɺਅ༟ಸɺ西༔ࢠ大学ɹኍ田ষޫゼミ/தౡ和Յـۙ

磁 石Ͱ生Έग़すফ ಟ 専 ༻ε
ϖーε

「ぴったΆるて」ɺؔݰपりにεϖーε
͕ແい一ਓらしのਓをλーήットした
商品Ͱ り͋ɺこの商品をؔݰ൶にషるこ
ͱͰ͕ஔ͚るεϖーεを࡞りग़すɻこ
の商品ɺコϩφՒにいɺ֎のۭؒに
ۙいؔݰͰফಟを行いたい͕ɺ一ਓ
らしのؔݰεϖーε͕ແいこͱ͕ཧ༝
ͰɺؔݰͰফಟをग़དྷないͱい͏Έを
解決するたΊに開ൃしたɻ1�0に開く
こͱ͕可Ͱ͋るたΊɺ使༻しない࣌
εϖーεをऔらͣɺද໘͕ϗϫイトϘーυ
ૉࡐͰ͋るたΊメモをॻきࠐΉこͱ͕可
ɻまたɺཪଆ͕磁石Ͱ͋るたΊԼにখ
をりԼ͛るこͱͰきるɻ

品をফ࣋たちコϩφՒになり「ॴࢲ
ಟする」ͱい͏ ਓ͕多くなったこͱからɺ
ͦのਓたちにযをてたɻ࣮ にこࡍ
のश׳を࣋つϖルιφの行ಈを؍
してΈるͱ「Ոのதのモノͱফಟલのモ
ノを分͚たい」͕ 「εϖーε͕ແくফಟ
ॴ͕ແい」ͱい͏ Έをൃݟしたɻͦ
のΈを磁石Ͱ解決しɺࢢにແ
い৽たな商品を࡞りたいͱ͑ߟたɻ

ώϠリング࣮ূ࣮ݧをෳのλー
ήットに行ったこͱͰɺྗٱを૿Ճ
させる৽たなアイσア͚ͩͰなくɺ৽た
な使いํのఏҊをൃݟするこͱ͕ग़
དྷたɻͦ Εらのใをجに࡞ࢼ品ͱし
てվ良を܁りฦしɺメンόー自͕࣮
をԿ行ったɻͦݧのମࡍ ͏するこ
ͱͰɺχーズͱ҆શ性のํを兼Ͷ
උ͑た࡞ࢼ品͕したのͰ͋るɻ

インテリア製品のߪೖઌにɺ&$αイトͱ
インテリアࡶ՟屋͕多く͛ڍらΕたɻͦ
のたΊɺఏҊ商品のコンηプトに֘
するا業にӦ業を行いɺ࣮ ళฮͱ&$
αイトの྆ํのൢ࿏を獲得したɻまたɺ
プϩモーシϣンۙـ大学のใͱɺイ
ンテリアใをൃ৴しているインελグラ
マーにྗڠのঝを得たこͱͰɺΑり多
くのλーήットのೝをࢦしたɻ

һڭಋࢦ
ኍ田ষޫઌ生
からのコメント

コϩφՒの一ਓらしの学生のআەにؔする題をൃݟしテーマをͱに解決につな͛たɻ
事ऀͱして大学からؼ宅したؔݰͰεマートϑΥン財なͲのճりののをͦ のまま࣋
ちࠐΈたくないײをىͱし磁石ٕज़を活༻しআەମݧをしたのߴいاըɻ

在宅生活に役立つ磁石商品

7ʂNBUFZʤぴったΆるてʥ
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һڭಋࢦ
⅖良兼司ઌ生
今井まりなઌ生
からのコメント

こΕまͰݟա͝さΕてきた題をൃݟしɺϙεトコϩφをݟਾ͑たఏҊͰ͋ったɻマグωット
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ているɻ「�SカレさまͰす」のྠを֦͛ɺSカレの৽たなಓをりいたチームͰ͋るɻ

在宅生活に役立つ磁石商品

ക୩ࢠʤ磁౬自在εマϗケーεʥ
࡞ɺਅ༟ಸɺ西༔ࢠ大学ɹኍ田ষޫゼミ/தౡ和Յـۙ

磁 石Ͱ生Έग़すফ ಟ 専 ༻ε
ϖーε
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在宅生活に役立つ磁石商品

7ʂNBUFZʤぴったΆるてʥ
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甲南大学ɹ佐藤圭ゼミ/લ川࠼楓ɺ山߂ฏɺ෦ླྀ៉ࡊ

ஔきؒҧいを͙マグωシート

コϩφՒを௨してɺωットシϣッϐングを
利༻するػ会͕૿Ճしたこͱにணしɺ
ஔきのधཁを֬ೝしたɻͦ こͰࢲたち
ɺ ୡのஔきؒ ҧいを 「͙ぱぴた
つ」をاըしたɻै དྷのྨࣅ商品ͱൺ
ֱしてɺ大きな૬ҧ2つ͋るɻ1つ
ɺ̔ のஔきॴをࡉかく記ೖͰきる
こͱɻ2つɺݘの をஔき ॴの
ಓしるͱしたこͱͩ ɻ「ぱぴたつ」Ͱɺ
せない༻事͕͋って受͚औりにؒに߹
Θないこͱɺ定֎のॴにஔきさ
Εるこͱを͗ɺΑり良い在宅生活をૹっ
ていたͩきたいɻ

ωットシϣッϐングの利༻͕ߴい20
にアンケートௐࠪを行ったɻ�ׂ
のਓ͕ɺ在宅࣌Ͱ͋ってஔきを
ر しているこͱ͕ ໌したɻまたɺ
ஔきの利༻ऀにώアリングしたͱこ
ΖɺୡのஔきॴにରしてのΈ
͕多くݟ受 ら͚Εたɻこのこͱからɺஔ
きؒ ҧいを͙商 品のߟ Ҋにࢸっ
たɻ

商 品の性 ࣭ ্ ɺにつきすいカ
ラーリングͰ͋るこͱɺυアにషらΕた
を༩͑ないこͱ͕ॏཁͱײにҧ和ࡍ
なったɻͦ のたΊɺϑΥントイラεト
のσβイン性をしたɻまたɺυアに
షってのٱ性の֬ೝɺͲのシー
トを使 ༻するか͕࠷ దか࣮ を行ݧ
いɺࢼ 行 ࡨ ݕをॏͶたɻޡ ূ త ௐ
ࠪͰのをجに࠷ऴௐを行ったɻ

商品のೝをߴΊるํ法ͱしてɺ
まͣ༣便ࢪ࣮͕ہしている「αンプ
リング」ͱい͏ࠂメχϡーにґཔす
るこͱをݕ౼したɻͦ のଞにӨྗڹ
を࣋つインϑルエンαーのํにରしɺ
S/S্にお͚るグッズհの13を
Ҋ݅ͱしてґཔするこͱにΑってɺ
ใの֦͕ࢄ期Ͱきるͱ͑ߟたɻ

һڭಋࢦ
佐藤圭ઌ生
からのコメント

Έにんͩチーム͕ఏҊしたアイσアɺࢥΘͣݴいたくなるωーミングのஔきグッズ
Ͱ͋ったɻアϑΥーμンεにΑりɺୡһにεトレεを༩ る͑こͱなくཁを ら͑Εるؾり
ૉఢͰ͋るɻチームの೪りڧさをଘ分にൃشしてɺ商品化に͚てؤுってほしいɻ

在宅生活に役立つ磁石商品

すらっくʤぱぴたつʥ
ɺલ川ࣿ良ɺ宮݈֞ଠ࿕ࢠلլ大学ɹ山Լ༔ゼミ/井্༝࣎

ΦンラインͰ印をࠨӈする「カ
メラઢ」をαϙート

カンϖػ をのߴさに࣋ってくるこͱ
Ͱɺ本をಡΈな͕らカメラઢͰす
こͱを可 にした商 品Ͱ͋るɻパιコン
の大きさ・֯ にԠじてɺマグωットを使
༻して商品のߴさきをௐするこͱ
͕ͰきるɻϗϫイトϘーυૉࡐを使༻して
おりɺݟたいメモをॻきࠐΉこͱͰ
きɺࢴにॻいてషり͚るこͱͰきるɻこ
の商品を༻いるこͱͰઢ͕ͿΕるこͱな
くプレゼン͕ͰきるΑ͏ になりɺ自৴の
͋る印を༩͑るこͱ͕可になるɻࢲ
たちこΕからのब活にプϩトλイプを༗
ޮ活༻していく༧定ͩɻ

たちब活のΦンライン໘Ͱਓࢲ
事のํからカメラઢをࢦఠさΕたͱ
い͏ メンόーの࣮ମݧからɺ大学3・�
ճ生をରにアンケートௐࠪを行っ
たͱこΖɺ「カメラઢをҙࣝしたい͕
Ͱきていない」ͱい͏ਓ͕一定いる
こͱ͕分かったɻͦ こͰΦンライン活ಈ
においてɺޮ 果తにカメラઢをҙࣝ
ͰきるΑ͏ な商品を࡞りたいͱ͑ߟたɻ

にɺ多くの大学生͕ࡍる࡞品を࡞ࢼ
使༻するノートパιコンのαイズײをҙ
ࣝしたɻ༷ ʑなパιコンにରԠͰきるߴ
さௐػɺݟすい֯にௐͰき
るきௐػɺ使Θないࡍにখさく
ંりたたΊるऩೲ性の3つをクリアͰき
るσβインをࡧしɺまたͲこにマグωッ
トシートを使༻すΕͦの特性を活か
せるかをߟ な͑ ら͕࡞ࢼを܁りฦしたɻ

λーήットͰ͋る大学3ճ生・�ճ生に
ಧ る͚たΊɺ大学生ڠͱのൢചަবを
行ったɻϩット・खྉՁ֨ཁ૬
ஊͰ͋る͕ɺ商品をஔくこͱをલきに
していたͩいたɻキϟリアエージΣ౼ݕ
ントا業にചりࠐΈɺब活生にಧ͚て
ら͏ ͱい͏ #UP#のൢചํ法ݕ౼し
ていた͕ɺا業ଆの利ӹ͕ࠐݟΊる
のかෆ໌ͱい͏ こͱͰอཹͱなったɻ

һڭಋࢦ
山Լ༔ઌ生
からのコメント

ळカンまͰにݕ౼していたアイσア͕テーマに߹Θͣリηットͱなりɺ୳ࡧత分ੳからり
すこͱになったこͱ念ɻ自分たち͕໘するΦンライン໘ͱい͏ब৬活ಈ期の課題に
ணしたの良かったɻ͏ গしূݕతௐࠪを行 こ͏ͱ͕ͰきΕ良かったɻ

在宅生活に役立つ磁石商品

チームすいかʤま͙ ͛い͟ーʥ
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อ༞ਅɺদԼါᏻٱ川Ղ՚ɺ大ٴ/ゼミٱ大学ɹ佐藤හࡁܦ࡚ߴ

日ʑのআをっͱָに εトレε
ϑリー�

「チϡーリッパ」マグωット ଂ 型の
৽しいεリッパͩɻ「チϡーリッパ」ͱい͏
໊の௨りɺεリッパをにුかせてऩೲ
͕Ͱきる商品になっているɻ୳ࡧతௐࠪ
を௨してͮؾいたɺ「চআをしている
ɺচにஔいて͋るをͲかす行ҝにεࡍ
トレεをײじているਓ͕多い」ͱい͏結
果にணしɺ日ʑのআにお͚るεトレε
を解ফする商品を͑ߟたɻをුかせ
たऩೲを࣮ݱͰきるのマグωット͚ͩ
Ͱ͋るɻු かせたऩೲͰのॅॴをつく
りɺย͚のج 本Ͱ͋る「 をͱの
ॴにす」ͱい͏श׳につ͚るこͱ͕
Ͱきる商品ͩɻ

じΊにコϩφにΑってม化した生活
श׳についてアンケートௐࠪを行っ
たɻͦ の結果を౿ま͑ てɺࢲたち͕ண
したの 「͕আ」ͱ「ย͚ͮ」ͩ ɻࢲた
ちɺコϩφՒͰআにؾを使͏ਓ͕
૿͑た໘ɺͦ こにちΐっͱしたεトレε
をײじているਓ͕いるのͰないかͱ
たɻͦ͑ߟ んなちΐっͱしたεトレεをײ
じているਓに͚た商品をఏҊするɻ

したのマグωットのࢹたち͕ॏཁࢲ
αイズͱՙॏͩɻՈதͲこͰくっつ
くεリッパを࡞るたΊにɺマグωット
͕খさす͗るͱนにくっつ͚るこͱ͕ Ͱ
きなくなってしまいɺରに大きす͗て
ཤき৺にӨڹしてしま͏ 可性
͕͋るɻまたɺマグωットのαイズにΑっ
てՙॏ͕ม化してしま͏ たΊɺ্
記の2に特にこͩΘって࡞したɻ

ൢചଅਐのํ法ҎԼの3つͩɻま
ͣɺॅ 宅展ࣔにてདྷऀにチϡー
リッパを࣮ࡍに使༻してらいɺ商品の
ೝ֦大をਤるɻまたɺएア
プϩーチをするたΊにɺS/S্Ͱ活༂
しているインϑルエンαーに商品のհ
をґཔするこͱをݕ౼しているɻՃ て͑ɺ
தߴɺ のೝ֦大をૂ
いɺใαイトのࡌܝをߟ て͑いるɻ

һڭಋࢦ
佐藤හٱઌ生
からのコメント

このاը日ৗ生活のメインのՈ事Ͱなくɺちΐっͱした໊なきՈ事にணするɻআす
るࡍにඞͣଘ在する໊なきՈ事 「͕ย͚ͮ」Ͱ͋るɻย͚ͮ௨ৗɺۭ きεϖーεにدせ
る͚͕ͩͩɺマグωットを使ってɺ一࣌తに立ମతなۭؒにย͚ͮるͱい͏اըͰ͋るɻ

在宅生活に役立つ磁石商品

.BHɹM J G Fʤチϡーリッパʥ
ಉࢤ社大学ɹ田݈司ゼミ/ࠇ田ઍ都ੈߴɺ ࢠޞਅ༝ɺ吉田ڮ

৯品お՛ࢠの৯ஔきに役
立つマグωット商品

「ͱΊʙる」ɺ༨った৯品お՛ࢠを
ີดɺかつメモをすこͱ͕Ͱきる商品
Ͱ͋るɻ「この৯品ɺいつ開͚たかΘか
らないしࣺててしまお͏」「͕ࢲ৯Α͏
ͱࢥってしてたお՛ࢠ৯らΕた�」
「袋ࢭΊクリップͲこにஔいたっ͚ 」ͱ
い こ͏ͱないͩΖ͏かɻͱΊʙるͰɺ
キーリングͰつな͕Εた2ຕのマグωット
シートの ち͏ย໘͕ϗϫイトϘーυになっ
ているたΊɺ開 ෧日賞 ຯ 期 なͲ自ݶ
༝にメモするこͱ͕Ͱきɺ৯Εࢭ
に役立てるこͱ͕Ͱきるɻまたɺ使༻しな
いࡍྫྷଂݿにషってお͚ɺอ
ॴにࠔらないɻ

コϩφՒにΑる৯生活のม化をௐࠪし
たɻεーパーに行くසݮগしɺ大
༰ྔの商品をߪೖしたいͱߟ る͑ਓ͕
૿Ճしているこͱ͕ Θかったɻまたɺコϩ
φՒにΑる在宅生活Ͱɺؒ ৯ྔ͕૿
Ճしたਓ͕多いͱい͏ 結果を得たɻͦこ
Ͱɺࢲたち1つの袋ののをෳճに
分͚て৯るػ会͕૿Ճしたͱ͑ߟɺ
便利な袋ࢭΊ商品を࡞るこͱͱしたɻ

2ຕのマグωットシートをԿͰ͙ܨか
っていた͕ɺゼミのؒからキーリ
ングのҊを受͚࡞するͱɺؤৎͰ
อํ法の෯͕ったɻまたɺ࣮
しなূݕΈڬ৯品をࢠにお՛ࡍ
͕らɺͲのްさͰ͋Ε ີ ดͰきる
かɺͲの長さ͕ஸ良いかɺなͲࡉか
な商品վ良を܁りฦしたɻ

ओ්のにཹまりすいεーパーマー
ケットのキッチンࡶ՟コーφーͰの
ྻɺͦ してコϩφՒͰधཁ͕૿Ճして
いるΦンラインシϣップͰのൢചを定
しているɻͱΊʙるの৯Εޮࢭ
果にΑりɺ社会題Ͱ͋るϑーυϩεを
しɺSDGs12「つくるɺつか͏ݮ
」にݙߩͰきる製品ͱしてൢചす
るこͱͰɺا業イメージの্をૂ͏ɻ

һڭಋࢦ
田݈司ઌ生
からのコメント

この商品プラεチックのクリップͰなくɺマグωットを使った商品Ͱ͋るこͱに໘നさ͕͋
るɻͦ の͏͑ ɺย໘͕ϗϫイトϘーυになっているこͱ͕ϙイントͰ͋るɻ開෧日͚ͩͰなくɺ༑ୡ
Ոにメッηージをすこͱ可Ͱ͋るたΊɺ使い勝ख͕ۃΊて良い商品ͩɻ

在宅生活に役立つ磁石商品

マグωグマʤͱΊʙるʥ
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தଜ学Ԃ大学ɹ໌神࣮ࢬゼミ/খ഼Ѯɺౡྋൕɺদ本༔ກ

ࣦくさないɺ୳さないɺεϖーε
活༻

「ぺたクト」ɺリモートϫークதにඞཁ
なを一つにまͱΊるこͱ͕Ͱきる商品Ͱ
͋るɻこの商品ɺҜࢠصのԣにషり
͚たりɺパιコンのද໘なͲにషり͚
たりするこͱ͕Ͱきるɻͦ してɺඞཁになっ
たࡍにす͙ にऔりग़して使༻するこͱ
Ͱきるɻマεɺϖンɺ6S#なͲのಓ۩か
らॏたいॆిثまͰɺリモートͰඞཁな
ಓ۩をબんͰೖΕてお͚るɻぺたクトͱい
͏໊લの༝དྷɺ؆୯にషり͚るこͱ
͕Ͱきるͱい͏ҙຯのϖλッͱͱɺ自༝に
いΕるのをબͿこͱ͕Ͱきるͱい͏ҙຯ
のηレクトを߹ΘせたのͰ͋るɻ

コϩφͰリモートϫークのधཁ͕ߴまっ
たɻࢲୡɺリモートϫークதにٸにϖ
ン͕ࢴඞཁになったりٸいͰパιコ
ンのॆిثを୳したりするΈを๊
͑ていたたΊɺपりのਓୡにアンケー
トௐࠪインλϏϡーを࣮ࢪしたɻする
ͱɺҎ্のਓ͕ಉじΑ͏ なΈを
๊͑ているこͱ͕ 分かりɺඞཁなのを
まͱΊらΕる商品を࡞りたいͱ͑ߟたɻ

商品の土をじΊプラεチック
にするつりͩ った͕ɺ͕ܗมߋͰき
ͣɺॴをऔってしまったɻͦ のたΊɺ
Ϗχール製の袋にมߋしɺॆ なثి
Ͳのগし大きいのதにೖΕΕるΑ

に͏したɻ࡞した࡞ࢼ品に࣮ࡍに
リモートϫークͰ使 ͏のをதにೖΕ
てͲのくらいೖるのかɺͲのくらいのॏ
さなら ら͑Εるのかを֬ೝしたɻ

リモートϫークͰの使༻を͑ߟていた
のͰɺՈిྔൢళのパιコンചり
௨ൢなͲのにつきすいॴͰ
のൢ ചを͑ߟたɻコϩφՒにΑって
Ոిྔൢళに৽たにリモートϫー
クؔ ࿈のചり͕ͰきたたΊɺͦ の
ॴにおいてら͏ ɻをΘͣリ
モートϫークをしているਓにखにऔっ
てら͏ ɻ

һڭಋࢦ
໌神࣮ࢬઌ生
からのコメント

こΕͱい͏χーズになかなかग़会 こ͏ͱ͕ͰきないͰいた͕ɺ͋ る࣌ ɺϢーβーのインλ
Ϗϡーௐࠪを行いɺコϩφՒҎ߱のΑく͋ るࠔり事を্खくٟい্͛ていたɻͦ のޙɺλー
ήットͱコンηプト͕ 定まりɺ࡞ࢼ品を࡞するまͰのチームの行ಈྗͱεϐーυにڻいたɻ

在宅生活に役立つ磁石商品

マグωったいʤぺたクトʥ
日本大学ɹਫ野学ゼミ/戸未དྷɺ佐藤༦ࡊɺٱถͻかる

イライラസϐλッͱࢭΊる

「ϐλസͱまるくん」ɺࢠͲの༡ͼ৯
にΑるصの্のෆ҆定なസのམԼを
͙商品Ͱ͋るɻ
この商品ɺ2ʵ3ࡀのখさなࢠͲ͕行
「͏ ༡ͼ৯」ͱい͏行 ҝにまさΕる

ޚさんのεトレεを解ফさせる商品Ͱ
͋るɻ
খさなࢠͲ͕৯ 事தに੮を立ったり
にొったりするこͱͰମの一෦͕സص
ɺസをせているثにͿつかったりɺ
༳Εてしま͏͕ص こͱにΑってམԼしてし
ま͏ സをɺ磁石を使っておࡼにݻ定しམ
Լを͙Α͏ にしたɻ

たちまͣɺਓ͕৯ࢲ 事をͱる࣌に
使༻するസखのಈきのҧいをൺ
ֱするたΊɺ自分ୡۙなਓʑの
৯事தのखݩをࡱӨしてസखの
ಈきをࡉかく؍したりɺ:PV5VCF
にてখさなࢠͲの৯事தのಈըを
୳しɺസを使い࢝Ίる࣌ٳΊる࣌
のલޙのಈき行ಈなͲをࡉかく؍
したɻ

സをམͱしてしま͏ をλーήットにڙࢠ
ઃ定しɺ1番使いすいܗͰݻ定Ͱき
るΑ͏ にするたΊに商品վ良を܁りฦし
たɻ؍ௐࠪのதͰസのஔきํɺ࣋ち
ํを؍しɺなるくී ஈ௨りのಈ࡞
Ͱݻ定ͰきるΑ͏ にしɺݟた͋ まり
立たないΑ͏ にしたɻまたɺগしの༳ΕͰ
സ͕མちないΑ͏ にするたΊにɺڧ
に ら͑ΕるかͲ͏ かのௐ ࠪ行ったɻ

ԉのϗームϖージͰࢧࣇのҭࢢ
հしてら͏ こͱ͕దしているͱ͑ߟ
たɻҭࢧࣇԉのϗームϖージにɺ
さΕࡌܝҭてにؔするใ͕多くࢠ
ているɻͦ のたΊɺڙࢠの͋ͦͼ৯
にࠔった͕インλーωットͰ解 決
ํ法をࡧݕしたࡍɺにཹまるのͰ
ないかͱ͑ߟたɻ

һڭಋࢦ
ਫ野学ઌ生
からのコメント

アイσィアをݟつ͚るまͰに͕ؒ࣌かかりɺ࣮ ըマーケティングプランにख͕اの商品ࡍ
ճらなかったの念ɻ͏ গし磁石の特性を活かせるاըになっていΕɻ

在宅生活に役立つ磁石商品

ϖλぴʤϐλസͱまるくんʥ
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ͱɺҎ্のਓ͕ಉじΑ͏ なΈを
๊͑ているこͱ͕ 分かりɺඞཁなのを
まͱΊらΕる商品を࡞りたいͱ͑ߟたɻ

商品の土をじΊプラεチック
にするつりͩ った͕ɺ͕ܗมߋͰき
ͣɺॴをऔってしまったɻͦ のたΊɺ
Ϗχール製の袋にมߋしɺॆ なثి
Ͳのগし大きいのதにೖΕΕるΑ

に͏したɻ࡞した࡞ࢼ品に࣮ࡍに
リモートϫークͰ使 ͏のをதにೖΕ
てͲのくらいೖるのかɺͲのくらいのॏ
さなら ら͑Εるのかを֬ೝしたɻ

リモートϫークͰの使༻を͑ߟていた
のͰɺՈిྔൢళのパιコンചり
௨ൢなͲのにつきすいॴͰ
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Ոిྔൢళに৽たにリモートϫー
クؔ ࿈のചり͕ͰきたたΊɺͦ の
ॴにおいてら͏ ɻをΘͣリ
モートϫークをしているਓにखにऔっ
てら͏ ɻ

һڭಋࢦ
໌神࣮ࢬઌ生
からのコメント

こΕͱい͏χーズになかなかग़会 こ͏ͱ͕ͰきないͰいた͕ɺ͋ る࣌ ɺϢーβーのインλ
Ϗϡーௐࠪを行いɺコϩφՒҎ߱のΑく͋ るࠔり事を্खくٟい্͛ていたɻͦ のޙɺλー
ήットͱコンηプト͕ 定まりɺ࡞ࢼ品を࡞するまͰのチームの行ಈྗͱεϐーυにڻいたɻ

在宅生活に役立つ磁石商品

マグωったいʤぺたクトʥ
日本大学ɹਫ野学ゼミ/戸未དྷɺ佐藤༦ࡊɺٱถͻかる

イライラസϐλッͱࢭΊる

「ϐλസͱまるくん」ɺࢠͲの༡ͼ৯
にΑるصの্のෆ҆定なസのམԼを
͙商品Ͱ͋るɻ
この商品ɺ2ʵ3ࡀのখさなࢠͲ͕行
「͏ ༡ͼ৯」ͱい͏行 ҝにまさΕる

ޚさんのεトレεを解ফさせる商品Ͱ
͋るɻ
খさなࢠͲ͕৯ 事தに੮を立ったり
にొったりするこͱͰମの一෦͕സص
ɺസをせているثにͿつかったりɺ
༳Εてしま͏͕ص こͱにΑってམԼしてし
ま͏ സをɺ磁石を使っておࡼにݻ定しམ
Լを͙Α͏ にしたɻ

たちまͣɺਓ͕৯ࢲ 事をͱる࣌に
使༻するസखのಈきのҧいをൺ
ֱするたΊɺ自分ୡۙなਓʑの
৯事தのखݩをࡱӨしてസखの
ಈきをࡉかく؍したりɺ:PV5VCF
にてখさなࢠͲの৯事தのಈըを
୳しɺസを使い࢝Ίる࣌ٳΊる࣌
のલޙのಈき行ಈなͲをࡉかく؍
したɻ

സをམͱしてしま͏ をλーήットにڙࢠ
ઃ定しɺ1番使いすいܗͰݻ定Ͱき
るΑ͏ にするたΊに商品վ良を܁りฦし
たɻ؍ௐࠪのதͰസのஔきํɺ࣋ち
ํを؍しɺなるくී ஈ௨りのಈ࡞
Ͱݻ定ͰきるΑ͏ にしɺݟた͋ まり
立たないΑ͏ にしたɻまたɺগしの༳ΕͰ
സ͕མちないΑ͏ にするたΊにɺڧ
に ら͑ΕるかͲ͏ かのௐ ࠪ行ったɻ

ԉのϗームϖージͰࢧࣇのҭࢢ
հしてら͏ こͱ͕దしているͱ͑ߟ
たɻҭࢧࣇԉのϗームϖージにɺ
さΕࡌܝҭてにؔするใ͕多くࢠ
ているɻͦ のたΊɺڙࢠの͋ͦͼ৯
にࠔった͕インλーωットͰ解 決
ํ法をࡧݕしたࡍɺにཹまるのͰ
ないかͱ͑ߟたɻ

һڭಋࢦ
ਫ野学ઌ生
からのコメント

アイσィアをݟつ͚るまͰに͕ؒ࣌かかりɺ࣮ ըマーケティングプランにख͕اの商品ࡍ
ճらなかったの念ɻ͏ গし磁石の特性を活かせるاըになっていΕɻ

在宅生活に役立つ磁石商品

ϖλぴʤϐλസͱまるくんʥ
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ଂ野大学ɹݹ川一郎ゼミ/Ԯᖒୡɺখྛࢤൕɺ西ଜࠫཏ

パズルから࢝ΊるॳΊてのおษڧ

「ぱͣͶっͱ」ɺコϩφՒͰ૿͑たࢠ
りఴった商品Ͱ͋دにؒ࣌ͱのՈڙ
るɻڙࢠのڭҭに結しɺྗをҾきग़
すこͱのͰきるパズル型Ͱɺ༡ͼな͕ら学
शͰきるΑ͏ なҭ؝۩商品ͱして開ൃ
したɻλングラムͱԁܗを࠾༻しɺཪ໘に
イラεトをࢪすこͱͰλーήット͕ Ίるϙٻ
イントに多く͛ڍらΕていたൃ展性に
んͩ商品Ͱ͋るɻまたɺマグωットの特性
を活かしお෩࿊Ͱ活༂するこͱͰɺ
ՈதͲこͰ༡ͼにม化するこͱ͕Ͱ
きるɻ

テーマͰ͋る在宅生活のม化につい
てௐࠪしたͱこΖɺおさんڙࢠの
長にدりఴ͏૿͕ؒ࣌Ճしているこ
ͱ͕ ΘかったɻしかしこΕにいɺՈͰ
のڙࢠͱのա し͝ํにんͰいるͱい
͏͕多く͛ڍらΕたɻͦ こͰ؝۩に
の専ళにग़۩؝性を定Ίɺํ
するதͰɺ༡ͼな͕ら学る؍き
ҭ؝۩ͱい͏ たɻ͚にをࢢ

ҭ؝۩についてڀݚしていくなか
Ͱɺマグωットをશ໘に活かすこͱ͕
Ͱきるの͕パズルͩͱͮؾきɺ࣮ ࡍ
に༮ஓԂا業のํにϑィーυόッ
クをらいな͕ら商品վ良を܁りฦし
たɻڙࢠにѻいすいαイズઃ定
きらΕないΑ͏ にΦリジφルの題
らしڽをҊするなͲのߟをࢴ༺
たɻ

お෩࿊Ͱ使͑るҭ؝۩商品
ͱしてখさいたΊɺ商品をっࢢ
てら͏ たΊにɺങいखにෳ の商
品͕ఏڙさΕるおちΌのαブεクリ
プシϣンαーϏεを利༻したൢചଅ
ਐをݕ౼していたɻ在宅生活͕૿͑
たこͱͰαブεクࢢ֦大してい
るたΊにɺ「 ೝ  」するͰޮ 果
తͰ͋るͱ͑ߟたɻ

һڭಋࢦ
川一郎ઌ生ݹ
からのコメント

σβインతに໘നいプϩトλイプをαッͱ࡞Εるのɺす͝いͱ͏ࢥɻコンηプト くͮりから�1ま
ͰΑく͑ߟた͕ɺҭ؝۩ͱい͏製品のػతなଆ໘をؒ࣌Ͱઆ໌するのにۤ࿑して
いたɻ る͑ͱい マ͏ーケティングのָしさを一番࣮ײしたチームͩったͱ͏ࢥɻ

在宅生活に役立つ磁石商品

ぺったんこʤぱͣͶっͱʥ
໌ւ大学ɹখ୩ࢠܙゼミ/ுՈ߽ɺ宮Լ司قɺ長田ޫ生

在宅生活Ͱ役立つɺまͱΊて磁
石Ͱཧ

た商͑ߟたち͕ࢲ 品ɺ在 宅 生 活の
ΈͰ͕͋ったઢ͕まͱまらないɺऩ
ೲ  ॴ͕ないͱい͏ 題を解 決する
のͩɻχチレイマグωット༷のマグωλッ
キーをリングにつ͚ɺͦ こに結 ଋόンυ
マジックテープを使ったのɻマジック
テープ͚ͩͰたͩઢをまͱΊる͚ͩ
ͩった͕ɺこの商 品Ͱ磁 石を一 ॹに
使 る͑Α͏ にするこͱͰઢを る͚͑ͩ
Ͱなくɺ磁石͕ணくॴͰ͋ΕͲこ
ͰઢコーυをまͱΊɺนصのԼ
なͲにऩೲͰきる商品Ͱ͋るɻ

在 宅 生 活のதͰࠔっている事を自
分たちͰリεトアップしɺͦ のதͰص
पりの題にϑΥーカεを͋てɺࠔっ
ているこͱ͕ないか ' B D F C P P L
*OsUBHSBNͰアンケートをऔった結
果ɺઢ͕ཚΕているこͱコーυの
ऩೲॴにࠔっているਓ͕多いこͱ
Θかったɻ

リングঢ়に࡞りマジックテープ結
ଋόンυを一ॹに使 ͱ͏い ͏のͩっ
たҝ ɺリングコーώーの 製マυ
ラーをって࡞りɺマジックテープ
D"*S0ののをって࡞ったɻマグ
ωットا業༷からఏڙいたͩいた
αンプルのマグωットを使いリングを
したɻ࡞品を੍࡞ࢼ

たち੍͕ࢲ している商࡞ 品จ 
۩にۙいたΊɺ' B D F C P P LͰจ 
۩にڵຯの͋るํʑをリαーチした
のちɺจ  ۩のこͱにڵ ຯ͕͋るグ
ループ͕͋るのͰͦのグループにೖ
りɺ自分らの͑ߟた商 品をプϩモー
シϣンしたɻまたɺ*OsUBHSBNεトー
リーͰ商品をࡌܝし৭ʑなํにプ
ϩモーシϣンしたɻ

һڭಋࢦ
খ୩ࢠܙઌ生
からのコメント

ΦンラインͰのコミϡχケーシϣン難しい෦分͋った͕ɺチームϫークਐΉ ͱ͝にߴまりɺ
֤自の得ҙ分野を活かして課題にऔりんͩɻ優勝ಀした͕ɺண࣮なプランͰߴいධ
Ձ得るこͱ͕Ͱきたɻ商品اըの難しさͱୡײをݧܦͰきたͱ͏ࢥɻ

在宅生活に役立つ磁石商品

チームΦンラインʤSP MV U J P O 3 J OH sʥ
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ྲྀ௨Պ学大学ɹਗ਼ਫ৴ゼミ/ُ本ઍࢠɺԬྰಹɺ୩ඒૣل

҆৺҆શランチϣンマット

「ϐマット」͕ڙࢠ৯事をするࡍにおこ
るɺ৯ثのసなͲを͙Φリジφル৯
ͱランチϣンマットのηットͰ͋るɻث
この商品ɺ在宅生活ͰڙࢠͱؔΘる
ڙࢠさんにΉ͚てɺޚた͑૿͕ؒ࣌
の৯事にରするޚさんの৺ෆ҆
をগしͰऔりআくたΊに開ൃした商品
ͩɻओに৯ثを࡞るଞ社ͱλイアップを
しɺͦ の৯͕ث৯ચػͰચ͑るΑ͏ に
ఈにమคをつ͚コーティングしランチϣン
マットにマグωットをࠐΉͱい͏つくりͰ
৯ثͱランチϣンマット͕ ͻっつき৯ثの
సをࢭするɻ

にͲ͏ࡍ৯事をする͕ڙࢠ い͏ঢ়گ
から৯͕ثసするͱい こ͏ͱに͕ܨ
るのかをるたΊɺ3ࡀʙࡀ�のڙࢠ
の৯事෩ܠの؍ௐࠪを行ったɻͦ
の結果ɺڙࢠからしたらԿؾない行
ಈ͕さま͟ まなݥةに͕ܨるͱい͏ こͱ
͕Θかりɺまたۙくにいるޚさんෆ
҆な࣋ؾちからをすこͱ͕Ͱきな
いঢ়گͰ͋るͱい͏ こͱ͕ Θかったɻ

今ճの商品Ͱɺ৯ثにమคをつ る͚
ͱい͏ 難Ͱ͋っࠔ業͕自分たちͰ࡞
たたΊ࡞ࢼ品製࡞Ͱきなかったɻし
かしɺ磁石のڧͰ͋ったり商品のऔ
りѻいํͰ͋ったりͱい͏ ෦分から࣮ࡍ
にࢠҭてをするํ商品開ൃを行っ
ているا業のํからアυόイεをいɺ
磁石のૉࡐ決ΊΈ߹ΘせなͲࢼ
行ޡࡨしてイメージਤをさせたɻ

ଞ社ͱλイアップしɺ৯ثにమคをつ
る͚こͱͱランチϣンマットにマグωットを

ΉこͱͰコεト͕ࠐ 大෯にかかるこ
ͱ͕Θかったɻͦ こͰࢲୡ͕͑ߟたの
ɺগしߴՁなՁ֨ઃ定にしてߪೖ
してら͑ るΑ͏ にɺこの商品をޚさ
ん͚Ͱなくɺग़産ॕいのΪϑトを
にしग़産ॕいの͚ているํʑ͑ߟ
ଃ品ͱしてൢചするこͱに決Ίたɻ

һڭಋࢦ
ਗ਼ਫ৴ઌ生
からのコメント
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をධՁしたいɻۤ ࿑͕͋って໌るくऔりんͩチームϫーク大事な財産にしてほしいɻ

在宅生活に役立つ磁石商品

チームコットʤϐマットʥ
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甲南大学ɹ佐藤圭ゼミ/甲൹喜ࣇɺఅ༗Ղࢠɺᖒ井༑ر

Ձ֨ɺリεクのパιコン学श
おちΌ

「ぺぱこん」୭Ͱ༡ͼな͕らϋーυ
Σアについて学ͿこͱのͰきるおちΌ
Ͱ͋るɻ
のりさΈを使ΘͣりऔりઢͱΊ
ͰΈ立てるたΊɺԿͰࣜܗΈࠐ
分解して༡ɺコンパクトにऩೲするこͱ
͕ग़དྷるɻ
この 商 品  ࡢ 今 ਪ ਐ さ Ε て いる
「G*G"εクールߏ」の課題Ͱ͋るɺ
「 ػͲたちのࢠ ث औ ѻいにؔする
ࣝෆの題」にணした商品Ͱ͋るɻ

「ぺぱこん」Ͱ༡ ͿこͱͰ༮ গ 期から
ΕしΉこͱͰɺকདྷతに׳にثػ5*
ۤखҙࣝを࣋たͣに*5学शにڵຯ
を࣋ってら͑ るこͱをతͱしたɻ

٬λーήットͰސたちࢲ る͋ࢠҭてத
のอऀޢの*5ڭҭのؔ৺お
ちΌߪೖのಈػについて生のを得る
たΊアンケートを࣮ࢪしたɻ*5ڭҭの
ؔ৺ߴい͕自のཧ解͕ઙいこͱ
おちΌをબͿج準 Ͳのࣝࢠ͕」
ٕज़্につな͕るこͱ」Ͱ͋るこͱ
͕ΘかったɻҎ্のこͱから୭Ͱཧ解
Ͱきるߏの商品ͱなるΑ͏ ৺ֻ͚たɻ

ํ ؟ ࢴ Ͱ ࡞ したプϩトλイプͱ
3D$Gを༻いた༧ਤの2छྨ
を࡞したɻ
するこͱͰ࡞Ͱプϩトλイプをࢴ؟ํ
ΊࠐΈࣜのٱ性を֬ೝしɺ࣮ ࡍ
に༡Ϳ໘を定するこͱ͕ ग़དྷたɻ
またɺ3D$Gを༻いるこͱͰํࢴ؟Ͱの
プϩトλイプͰݱ࠶しきΕないカラー
σβインのイメージをิ こ͏ͱ͕ Ͱきたɻ

ചళ専༻αイトͰのൢചൢ۩؝
を 定しているɻまたɺ ҭ ؝ ۩Ͱ
͋るたΊ本屋ࢹ野にೖΕているɻ
ళͰ「パιコンのおちΌ」の۩؝
ブーεͰなく「ϖーパークラϑト」
「レΰ」なͲ「 Έ立てるおちΌ」
のブーεにஔくɻさらにɺ༮ஓԂ
อҭԂɺখ学ߍにࡐڭͱしてൢചす
るこͱ可Ͱ͋るɻ

һڭಋࢦ
佐藤圭ઌ生
からのコメント

んͩҙཉతなアイσアͰ͋るɻීࠐからりঢ়ਅっݱのࠃをテーマにɺ「ҭڭ5*」
ஈɺにするػ会͕͋まりないϋーυΣアの໘からɺコンϐϡーλのΈをָしく学शͰ
きるɻࢠͲにѪさΕる؝۩ͱしてのΈをすΕɺさらに良いҊͱなったͩΖ͏ ɻ

社会課題を解決する印刷製品

プリンλーマン͂ ʤぺぱこんʥ
神戸大学ɹ宮尾学ゼミ/大ڮѪՃɺখজതɺ∁ڮ৺

21日ؒɺՈͱඪୡ

「21日ޙに˓˓するࢲ」ՈͰಉ࣌に
ԿかにチϟレンジするこͱͰɺ事のश׳
化をॿ͚ɺき性をվળする商品Ͱ͋るɻ
この商品ɺき性のਓ͕Ͳ͏ したら事
をଓ͚るこͱ͕ Ͱきるのかを͑ߟたઌに生
まΕたのͰ͋るɻ21日ؒͱい͏ ࣈをઃ
定したཧ༝ɺਓ͕事をश׳化し定
ணするたΊにඞཁな࠷の日Ͱ͋った
からͩɻまたɺ事લのアンケートͰ事を
श׳化させるにؒのଘ在͕ඞཁෆ
可ܽͰ͋るこͱ͕ ΘかりɺλーήットをՈ
ͱしているɻ
「21日ޙに˓˓するࢲɻ」を使いɺき性
のਓ͕事をଓ る͚こͱ͕ ͰきるΑ͏ になる
こͱを期しているɻ

たちۙに͋る社ࢲ 会  題ͱし
てɺき性にΑり事をୡするこͱ
をં࠳するこͱにணしたɻ࣮ にアࡍ
ンケートをऔるこͱにΑりɺ多のਓ͕
き性にΑり事をଓ ら͚Εなかった
るこͱ͕Θかったɻ͕ͦ͋ݧܦ こͰɺさ
らになるௐࠪ自分らͰ21日ؒの
戦をするこͱにΑりɺڞにؤுるؒɺ
ඪɺश׳化͕大ͩͱΘかったɻ

日Ίくりカレンμーͱඪシートについ
て࡞ࢼを行ったɻσβインインテリ
アͱして༹͚ࠐΉΑ͏ ϙジティブな৭
使いかつシンプルなのを৺͕͚たɻ
また日Ίくりカレンμーී௨のリン
グλイプの日Ίくりカレンμーをٯさに
して্をクリップͰࢭΊるこͱͰɺ྆
໘ݟ開͚るΑ͏ にを行ったɻ

Ոఉの͕ڙࢠチϟレンジをܧଓͰき
るこͱをతͱしたたΊɺൢ ചॴ
戦するڙࢠͦの͕๚Εす
いɺ本屋のࢿ ॻコーφーߟࢀ֨・
-*/&を௨じたΦンラインͰɺ1000ԁ
Ͱൢചするͱ͑ߟたɻまたɺプϩモー
シϣンɺࢠ のڙ  ੈ Ͱ͋る
3 0ʙ� 0  ঁ 性の利 ༻ ऀ͕多いɺ
-*/&Ͱ行 こ͏ͱを͑ߟたɻ

һڭಋࢦ
宮尾学ઌ生
からのコメント

アイσアͦのの໘നかったしɺ自分たち自Ͱ21日ؒチϟレンジを行いɺͦ のݧܦを商
品اըに生かすͱい͏ํ法良かったɻしかしɺ৭ʑなਓ͕戦を్தͰఘΊるこͱ͕社
会課題ͱしてॏཁなのか ͱい͏ٙをޙ࠷まͰ১Ͱきなかったɻ

社会課題を解決する印刷製品

チームĊʤ21日ޙに˓˓するࢲɻ日Ίくりカレンμーʥ
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ۨᖒ大学ɹੁ野佐৫ゼミ/山தཅଠɺ၃ᘯɺ山田དྷ

ؾのS0Sに͕しっかりͱڙࢠ
 る͚Α͏ に�

ෆొߍの事લ્ࢭɺٴͼいじΊのૣ期
ؾのたΊɺ<こͲのS0Sに大ਓ͕ݟൃ

くͮ>をコンηプトにしڙࢠの行ಈを記
するチΣックシートを࡞したɻシート
खாにڬΉこͱ͕Ͱきɺ͕カレンμー
෦分に˓か˚をつ͚て記するɻ良
行 ಈ͕ ଓ͚ ˓をܯ ࠂ 行 ಈ͕ ଓ͚
˚ͱ記するɻ良行ಈのओなྫ

「学ߍのをΑくする」「স͕إઈ͑
ない」なͲ͕͛ڍらΕɺࠂܯ行ಈ「ମ
ௐを่しすい」「一ਓͰいるこͱ͕
多い」なͲ͕͛ڍらΕるɻڙࢠの行ಈを
ຖ日؍しݟ る͑化する事Ͱෆొߍ
したɻ࡞をతにࢭ

খத学生のෆొߍۙ૿Ճ
しており今 ࠷ ߴ 記 をߋ ৽し
たɻͦ こͰෆొߍにؔするࢿྉௐ
ࠪをߟࢀにɺいかにݱͰ活༂し͏
る࣮༻性͕͋る商品͕ఏҊͰきるか
をݕ౼し؍したɻまたࢴのखாを
使͏ਓをλーήットͱしௐࠪを行͏事
ͰࢴͰ͋るメリットをఏࣔしたɻ

「しいՈఉ͕ຖ日ܧଓするこͱ͕ Ͱ
きるか」を࣠にしɺΑりシンプルにΘかり
すさをٻしたɻまた࣮༻性をٻΊ
るたΊにࢿڀݚྉをߟࢀにチΣック
行ಈのリεトアップରԠマχϡアル
を࡞したɻࢀ࣋のखாを使༻する
たΊɺチΣックシートをͲのαイズに౷
一するか͕課題Ͱ͋った͕࡞ࢼ品Ͱ
一ൠతな#�αイズを࡞したɻ

本商品ノϕルティͱい͏ܗのఏҊ
Ͱ͋るɻख ாをൢ ചする会 社町
の本屋ͱྗڠしஔいてらったりɺ自
しஔしてら͏ྗڠମͱ࣏ なͲ͕ओ
なൢ ࿏ͱしてఏ Ҋしたɻ自࣏ ମ ɺڭ
ҭҕһ会なͲのෆొߍࢭキϟン
ϖーンなͲに使っていたͩいたらఏ
Ҋऀ້利にਚきるͱこΖͰ͋ったɻ

һڭಋࢦ
ੁ野佐৫ઌ生
からのコメント

൴らの൝ෆొࣇߍಐをなくすたΊのチΣックシートをఏҊしたɻコϩφՒͰෆొࣇߍಐ͕૿ て͑いる
こͱにணしたͱていいࢹ ͱͩࢥったɻこの൝൝һのコミϡχケーシϣン͕ ま͏くいかなかったΑ͏
Ͱ っ͋た͕ɺチームϫークについてさま͟ まなこͱを学んͩ のͰないかͱ͏ࢥ ɻͥ ͻ今ޙに活かしてཉし
いɻ

社会課題を解決する印刷製品

վળチΣックシートʥߍकるんμーʤෆొݟ
ʑՖࡊլ大学ɹ山Լ༔ゼミ/ౡಞɺ藤野ਅɺদ井࣎

ޮతなऩೲͰϩーリングεトッ
クをଅす印刷製品

#09S5"$,ޮの良いऩೲͰɺ
खܰにϩーリングεトックにऔりΊる商
品Ͱ͋るɻこの商品ɺඋ品をॎにੵ
Έ্͛てɺ্ からೖΕてɺԼからऔりग़
せるΑ͏ になっているɻ商品のશମにɺ
多くのミシンՃ さΕておりɺඋࢪ͕
品の大きさઃஔॴにԠじてɺαイ
ズܗをカελマイズするこͱ͕Ͱきるɻさ
らにɺऔりग़しޱのαイズのม ɺߋ
උ品の在ݿঢ়گを֬ೝする૭の࡞
可Ͱ͋るɻ୨をങったりɺҾきग़し
を༻ҙしたりするΑりखܰͰ҆ՁͰ͋
りɺϢーβーにͱってಋೖのϋーυル
͕い商品Ͱ͋るɻ

日本にお͚る大نな自વࡂのリ
εク͕ࢦఠさΕるதɺ自分のを自分
Ͱकる「自ॿ」のॏཁ性͕ߴまってい
るこͱをったɻͦ Εを受͚ɺアンケート
ௐࠪを行ったͱこΖɺϩーリングεトック
をしていない学生͕多いこͱ͕ Θかっ
たɻͦ こͰɺϩーリングεトックをしてい
ない学生͚にɺϩーリングεトックし
すくなる商品のاըを行ったɻ

に使ってらࡍして࣮࡞品を࡞ࢼ
いɺ題を୳しɺҙݟをฉきな ら͕վ
良をॏͶɺೲ得のいくのをٻしたɻઃ
るの大ม難し࡞ਤからΦリジφルͰܭ
かったɻおखܰさ͕ 商品のϙイントの1つ
Ͱ͋ ったこͱからফඅऀ͕؆୯に੍࡞
ͰきるΑ͏ なのにするたΊにミシンં
りのྔなͲにこͩ ΘるこͱͰɺΈ立て
すくɺ༷ ʑな商品にରԠͰきる製品ͱ
なったɻ

৽商品ͰϢーβーのखにऔってらい
すくするたΊにɺطଘのඇৗ༻৯品の
ൢଅ品ͱしてൢചしɺϢーβーからのೝ
を֦大していくɻͦ す͏るこͱͰɺ࠷ॳ

る͋商品のൢଅ品ͱして#09S5"$,
をखにしたϢーβー͕ɺ自宅に͋るଞ
のඋ品に利༻するたΊにɺ自Ͱ
#UP$のൢ࿏から#09S5"$,をߪೖ
するͱいったྲྀΕにҠ行していくɻ

һڭಋࢦ
山Լ༔ઌ生
からのコメント

「いつかىこるࡂ」にରしてほͱんͲの大学生͕උ る͑こͱ͕ͰきていないͱこΖにண
してコンηプトを࡞ったこͱ良くɺૣ ʑにプϩトλイプ͕࡞さΕたの良かったͱ͏ࢥɻ͏
গしূݕతௐࠪを行 こ͏ͱ͕ͰきΕ良かったɻ

社会課題を解決する印刷製品

Έͣたまりʤ#09S5"$,ʥ
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ۨᖒ大学ɹੁ野佐৫ゼミ/山தཅଠɺ၃ᘯɺ山田དྷ

ؾのS0Sに͕しっかりͱڙࢠ
 る͚Α͏ に�

ෆొߍの事લ્ࢭɺٴͼいじΊのૣ期
ؾのたΊɺ<こͲのS0Sに大ਓ͕ݟൃ
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するチΣックシートを࡞したɻシート
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Ͱ͋るɻख ாをൢ ചする会 社町
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һڭಋࢦ
ੁ野佐৫ઌ生
からのコメント
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社会課題を解決する印刷製品

վળチΣックシートʥߍकるんμーʤෆొݟ
ʑՖࡊլ大学ɹ山Լ༔ゼミ/ౡಞɺ藤野ਅɺদ井࣎
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ゼミ/Ԭါ大ɺଜԬඒཬɺ吉浦ேཅٱ大学ɹ佐藤හࡁܦ࡚ߴ

になるڮ͚ݒো͕いऀͱの֮ࢹ
商品

「カラノ」ɺカラーϢχόーαルσβイ
ンを学ͿトランプͰ͋るɻにো͕いを
っていないਓ͕ɺ৭のํのํ͑ݟを
ਖ਼しくཧ解しɺ「ো͕い」を1つのݸ性ͱ
してೝΊるこͱ͕Ͱきるੈքを࣮ݱする
こͱをࢦしているɻো͕いऀ͚の商
品多くଘ在する͕ɺ݈ ৗऀ͚のো
͕いをਖ਼しくཧ 解するたΊの商品গ
ないͱい͏ݱঢ়͕͋るɻڭҭݱͰɺカ
ラーϢχόーαルσβインについてৄし
く学Ϳػ会ほͱんͲないɻこの商品に
Αってɺো͕いを࣋っているਓͦ ͏Ͱな
いਓɺօ͕らしすいੈのதを࣮ݱ
するきっか͚をఏڙしたいɻ

ো͕いについてௐていく͏֮ࢹ ちにɺ
৭ͱい͏ ো͕いのঢ়ଶのํ͕ɺクラ
εにਓほͲのׂ߹Ͱいるͱい͏ こͱを
ったɻͦ ΕにかかΘらͣɺアンケート
ௐࠪにΑるͱ৭のํ͑ݟをਖ਼しくཧ
解しているਓɺ3�ほͲͰ͋ったɻͦこ
ͰࢲたちɺこΕからの࣌を୲って
いくத学生をλーήットͱしɺڭҭݱ
Ͱ学んͰら͏ ඞཁ͕ る͋ͱ͑ߟたɻ

3छྨのഽ৮りのࢴを༻ҙしɺ�৭の
ํ͑ݟ৭をઃ定したɻ৭のํのݪ
͕ΘかるΑ͏ なアプリを活༻しɺͦ の
にۙくなるΑ͏ํ͑ݟ にカーυの৭ృ
りを行ったɻ1ηット��ຕの࡞ࢼ品を
したɻ࣮࡞ のઌ生ํߍにத学ࡍ
にҙݟをらいɺڭҭݱͰͲのΑ͏
に活༻してら͏ かɺࢼ 行 ࡨ をॏޡ
Ͷたɻ

্ໟ৽ฉ༷に記事のࡌܝをおئいし
たͱこΖɺ商品化ͱなΕࡌܝしていた
ͩ る͚こͱになったɻൢ ࿏ͱしてɺڭՊ
ॻࡐڭのग़൛会社にɺ商品औりѻ
いのަবを行ったɻカラーϢχόーα
ルσβインについて学Ϳこͱɺ୭͕
に活かせるた࡞ྉࢿすいݟ
Ίɺڭҭݱ͚ͩͰなくɺݚ修の一
ͱしてɺا業にചりࠐんͰいきたいɻ

һڭಋࢦ
佐藤හٱઌ生
からのコメント

カラーϢχόーαルσβインを学ͿトランプͰ͋るɻোの͋るなしにؔΘらͣɺ֮ࢹো
のࢹを学ͿこͱͰɺらしすいੈքをࢦすҙཉతなاըͰ͋るɻத学生のஈ֊Ͱ
ҙࣝを࣋たせɺࢹ野を͛てらいɺ͑ݟないのをݟ る͑Α͏ にしていくこͱをૂっているɻ

社会課題を解決する印刷製品

;くΑしଜʤカラノʥ
த京大学ɹ宮ඒึゼミ/ࡔ本ଠ一ɺ田த優رɺྛ ઍࣿݩɺদߊ

ԹͰ৭͕มΘるײԹ印刷に
Αりऀྸߴのதを͝͏

「 த  ティッシϡカόー」メンࢭ
όーの͕தになったݧܦから
生まΕたɻ
本商品ɺײԹ印刷ͱい͏ԹͰ৭͕
มΘる印刷ٕज़にΑりɺࣨ のԹ͕
2�ˆになるͱティッシϡカόーにத
のة をらせるจݥ かͼ্͕ු͕ࣈ
りɺ த  ༧ にॏ ཁなؾ Թ  ཧを
にଅす商品ͩɻまたɺ本商品ऀྸߴ
のଙ͕৭ऀྸߴ ・͚Έ立てをしてɺ
プレゼントをする定Ͱ͋るɻ
ͦのたΊɺ本商品にଙからのメッηー
ジイラεト͕ り͋ߴɺ ྸऀの৺をԹかく
させな͕らɺத༧͕可Ͱ͋るɻ

ୡதにରしての͕ࣝないࢲ
たΊɺதの専Ոௐࠪを行っ
たɻͦしてߴɺ ྸऀؾԹのม化をײ
じにくいこͱ͕ Θかったɻしかしߴɺ ྸऀ
101໊にアンケートௐࠪを࣮ࢪしたͱこ
Ζɺͦ Εを࣮ײしているਓগͰɺ自
分まͩ 大ৎͱࢥっているํ͕大
いたɻͦ のたΊߴɺ ྸऀにؾԹのม化
をؾかせるඞཁ͕ る͋ͱڧくײじたɻ

本商品Ͱ使͏ૉࡐ「Ϣϙࢴ」ී௨
のࢴͱൺてްさ͕͋るたΊɺ༮ஓԂ
࡞品を࡞ࢼにࡍ可か࣮࡞Ͱ੍ࣇ
りɺ༮ஓԂͰূݕを行ったɻͦ の結果ɺ
༮ஓԂࣇͰ製࡞可ͩったɻまたɺ
༮ஓԂࣇから「ָしい」ͱい͏ ͕ฉ
こ͑ たɻさらに͕ऀྸߴ喜んͰ使 る͑Α

に͏ɺനࢴを多Ίにしɺଙ͕إࣅֆ
おֆかきをͰきるεϖーεを֬อしたɻ

本商品ɺಉじத༧商品Ͱ
͋るิޱܦਫӷのキϟンϖーン商品
ͱしてωットൢ ചするɻまたɺൢ ച ࣌
期ɺॳΊऀྸߴからଙଃるͱい
こ͏ͱから「ܟの日」を͑ߟていたɻ

しかしɺ「ܟの日」�݄த०Ͱ
தରࡦをするにいたΊɺ�݄�
日の「தରࡦの日」ͱい͏記念
日から�݄まͰをൢച࣌期ͱしたɻ

һڭಋࢦ
宮ඒึઌ生
からのコメント

このチームɺݱ在可な印刷ٕज़ˠ解決Ͱきる社会題のํͰ͑ߟたɻͦ のதͰɺ
ཧܥのऀڀݚɺインクのメーカーߴɺ ྸऀͱͦ のڙࢠ・ଙɺ༮ஓԂ・อҭԂのઌ生に͝
になったͱ৴じているɻݧܦ念Ͱ͋った͕ɺඞͣいいいたͩいたɻ結果ྗڠ

社会課題を解決する印刷製品

のதを͗ऀྸߴ ʤୂதࢭティッシϡカόーʥ
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ԹͰ৭͕มΘるײԹ印刷に
Αりऀྸߴのதを͝͏

「 த  ティッシϡカόー」メンࢭ
όーの͕தになったݧܦから
生まΕたɻ
本商品ɺײԹ印刷ͱい͏ԹͰ৭͕
มΘる印刷ٕज़にΑりɺࣨ のԹ͕
2�ˆになるͱティッシϡカόーにத
のة をらせるจݥ かͼ্͕ු͕ࣈ
りɺ த  ༧ にॏ ཁなؾ Թ  ཧを
にଅす商品ͩɻまたɺ本商品ऀྸߴ
のଙ͕৭ऀྸߴ ・͚Έ立てをしてɺ
プレゼントをする定Ͱ͋るɻ
ͦのたΊɺ本商品にଙからのメッηー
ジイラεト͕ り͋ߴɺ ྸऀの৺をԹかく
させな͕らɺத༧͕可Ͱ͋るɻ

ୡதにରしての͕ࣝないࢲ
たΊɺதの専Ոௐࠪを行っ
たɻͦしてߴɺ ྸऀؾԹのม化をײ
じにくいこͱ͕ Θかったɻしかしߴɺ ྸऀ
101໊にアンケートௐࠪを࣮ࢪしたͱこ
Ζɺͦ Εを࣮ײしているਓগͰɺ自
分まͩ 大ৎͱࢥっているํ͕大
いたɻͦ のたΊߴɺ ྸऀにؾԹのม化
をؾかせるඞཁ͕ る͋ͱڧくײじたɻ

本商品Ͱ使͏ૉࡐ「Ϣϙࢴ」ී௨
のࢴͱൺてްさ͕͋るたΊɺ༮ஓԂ
࡞品を࡞ࢼにࡍ可か࣮࡞Ͱ੍ࣇ
りɺ༮ஓԂͰূݕを行ったɻͦ の結果ɺ
༮ஓԂࣇͰ製࡞可ͩったɻまたɺ
༮ஓԂࣇから「ָしい」ͱい͏ ͕ฉ
こ͑ たɻさらに͕ऀྸߴ喜んͰ使 る͑Α

に͏ɺനࢴを多Ίにしɺଙ͕إࣅֆ
おֆかきをͰきるεϖーεを֬อしたɻ

本商品ɺಉじத༧商品Ͱ
͋るิޱܦਫӷのキϟンϖーン商品
ͱしてωットൢ ചするɻまたɺൢ ച ࣌
期ɺॳΊऀྸߴからଙଃるͱい
こ͏ͱから「ܟの日」を͑ߟていたɻ

しかしɺ「ܟの日」�݄த०Ͱ
தରࡦをするにいたΊɺ�݄�
日の「தରࡦの日」ͱい͏記念
日から�݄まͰをൢച࣌期ͱしたɻ

һڭಋࢦ
宮ඒึઌ生
からのコメント

このチームɺݱ在可な印刷ٕज़ˠ解決Ͱきる社会題のํͰ͑ߟたɻͦ のதͰɺ
ཧܥのऀڀݚɺインクのメーカーߴɺ ྸऀͱͦ のڙࢠ・ଙɺ༮ஓԂ・อҭԂのઌ生に͝
になったͱ৴じているɻݧܦ念Ͱ͋った͕ɺඞͣいいいたͩいたɻ結果ྗڠ

社会課題を解決する印刷製品

のதを͗ऀྸߴ ʤୂதࢭティッシϡカόーʥ
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ಉࢤ社大学ɹ田݈司ゼミ/ฏԬ࣮࠼ɺ๛田ઍาɺ؛ؠफࢤɺۙ 藤ޭຑ

खࢴを「ࣸਅ立て」ͱしてݟ る͑
Ͱอするܗ

「おखࢴ০るんͰす」ɺखࢴを͑ݟる
Ͱอଘするこͱ͕ܗ Ͱきる商品Ͱ͋るɻ
खࢴをॻくػ会ɺラインメールのී
ঢ়͕ͩɺݱっているの͕ݮにΑりʑٴ

「 ख をॻくशࢴ 大׳ にするき」
ͱ͑ߟているਓ多いɻこの商 品にɺ
「खࢴ」にରしてのཧͱ࣮ݱのΪϟッ
プにをつ͚たഎ͕͋ܠるɻ
らったखࢴをݟ る͑ͱこΖに০りɺอ
するこͱͰखࢴのՁのଛࣦを͗ɺま
たɺࣦ ΘΕか͚ていたखࢴをॻくػ会を
ग़するこͱ͕ Ͱきる商品Ͱ͋るɻ

にযをてɺ大学生「ࢴख」たちࢲ
をରにアンケートௐࠪを行ったɻͦ の
結果ɺੲͱൺ しֱてखࢴをॻくճݮ
গしɺͦ の利༻සݮগしているの
のɺखࢴをॻくश׳を大にすきͰ͋
るͱߟ るׂ͑߹多くɺͦ のΪϟップにண
したɻͦこͰɺखࢴをॻくػ会をग़しɺ
かつखࢴを受͚औるଆのΈを解ফす
るこͱ͕ Ͱきる商品を࡞りたいͱ͑ߟ たɻ

σジλル化͕ਐΉதɺखࢴͱい͏ ツールͰ
いを る͑ػ会͕ݮってきているɻͦん
なதɺखࢴをॻくػ会をग़Ͱきる商品
Ͳ͏ い͏ のなのかをৗに͑ߟɺ࡞ࢼ品
ͱࣸࢴにऔりんͩɻख࡞ ਅ立てͱい
今͏まͰにないΈ߹ΘせͰɺΑりいを

͑ るこͱのͰきるツールを࡞したɻ࡞
した࡞ࢼ品のײをメンόーの྆に
らいɺ商品ͱしてのՁを࣮ײしたɻ

にϑΥーカεをてɺいかࢴୡखࢲ
なる໘Ͱखࢴをॻくかஅしたɻ
ͦの ໘ײ ँを͑る࣌Ͱ͋りɺ
Ճ͑てࢲୡ͕アンケートௐࠪを行っ
た大学生͕ݧܦするਓࣜに
したɻΑってࢲୡこの商品をೝ
のϑΣーズͰɺਓࣜのલࡱり
を行͏ࣸ ਅ ؗͰൢ ചするͱઃ 定し
たɻ

һڭಋࢦ
田݈司ઌ生
からのコメント

この商品ɺۙ ɺॻいたりらったりするػ会͕ۃΊてগなくなったखࢴにணしたに໘
നさ͕͋るɻ大学生ならঘͦߋのػ会গないͰ͋Ζ͏ ɻ֬ かにɺखࢴอॴにࠔりɺ
ॻྨのؒにฆΕてしま͏ こͱ͋るɻͦ のखࢴを০るこͱに商品ͱしてのՁ͕͋るͩΖ͏ ɻ

社会課題を解決する印刷製品

D͂"36."G͂ ʤおखࢴ০るんͰすʥ
தଜ学Ԃ大学ɹ໌神࣮ࢬゼミ/ۄࣇᣈาɺ野ɺ野ݩ優

ए ऀに社 ض 課 題のڵ ຯを
ってら͏࣋

�SP MC JOHήーム�ɺएऀ͕社会課題
についてΑりਂくߟ る͑たΊのカーυήー
ムͰ͋るɻ
この商品ɺ社会課題のҙ͕ࣝい
生大学生͕カーυήームを௨しߍߴ
て社会課題のҙࣝをਂΊɺ自ら解決
ྗをߟࢥるこͱͰཧతな͑ߟをࡦ
させるこͱ্͕ Ͱきるɻ
কདྷをҙࣝし࢝Ίるߍߴ生大学生
͕͋る社会課題についてるこͱͰɺ
কདྷઃܭをΑりਂくߟ る͑きっか͚を࡞る
ツールͱして活༻してほしいͱࢥいɺ開ൃ
したɻ

のকདྷをޙըをਐΊていくதͰɺ今ا
୲っていくएऀ社会課題をͲΕ͚ͩ
ೝしているのかɺͱい͏ こͱ͕ ߟ に্͑
͕ったɻͦこͰɺ「एऀの社会課題にର
するҙࣝ」についてௐた結果ɺ分
ఔの学生しかؔ৺͕なくɺ࣮ に活ࡍ
ಈを行っているߍߴ生͕�分の1ఔͰ

る͋こͱ͕ 分かったɻͦこからɺएऀの社
会課題にରするҙࣝのさにணしたɻ

社会課題ͱい͏ॏたい༰Ͱखに
औってらいすいΑ͏ にɺ৭߹い
しΈアインにするこͱを৺͕͚
たɻまたήームͰの社会課題を解
決するͱきに使 ア͏イテムをϢχークな
のにするこͱͰɺ૾ྗを๛かにし
な͕らෳਓͰָしくऔりΉこͱ͕
ͰきるΑ͏ にしたɻ

た商品͕ͩɺ͚生・大学生にߍߴ
ͦ ͦ社 会 課 題にؔ ৺͕いए

ऀ͕自らߪ ೖするのかɺͱい͏ٙ 
͕生まΕたɻͦ こͰɺ学 Ͱ社ߍ 会 課
題をऔりѻ͏ࡍにࡐڭͱして使って
ら͏ こͱͰɺ社 会 課 題をるきっか
͚を૿してほしいͱ͑ߟたɻࢣڭを
λーήットͱするたΊɺํެڞ団ମ
にങってらいたいͱࢥっているɻ

һڭಋࢦ
໌神࣮ࢬઌ生
からのコメント

いついていたࢥかなアイσアվળҊをいくつࡉくɺきΊߴҭにରする題ҙ͕ࣝڭ
͕ɺ印刷のྗをआりたاըͱ結ͼつ͚るこͱにۤ࿑していたɻͦ ΕͰɺԹްな3໊͋き
らΊͣɺ೪りڧくɺ୭͕難しいͱ͏ࢥ͑のない難題にΈଓ͚たこͱをߴくධՁしたいɻ

社会課題を解決する印刷製品

JNQSPWF SʤSP M C J OHήームʥ
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खࢴを「ࣸਅ立て」ͱしてݟ る͑
Ͱอするܗ

「おखࢴ০るんͰす」ɺखࢴを͑ݟる
Ͱอଘするこͱ͕ܗ Ͱきる商品Ͱ͋るɻ
खࢴをॻくػ会ɺラインメールのී
ঢ়͕ͩɺݱっているの͕ݮにΑりʑٴ

「 ख をॻくशࢴ 大׳ にするき」
ͱ͑ߟているਓ多いɻこの商 品にɺ
「खࢴ」にରしてのཧͱ࣮ݱのΪϟッ
プにをつ͚たഎ͕͋ܠるɻ
らったखࢴをݟ る͑ͱこΖに০りɺอ
するこͱͰखࢴのՁのଛࣦを͗ɺま
たɺࣦ ΘΕか͚ていたखࢴをॻくػ会を
ग़するこͱ͕ Ͱきる商品Ͱ͋るɻ

にযをてɺ大学生「ࢴख」たちࢲ
をରにアンケートௐࠪを行ったɻͦ の
結果ɺੲͱൺ しֱてखࢴをॻくճݮ
গしɺͦ の利༻සݮগしているの
のɺखࢴをॻくश׳を大にすきͰ͋
るͱߟ るׂ͑߹多くɺͦ のΪϟップにண
したɻͦこͰɺखࢴをॻくػ会をग़しɺ
かつखࢴを受͚औるଆのΈを解ফす
るこͱ͕ Ͱきる商品を࡞りたいͱ͑ߟ たɻ

σジλル化͕ਐΉதɺखࢴͱい͏ ツールͰ
いを る͑ػ会͕ݮってきているɻͦん
なதɺखࢴをॻくػ会をग़Ͱきる商品
Ͳ͏ い͏ のなのかをৗに͑ߟɺ࡞ࢼ品
ͱࣸࢴにऔりんͩɻख࡞ ਅ立てͱい
今͏まͰにないΈ߹ΘせͰɺΑりいを

͑ るこͱのͰきるツールを࡞したɻ࡞
した࡞ࢼ品のײをメンόーの྆に
らいɺ商品ͱしてのՁを࣮ײしたɻ

にϑΥーカεをてɺいかࢴୡखࢲ
なる໘Ͱखࢴをॻくかஅしたɻ
ͦの ໘ײ ँを͑る࣌Ͱ͋りɺ
Ճ͑てࢲୡ͕アンケートௐࠪを行っ
た大学生͕ݧܦするਓࣜに
したɻΑってࢲୡこの商品をೝ
のϑΣーズͰɺਓࣜのલࡱり
を行͏ࣸ ਅ ؗͰൢ ചするͱઃ 定し
たɻ
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田݈司ઌ生
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ए ऀに社 ض 課 題のڵ ຯを
ってら͏࣋

�SP MC JOHήーム�ɺएऀ͕社会課題
についてΑりਂくߟ る͑たΊのカーυήー
ムͰ͋るɻ
この商品ɺ社会課題のҙ͕ࣝい
生大学生͕カーυήームを௨しߍߴ
て社会課題のҙࣝをਂΊɺ自ら解決
ྗをߟࢥるこͱͰཧతな͑ߟをࡦ
させるこͱ্͕ Ͱきるɻ
কདྷをҙࣝし࢝Ίるߍߴ生大学生
͕͋る社会課題についてるこͱͰɺ
কདྷઃܭをΑりਂくߟ る͑きっか͚を࡞る
ツールͱして活༻してほしいͱࢥいɺ開ൃ
したɻ

のকདྷをޙըをਐΊていくதͰɺ今ا
୲っていくएऀ社会課題をͲΕ͚ͩ
ೝしているのかɺͱい͏ こͱ͕ ߟ に্͑
͕ったɻͦこͰɺ「एऀの社会課題にର
するҙࣝ」についてௐた結果ɺ分
ఔの学生しかؔ৺͕なくɺ࣮ に活ࡍ
ಈを行っているߍߴ生͕�分の1ఔͰ

る͋こͱ͕ 分かったɻͦこからɺएऀの社
会課題にରするҙࣝのさにணしたɻ

社会課題ͱい͏ॏたい༰Ͱखに
औってらいすいΑ͏ にɺ৭߹い
しΈアインにするこͱを৺͕͚
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決するͱきに使 ア͏イテムをϢχークな
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た商品͕ͩɺ͚生・大学生にߍߴ
ͦ ͦ社 会 課 題にؔ ৺͕いए

ऀ͕自らߪ ೖするのかɺͱい͏ٙ 
͕生まΕたɻͦ こͰɺ学 Ͱ社ߍ 会 課
題をऔりѻ͏ࡍにࡐڭͱして使って
ら͏ こͱͰɺ社 会 課 題をるきっか
͚を૿してほしいͱ͑ߟたɻࢣڭを
λーήットͱするたΊɺํެڞ団ମ
にങってらいたいͱࢥっているɻ

һڭಋࢦ
໌神࣮ࢬઌ生
からのコメント

いついていたࢥかなアイσアվળҊをいくつࡉくɺきΊߴҭにରする題ҙ͕ࣝڭ
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南山大学ɹ川ᚸࢠلゼミ/神୩ढ़行ɺ山ޱา೫Ղɺ尾ܗ๖ҥ

かせΑ͏ͮؾ 避खஈの多༷性

たち「日本の避ࢲ  ख ஈについて
るϫークシϣップ」の開͑ߟ にいɺ࠵
キϟンϖーンଅਐのシンϘルͱするたΊ
に「ϑΣミケット」をఏҊしたɻ「ϑΣミケッ
ト」ͱɺ「 ঁ 性の」をҙ ຯする「ϑΣミ
χン」ͱ「エチケット」をֻ͚߹Θせた
Ͱޠ り͋ɺঁ 性にΑりしΈを࣋ってら
͏たΊに໊લをมߋしたɻパッケージ
キϟンϖーンͰ༻いたࡍにさΕす
いσβインにม͑ɺS/Sにࡌせすくし
たɻさらにɺブック型のࢠきケーεに
しɺ本を༻いてɺ日本の避खஈのগな
さをૌ͑ていくɻ

たちঁ性の避खஈのগなさにࢲ
をつ͚たɻ日本Ͱɺ避にコンυーム
͕使༻さΕておりɺଞの避खஈɺ
ۚમత・法తな໘からखܰに使༻す
るこͱ͕ Ͱきないɻつまりɺ৷ঁ性の
ମにىこるݱにؔ Θらͣ ɺঁ 性͕ओ
ମతに使༻Ͱきる避खஈ͕ۙに
ないɻͦこͰ「ঁ性の性の自ݾ決定権
ബしている」こͱを社会課題ͱしたɻر͕

コンυームঁ性にͱってങ͏の͕ஏ
ͣかしいのͱなっているݱঢ়͕ り͋ɺ
ঁ性にͱってखにऔりすいのにする
たΊにࢼ行ޡࡨしたɻΑりखにऔり
すいパッケージにするたΊɺࢲたちͱಉ
じཧ念を࣋つࣜג会社5&/G"༷
にアプϩーチしɺڞಉͰσβインするこ
ͱを͑ߟたɻまたɺこのキϟンϖーンのシ
ンϘルͱなるΑ͏ なσβインをߟҊしたɻ

/10法ਓジΣンμーイコールͱڞにɺ
「日本の避  ख ஈについて͑ߟる
ϫークシϣップ」を開 するɻϫーク࠵
シϣップͰ「ϑΣミケット」を避ख
ஈの多༷性のॏཁさをૌ る͑シンϘ
ルͱして利༻するこͱͰɺ「ϑΣミケッ
ト」のप をਤるɻまたɺ/ 1 0 法 ਓ
のαイトத日৽ฉ༷にऔり্͛て
いたͩきɺカελマー֦ࢄしていくɻ

һڭಋࢦ
川ᚸࢠلઌ生
からのコメント

৽なコンηプトͰɺඇৗにおしΖかったɻ「Կ͕社会課題なのか」についてɺΘかりす
いテーマかりͰないこͱをؾ くͮこͱ͕Ͱきたɻ社会課題͕ԿかについてのײをߴΊ
ていきたいͱࢥΘせる༰ͩったɻ今ޙこのテーマを࣮ફしてくΕるͱいいなͱ͏ࢥɻ

社会課題を解決する印刷製品

南山大学ɹチームϑΣミχεトʂʤϑΣミケットʥ
日本大学ɹ石田大యゼミ/ࡉ田࠼೫ɺอ݈ࡔ司ɺླ 利ಸ

の৯ҭトランプήームڙࢠ

「όランプ」ɺトランプを༡ͼな͕らӫ
ཆόランεについて学る商品Ͱ͋るɻ
トランプの�つのマーク͝ͱにओ ৯ ɺ෭
ɺೕ製品・果の役ׂを༩͑ࡊɺओࡊ
たɻこの�छྨのマークをଗ͑るͱɺόラ
ンεの良いݙ立͕࡞Εるɻ༡ͼํͱして
ɺ神 ܦ ਰ ऑͱόόൈきをఏ Ҋ ɻ神 ܦ
ਰऑ一ൠతなルールにै͏ɻόόൈ
きͦΖったカーυをखݩにࣺてるɻͲち
らのήームͦ Ζったϖアから� छ ྨの
カーυをଗ͑ɺお題カーυにۙいਓ͕勝
利ͱなるɻまたɺͦ ΕͧΕのカーυに৯事
͕印刷さΕているたΊɺݙ立のߟࢀに
するこͱ可Ͱ͋るɻ

たちɺۙࢲ 「݈߁」にする
きɺͲ͏͕ؾに͋るこͱに すΕ
多くのਓ 「͕ ݈ ߁ 」ͰいらΕるか
を͑ߟたɻͦ のաఔͰɺ「݈߁」Ͱ͋
るたΊに৯事のӫཆόランε͕ॏ
ཁͰ͋るͱるɻͦ こͰӫཆόランε
について学Ϳখ学生をλーήットͱし
た商品を੍࡞しΑ͏ ͱ͑ߟたɻ

まͣɺトランプの�つのマーク ͱ͝にओ
৯ɺ෭ࡊɺओࡊɺೕ製品・果の役
ׂを༩͑たɻ࣍にͦΕͧΕの役ׂに
߹った৯事をトランプのຕ͚ͩߟ
͑ɺ৯事のࣸਅをトランプにࡌせたɻ
に༡ࡍにゼミ生খ学生に࣮ޙ࠷
んͰらいɺࣈの大きさをม͑たりɺ
༡ͼํを৽たに͑ߟたりしたɻ

খ学生をλーήットͱしているたΊɺ
学ߍのࡐڭͱしてൢചするこͱをݕ
౼しているɻまたɺ「όランプ」Ո
Ͱ༡Ϳこͱɺݙ立のߟࢀͱして利༻し
てら͏ こͱを͑ߟていたたΊɺレシϐ
本をग़൛しているا業ɺωットにレ
シϐをࡌܝしているا業ͱަবしてɺ
ൢചͱใڞ༗をしてら͏ こͱをݕ
౼しているɻ

һڭಋࢦ
石田大యઌ生
からのコメント

ったɻなͥならࢥのカーυήームɻアイσアをฉいたͱきにɺ難しいのͰないかͱ͚ڙࢠ
ɺڙࢠௐࠪを行いɺχーズを֬ೝするの͕難しいからͩɻ൴らͦのࠔ難をりӽ͑ɺඇ
ৗにϢχークな商品を開ൃしたɻڙࢠたちのײ͕アイσアのૉ晴らしさをޠっていたɻ

社会課題を解決する印刷製品

グッϐーʤόランプʥ
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南山大学ɹ川ᚸࢠلゼミ/神୩ढ़行ɺ山ޱา೫Ղɺ尾ܗ๖ҥ

かせΑ͏ͮؾ 避खஈの多༷性

たち「日本の避ࢲ  ख ஈについて
るϫークシϣップ」の開͑ߟ にいɺ࠵
キϟンϖーンଅਐのシンϘルͱするたΊ
に「ϑΣミケット」をఏҊしたɻ「ϑΣミケッ
ト」ͱɺ「 ঁ 性の」をҙ ຯする「ϑΣミ
χン」ͱ「エチケット」をֻ͚߹Θせた
Ͱޠ り͋ɺঁ 性にΑりしΈを࣋ってら
͏たΊに໊લをมߋしたɻパッケージ
キϟンϖーンͰ༻いたࡍにさΕす
いσβインにม͑ɺS/Sにࡌせすくし
たɻさらにɺブック型のࢠきケーεに
しɺ本を༻いてɺ日本の避खஈのগな
さをૌ͑ていくɻ

たちঁ性の避खஈのগなさにࢲ
をつ͚たɻ日本Ͱɺ避にコンυーム
͕使༻さΕておりɺଞの避खஈɺ
ۚમత・法తな໘からखܰに使༻す
るこͱ͕ Ͱきないɻつまりɺ৷ঁ性の
ମにىこるݱにؔ Θらͣ ɺঁ 性͕ओ
ମతに使༻Ͱきる避खஈ͕ۙに
ないɻͦこͰ「ঁ性の性の自ݾ決定権
ബしている」こͱを社会課題ͱしたɻر͕

コンυームঁ性にͱってങ͏の͕ஏ
ͣかしいのͱなっているݱঢ়͕ り͋ɺ
ঁ性にͱってखにऔりすいのにする
たΊにࢼ行ޡࡨしたɻΑりखにऔり
すいパッケージにするたΊɺࢲたちͱಉ
じཧ念を࣋つࣜג会社5&/G"༷
にアプϩーチしɺڞಉͰσβインするこ
ͱを͑ߟたɻまたɺこのキϟンϖーンのシ
ンϘルͱなるΑ͏ なσβインをߟҊしたɻ

/10法ਓジΣンμーイコールͱڞにɺ
「日本の避  ख ஈについて͑ߟる
ϫークシϣップ」を開 するɻϫーク࠵
シϣップͰ「ϑΣミケット」を避ख
ஈの多༷性のॏཁさをૌ る͑シンϘ
ルͱして利༻するこͱͰɺ「ϑΣミケッ
ト」のप をਤるɻまたɺ/ 1 0 法 ਓ
のαイトத日৽ฉ༷にऔり্͛て
いたͩきɺカελマー֦ࢄしていくɻ

һڭಋࢦ
川ᚸࢠلઌ生
からのコメント

৽なコンηプトͰɺඇৗにおしΖかったɻ「Կ͕社会課題なのか」についてɺΘかりす
いテーマかりͰないこͱをؾ くͮこͱ͕Ͱきたɻ社会課題͕ԿかについてのײをߴΊ
ていきたいͱࢥΘせる༰ͩったɻ今ޙこのテーマを࣮ફしてくΕるͱいいなͱ͏ࢥɻ

社会課題を解決する印刷製品

南山大学ɹチームϑΣミχεトʂʤϑΣミケットʥ
日本大学ɹ石田大యゼミ/ࡉ田࠼೫ɺอ݈ࡔ司ɺླ 利ಸ

の৯ҭトランプήームڙࢠ

「όランプ」ɺトランプを༡ͼな͕らӫ
ཆόランεについて学る商品Ͱ͋るɻ
トランプの�つのマーク͝ͱにओ ৯ ɺ෭
ɺೕ製品・果の役ׂを༩͑ࡊɺओࡊ
たɻこの�छྨのマークをଗ͑るͱɺόラ
ンεの良いݙ立͕࡞Εるɻ༡ͼํͱして
ɺ神 ܦ ਰ ऑͱόόൈきをఏ Ҋ ɻ神 ܦ
ਰऑ一ൠతなルールにै͏ɻόόൈ
きͦΖったカーυをखݩにࣺてるɻͲち
らのήームͦ Ζったϖアから� छ ྨの
カーυをଗ͑ɺお題カーυにۙいਓ͕勝
利ͱなるɻまたɺͦ ΕͧΕのカーυに৯事
͕印刷さΕているたΊɺݙ立のߟࢀに
するこͱ可Ͱ͋るɻ

たちɺۙࢲ 「݈߁」にする
きɺͲ͏͕ؾに͋るこͱに すΕ
多くのਓ 「͕ ݈ ߁ 」ͰいらΕるか
を͑ߟたɻͦ のաఔͰɺ「݈߁」Ͱ͋
るたΊに৯事のӫཆόランε͕ॏ
ཁͰ͋るͱるɻͦ こͰӫཆόランε
について学Ϳখ学生をλーήットͱし
た商品を੍࡞しΑ͏ ͱ͑ߟたɻ

まͣɺトランプの�つのマーク ͱ͝にओ
৯ɺ෭ࡊɺओࡊɺೕ製品・果の役
ׂを༩͑たɻ࣍にͦΕͧΕの役ׂに
߹った৯事をトランプのຕ͚ͩߟ
͑ɺ৯事のࣸਅをトランプにࡌせたɻ
に༡ࡍにゼミ生খ学生に࣮ޙ࠷
んͰらいɺࣈの大きさをม͑たりɺ
༡ͼํを৽たに͑ߟたりしたɻ

খ学生をλーήットͱしているたΊɺ
学ߍのࡐڭͱしてൢചするこͱをݕ
౼しているɻまたɺ「όランプ」Ո
Ͱ༡Ϳこͱɺݙ立のߟࢀͱして利༻し
てら͏ こͱを͑ߟていたたΊɺレシϐ
本をग़൛しているا業ɺωットにレ
シϐをࡌܝしているا業ͱަবしてɺ
ൢചͱใڞ༗をしてら͏ こͱをݕ
౼しているɻ

һڭಋࢦ
石田大యઌ生
からのコメント

ったɻなͥならࢥのカーυήームɻアイσアをฉいたͱきにɺ難しいのͰないかͱ͚ڙࢠ
ɺڙࢠௐࠪを行いɺχーズを֬ೝするの͕難しいからͩɻ൴らͦのࠔ難をりӽ͑ɺඇ
ৗにϢχークな商品を開ൃしたɻڙࢠたちのײ͕アイσアのૉ晴らしさをޠっていたɻ

社会課題を解決する印刷製品

グッϐーʤόランプʥ
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法政大学ɹ本條晴一郎ゼミ/石川ɺখ野ᐼɺ藤໌日߳ɺ山ޱ༿݄

ࣝをࡂたち͕ਖ਼しいڙࢠ
ָしく学Ϳこͱ͕ Ͱきる商品

「ࡂ一क」ඦਓ一टをͱにしてお
りɺԿ༡んͰら͏ こͱͰ「ਖ਼しい
ࣝの定ண」ͱ「ָしく学Ϳこͱ」のೋつ͕
 ら͑Εる商品Ͱ͋るɻ
この商品ɺ避難܇࿅を行͏ػ会͕な
い学ߍの֎にいるؒ࣌ɺかつに会 ま͏
Ͱ一ਓͰ生きԆͼるたΊのࡐڭにରԠ
した商品ͩɻこの商品の༗ޮ性2
͋るͱ͑ߟておりɺ一つਖ਼しいࡂ
͕ࣝにつくɺೋつָしく学Ϳ
こͱ͕Ͱきるͩɻこのೋつの༗ޮ性を
ͱにɺࢠ たち͕に会ڙ ま͏Ͱ生きԆ
ͼらΕるਖ਼しいࡂࣝを͑ていきた
いɻ

自分事ͱしてߟ る͑こͱ͕可な「
にணしɺͦ「ࡂ こから౦Ͱ౦日本
大ࡂをݧܦしているํのおɺ
の専Ոのࡂઃの๚ɺࢪࡂ
ҙݟをݩにௐࠪを行ったɻͦ の結果ɺ
ࣝをࡂたちにਖ਼しいڙࢠ る͑こ
ͱ͕ Ͱきていないこͱ͕ ΘかりɺͦこͰࢲ
たちڙࢠたちにಉじࢥいをさせたく
ないͱײじこの社会課題をઃ定したɻ

てݟの専Ոにࡂ品を࡞ࢼにࡍ࣮
ら͏ こͱͰɺਖ਼しいࡂࣝͰ͋るの
かͱい͏ Ͱアυόイεをいたͩいたɻ؍
またɺ࣮ にؔする商品開ൃをࡂにࡍ
行なっているํのおɺアφϩグήー
ムの専Ոのҙݟを౿ま͑ つつվ良を
ॏͶたɻ࠷ऴతにɺখ学生に使༻して
いた くͩこͱͰɺจ͕ࣈಡΊないなͲの
課題ΘかりɺࡉかなまͰվળしたɻ

ೋछྨのํ法ͰൢചをଅਐしΑ͏ ͱ͑ߟ
たɻ一つΦンラインͰのߪೖͩɻ社会
Պݟ学Ͱࡂについて学んͩޙɺՈ
Ͱڞ༗しɺΦンラインͰのߪೖをଅ
すɻೋつࢪࡂઃͰのߪೖͩɻ
ɺࣝޙについて学んͩࡂઃͰࢪࡂ
のॏཁ性をりɺͦ のままߪೖするྲྀΕ
Ͱ る͋ɻͦのたΊΦンラインൢചͱࢪࡂ
ઃのೋ௨りͰのൢചଅਐを定したɻ

һڭಋࢦ
本條晴一郎ઌ生
からのコメント

社会課題をָしさにΑって解決する商品اըɺ優ΕてマーケティングతͰ͋るͱಉ࣌にɺ
解決法ͱして社会の࠷લઢののになっているɻָ しさをཪଧちしているの͕ਅ໘なリ
αーチͰ͋るこͱ͕࣮ݱ可性のߴさを୲อしておりɺこのにおいてૉ晴らしいɻ

社会課題を解決する印刷製品

.0/&DISPʤࡂ一कʥ
ଂ野大学ɹݹ川一郎ゼミ/本田ᣦ良ɺଜԬࣿґɺ大川໌߳ཬ

にָしくコミϡχケーシϣンܰؾ

# 3 J O Hɺླཱྀ 学 生ͱ日本 ਓָ͕しくコ
ミϡχケーシϣンをऔるこͱ͕Ͱきる商品
Ͱ͋るɻॳର໘ಉ࢜の߹ද໘Ͱ༡
んͰらいɺ࣭ カーυチϣイεカーυ
のお題をօͰすこͱͰ૬खのՁ؍
Έをるこͱ͕Ͱきるɻ2ճҎ߱
ཪ໘Ͱ༡んͰらいɺܥࡍࠃクイズを௨
してɺླཱྀ 学 生のग़ࠃなͲͰ͕り
্͕る༰ͱなっているɻ྆ ໘Ͱ༡る
たΊɺԿͰ༡Ϳこͱ͕Ͱきɺ#3 JOH
Ͱ༡んͩޙにަྲྀ͕ਂΊらΕるϘー
υήームͱなっているɻླཱྀ 学生͚ͩにݶ
らͣɺ日本ਓಉ࢜Ͱָしくコミϡχケー
シϣンをऔりな͕ら༡Ϳこͱ͕ Ͱきるɻ

ୡɺླཱྀࢲ 学࣌に日本ਓͱのコミϡχ
ケーシϣンにおいてࠔったこͱ͕ ͋るか
ͱい͏ アンケートௐࠪをཹ学生に行っ
たͱこΖɺ�ׂのཹ学生͕͋るͱճ
したɻこの結果からɺླཱྀ 学生の大
日本ਓͱのコミϡχケーシϣンにΈ
を๊͑ているこͱにؾきɺླཱྀ 学生ͱ日
本ਓָ͕しくコミϡχケーシϣンをऔる
こͱ͕ Ͱきる商品を࡞りたいͱ͑ߟたɻ

日本に多くのࠃからཹ学生͕དྷる
たΊɺ༷ ʑなࠃのਓͱ日本ਓ͕良
くコミϡχケーシϣン͕औΕるこͱをئ
いɺԁ にしɺܗ をモチーϑにすٿ
るこͱͰྲྀަࡍࠃをҙࣝしたϘーυ
ήームを࡞ したɻまたɺ࡞  ޙ
学のཹ学生ͱ日本ਓͰ༡んͰら
いɺײҙݟをͱにվ良を行っ
たɻ

大学ا業のํʑにɺ֤ 大学の
ചళ&$αイトなͲを௨じてߪೖし
てら͑ る͕ɺླཱྀ 学生のೝ֦大
をਤるたΊにɺܥࡍࠃのトレンυ
ใなͲをൃ ৴している: P V 5 V C F S
のํに商品հをしてら͏ こͱɺ
Ϙーυήーム専ൢചళにஔいて
ら͏ こͱͰߪೖしてら͏ ɻ

һڭಋࢦ
川一郎ઌ生ݹ
からのコメント

ळカンからౙカンにか͚てコンηプトをม͑るかͲ͏ かɺ一番んͩチームɻླཱྀ 学生をର
にɺ日本生活のୈ一าのΈを解ফする日本ਓͱ༡Ϳカーυήームͱい コ͏ンηプトをม͑
ͣに༰をਂΊていったɻ࠷ॳのയવͱした一า͕ޙ࠷まͰӨڹするこͱを学んͩチームɻ

社会課題を解決する印刷製品

0NP6ʤ#3 JOHʥ
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法政大学ɹ本條晴一郎ゼミ/石川ɺখ野ᐼɺ藤໌日߳ɺ山ޱ༿݄

ࣝをࡂたち͕ਖ਼しいڙࢠ
ָしく学Ϳこͱ͕ Ͱきる商品

「ࡂ一क」ඦਓ一टをͱにしてお
りɺԿ༡んͰら͏ こͱͰ「ਖ਼しい
ࣝの定ண」ͱ「ָしく学Ϳこͱ」のೋつ͕
 ら͑Εる商品Ͱ͋るɻ
この商品ɺ避難܇࿅を行͏ػ会͕な
い学ߍの֎にいるؒ࣌ɺかつに会 ま͏
Ͱ一ਓͰ生きԆͼるたΊのࡐڭにରԠ
した商品ͩɻこの商品の༗ޮ性2
͋るͱ͑ߟておりɺ一つਖ਼しいࡂ
͕ࣝにつくɺೋつָしく学Ϳ
こͱ͕Ͱきるͩɻこのೋつの༗ޮ性を
ͱにɺࢠ たち͕に会ڙ ま͏Ͱ生きԆ
ͼらΕるਖ਼しいࡂࣝを͑ていきた
いɻ

自分事ͱしてߟ る͑こͱ͕可な「
にணしɺͦ「ࡂ こから౦Ͱ౦日本
大ࡂをݧܦしているํのおɺ
の専Ոのࡂઃの๚ɺࢪࡂ
ҙݟをݩにௐࠪを行ったɻͦ の結果ɺ
ࣝをࡂたちにਖ਼しいڙࢠ る͑こ
ͱ͕ Ͱきていないこͱ͕ ΘかりɺͦこͰࢲ
たちڙࢠたちにಉじࢥいをさせたく
ないͱײじこの社会課題をઃ定したɻ

てݟの専Ոにࡂ品を࡞ࢼにࡍ࣮
ら͏ こͱͰɺਖ਼しいࡂࣝͰ͋るの
かͱい͏ Ͱアυόイεをいたͩいたɻ؍
またɺ࣮ にؔする商品開ൃをࡂにࡍ
行なっているํのおɺアφϩグήー
ムの専Ոのҙݟを౿ま͑ つつվ良を
ॏͶたɻ࠷ऴతにɺখ学生に使༻して
いた くͩこͱͰɺจ͕ࣈಡΊないなͲの
課題ΘかりɺࡉかなまͰվળしたɻ

ೋछྨのํ法ͰൢചをଅਐしΑ͏ ͱ͑ߟ
たɻ一つΦンラインͰのߪೖͩɻ社会
Պݟ学Ͱࡂについて学んͩޙɺՈ
Ͱڞ༗しɺΦンラインͰのߪೖをଅ
すɻೋつࢪࡂઃͰのߪೖͩɻ
ɺࣝޙについて学んͩࡂઃͰࢪࡂ
のॏཁ性をりɺͦ のままߪೖするྲྀΕ
Ͱ る͋ɻͦのたΊΦンラインൢചͱࢪࡂ
ઃのೋ௨りͰのൢചଅਐを定したɻ

һڭಋࢦ
本條晴一郎ઌ生
からのコメント

社会課題をָしさにΑって解決する商品اըɺ優ΕてマーケティングతͰ͋るͱಉ࣌にɺ
解決法ͱして社会の࠷લઢののになっているɻָ しさをཪଧちしているの͕ਅ໘なリ
αーチͰ͋るこͱ͕࣮ݱ可性のߴさを୲อしておりɺこのにおいてૉ晴らしいɻ

社会課題を解決する印刷製品

.0/&DISPʤࡂ一कʥ
ଂ野大学ɹݹ川一郎ゼミ/本田ᣦ良ɺଜԬࣿґɺ大川໌߳ཬ

にָしくコミϡχケーシϣンܰؾ

# 3 J O Hɺླཱྀ 学 生ͱ日本 ਓָ͕しくコ
ミϡχケーシϣンをऔるこͱ͕Ͱきる商品
Ͱ͋るɻॳର໘ಉ࢜の߹ද໘Ͱ༡
んͰらいɺ࣭ カーυチϣイεカーυ
のお題をօͰすこͱͰ૬खのՁ؍
Έをるこͱ͕Ͱきるɻ2ճҎ߱
ཪ໘Ͱ༡んͰらいɺܥࡍࠃクイズを௨
してɺླཱྀ 学 生のग़ࠃなͲͰ͕り
্͕る༰ͱなっているɻ྆ ໘Ͱ༡る
たΊɺԿͰ༡Ϳこͱ͕Ͱきɺ#3 JOH
Ͱ༡んͩޙにަྲྀ͕ਂΊらΕるϘー
υήームͱなっているɻླཱྀ 学生͚ͩにݶ
らͣɺ日本ਓಉ࢜Ͱָしくコミϡχケー
シϣンをऔりな͕ら༡Ϳこͱ͕ Ͱきるɻ

ୡɺླཱྀࢲ 学࣌に日本ਓͱのコミϡχ
ケーシϣンにおいてࠔったこͱ͕ ͋るか
ͱい͏ アンケートௐࠪをཹ学生に行っ
たͱこΖɺ�ׂのཹ学生͕͋るͱճ
したɻこの結果からɺླཱྀ 学生の大
日本ਓͱのコミϡχケーシϣンにΈ
を๊͑ているこͱにؾきɺླཱྀ 学生ͱ日
本ਓָ͕しくコミϡχケーシϣンをऔる
こͱ͕ Ͱきる商品を࡞りたいͱ͑ߟたɻ

日本に多くのࠃからཹ学生͕དྷる
たΊɺ༷ ʑなࠃのਓͱ日本ਓ͕良
くコミϡχケーシϣン͕औΕるこͱをئ
いɺԁ にしɺܗ をモチーϑにすٿ
るこͱͰྲྀަࡍࠃをҙࣝしたϘーυ
ήームを࡞ したɻまたɺ࡞  ޙ
学のཹ学生ͱ日本ਓͰ༡んͰら
いɺײҙݟをͱにվ良を行っ
たɻ

大学ا業のํʑにɺ֤ 大学の
ചళ&$αイトなͲを௨じてߪೖし
てら͑ る͕ɺླཱྀ 学生のೝ֦大
をਤるたΊにɺܥࡍࠃのトレンυ
ใなͲをൃ ৴している: P V 5 V C F S
のํに商品հをしてら͏ こͱɺ
Ϙーυήーム専ൢചళにஔいて
ら͏ こͱͰߪೖしてら͏ ɻ

һڭಋࢦ
川一郎ઌ生ݹ
からのコメント

ळカンからౙカンにか͚てコンηプトをม͑るかͲ͏ かɺ一番んͩチームɻླཱྀ 学生をର
にɺ日本生活のୈ一าのΈを解ফする日本ਓͱ༡Ϳカーυήームͱい コ͏ンηプトをม͑
ͣに༰をਂΊていったɻ࠷ॳのയવͱした一า͕ޙ࠷まͰӨڹするこͱを学んͩチームɻ

社会課題を解決する印刷製品

0NP6ʤ#3 JOHʥ
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໌ւ大学ɹখ୩ࢠܙゼミ/ଜ生ɺグエンμンミンϗアンɺΰϑーンλΦ

૬खの࣋ؾちをཧ解してɺসإ
になる

ୡεマイルす͝ΖくをఏҊしたɻす͝ࢲ
Ζくをしな͕ら૬ खのؾ てɺ͑ߟちを࣋
সإにさせるήームͩɻදカーυɺݴ
༿カーυɺসإカーυの3ຕを使いɺΦレ
ンジマεにࢭまるͱɺදカーυを1ຕҾ
くɺ੨のマεにࢭまるͱݴ༿カーυを1ຕ
ҾくɻカーυにͦΕͧΕঢ়گද͕
ॻいて り͋ɺ૬ख͕ͦのঢ়گの࣌Ͳ͏ 行
ಈするかɺͲ͏ ༿をか͚て͋͛るかをݴ
ൃදɻपりのࢀՃऀたち͕ͦのճに
إじたらসײになΕたͱإしたɺসײڞ
カーυをճ  ऀにすɻ୭か一 ਓͰ
ΰールした࣌Ͱήームऴྃしɺসإ
カーυを1番多くू Ίたਓの勝利ͱなるɻ

してちを૬खに࣋ؾॳ自分の࠷
ら͏ 商品をఏҊしていた͕ɺͦ ΕͰ
日ৗに༹͚ࠐΊなかったりɺ使い
ͣらいͱい͏課題͕͋ったたΊɺ自分
の࣋ؾちを る͑のͰなくɺ૬खの
ちをཧ解するこͱにΑって自分͕࣋ؾ
ಉじঢ়گの࣌にͲ͏ 行ಈすΕいい
か分かるͱい͏ 結にࢸったɻ

す͝Ζく࡞ に͋たってɺ༑ ਓにڠ
ྗを͗ڼɺಈのラϑをॻいてらい
一ॹに৭ృりをしたɻまたɺখさいࢠ
Ͳ͚の商 品をࢀ にしɺ可ߟ Ѫく
てࢥΘͣりたくなるΑ͏ なす͝Ζ͏ に
なるΑ͏ にσβインを͑ߟたɻカーυྨ
にؔしてݟすくて分かりすいΑ
をしたɻ͏

この商品ڭҭήームのたΊɺたͩ
ൢചする͚ͩͰ͛らΕないͱߟ
͑ɺカンηラーのਓୡɺۙ くの学
のਓߍ ୡにまͣってらいɺอ ޢ
ऀɺ学ऀؔߍのޱコミをした
りɺ学 ߍ ڭ ܝのカλϩグにࡐ してࡌ
ら͏ こͱͰɺλーήットͰ͋るڭ
ҭؔػɺެ ઃのਓୡにۙいࢪڞ
ํʑにಧ ら͚Εるͱਤったɻ

һڭಋࢦ
খ୩ࢠܙઌ生
からのコメント

メンόーのঢ়͕گ大きくม化するதͰɺޙ࠷まͰチームϫークを่さͣにؤுΕたɻळカン
からࢹを1�0ม͑ɺプランをมߋしたたΊɺ͕ؒ࣌りなくなった෦分͋った͕ɺ大
学のカンηラーのઌ生にߴධՁをいたͩきɺ自৴につな͕ったのͰないかͱ͏ࢥɻ

社会課題を解決する印刷製品

チーム:)521ʤεマイルす͝Ζくʥ
ྲྀ௨Պ学大学ɹਗ਼ਫ৴ゼミ/༉ຬཬࡊɺジϟϋン・ジΣリンɺシϟルシϡール・ラジϟ

Ҭに特化した一ݟて分かり
すい৽しい໋をकるたΊのϋβー
υマップ
ैདྷのϋβーυマップ৭ඪࣝͰԿ
のࡂかをࣝผしɺ۠ શମの避難ॴ
をࣔしておりɺ۩ମతな避難ルート͕ Θ
からないɻ日本にॅんͰいる֎ࠃਓॅډ
ऀのํ避 難をするࡍに Ҭの事
避難ॴ͕分からないたΊࠔしてしま
͏ɻࢲୡ͕ߟ る͑商品「避難ॴマップ」
Ҭに特化しɺඈͼग़るֆ本のΑ͏ に
一ݟて分かりすくɺ֮ ͑すいͱい͏
৽しいϋβーυマップͰ͋るɻ日本͕ޠ
ಡΊない֎ࠃのํ͚にจࣈ一
使༻していないたΊޠݴのนをӽ͑る
商品Ͱ͋るɻ

についࡂ在のϋβーυマップͱݱ
てのアンケートを֎ ࠃ ਓ ډ ॅ ऀ � 2
ਓに行ったɻ「Ոఉ༻のの͕ないɺ
 多いɺ避͕ࣈ 難  ॴまͰのಓ͕
Θからないɺ͕ڙࢠग़དྷるまͰ学ߍ
͕ͲこかΘからなかった」なͲたくさ
んの「ෆ҆」͕ り͋ɺりޠݴのน
͕͋るこͱ͕ Θかったɻ

のରͱした࡞品࡞ࢼにࡍ࣮
Ҭの会ٞにࢀՃしɺݱの֎ࠃਓ
にରࡂのҬのํ͕ऀॅډ
しɺͲんなର Ԡを行っているのか
のऔ ݱを行ったɻࡐ のํのを
大 にするͱͱにɺࢼ ࡞ 品Ͱඞ ཁ
な࣮ࡍにුき্͕るֻ͚を一から
ಠ学しɺϕεトな֯大きさを࣮ݱ
するこͱ͕ ग़དྷたɻ

のରͱした࡞品࡞ࢼにࡍ࣮
Ҭの自࣏ମ͕໌ڮඒज़༷から
ങऔをしてくͩ さりɺ大きく3つの団ମ
͕12ϲॴのॴɺ特に日本ࣨڭޠ
ୗࣇॴɺに一ճのҬશମの
൜܇࿅おࡇりɺ֎ࠃਓऀॅډ
のํୡ͕利༻するॴͰൢചをして
Լさるɺͱい͏ Ͱѻっていたܗ くͩަ ব
をしてɺલきなճをいたͩいたɻ

һڭಋࢦ
ਗ਼ਫ৴ઌ生
からのコメント

ཹ学生2ਓ͕いるこͱをاըのಠ自性に͏ まくঢ՚Ͱきたɻ役ॴݱにԿをӡͼɺ
事ऀのχーズ課題をஸೡにरい্͛たྗをߴくධՁしたいɻチームϫークͱい͏ Ͱ
いΖいΖ学Ϳこͱ͕ 多かったのͰͱࢥ の͏Ͱɺ今ޙのメンόーの長に活かしてほしいɻ

社会課題を解決する印刷製品

αクラʤ避難ॴマップʥ
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૬खの࣋ؾちをཧ解してɺসإ
になる

ୡεマイルす͝ΖくをఏҊしたɻす͝ࢲ
Ζくをしな͕ら૬ खのؾ てɺ͑ߟちを࣋
সإにさせるήームͩɻදカーυɺݴ
༿カーυɺসإカーυの3ຕを使いɺΦレ
ンジマεにࢭまるͱɺදカーυを1ຕҾ
くɺ੨のマεにࢭまるͱݴ༿カーυを1ຕ
ҾくɻカーυにͦΕͧΕঢ়گද͕
ॻいて り͋ɺ૬ख͕ͦのঢ়گの࣌Ͳ͏ 行
ಈするかɺͲ͏ ༿をか͚て͋͛るかをݴ
ൃදɻपりのࢀՃऀたち͕ͦのճに
إじたらসײになΕたͱإしたɺসײڞ
カーυをճ  ऀにすɻ୭か一 ਓͰ
ΰールした࣌Ͱήームऴྃしɺসإ
カーυを1番多くू Ίたਓの勝利ͱなるɻ

してちを૬खに࣋ؾॳ自分の࠷
ら͏ 商品をఏҊしていた͕ɺͦ ΕͰ
日ৗに༹͚ࠐΊなかったりɺ使い
ͣらいͱい͏課題͕͋ったたΊɺ自分
の࣋ؾちを る͑のͰなくɺ૬खの
ちをཧ解するこͱにΑって自分͕࣋ؾ
ಉじঢ়گの࣌にͲ͏ 行ಈすΕいい
か分かるͱい͏ 結にࢸったɻ

す͝Ζく࡞ に͋たってɺ༑ ਓにڠ
ྗを͗ڼɺಈのラϑをॻいてらい
一ॹに৭ృりをしたɻまたɺখさいࢠ
Ͳ͚の商 品をࢀ にしɺ可ߟ Ѫく
てࢥΘͣりたくなるΑ͏ なす͝Ζ͏ に
なるΑ͏ にσβインを͑ߟたɻカーυྨ
にؔしてݟすくて分かりすいΑ
をしたɻ͏

この商品ڭҭήームのたΊɺたͩ
ൢചする͚ͩͰ͛らΕないͱߟ
͑ɺカンηラーのਓୡɺۙ くの学
のਓߍ ୡにまͣってらいɺอ ޢ
ऀɺ学ऀؔߍのޱコミをした
りɺ学 ߍ ڭ ܝのカλϩグにࡐ してࡌ
ら͏ こͱͰɺλーήットͰ͋るڭ
ҭؔػɺެ ઃのਓୡにۙいࢪڞ
ํʑにಧ ら͚Εるͱਤったɻ

һڭಋࢦ
খ୩ࢠܙઌ生
からのコメント

メンόーのঢ়͕گ大きくม化するதͰɺޙ࠷まͰチームϫークを่さͣにؤுΕたɻळカン
からࢹを1�0ม͑ɺプランをมߋしたたΊɺ͕ؒ࣌りなくなった෦分͋った͕ɺ大
学のカンηラーのઌ生にߴධՁをいたͩきɺ自৴につな͕ったのͰないかͱ͏ࢥɻ
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Ҭに特化した一ݟて分かり
すい৽しい໋をकるたΊのϋβー
υマップ
ैདྷのϋβーυマップ৭ඪࣝͰԿ
のࡂかをࣝผしɺ۠ શମの避難ॴ
をࣔしておりɺ۩ମతな避難ルート͕ Θ
からないɻ日本にॅんͰいる֎ࠃਓॅډ
ऀのํ避 難をするࡍに Ҭの事
避難ॴ͕分からないたΊࠔしてしま
͏ɻࢲୡ͕ߟ る͑商品「避難ॴマップ」
Ҭに特化しɺඈͼग़るֆ本のΑ͏ に
一ݟて分かりすくɺ֮ ͑すいͱい͏
৽しいϋβーυマップͰ͋るɻ日本͕ޠ
ಡΊない֎ࠃのํ͚にจࣈ一
使༻していないたΊޠݴのนをӽ͑る
商品Ͱ͋るɻ

についࡂ在のϋβーυマップͱݱ
てのアンケートを֎ ࠃ ਓ ډ ॅ ऀ � 2
ਓに行ったɻ「Ոఉ༻のの͕ないɺ
 多いɺ避͕ࣈ 難  ॴまͰのಓ͕
Θからないɺ͕ڙࢠग़དྷるまͰ学ߍ
͕ͲこかΘからなかった」なͲたくさ
んの「ෆ҆」͕ り͋ɺりޠݴのน
͕͋るこͱ͕ Θかったɻ

のରͱした࡞品࡞ࢼにࡍ࣮
Ҭの会ٞにࢀՃしɺݱの֎ࠃਓ
にରࡂのҬのํ͕ऀॅډ
しɺͲんなର Ԡを行っているのか
のऔ ݱを行ったɻࡐ のํのを
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ങऔをしてくͩ さりɺ大きく3つの団ମ
͕12ϲॴのॴɺ特に日本ࣨڭޠ
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൜܇࿅おࡇりɺ֎ࠃਓऀॅډ
のํୡ͕利༻するॴͰൢചをして
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いΖいΖ学Ϳこͱ͕ 多かったのͰͱࢥ の͏Ͱɺ今ޙのメンόーの長に活かしてほしいɻ

社会課題を解決する印刷製品

αクラʤ避難ॴマップʥ
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いΑಧ͚�コミϡχケーシϣンを
ԁにするචஊ۩�

「ノートラブル」ɺࣖ のฉこ͑ るํͱฉこ
͑ないํͱのコミϡχケーシϣンをԁに
するචஊ۩Ͱ͋るɻチームメンόー2໊
͕ࣖのฉこ͑ ないํの٬に戸い
ࢦから生まΕた商品ͩɻݧܦչしたޙ
ࠩしシートͱϗϫイトϘーυ͕ηットになっ
ておりɺ؆୯かつෳࡶなコミϡχケーシϣ
ンを行 こ͏ͱ͕Ͱきるɻ「ノートラブル」の
ಠ自性ɺࠩࢦしシートの༰を৬
のํʑͰし߹い決Ίてら͏ こͱͰɺࣖ
のฉこ͑ ないํを き͏っか͚͕生まΕる
こͱͩɻ「ノートラブル」を௨して�୭͕
いをಧ ら͚Εる社会�を࣮ݱするこͱ͕
ඪͰ͋るɻ

ࣖのฉこ͑ ないํのインλϏϡー
Ͱɺ日ৗ 生 活Ͱࠔるこͱコミϡχ
ケーシϣンશൠͰ͋るこͱ͕ Θかったɻ
またɺࣖ のฉこ͑ ないํͱ্खくコミϡ
χケーシϣンをਤるこͱ͕ Ͱきなかった
こͱをޙ չしているํ� 2 �Ͱ͋っ
たɻこのこͱからɺࣖ のฉこ͑ ないํ自
͚ͩͰなくɺࣖ のฉこ͑ るํ͕使༻
する商品を࡞るඞཁ͕͋るͱ͑ߟたɻ

にҿ৯ళපӃɺۜࡍ࣮ 行なͲ٬
を行͏団ମͰࢼ༻していたͩきɺ͝ ҙ
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社会課題を解決する印刷製品

ライクアεʂʤノートラブルʥ
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ؔ西学Ӄ大学ɹ石ॱゼミ/ळ田ࣚཬɺळ吉߳ಸɺླ 優ಸ

日本一をײޒͰମײʙαεテφ
ブルなࢥいग़をʙ

αελϏΑ͏ こͦ ɻ旅のՆの੩
Ԭɻখ学3ɺ�生のڙࢠを࣋つ͝Ո
をରにしているɻ੩Ԭに͋るおւ
なͲ生活にۙな͕ݯࢿ多くɺ自分
事ͱしてݯࢿ活༻を学Ϳこͱ͕ Ͱきるɻα
εテφブルͱい キ͏ーϫーυのͱ未དྷに
の「ײޒ」たい໊ॴを「日本一」ͱ͗ܨ
2࣠Ͱ८りɺָ しくSDGsを学Ϳɻڙࢠに

「本」に৮Εさせたいͱい͏のχー
ズから日本一にしたɻߋに� �1� � 1 �
番のSDGsにݙߩͰきるɻ੩Ԭݝのັ
ྗに৮ΕSDGsを学Ϳ͚ͩͰなくɺ੩Ԭ
のํʑのԹかさに৮Εるこͱ͕Ͱきݝ
るプランͩɻ

難しい印を༩ る͑SDGs旅行を୭に
Ͳ͏ ఏڙするきかɻアンケートからɺࢠ
ͱの旅行に「本」に৮Εさせたいڙ
ͱい͏ の本Իをฉくこͱ͕ Ͱきたɻͦこ
Ͱɺ日本のܗ特産品について学
ͼͩすখ学生3ɺ�生に「日本一」の
したڙを௨して本をఏݧઃମࢪ
いͱ͑ߟたɻまたɺ֤ を使ײޒઃͰࢪ
༻するこͱͰ記Աの定ண化をਤったɻ

λーήットɺコンηプトに߹͏ࢪઃを୳
しɺి Ͱアϙイントをͱるɺこの࡞業
をԿ܁りฦしたɻまたɺ࣮ に੩ࡍ
Ԭݝに行きɺ֤ ઃの୲のํからࢪ
おをฉいた্Ͱɺプランの修ਖ਼を
行ったɻͦ してɺ࣮ ࢠにখ学生のࡍ
をつをରにアンケートをͱりɺڙ
֤ ࢪ ઃプランશ ମについての֬
ೝ行ったɻ

学ͼにۙいSDGs旅行にนをײじる
可性͕ߴいɻͦこͰɺ旅行をओに༧
するにってら͏ たΊɺS/S
৽ฉɺ༦ํのใ番ラジΦͰ
ൃ৴するこͱͰফඅऀͱのを૿
しɺ͕ڙࢠSDGsを学Ϳҙٛを る͑ɻ

しͦてɺελンプラリーにΑってɺ֤ ઃࢪ
のSDGsを学ͼɺָ しさɺୡײをײじ
な ら͕旅行ͰきるΑ͏ をしたɻ

һڭಋࢦ
石ॱઌ生
からのコメント

「αελϏ」ɺコンηプトの໌֬さͱόランεͰ優ΕていたɻSDGsに結する「αεテφブ
ル」にՃ͑ɺ旅行ઌのັྗͱして「日本一」ɺ「ײޒ」コンηプトにਾ͑ておりɺָ しさͱSDGs
ମݧのόランε͕ૉ晴らしかったɻSカレͰのݧܦをब活ɺকདྷの事に活かしてほしいɻ

SDGsにݙߩする旅行商品

/ */& 0, 30$,ʤαελϏʥ
京都産業大学ɹ্ݩゼミ/Տଜߓɺ川ਸ਼樹ɺ大ӯ༞

ඒೱՃໜの๛かなळの自વͱ
じる一ധೋ日ײを࢙ྺ

͕ࢢつのSDGs未དྷ都ࡾにݝෞذ
り͋ɺͦ の一つͰ͋るඒೱՃໜࢢをϐッ

クアップしたɻ長良川ඈଭߴ山ݝ
֎のਓからの໊ൺֱతߴくɺ自
વ๛かなذෞݝをௐていくதͰɺඒ
ೱՃໜのൿΊたັྗをɺ旅行を௨して
͑たいͱࢥいɺエリアにઃ 定したɻ࠷
ۙのڙࢠεマϗήームػに৮Εる
会͕多くなっているたΊɺ自વͱจ化ػ
をମײͰきる旅行ɻまたɺ事Ͱ多な
ຖ日をૹるޚさんたちにɺ自વの༊し
Ͱɺ৺をリϑレッシϡͰきるΑ͏ なプラン
にઃ定したɻ

߹たちɺSDGsͱ旅行商品をΈࢲ
Θせるͱい͏ ڭいߴからɺ「��࣭の؍
ҭをΈんなに」「1��の๛かさकΖ
」͏を旅行にΈࠐ͏ ͱߟ た͑ɻͦ の結

果旅行の行ઌ๛かな自વͱจ化を
学るεϙット͕ 多いذෞݝඒೱՃໜ
ߟ良いͱ͕ࢢ た͑ɻλーήットにɺඒೱ
Ճໜࢢのັྗを活かせるڙࢠʢ༮ஓ
Ԃʙখ学生ʣ࿈ΕのՈにઃ定したɻ

たちɺ࣮ࢲ に行ったࢢඒೱՃໜࡍ
こͱ͕なくࢿྉをݟた͚ͩͰඒೱ
Ճໜࢢのັྗ͕イメージし難くいた
Ίݱ  ௐ ࠪにΉかったɻඒ ೱ Ճ ໜ
会ͰをฉきおすすΊのڠޫ؍ࢢ
ઃ行きɺਗ਼ྲྀཬ山ެԂϠマࢪ
βキマβックをࢹしたࡍ自વ
͕๛かな ॴ͚ͩͰなくจ 化
ٕज़を学るこͱをったɻ

λーήット「ڙࢠʢ༮ஓԂʙখ学
生ʣ࿈ΕのՈ」Ͱ͋った͕ɺた
ͩॴを๚Εる͚ͩの୶നな旅行
Ͱなくɺསङりモノͮ くりମݧなͲ
ຯをҾく༰を৺ֻ͚たɻڵのڙࢠ
またɺඒೱՃໜの໊アップͱا
業にͱってχッチなॴを旅行商品
ͱしてചりग़せる྆ऀにメリットの͋
る旅行商品を͑ߟたɻ

һڭಋࢦ
ઌ生ݩ্
からのコメント

धཁޫ؍をཋͼるこͱのない֗にணしɺSDGsにؔ࿈͚てޫ٭ͱい͏Ͱ͋まりޫ؍
をൃしΑ͏ ͱしたऔりΈධՁͰきるɻしかしプランͱしてのັྗSDGsにؔする学ͼ
について͏ 1าͰ り͋ɺ࣮ じらΕたɻײなるࠜճし͕ඞཁͰ͋るͱߋのたΊのݱ

SDGsにݙߩする旅行商品

ゼミɹ日本旅行チームʤඒೱՃໜにօかʙんʥݩ্
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ɺখ഼優ేɺધӽਔࢤ大学ɹኍ田ষޫゼミ/্野ਔـۙ

ջかしいにҲΕたͻͱ࣌をఏڙ
したい

大ࡕग़の20学生͕ɺখ学ߍのࠒ
の修学旅行ઌに͏ 一๚ΕるこͱにΑ
りɺջかしいͱい͏ײͱڞに旅行をָ
しんͰらお ͱ͏い͏旅行商品Ͱ͋るɻこ
の旅行ɺࣸ ルンͰすͱい カ͏メラを࣋ち
าくこͱにΑりɺ旅ޙにࡱӨしたࣸਅをݟ
ฦしたࡍのջかしさを૿ Ճさせɺ Ճ
Ձをつ͚るこͱ͕ ͰきるɻSDGsの؍
Ͱɺ 産  ফをҙ ࣝしɺࡾ ॏ ならݝ
Ͱの৯事にこͩΘった͝൧ͲこΖをఏ
ҊɻまたɺௗӋਫؗͰ生きͱ৮Ε߹
こ͏ͱにΑりɺਓؒͱのڞଘするたΊの大

さを学Ϳこͱ͕Ͱきるɻまさに大学生の
修学旅行のΑ͏ な旅行商品Ͱ͋るɻ

この旅 行ϖルιφにରしてのイン
λϏϡーを௨しɺջかしさͱい͏キー
ϫーυをಋきग़したɻͦ こからɺϖルι
φջかしいॴに͏ 一いくこͱ
Ͱɺ࣌のײ をࢥいग़すͱい こ͏
ͱを行っているこͱをൃݟɻͦ してɺ旅
行商品ͱջかしいをֻ͚߹Θせるた
Ίɺ修学旅行ͱい テ͏ーマͰ੍࡞す
るこͱͱなったɻ

大ࡕのখ学ߍ修学旅行ઌɺࡾॏ
多いͱい͏࠷͕ݝ 結果͕得らΕたこ
ͱからɺ旅行ઌをࡾॏݝにઃ定ɻͦ し
てɺ大ࡕのখ学ߍの修学旅行ઌに
બ定さΕているௗӋਫؗҏ
神宮ɺࢤຎεϖインଜͱɺখ学ߍのࠒ
のモσルコーεͱほ΅ಉじ行きઌをઃ
定するこͱͰɺશһ͕ջかしいͱい͏
になΕるΑ͏ײ 旅行ઌをઃ定したɻ

ൢചଅਐͰS/Sを活༻しɺ商品の
ೝを্ る͛こͱをߟ た͑ɻ特にインε
λグラムͰɺϋッシϡλグを༻いるこͱ
Ͱɺ多くのएऀにಧくΑ͏ なを行͏
ඞཁ͕͋るɻͦこͰɺこの商品のテーマ
Ͱ͋る「エモ旅」ɺ「大学生の修学
旅行」なͲのϋッシϡλグͰߘするこ
ͱͰɺ٬ސɺا業ํにͱってใऩ
ूしすいڥ くͮり͕ 行 る͑ͱߟ た͑ɻ

һڭಋࢦ
ኍ田ষޫઌ生
からのコメント

খ学ߍの修学旅行のମݧを活༻して大学生͕ջかしい記Աのऔりしつつ৽たなମݧ
をするεトーリー͕৽しいɻ৽たなମݧをするたΊɺインελントカメラを活༻するな
Ͳのアイσア͕Ϣχークɻ

SDGsにݙߩする旅行商品

旅͑ んʤࢥいग़をࡱりͦ ͏͋の࣌のエモい旅İĵࡾॏʥ
神戸大学ɹ宮尾学ゼミ/ҏ藤圭ܙɺ石ݟ優ɺ田جᏻ

ҥ৯ॅを௨してSDGsを「自分
のこͱ」ͱしてଊ る͑

「ҥ৯ॅの旅」日ৗ生活にඞཁなҥ
৯ॅを旅を௨してײじるこͱͰɺSDGsを
Αりۙにଊ ら͑Εる商品Ͱ͋るɻ
ॴ京都෦ҬͰɺここւͱ
にғまΕているたΊ産ͱਫ産
にܙまΕておりɺւͱの৯をָしΉこͱ
͕Ͱきるɻさらに୮ޙちりΊんͱݺΕる
৫ҏࠜのस屋༗໊Ͱݜ り͋ɺҥ
৯ॅをײじるに࠷దなॴͰ͋るɻま
たɺ宮ࢢSDGsਪਐ本෦SDGs
ҬプラットϑΥームのઃஔをしておりɺ
SDGsのऔりΈ͕んͰ͋るɻこのΑ
に͏「ҥ৯ॅの旅」ָしΈな͕ら学

る旅行商品ͱなっているɻ

SDGsのೝߴまっている͕ ɺ行ಈ
にҠせていないਓ͕多いこͱ͕ Θかった
たΊɺ旅行をָしΈつつಉ࣌にSDGs
についてߟ ら͑Εるプランを࡞ったɻλー
ήットখ学ߍ�ʙ�生のࢠを࣋つ
ՈにしたɻこのྸSDGsୡ
ඪͰ る͋2030に大ਓになるকདྷをݟ
ਾ て͑のこͱͰ り͋ɺこの旅を௨してࢠ
のឺをਂΊてら͏ たΊͰ る͋ɻ

1 自分たちͰܭ ըを立ててから3
ਓͰԼݟを行ったɻ࣮ にͦのҬࡍ
のง ғ じɺ৯ײをؾ 事をするなͲɺ
ݱ に行かないͱͰきないこͱをॏ
してճったɻͦࢹ の日に宮ڥ
ϑΣεティόル͕行っていたたΊɺͦ
ΕにࢀՃしӡӦのํからをฉくこ
ͱ͕ Ͱきたɻ

୯にS/Sを使ったプϩモーシϣンͰ
商品の良さ͕まらないたΊɺࢠ
࿈ΕՈのにযをおいてプ
ϩモーシϣンを͑ߟたɻۙ ɺ旅行の
多いこ͕ըを͕立てるܭ
ͱͱɺ2 0 から3 0 のঁ 性のS / S
使༻͕ߴいこͱからɺたちのリ
αーチクチコミにڹくΑ͏ なプϩモー
シϣンを行͏ඞཁ͕͋るͱײじたɻ

һڭಋࢦ
宮尾学ઌ生
からのコメント

ळカンͰൃදしたɺ「ҥ৯ॅの旅」ͱい コ͏ンηプトߴくධՁしてらった͕ɺͦ のޙの٧
Ί͕े分ͰなかったɻコϩφՒͰे分なݱ͕ࢹͰきなかったの௧かった͕ɺͦ Ε
Ͱɺ͏ গしؒ࣌をׂいてݱのັྗを る͑プランを࿅り্͛たかったɻ

SDGsにݙߩする旅行商品

#& ,0#&ʤҥ৯ॅの旅ʥ
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ɺখ഼優ేɺધӽਔࢤ大学ɹኍ田ষޫゼミ/্野ਔـۙ

ջかしいにҲΕたͻͱ࣌をఏڙ
したい
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φջかしいॴに͏ 一いくこͱ
Ͱɺ࣌のײ をࢥいग़すͱい こ͏
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#& ,0#&ʤҥ৯ॅの旅ʥ
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ۨᖒ大学ɹੁ野佐৫ゼミ/ྛݡɺఱ野ढ़ɺ町田優ҥɺ佐藤ਅҥ

෮ࢧڵԉ ʷ グルメʷ SDGs

8JOʵ8JO;くしま旅行h ෮ࢧڵԉ・
グルメ・SDGs のɦ3つをபͱした旅行プ
ランͰ͋るɻ౦日本 大  においてࡂ
ౡݝに未ͩる෩ධඃのཧ解をਂ
Ίな͕らɺプランを௨してSDGsにݙߩ
Ͱきる旅行をߟҊしたɻまたグルメプラン
にするこͱͰɺ学生ָしΈな͕らݙߩͰ
きるલ きな旅 行になるΑ͏ ৺͕͚たɻ
旅行ऀౡの自વ・グルメに৺
ମຬたさΕɺౡݝౡの良さを
ってら͑ るɺまさに8JOʵ8JOな旅を
ಧ ら͚ΕるΑ͏ Ίたɻ

アンケートௐࠪから社会ਓΑり学生
に旅 行χーズ͕͋りɺ学 生「グル
メɺԹઘɺ自વ」を旅行にٻΊている
こͱ͕分かったɻͦ こから自વ๛かな
 ॴͰ͋り今෩ ධ ඃ る͕
ౡݝにしɺ「෮ڵʷSDGs グ̫ル
メ」を͛ܝ ౡ のັྗ͕Sݝ D G s
のࢹ͚ͩͰなく෮ڵのࢹから
ΘるΑ͏ にΊたɻ

ౡݝͱい͑ɺ産おถなͲ
のイメージ͕͋る͕ɺ࣮ に๚Εるͱࡍ
さらに๛な自વグルメ͕ たくさん
͋るɻモσルプランͦの自વの๛か
さ͕ΘるΑ͏ かなߚ༿のഎܠ
をしたɻまたモσルプランをݟてす͙
行きたいͱい ϫ͏クϫクײをग़すたΊ
にɺ会のޫ؍εϙットのࣸਅをたく
さんऔりೖΕたɻ

たちのൢചଅਐͱして2つ͋るɻࢲ
1つɺS / S  ࠂ ɻ2つ͕ɺキϟン
ϖーンを௨して旅行をΊるͱい͏2
つͰ͋るɻS/SɺλーήットͰ͋る
学生の利༻͕ߴいɻキϟンϖーン
ɺϋッシϡλグͱ旅 行のࣸ ਅを
にΑってインηンߘɻͩܗするߘ
ティブを༩͑ていくΑ͏ な༰になっ
ているɻ

һڭಋࢦ
ੁ野佐৫ઌ生
からのコメント

൴らの൝෩ධඃを๊͑ るౡݝ会のツアーఏҊͰ っ͋たɻࢲ自͕ౡݝग़ͱい͏ こͱ
り͋ɺ൴ら͕ ๚ઌͱしてౡをબしたこͱخしくײじたɻاըプϩηεのதͰౡݝの֤छޫ؍

課アϙをऔりɺ༷ ʑなํʑから課題͑ たいこͱをฉきऔりしな͕ らఏҊをまͱΊていたɻ෩ධඃを
解決するͱい͏ ɺ解決すき大きな社会課題にऔりんͩ ൴らを大มތりにࢥっているɻ

SDGsにݙߩする旅行商品

2021ۨᖒ大学ੁ野ゼミĚċĎĺ旅行൝ʤࢲたち�ౡ�Ğİĵɻ ľİĵ;くしま旅行�ʥ
ɺ本խ大ڡլ大学ɹ山Լ༔ゼミ/杉本໊ɺ吉田࣎

2030にਓするੈにɺ৮Ε
߹いを௨してSDGsをײじてほしい

SDGsにྗをೖΕる和歌山ݝͰɺ৮Ε
߹いମݧを௨したSDGsをײじらΕる旅
行商品を開ൃしたɻ本商品SDGs͕
2030にୡするඪͰ͋るこͱからɺ
ͦのに ਓするੈ をඪ ୡ  ੈ
ͱ໊͚ɺ൴ら൴ঁらにযをてて
Ҋしたɻ֤ߟ εϙットのྗڠのͱ「ָし
Έな͕らSDGsを学Ϳ」「ؒ࣌のྲྀΕͱ
じてら͏ײにSDGsをڞ 」こͱ͕Ͱきる
特య༻ҙしたɻ๛なݯࢿޫ؍ɺ未
དྷにつな͙ ਓのࢥい͕٧まった和歌山
をしていݧͰ一生に一のૉఢなମݝ
た͚ͩる旅行プランͰ͋るɻ

Ո  旅 行を͑ߟるอ ޢ ऀのதにɺ
「ͰきるこͱならڙࢠにSDGsを学ん
Ͱらいたい」ͱ͑ߟている͕いるこ
ͱ͕ωットௐ ࠪͰΘかったɻまたɺ࣮
٬͕৯ސに֤εϙットを๚しɺࡍ
るͱ༧さΕるྉཧなͲ࣮ࡍに৯
事を行ったɻࣈ໘ࣸਅ͚ͩͰΘ
からなかった֤εϙットのັྗ͕分か
りɺ࡞ࢼ品製࡞のώントを得たɻ

旅行商品の開ൃにたりɺメンόー
શһͰ֤εϙットෝいたɻͦしてɺ和
歌山ޫ؍ݝ࿈ໍのํʑͱٞڠを行
いɺツアープランの修ਖ਼を行ったɻݱ
ௐࠪをܦてɺࢲୡ和歌山ݝの؍
ޫのັྗをりɺͦ のશてを ら͑Εる
Α͏ を行ったɻͦ࡞੍ のޙɺ࣮ に本ࡍ
学ۙลにॅんͰいるখ学生のอऀޢ
をରͱしてアンケートௐࠪをॏͶたɻ

和歌山ݝࢴのΘかま৽ใ༷ɺل
ҏຽใ༷の2社からऔࡐをいた くͩこ
ͱ͕決定したɻݝࢴをબしたཧ
༝3つ͋るɻ1つ和歌山͕ݝ和
歌山ࢢޫ؍の3ׂをΊているこ
ͱɻ2つλーήットの多く͕ ৽ฉ
XFCαイトを旅行のใݯにしている
こͱɻ3つࢲたちのプランを௨して
メσィアをり্͛るたΊͩɻݝ

һڭಋࢦ
山Լ༔ઌ生
からのコメント

「உ3ਓͰঁࢠ旅を͑ߟる」ͱい͏ແͱ͑ࢥる戦から࢝まったたΊඇৗに৺した
͕ɺ結果తに今のゼミのதͰ࠷ਫ਼ྗతに活ಈしていたチームͱなったɻ2030
にਓするੈにλーήットをม͑たこͱͰɺコンηプト͕ ໌֬化したの良かったɻ

SDGsにݙߩする旅行商品

ᰤࢠʤ͋にまるかͧく旅ʥ
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8JOʵ8JO;くしま旅行h ෮ࢧڵԉ・
グルメ・SDGs のɦ3つをபͱした旅行プ
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きるલ きな旅 行になるΑ͏ ৺͕͚たɻ
旅行ऀౡの自વ・グルメに৺
ମຬたさΕɺౡݝౡの良さを
ってら͑ るɺまさに8JOʵ8JOな旅を
ಧ ら͚ΕるΑ͏ Ίたɻ

アンケートௐࠪから社会ਓΑり学生
に旅 行χーズ͕͋りɺ学 生「グル
メɺԹઘɺ自વ」を旅行にٻΊている
こͱ͕分かったɻͦ こから自વ๛かな
 ॴͰ͋り今෩ ධ ඃ る͕
ౡݝにしɺ「෮ڵʷSDGs グ̫ル
メ」を͛ܝ ౡ のັྗ͕Sݝ D G s
のࢹ͚ͩͰなく෮ڵのࢹから
ΘるΑ͏ にΊたɻ

ౡݝͱい͑ɺ産おถなͲ
のイメージ͕͋る͕ɺ࣮ に๚Εるͱࡍ
さらに๛な自વグルメ͕ たくさん
͋るɻモσルプランͦの自વの๛か
さ͕ΘるΑ͏ かなߚ༿のഎܠ
をしたɻまたモσルプランをݟてす͙
行きたいͱい ϫ͏クϫクײをग़すたΊ
にɺ会のޫ؍εϙットのࣸਅをたく
さんऔりೖΕたɻ

たちのൢചଅਐͱして2つ͋るɻࢲ
1つɺS / S  ࠂ ɻ2つ͕ɺキϟン
ϖーンを௨して旅行をΊるͱい͏2
つͰ͋るɻS/SɺλーήットͰ͋る
学生の利༻͕ߴいɻキϟンϖーン
ɺϋッシϡλグͱ旅 行のࣸ ਅを
にΑってインηンߘɻͩܗするߘ
ティブを༩͑ていくΑ͏ な༰になっ
ているɻ

һڭಋࢦ
ੁ野佐৫ઌ生
からのコメント

൴らの൝෩ධඃを๊͑ るౡݝ会のツアーఏҊͰ っ͋たɻࢲ自͕ౡݝग़ͱい͏ こͱ
り͋ɺ൴ら͕ ๚ઌͱしてౡをબしたこͱخしくײじたɻاըプϩηεのதͰౡݝの֤छޫ؍

課アϙをऔりɺ༷ ʑなํʑから課題͑ たいこͱをฉきऔりしな͕ らఏҊをまͱΊていたɻ෩ධඃを
解決するͱい͏ ɺ解決すき大きな社会課題にऔりんͩ ൴らを大มތりにࢥっているɻ

SDGsにݙߩする旅行商品

2021ۨᖒ大学ੁ野ゼミĚċĎĺ旅行൝ʤࢲたち�ౡ�Ğİĵɻ ľİĵ;くしま旅行�ʥ
ɺ本խ大ڡլ大学ɹ山Լ༔ゼミ/杉本໊ɺ吉田࣎

2030にਓするੈにɺ৮Ε
߹いを௨してSDGsをײじてほしい

SDGsにྗをೖΕる和歌山ݝͰɺ৮Ε
߹いମݧを௨したSDGsをײじらΕる旅
行商品を開ൃしたɻ本商品SDGs͕
2030にୡするඪͰ͋るこͱからɺ
ͦのに ਓするੈ をඪ ୡ  ੈ
ͱ໊͚ɺ൴ら൴ঁらにযをてて
Ҋしたɻ֤ߟ εϙットのྗڠのͱ「ָし
Έな͕らSDGsを学Ϳ」「ؒ࣌のྲྀΕͱ
じてら͏ײにSDGsをڞ 」こͱ͕Ͱきる
特య༻ҙしたɻ๛なݯࢿޫ؍ɺ未
དྷにつな͙ ਓのࢥい͕٧まった和歌山
をしていݧͰ一生に一のૉఢなମݝ
た͚ͩる旅行プランͰ͋るɻ

Ո  旅 行を͑ߟるอ ޢ ऀのதにɺ
「ͰきるこͱならڙࢠにSDGsを学ん
Ͱらいたい」ͱ͑ߟている͕いるこ
ͱ͕ωットௐ ࠪͰΘかったɻまたɺ࣮
٬͕৯ސに֤εϙットを๚しɺࡍ
るͱ༧さΕるྉཧなͲ࣮ࡍに৯
事を行ったɻࣈ໘ࣸਅ͚ͩͰΘ
からなかった֤εϙットのັྗ͕分か
りɺ࡞ࢼ品製࡞のώントを得たɻ

旅行商品の開ൃにたりɺメンόー
શһͰ֤εϙットෝいたɻͦしてɺ和
歌山ޫ؍ݝ࿈ໍのํʑͱٞڠを行
いɺツアープランの修ਖ਼を行ったɻݱ
ௐࠪをܦてɺࢲୡ和歌山ݝの؍
ޫのັྗをりɺͦ のશてを ら͑Εる
Α͏ を行ったɻͦ࡞੍ のޙɺ࣮ に本ࡍ
学ۙลにॅんͰいるখ学生のอऀޢ
をରͱしてアンケートௐࠪをॏͶたɻ

和歌山ݝࢴのΘかま৽ใ༷ɺل
ҏຽใ༷の2社からऔࡐをいた くͩこ
ͱ͕決定したɻݝࢴをબしたཧ
༝3つ͋るɻ1つ和歌山͕ݝ和
歌山ࢢޫ؍の3ׂをΊているこ
ͱɻ2つλーήットの多く͕ ৽ฉ
XFCαイトを旅行のใݯにしている
こͱɻ3つࢲたちのプランを௨して
メσィアをり্͛るたΊͩɻݝ

һڭಋࢦ
山Լ༔ઌ生
からのコメント

「உ3ਓͰঁࢠ旅を͑ߟる」ͱい͏ແͱ͑ࢥる戦から࢝まったたΊඇৗに৺した
͕ɺ結果తに今のゼミのதͰ࠷ਫ਼ྗతに活ಈしていたチームͱなったɻ2030
にਓするੈにλーήットをม͑たこͱͰɺコンηプト͕ ໌֬化したの良かったɻ

SDGsにݙߩする旅行商品

ᰤࢠʤ͋にまるかͧく旅ʥ
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マイόッグ旅

# - 6 & ' - " Gをऔ 得したए ڱ 和 田
Ϗ ー チの͋る 井 ݝ ྮ 南 Ͱ 行͏ঁ
ࢠ 旅 ɻ৯土 産 ɺ؍ ޫεϙットに「 ࣸ
ਅ ө͑」「 可 Ѫさ」をҙ ࣝしているɻ
マイόッグを࣋って旅 行をするこͱͰ
SDGs1�「ւの๛かさをकΖ͏ 」にݙߩ
するプランɻマイόッグをޫ؍εϙットに
ఏࣔするͱプレゼントׂҾ͕受͚らΕ
るɻ井ݝのޫ؍໘の課題͕ɺ本プラ
ンを利༻するこͱͰ解決ͰきるΑ͏ になっ
ているɻঁ ࢠ 旅ʷS D G sʷ 井 の課ݝ
題解決ͱい 3͏つのテーマをΈ߹Θせ
た旅行Ͱ͋るɻ

たちのλーήットͰ͋るಇく20ʵ30ࢲ
ঁ性の「ؾ分సになる旅行」Ͱ
かつ「SDGsにݙߩする旅行」をߟ
͑ɺڥࡍࠃೝূ#-6&'-"Gを
औ得したಁ໌ൈ܈のϏーチͰ旅
行Ͱきる井ݝをબんͩɻړ業࠶生
のたΊに࡞らΕた題のマーケット
ͰɺݩのւのܙΈをくなͲɺָ し
くSDGsにݙߩする旅行をҙࣝしたɻ

モσルプラン࡞ に͋たりɺ࣮ にࡍ
井ݝを๚Εたɻݱのํʑにɺ行
ఔදコンηプト͕ 記ࡌさΕたاը
ॻをݟてきɺ࣮ コؒ࣌のҠಈࡍ
ンηプトに߹͏ޫ؍をݕ౼して
いたɻこのこͱ͕ɺΑり࣮ݱతͰɺັ ྗ
తなモσルプランの࡞につな͕っ
たɻマイόッグ特యにྗڠしてい
たɻ

ઌ行ௐࠪにΑΕɺλーήットͰ͋る
20ʵ30ঁ性͕S/Sを৴པするメ
σィアにબんͰいるこͱからɺ旅行
SDGsをൃ৴するインελグラムアカ
ントにプϩモーシϣンྗڠのおئい
を行ったɻ結果ͱしてɺ�つのアカン
トΑりプϩモーシϣンڐ 可をきɺ
1�ສਓほͲのリーチをૂ こ͏ͱ͕Ͱき
たɻ

һڭಋࢦ
奥瀬喜之ઌ生
からのコメント

たͩ୯に旅行プランをఏҊするのͰなくɺマイόッグをࢀ࣋すΕ特యを受͚らΕるͱい
ア͏イσィア͕Ϣχークなɻプランͱ૬まってɺコンηプト͕ Αり໌֬なاըఏҊになったͱ

͕っͱ͋Ͱきるײを࣮ݙߩՃऀ͕SDGsのࢀɻ旅行͏ࢥ ってΑかったɻ

SDGsにݙߩする旅行商品

+ʢジϡールʣʤマイόッグ旅ʥ
ᔹؠՖɺ川ྏਓɺ田ଜݹ/ゼミٱ大学ɹ佐藤හࡁܦ࡚ߴ

খ学生のࢠͲたち͕自༝ڀݚ

༿にͰきる自વ旅ɺখ学生にͱってݴ
ඇ日ৗ తͰ 大な自વのதͰ༷ʑな
ମ をしɺݧ ࣝ・ཧ 解をਂΊさせるこͱ
Ͱɺ൴らの長をଅしていく旅行プラン
Ͱ͋るɻまたɺࢠͲたちの自༝ڀݚを旅
行のதͰ結させるこͱ͕Ͱきるɻ1日
ɺ利ࠜ川ྲྀҬͰのラϑティングをத৺
にɺ川のݥة・ڠௐ性・生について
学Ϳɻ2日ɺたくΈのཬͰのの くͮり
ମݧԐ山Ͱの10Nొりを௨じてɺ
自વの産についてのཧ解をਂΊるɻさ
らにɺಠ自に࡞したϑΥーマットにΑりɺ
Ͳたちの学शҙཉのఈ্͛ͱཧ解ࢠ
アップをਤるɻ

まͣɺ旅行に୭ͱ行くのかͱい͏ௐࠪ
からɺՈͱ旅行に行くߴ͕い
こͱ͕分かったɻまたɺ旅行にいつ行
くのかͱい͏ௐ ࠪからɺՆ Έの旅ٳ
行 ध ཁ͕ඇ ৗにߴいこͱ͕分かっ
たɻここからɺࢲたちՆٳΈから大
ྔの॓題を࿈しɺ旅行ͱ自༝ڀݚ
の྆立を࣮ݱする旅行プランを࡞り
たいͱ͑ߟたɻ

ީิをݕ౼した結果ɺSDGs自વ
の๛かさɺアクティϏティの๛さの؍
から܈അݝΈなかΈ町を旅行ͱ
するこͱにしたɻまたɺΈなかΈ町に͋る
༷ʑなアクティϏティのதͰɺ旅ҭを
ॏࢹしたラϑティング・の くͮり・10N
をબしたɻ旅ݧొりの3つのମڃ
行会社のํʑの͝ ڠ ྗ͋ りɺΑり大
なମݧ༰の࣮ݱにޭしたɻ

旅行ใαイトラジΦہɺ৽ฉ社
なͲ多ํ໘にプϩモーシϣンྗڠを
おئいしたɻまたɺࢠͲたち͕ॻき
্͛た自༝ڀݚϑΥーマットを旅行
会社ํެڞ団ମのϗームϖー
ジなͲにࡌܝしていたͩくこͱにΑりɺ
プϩモーシϣンͱݝ町の13の྆立
ࢹ野にೖΕていたɻ

һڭಋࢦ
佐藤හٱઌ生
からのコメント

を௨してɺݧΈなかΈ町をબ定しɺ「旅ҭ」をテーマにɺখ学生に自વのதͰのମݝഅ܈
SDGsの自༝ڀݚにऔりんͰら͏ の͋る旅行プラֻ͚ଓ性をҙࣝしたܧըͰ͋るɻا
ンɺ࣮ 行ྗ͋る業ऀͱのަবɺൢ ചଅਐのखなͲू٬ྗ͕ り͋ɺ࣮ 可なプランͰ͋るɻݱ

SDGsにݙߩする旅行商品

まんじΎ͏ ͩるまʤݴ༿にͰきる自વ旅ʥ



1 ؍� Observation 2 ࡞品੍࡞ࢼ� Prototyping 3 �ൢചଅਐ Promotion

St u d en t  In n o v at i o n  Co l l e g e  2 0 2 1 St u d en t  In n o v at i o n  Co l l e g e  2 0 2 188 89

1 ؍� Observation 2 ࡞品੍࡞ࢼ� Prototyping 3 �ൢചଅਐ Promotion

専修大学ɹ奥瀬喜之ゼミ/佐ʑਅาɺখ結Ֆɺஉ神Ѫ

マイόッグ旅

# - 6 & ' - " Gをऔ 得したए ڱ 和 田
Ϗ ー チの͋る 井 ݝ ྮ 南 Ͱ 行͏ঁ
ࢠ 旅 ɻ৯土 産 ɺ؍ ޫεϙットに「 ࣸ
ਅ ө͑」「 可 Ѫさ」をҙ ࣝしているɻ
マイόッグを࣋って旅 行をするこͱͰ
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ମ をしɺݧ ࣝ・ཧ 解をਂΊさせるこͱ
Ͱɺ൴らの長をଅしていく旅行プラン
Ͱ͋るɻまたɺࢠͲたちの自༝ڀݚを旅
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ಉࢤ社大学ɹ田݈司ゼミ/एਸ਼وɺ୩าՖɺӬ野ᣦࢠ

SDGsをりɺඪୡに͚
たらしのώントを得る旅行

「んͲりړ」ͱい͏ւͱڞに͋る౷త
な॥型のҏࠜ町Ͱのॅຽのらしを
ମ しɺ旅ײ 行தશての৯ 事Ͱ 産 
ফにऔりΉこͱͰSDGsを࣮ફするた
Ίのらしのώントを得てら͏ こͱをඪ
ͱするɻシχアঁࢠɺ学ߍ会社なͲ
SDGsについて学Ϳػ会͕なかったた
Ίɺらないํ͕多いの͕ݱঢ়Ͱ͋るɻ
ͦんなシχアঁ にڞにւのັྗͱࢠ
ԿؾないSDGsのऔりΈをりɺ͑ߟ
るきっか͚にɺͦ して旅行ޙੵۃతに
ؔ৺を࣋ってらいɺ「1�番 パートφー
シップͰඪをୡしΑ͏ 」にݙߩするɻ

パッケージ商品Ͱのख͕多い�0
ঁ性10ਓにインλϏϡーௐࠪを行
いɺ旅行にお͚るχーズをѲしたɻ
キーϫーυͱして「のんͼりۙͰ」
「༑ୡͱおしΌり」「ඒຯしい৯
」「Թઘ」「ඒしいܠ৭」ͱいった
の͕͛ڍらΕɺλーήットを�0の
シχアঁࢠグループにઃ定しɺプラ
ンを͑ߟたɻ

ҏࠜ町を๚しɺڠޫ؍会のํにお
をいな͕ら࡞ࢼの行ఔͰ旅行を
したɻͦこͰɺ「んͲりړ」ͱい͏ ॥型
のらしを౷తに行っているこͱを
りɺSDGsのඪ1�「ւの๛かさをक
Ζ͏ 」を࣮ײしてら͑ るΑ͏ なطଘのツ
アーにアレンジをՃ͑た「ҏࠜ町 日̫
本旅行ʷಉࢤ社大学 コラϘݶ定ツ
アー まる͝ ͱҏࠜମݧ」を͑ߟたɻ

インλϏϡーΑり得らΕたシχアঁࢠ
の旅 行の ใ にؔݯ するをࢀ
࣮・ࡌܝのࢽにしɺ৽ฉ・ใߟ
ళฮεーパーにパンϑレットͱϙε
λーのઃஔを行͏ɻS/Sͱいったए
͚のࠂͰなくɺλーήット
Ͱ͋るシχアঁ のにཹまりすࢠ
いプϩモーシϣンにするɻ

һڭಋࢦ
田݈司ઌ生
からのコメント

このプランɺؔ 西にॅΉにਓͰ͋まりらないҏࠜ町にযをてた͕໘നいɻҏࠜ
町の自વをຬ٤Ͱきるزֻ͕͚つか͋るたΊɺ特に都会にॅΉਓにͱってڵຯਂいプラン
ͩɻւをݟるͱΏったりͱした࣋ؾちになΕるたΊɺ٬ސシχアঁ͚ͩࢠにݶらないͩΖ͏ ɻ

SDGsにݙߩする旅行商品

ĉĖĉʤシχアঁࢠに今ͩから行ってほしい��� ւͱڞに͋ るらしをまる͝ ͱຯΘ͏ 旅ʥ
南山大学ɹ川ᚸࢠلゼミ/খ野ඒ࡙ɺࡔ本未Ӌɺౢ 田ྯ未ɺԂ田Ի

自分ٿキレイ旅

「自分ٿキレイ旅」ɺঁ 旅ͱしࢠ
て大ਓؾのඒ༰旅Ͱɺ৺ମキレイ
になるこͱؒҧいなしの旅行プランͰ͋
るɻ和歌山ݝ༝良町ͱന町をత
にɺඒ ༰に良いͱݴΘΕる৯のת か
らɺ「ඒਓの౬」ͱݺΕるԹઘシϟ
ンプーόーをָしΊるおᔬམなϗテルɺ
さらにこの旅͚ͩのݶ定プランりͩ くさ
んのツアーͰ͋るɻඒ༰旅ͱしてڵຯを
ݧちɺඒ༰を௨じて自વに৮Εたりମ࣋
を௨じたりしてɺ͚ͮؾSDGsについ
てߟ ら͑Εる旅Ͱ͋るこͱをൃݟɻඒ༰
旅͚ͩͰऴΘらないɺ自分「ٿ」キ
レイ旅なのͰ͋るɻ

�0ਓの20ঁ性にௐࠪを行ったͱ
こΖɺ� ׂ Ҏ ্のਓ 「͕ ඒ ༰ 」にؔ
৺をدせているこͱにணɻ「SDGs
にݙߩする旅」ͱݴΘΕてڵຯを
つएऀ͕গないこͱを課題ͱしɺ今࣋
のトレンυͰ͋る「ඒ༰旅」ͱしてޙ
旅行プランを࡞ɻঁ 旅ͱしてൃࢠ
৴するɺۙ ૿Ճதのඒ༰உࢠか
らのχーズ͋ るこͱ͕ Θかったɻ

༷「߹ಉڠ業ړߴभ日ل」 の͝
さんのΨイυをࢣړのͱɺྗڠ
ฉきな͕らָしΊるړધクルーズɺ
アカモクのඒ༰ӷの特యを༻ҙしたɻ
「S)*3")"." ,&: 5&33"$&
)05&- S&".03&」༷ ͱ౬テ
ラεͰのேϤΨからɺόーͰのඒ༰υリ
ンクαーϏεɺ࠶利༻可のアメχティ
όッグの3つのプラン特యをߟҊしたɻ

S/Sアカントを活༻しɺプランのັྗ
をλーήットઢͰおಧ͚するɻまたɺ
アーンυメσィアの活༻Ͱɺ͝ いྗڠ
たͩいたا業༷のS/SͰのൃ৴を
௨じてSカレલの࣌Ͱ�000ਓに
リーチɻさらに「7MPH」を࡞して旅
行のັྗをಈըͰൃ৴したりɺメσィ
アऔࡐを௨したりしてɺさらに多くのํ
にこのプランをൃ৴していきたいɻ

һڭಋࢦ
川ᚸࢠلઌ生
からのコメント

ΈんなͰ旅行に行きɺͦ のҬͰɺϗテルのਓたちɺࢣړさんたちɺҬのωットϫークを
つํɺ৽ฉ記ऀのํなͲɺ多くのਓʑにग़会 こ͏ͱ͕Ͱきたɻさらにɺඒ༰をりޱにしな͕
らɺҬの༷ʑな課題にͮؾいたΑ͏ ͩɻこΕまͰにない͕ݧܦͰきたにҧいないɻ

SDGsにݙߩする旅行商品

Q M VN Q M BOʤ自分ٿキレイ旅ʥ
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ಉࢤ社大学ɹ田݈司ゼミ/एਸ਼وɺ୩าՖɺӬ野ᣦࢠ

SDGsをりɺඪୡに͚
たらしのώントを得る旅行

「んͲりړ」ͱい͏ւͱڞに͋る౷త
な॥型のҏࠜ町Ͱのॅຽのらしを
ମ しɺ旅ײ 行தશての৯ 事Ͱ 産 
ফにऔりΉこͱͰSDGsを࣮ફするた
Ίのらしのώントを得てら͏ こͱをඪ
ͱするɻシχアঁࢠɺ学ߍ会社なͲ
SDGsについて学Ϳػ会͕なかったた
Ίɺらないํ͕多いの͕ݱঢ়Ͱ͋るɻ
ͦんなシχアঁ にڞにւのັྗͱࢠ
ԿؾないSDGsのऔりΈをりɺ͑ߟ
るきっか͚にɺͦ して旅行ޙੵۃతに
ؔ৺を࣋ってらいɺ「1�番 パートφー
シップͰඪをୡしΑ͏ 」にݙߩするɻ

パッケージ商品Ͱのख͕多い�0
ঁ性10ਓにインλϏϡーௐࠪを行
いɺ旅行にお͚るχーズをѲしたɻ
キーϫーυͱして「のんͼりۙͰ」
「༑ୡͱおしΌり」「ඒຯしい৯
」「Թઘ」「ඒしいܠ৭」ͱいった
の͕͛ڍらΕɺλーήットを�0の
シχアঁࢠグループにઃ定しɺプラ
ンを͑ߟたɻ

ҏࠜ町を๚しɺڠޫ؍会のํにお
をいな͕ら࡞ࢼの行ఔͰ旅行を
したɻͦこͰɺ「んͲりړ」ͱい͏ ॥型
のらしを౷తに行っているこͱを
りɺSDGsのඪ1�「ւの๛かさをक
Ζ͏ 」を࣮ײしてら͑ るΑ͏ なطଘのツ
アーにアレンジをՃ͑た「ҏࠜ町 日̫
本旅行ʷಉࢤ社大学 コラϘݶ定ツ
アー まる͝ ͱҏࠜମݧ」を͑ߟたɻ

インλϏϡーΑり得らΕたシχアঁࢠ
の旅 行の ใ にؔݯ するをࢀ
࣮・ࡌܝのࢽにしɺ৽ฉ・ใߟ
ళฮεーパーにパンϑレットͱϙε
λーのઃஔを行͏ɻS/Sͱいったए
͚のࠂͰなくɺλーήット
Ͱ͋るシχアঁ のにཹまりすࢠ
いプϩモーシϣンにするɻ

һڭಋࢦ
田݈司ઌ生
からのコメント

このプランɺؔ 西にॅΉにਓͰ͋まりらないҏࠜ町にযをてた͕໘നいɻҏࠜ
町の自વをຬ٤Ͱきるزֻ͕͚つか͋るたΊɺ特に都会にॅΉਓにͱってڵຯਂいプラン
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南山大学ɹ川ᚸࢠلゼミ/খ野ඒ࡙ɺࡔ本未Ӌɺౢ 田ྯ未ɺԂ田Ի
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にɺඒ ༰に良いͱݴΘΕる৯のת か
らɺ「ඒਓの౬」ͱݺΕるԹઘシϟ
ンプーόーをָしΊるおᔬམなϗテルɺ
さらにこの旅͚ͩのݶ定プランりͩ くさ
んのツアーͰ͋るɻඒ༰旅ͱしてڵຯを
ݧちɺඒ༰を௨じて自વに৮Εたりମ࣋
を௨じたりしてɺ͚ͮؾSDGsについ
てߟ ら͑Εる旅Ͱ͋るこͱをൃݟɻඒ༰
旅͚ͩͰऴΘらないɺ自分「ٿ」キ
レイ旅なのͰ͋るɻ

�0ਓの20ঁ性にௐࠪを行ったͱ
こΖɺ� ׂ Ҏ ্のਓ 「͕ ඒ ༰ 」にؔ
৺をدせているこͱにணɻ「SDGs
にݙߩする旅」ͱݴΘΕてڵຯを
つएऀ͕গないこͱを課題ͱしɺ今࣋
のトレンυͰ͋る「ඒ༰旅」ͱしてޙ
旅行プランを࡞ɻঁ 旅ͱしてൃࢠ
৴するɺۙ ૿Ճதのඒ༰உࢠか
らのχーズ͋ るこͱ͕ Θかったɻ

༷「߹ಉڠ業ړߴभ日ل」 の͝
さんのΨイυをࢣړのͱɺྗڠ
ฉきな͕らָしΊるړધクルーズɺ
アカモクのඒ༰ӷの特యを༻ҙしたɻ
「S)*3")"." ,&: 5&33"$&
)05&- S&".03&」༷ ͱ౬テ
ラεͰのேϤΨからɺόーͰのඒ༰υリ
ンクαーϏεɺ࠶利༻可のアメχティ
όッグの3つのプラン特యをߟҊしたɻ

S/Sアカントを活༻しɺプランのັྗ
をλーήットઢͰおಧ͚するɻまたɺ
アーンυメσィアの活༻Ͱɺ͝ いྗڠ
たͩいたا業༷のS/SͰのൃ৴を
௨じてSカレલの࣌Ͱ�000ਓに
リーチɻさらに「7MPH」を࡞して旅
行のັྗをಈըͰൃ৴したりɺメσィ
アऔࡐを௨したりしてɺさらに多くのํ
にこのプランをൃ৴していきたいɻ

һڭಋࢦ
川ᚸࢠلઌ生
からのコメント

ΈんなͰ旅行に行きɺͦ のҬͰɺϗテルのਓたちɺࢣړさんたちɺҬのωットϫークを
つํɺ৽ฉ記ऀのํなͲɺ多くのਓʑにग़会 こ͏ͱ͕Ͱきたɻさらにɺඒ༰をりޱにしな͕
らɺҬの༷ʑな課題にͮؾいたΑ͏ ͩɻこΕまͰにない͕ݧܦͰきたにҧいないɻ

SDGsにݙߩする旅行商品

Q M VN Q M BOʤ自分ٿキレイ旅ʥ
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日本大学ɹ石田大యゼミ/田ଜ͋かりɺ川瀬日ಹɺ山؛೫ʑ߳ɺ石川ࣿ

ࣝおෲ一ॹにຬたͦ͏ �お
ถͱ͙じΊてのSDGs旅

たちの旅ࢲ 行プラン͋らΏる࢟にม
化するおถͱ旅を࡞り্͛るのになっ
ているɻ
おถҴ ࡞ ա ఔをऴ͑てന ถ ɺ
ɺさらにεキンケア商品ɺおञɺຯ߿
なͲ༷ʑなܗに࢟をม͑ていくɻͦ んなお
ถͰ༗໊Ͱ͋る৽ׁにෝきɺ産ফ
ͰSDGsにݙߩする旅をఏҊするɻさら
にަ௨खஈをすてެަڞ௨ؔػに
するこͱͰڥに優しいエコ旅を࣮ݱす
るɻ日本ਓにͱってओ৯Ͱ͋るおถを௨
してָしくSDGsを学ͼɺࢥいग़にる
旅をఏҊしたいɻ

のҙࣝௐޫ؍ଓ可な࣋たちࢲ
ࠪについてௐたɻするͱらないɺ
ຯ͕ないͱい͏ਓ͕Ҏ্をڵ
Ίていたɻ࣍に旅 行にٻΊるのに
ରしてのアンケートͰ「ඒຯしい
の」͕ 多͛ڍらΕたɻҎ্からࢲ
たち৯を௨してָしくS D G sにߩ
たɻ͑ߟりたいͱ࡞Ͱきる旅をݙ

品ͱしてモσルプラン࡞ࢼたちࢲ
の࡞を行ったɻ「おถͱ旅する2日
ؒ」をアϐールするたΊɺԫۚにًく
Ҵ ึをഎ にऔりೖΕたɻ࣮ܠ にࡍ
モσルプランのԠをௐたͱこ
Ζ「グルメ͚ͩͰなくମݧͰきるを
ັྗにײじɺඇ日ৗな日をա͝せͦ
͏」ͱいったҙݟを こ͏ͱ͕ Ͱきたɻ

たちൢଅํ法のతを「৮ࢲ
ճの૿Ճに͏ڵຯ͚」ͱしɺ
ओに�つのํ法を͑ߟたɻS/SͰ
旅行ܥインϑルエンαーの活༻ɺテ
レϏͰੈଳࢹௌのߴいہをத
৺に番のاըͰのհをࢦ
すɻࠂͰిंのதりεマート
ϑΥンͰのόφーࠂɺχϡーεアプ
リにて記事ͱしてのࡌܝをఏҊするɻ

һڭಋࢦ
石田大యઌ生
からのコメント

SDGsඇৗに大Ͱ͋るののɺ࣮ しΑ͏ݱ ͱੵۃతに行ಈしΑ͏ ͱするの難しいɻお
ถͱ旅する2日ؒɺָ しい͚ͩͰなく旅行を௨じてSDGsを学るΑ͏ にઃܭさΕているɻ
ถͱい に͏日本ਓにͱって大なのを学ͼに行きたいͱࢥΘさΕるૉ晴らしいఏҊͰ͋るɻ

SDGsにݙߩする旅行商品

てりきΰールυʤおถͱ旅する2日ؒʥ
法政大学ɹ杉浦未樹ゼミ/۽ᖒ優ଠ࿕ɺࡔ本Նൕɺ佐ʑߛ

෦活に事にߴ࠷の༊しを�
ԬࢢͰਫͱ生きるΈらい旅

খ学ߴߍ学ʙத学生ののࢠͲ
͕いるՈ ఉ の山͚ ܗ ݝ  Ԭ をࢢ
旅行するプランɻSDGs未དྷ都ࢢͱϢω
εコ৯จ化都ࢢにೝ定さΕている
ԬࢢͰɺࢠͰΏったりͱしたؒ࣌を
ա͝すこͱをతͱした一ധೋ日の旅ɻ
ॳΊにྋしいީؾのதͰԬの౷ͱ
৯をମݧしɺ॓ ധઌのεイσンテラεͰ
ഇࡐにΑるਫにුかͿՈ くͮりにࢠ
ͰऔりΉɻ2日εイσンテラεの
Ͱऩ֭ମݧɺ࠾った野ࡊをௐཧして
৯るɻޙ࠷Ճໜਫؗ行きɺ౬
野ԹઘͰリϑレッシϡɻリラックεͱମ
を兼Ͷඋ͑たプランͰ͋るɻݧ

Ձ֨をఏࣔした্Ͱɺこの旅行に行っ
てΈたいͱࢥ か͏ɺ�0໊ࢠにアンケー
トを行ったͱこΖɺ�ׂのํ͕いって
Έたいͱճしたɻεイσンテラε͕ඇ
ৗにをूΊておりɺ日ৗͰຯΘ͑
ないମݧをりࠐんͩプランͱなってい
るこͱ͕ ධՁさΕたɻՁ͕֨ߴΊͰ る͋
ͱのݒ念͋ った͕ɺ༰࣍ୈͰফඅ
ऀͻきつ ら͚Εるこͱ͕ Θかったɻ

プランのࡉ෦をつΊたɻたͱ͑ ਫに
ුくՈ࡞りについてɺஈϘールなͲの
ഇࡐを༻いてプϩトλイプを࡞したɻ
プϩトλイプ͕ਫに くුこͱを֬ೝしɺま
た੍࡞தに自વなコミϡχケーシϣン
͕生まΕるこͱを࣮ূしたɻͦ こからɺ
のプϩグラムのなؒ࣌ՃՈ͕ɺ2ࢀ
かͰɺクΦリティのߴい࡞品ͱମݧを
得らΕるこͱ͕ े分に期Ͱきたɻ

プランのاըͱൢചଅਐにɺใ
ৼޫ؍のࢢの໘からԬܞ業࿈ا
Ͱ͋る一ൠ社団法ؔػにऔりΉڵ
ਓD&G".༷にޙԉ・ྗڠをଋ
いた͚ͩたɻؔ ౦ݍのখத学ߍ学
शक़なͲのڭҭؔػにチラシを௨じ
てڙࢠにએしɺͦ のଞ8&#α
イトを開ઃしɺS/Sを௨じてに
プϩモーシϣンするܭըを立てたɻ

һڭಋࢦ
杉浦未樹ઌ生
からのコメント

山ݝܗԬのັྗをSDGsͰͱら͑ なおͦ͏ ͱしてɺ࠷ऴతに「ਫͱڞ生する」ͱい͏ コンηプ
トをଧちग़したɻࠃ֎からのを͋つΊるεイσンテラεɺͦ ΕをӡӦさΕる山ܗσβイ
ン༷ɺD&G".༷なͲ͕ɺ͋ たたかくॿݴしྗڠをਃしग़てくͩ さりɺوॏなݧܦͱなったɻ

SDGsにݙߩする旅行商品

Ζぴーすʤਫͱ生きるΈらい旅ʥ
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日本大学ɹ石田大యゼミ/田ଜ͋かりɺ川瀬日ಹɺ山؛೫ʑ߳ɺ石川ࣿ

ࣝおෲ一ॹにຬたͦ͏ �お
ถͱ͙じΊてのSDGs旅

たちの旅ࢲ 行プラン͋らΏる࢟にม
化するおถͱ旅を࡞り্͛るのになっ
ているɻ
おถҴ ࡞ ա ఔをऴ͑てന ถ ɺ
ɺさらにεキンケア商品ɺおञɺຯ߿
なͲ༷ʑなܗに࢟をม͑ていくɻͦ んなお
ถͰ༗໊Ͱ͋る৽ׁにෝきɺ産ফ
ͰSDGsにݙߩする旅をఏҊするɻさら
にަ௨खஈをすてެަڞ௨ؔػに
するこͱͰڥに優しいエコ旅を࣮ݱす
るɻ日本ਓにͱってओ৯Ͱ͋るおถを௨
してָしくSDGsを学ͼɺࢥいग़にる
旅をఏҊしたいɻ

のҙࣝௐޫ؍ଓ可な࣋たちࢲ
ࠪについてௐたɻするͱらないɺ
ຯ͕ないͱい͏ਓ͕Ҏ্をڵ
Ίていたɻ࣍に旅 行にٻΊるのに
ରしてのアンケートͰ「ඒຯしい
の」͕ 多͛ڍらΕたɻҎ্からࢲ
たち৯を௨してָしくS D G sにߩ
たɻ͑ߟりたいͱ࡞Ͱきる旅をݙ

品ͱしてモσルプラン࡞ࢼたちࢲ
の࡞を行ったɻ「おถͱ旅する2日
ؒ」をアϐールするたΊɺԫۚにًく
Ҵ ึをഎ にऔりೖΕたɻ࣮ܠ にࡍ
モσルプランのԠをௐたͱこ
Ζ「グルメ͚ͩͰなくମݧͰきるを
ັྗにײじɺඇ日ৗな日をա͝せͦ
͏」ͱいったҙݟを こ͏ͱ͕ Ͱきたɻ

たちൢଅํ法のతを「৮ࢲ
ճの૿Ճに͏ڵຯ͚」ͱしɺ
ओに�つのํ法を͑ߟたɻS/SͰ
旅行ܥインϑルエンαーの活༻ɺテ
レϏͰੈଳࢹௌのߴいہをத
৺に番のاըͰのհをࢦ
すɻࠂͰిंのதりεマート
ϑΥンͰのόφーࠂɺχϡーεアプ
リにて記事ͱしてのࡌܝをఏҊするɻ

һڭಋࢦ
石田大యઌ生
からのコメント

SDGsඇৗに大Ͱ͋るののɺ࣮ しΑ͏ݱ ͱੵۃతに行ಈしΑ͏ ͱするの難しいɻお
ถͱ旅する2日ؒɺָ しい͚ͩͰなく旅行を௨じてSDGsを学るΑ͏ にઃܭさΕているɻ
ถͱい に͏日本ਓにͱって大なのを学ͼに行きたいͱࢥΘさΕるૉ晴らしいఏҊͰ͋るɻ

SDGsにݙߩする旅行商品

てりきΰールυʤおถͱ旅する2日ؒʥ
法政大学ɹ杉浦未樹ゼミ/۽ᖒ優ଠ࿕ɺࡔ本Նൕɺ佐ʑߛ

෦活に事にߴ࠷の༊しを�
ԬࢢͰਫͱ生きるΈらい旅

খ学ߴߍ学ʙத学生ののࢠͲ
͕いるՈ ఉ の山͚ ܗ ݝ  Ԭ をࢢ
旅行するプランɻSDGs未དྷ都ࢢͱϢω
εコ৯จ化都ࢢにೝ定さΕている
ԬࢢͰɺࢠͰΏったりͱしたؒ࣌を
ա͝すこͱをతͱした一ധೋ日の旅ɻ
ॳΊにྋしいީؾのதͰԬの౷ͱ
৯をମݧしɺ॓ ധઌのεイσンテラεͰ
ഇࡐにΑるਫにුかͿՈ くͮりにࢠ
ͰऔりΉɻ2日εイσンテラεの
Ͱऩ֭ମݧɺ࠾った野ࡊをௐཧして
৯るɻޙ࠷Ճໜਫؗ行きɺ౬
野ԹઘͰリϑレッシϡɻリラックεͱମ
を兼Ͷඋ͑たプランͰ͋るɻݧ

Ձ֨をఏࣔした্Ͱɺこの旅行に行っ
てΈたいͱࢥ か͏ɺ�0໊ࢠにアンケー
トを行ったͱこΖɺ�ׂのํ͕いって
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ৗにをूΊておりɺ日ৗͰຯΘ͑
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るこͱ͕ ධՁさΕたɻՁ͕֨ߴΊͰ る͋
ͱのݒ念͋ った͕ɺ༰࣍ୈͰফඅ
ऀͻきつ ら͚Εるこͱ͕ Θかったɻ

プランのࡉ෦をつΊたɻたͱ͑ ਫに
ුくՈ࡞りについてɺஈϘールなͲの
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得らΕるこͱ͕ े分に期Ͱきたɻ

プランのاըͱൢചଅਐにɺใ
ৼޫ؍のࢢの໘からԬܞ業࿈ا
Ͱ͋る一ൠ社団法ؔػにऔりΉڵ
ਓD&G".༷にޙԉ・ྗڠをଋ
いた͚ͩたɻؔ ౦ݍのখத学ߍ学
शक़なͲのڭҭؔػにチラシを௨じ
てڙࢠにએしɺͦ のଞ8&#α
イトを開ઃしɺS/Sを௨じてに
プϩモーシϣンするܭըを立てたɻ

һڭಋࢦ
杉浦未樹ઌ生
からのコメント

山ݝܗԬのັྗをSDGsͰͱら͑ なおͦ͏ ͱしてɺ࠷ऴతに「ਫͱڞ生する」ͱい͏ コンηプ
トをଧちग़したɻࠃ֎からのを͋つΊるεイσンテラεɺͦ ΕをӡӦさΕる山ܗσβイ
ン༷ɺD&G".༷なͲ͕ɺ͋ たたかくॿݴしྗڠをਃしग़てくͩ さりɺوॏなݧܦͱなったɻ

SDGsにݙߩする旅行商品

Ζぴーすʤਫͱ生きるΈらい旅ʥ
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ଂ野大学ɹݹ川一郎ゼミ/ळ山༘݄ɺখࠑѪཬɺ日ൺඒ結ࡊ

おञをתしർΕを༊す
行旅

この旅行商品SDGsにڵຯの͋るਓ
͚ͩͰなくɺ多くのਓにຬしてら͏ た
Ίに自વͱSDGsにؔΘるこͱ͕ग़དྷる
商品Ͱ͋るɻϫインൃͰ͋る山སݝ
を旅のͱしɺおञをָしΈな͕らՈ
ͱの࣌ ؒを大 にͰきる旅 行プラン
にしたɻおञきな྆を喜せるͱͱ
にɺँײの࣋ؾちを͑るこͱͰޫ؍
をしな͕ら行͕ग़དྷる旅行商品ͱ
なっているɻまたɺαプライズͰڥに
ྀしたՖଋアルόムをすこͱͰɺࢥ
いग़にすこͱ͕ ग़དྷるɻ

コンηプトͰ͋る行についてௐࠪ
したͱこΖɺ多くのਓ͕行したいͱ
っているにかかΘらͣࢥ ɺ۩ମతにԿ
をすΕΑいのかΘからないͱい͏ ཧ༝
から行Ͱきていないਓ͕多いこͱ
͕Θかったɻॳڅの使いಓͱして
ߟ行を る͑ਓ͕多かったたΊɺ社会
ਓ1ʙ2のਓをλーήットにߜりɺ旅
行をプレゼントするͱい͏ ߟ に͑ࢸったɻ

SDGsにؔ࿈させな ら͕おञをתͰき
るプランをߟ て͑いくなかͰɺおञをશ໘
にग़しす͗ るͱ旅行をָしΉこͱ͕ ग़དྷ
ないͱؾ きͮɺ࣮ 業のํ山སاにࡍ
課のڵৼޫ؍ݝ ͱํ࿈བྷをऔりな ら͕
商品վ良を܁りฦしたɻおञきな྆
͕ຬしɺঘつ山སݝのັ ྗग़
せるΑ͏ にϫインͩ Ͱ͚なく໊ޫ؍ॴ
プランにೖΕるなͲのをڽらしたɻ

S/Sの利༻͕࠷ߴい社会ਓ1
ʙ2の20をλーήットにしてい
るたΊɺS/Sを使ったൢചଅਐをߟ
͑たɻ' B D F C P P L* O s U B H S B N ɺ
5XJ U U F SなͲのϋッシϡλグを༻い
て֦ࢄをਤるɻϋッシϡλグを使って
するこͱ͕多いたΊɺΑり多くのࡧݕ
ਓにこの商品をってら͏ ͱい͏
Ͱޮ果తͰ͋るͱ͑ߟたɻ

һڭಋࢦ
川一郎ઌ生ݹ
からのコメント

ଔ業してಇき࢝Ίたਓ͕ɺおੈになった྆͝にँײの࣋ؾちを る͑たΊのメσィア
ͱして旅をଊ͑たの໘നかったɻݱに行͚たΑ͏ Ͱָしͦ に͏࡞業していた͕ɺチーム
におञき͕いなかったのͰɺϫインのຯΘいをे分Ҿきग़せなかったの͕念ɻ

SDGsにݙߩする旅行商品

8BOOʤおञきな྆にଃる行旅ʥ
໌ւ大学ɹখ୩ࢠܙゼミ/ॾԬါ樹ɺڧۍɺؖ ᯖ

在日֎ࠃਓ͚ɺߐ戸のྺ࢙
をମݧしָしく学Ϳツアー

日本にアジアਓをத৺に2��ສਓ
の֎ࠃਓ͕ॅんͰいる͕ɺ多くのਓ
日本のྺ࢙をるػ会͕গないɻͦ こͰ
たちؔ西在ॅの特にアジアਓにࢲ
͚たྺ࢙จ化ମݧツアーをاըしたɻ
日本 ࡾ 大 ଂにબΕている川 ӽͰߐ
戸にλイムεリップしたؾ分をຯΘって
ら͏ たΊɺணをレンλルして֗を८るɻ
ණ川神社ԑ結ͼアイテム͚ͩͰ10
छྨほͲऔりଗ͑ておりɺՆのԑ結ͼ෩
ླੈを͑てਓؾͰ͋るɻଂりの
֗ฒΈのதにɺ日本のԻ෩100ܠબに
બΕた川ӽをදするシンϘル࣌の
͕͋るɻ

在日֎ࠃਓ͕࠷多いの౦京͕ͩɺ
大ࡕなͲのؔ西ݍに֎ࠃਓ͕多い
たΊ大ࡕۙ在ॅの֎ࠃਓをλー
ήットにしたɻアンケートͰɺ日本ਓͱൺ
てɺ໊ ॴΊ͙ りおࣉ८りをしたいͱ
い͏ ҙ͕ݟアジアਓに多くݟらΕたɻͦ
こͰࢲたちSDGsの「࣭のߴいڭҭ
を」にணしɺ在日֎ࠃਓに͚た「川
ӽͰλイムεリップツアー」をߟҊしたɻ

日本のྺ࢙ͱݴって༷ʑな͕࣌
͋る͕ɺ今ճೄจ生をআき一
番長くଓいたߐ戸࣌にεϙットを
てたɻߐ戸࣌をײじさせる֗ฒ
Έ͕多くっている川ӽを本プラン
にઃ定したɻٳΈの日に川ӽにͰか
͚ɺͲんなॴ͕アジアਓにڵຯ͕
͋りͦ ͏かɺླཱྀ 学生のࢹからௐࠪ
を行ったɻ

ணをレンλルしてɺණ川神社Ͱおࢀ
り෩ླのトンωルをく͙ るɻॏཁจ化
財にࢦ定さΕている喜多Ӄɺຌಙఉ
ԂͰ和ࡾຍ࡞りをମݧするɻଂり
の֗ฒΈͰߐ戸࣌のԼ町のง
ғؾをମݧしてきな͕ら川ӽのシン
Ϙル「࣌の」をݟてɺお土産をങ͏
ʜ んͦなಈըを8F$IBUなͲのࠂ
Ͱใൃ৴を行 ͱ͏Αいͱ͑ߟたɻ

һڭಋࢦ
খ୩ࢠܙઌ生
からのコメント

ɺ大มな෦分多かったɻླཱྀ࡞長くଓくதͰの旅行プラン͕ݴ事ଶએٸۓ 学生͕2
໊いたこͱからɺインόンυの旅行ऀͰなくɺ在日֎ࠃਓに͚た日本のྺ࢙の学ͼ
จ化ମݧをする旅行プランをߟ る͑ͱい͏ࢹ໘നかったͱ͏ࢥɻ

SDGsにݙߩする旅行商品

໌ւ大学খ୩ࢠܙゼミチームĊĠĒʤ川ӽͰλイムεリップツアーʥ
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ྲྀ௨Պ学大学ɹਗ਼ਫ৴ゼミ/দཾࡔɺ७生ɺグΣンアン

日ৗのݪʵ神戸ͱۙ߫ʵ

たちϖルιφを使༻しɺλーήットをࢲ
ઃ定したɻͦ の結果からɺλーήットを20
のൺֱతアクティブͰ৯ͱܠ৭をָ
しΈたいカップルにߜるこͱにしたɻͦ し
てɺ にબんͩの͕ւͱ山にғまΕ
ているฌݝݿͰ͋るɻͦ のதͰ໌石
S D G sの未 དྷ 都 ࢦにࢢ 定さΕておりɺ
྆ํのັྗを ら͑Εるͱ͑ߟたɻ20
のSDGsに͋まりڵຯのないੈにɺま
ͣSDGsにڵຯを࣋っていたͩきɺී
ஈの日ৗのதͰSDGsをҙࣝしてら͏
こͱから࢝ΊΑ͏ ͱاըしたɻ

本プランをߟ る͑に͋たりɺSDGsをݩʑ
っているਓͦ ͏ͩ ͕ɺࢲたちのΑ͏ な
20のਓSDGsのଘ在をらなかっ
たりɺઆ໌するの難しいͱい͏ ํ͕大
ͰڵຯҎલの題 ͱͩ͑ߟたɻͦこ
Ͱɺこ͏ いったएऀ͕ڵຯをऒくΑ͏ な
##2Ͱ͋ったりカϑΣをプランにೖΕる
こͱͰҾきدせɺ自વͱSDGsに৮Εな

ら͕っていってら͑ たらなͱߟ た͑ɻ

今ճɺൺֱతアクティブͰɺ৯ͱܠ
৭にؔ৺の͋る20カップルにϖル
ιφをઃ定しɺͦ のカップルのझຯ
きなこͱをަ͑な͕らɺSDGsにつ
いてਂくؔ৺の͋るਓじΌなくてɺ
きな日ৗをָしΈな͕らແҙࣝに
SDGsについてるこͱのͰきるプラ
ンにしΑ͏ ͱ͑ߟたɻͦ Ε͕SDGsにऔ
りΉきっか ͱ͚なるͰ͋Ζ͏ ɻ

SDGsについてɺ͋ まりएいੈにͦ ͦ 
らΕていないのͰɺるɺकるɺ活かす
のるの෦分をॏతにஔいてɺ͋ まり
SDGsにڵຯ͕ബいਓͰSDGsにڵຯ
を࣋ってくΕるきっか に͚なるプランになる
Α͏ にɺ͋くまͰ##2カϑΣのきなਓ
͕ूまっていたͩいてͦ こからを͛
Α͏ ͱするのͰ る͋ɻ୭Ͱ行いすい
SDGsऔりΉきっか͚࡞りをおॿ Ͱ͚
きたらいいͱ͑ߟ たɻ

һڭಋࢦ
ਗ਼ਫ৴ઌ生
からのコメント

ݩ・神戸ͱSDGsの͑ߟを結ͼつ͚るプϩηεͰͱてۤ࿑していた͕ɺ都ࢢにྡする
自વͱい͏؍Ͱ ま͏くまͱΊるこͱ͕ͰきたاըɻఏҊॴに࣮ࡍにをӡͿなͲɺリアルさ
を͏ গしٴすΕɺさらに良いఏҊに্͕ったのͰɺͱい͏͕৺りͰ͋るɻ

SDGsにݙߩする旅行商品

アεトϩʢ੨ʣ団ʤSDGs旅行商品ʥ
和歌山大学ɹ佐野楓ゼミ/尾্雄հɺᴡ藤࠼ՖɺԘ࿏࠼೫ɺ୩࠼ࣿޱ

「謎解きήーム」̫ SDGsツアー

「 S D G sリアル謎 解きツアー」ɺ和 歌
山ݝのനをతͱしたήーム֮ײ
ͰָしくS D G sを学る旅 行 商 品Ͱ͋
るɻSDGsをΑりしΈすいのにした
いͱい͏いからɺۙ  ࢢ  ن ͕֦
大に͋る「謎解きήーム」をհした
ツアーをاըしたɻSDGsにؔ࿈した謎
解き題ͰɺനならͰのΦリジφ
ルεトーリーͱݱͰしか解͚ない題
を࡞ するこͱにΑりɺ৽しいࢹ Ͱന
ޫ؍をָしΊるをڽらしたɻւの
自વ͕๛かなനをにɺ「ւの๛
かさをकΖ͏ 」をじΊͱしたSDGsに大
いにݙߩͰきる旅行商品をり্͛て
Ώきたいɻ

λーήットͰ る͋ؔ西在ॅの大学生に
「リアル謎解きイϕント」にڵຯ͕͋る
かɺアンケートをऔったͱこΖɺ���ׂのਓ
ຯ͕ڵ͕ る͋ͱճした͕ɺ��2ׂのਓ

ま͕ͩ Ճしたこͱ͕ࢀ ないͱճしたɻ一
ํɺ今ࢀޙՃしてΈたいͱ͏ࢥ大学生
�ׂҎ্ͱ大多Ͱ͋ったɻ্ 記の
Αりɺ謎解きイϕント長性の؍ る͋
コンテンツͩ ͱ͑ߟɺ商品࡞を行ったɻ

�ճのݱௐࠪをܦてɺSDGsͱؔ ࿈性
のߴいεϙットをબ定したɻ謎解き題ɺ
อશをૌڥ る͑നઆにͮجいた
εトーリーを࡞しɺ一の謎解きブック
会ݧしたɻテεトプレイを兼Ͷたମ͕
࣮ しɺ࣮ࢪ に学生に題を解いてࡍ
らったɻまたɺλーήット͕ ΉՁ֨ଳの
ҿ৯ళSDGsの行ಈҊのまͱΊϖー
ジ࡞しɺಉࢠのॆ࣮をਤったɻ

まͣ λーήットͰ る͋ؔ西の大学生に
ҭコンڭޫ؍ؔ西ڠɺ大学生͚
ιーシアムを௨じた13を༧定しているɻま
たɺനڠޫ؍会ɺํメσィアからの
13にΑりɺനのߋなる活性化に͛ܨ
たいɻさらにɺ謎解き̫ 旅行ͱい͏ ൺֱత
৽しいࢢͰ る͋たΊɺࢢ֦大の期
ࠐΊɺ+3ɺ謎解きにؔ࿈するൢ࿏ͱ
いったΑり多くのํの13ݕ౼தͩɻ

һڭಋࢦ
佐野楓ઌ生
からのコメント

ۙさΕている謎解きήームをりޱにしてɺSDGsリアル謎解ツアーをاըしたɻήー
ム֮ײͰSDGsにؔするࣝをָしく学るこͱ良かったͱ͏ࢥɻまたɺSDGsɺ謎解きήー
ムͱനޫ؍ͱい 3͏つのཁૉをɺ一つのεトーリーに͏ まくまͱΊたこͱධՁしたいͱ͏ࢥɻ

SDGsにݙߩする旅行商品

̣̚ ʤ̤SDGsリアル謎解きツアーʥ
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ྲྀ௨Պ学大学ɹਗ਼ਫ৴ゼミ/দཾࡔɺ७生ɺグΣンアン
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るɻSDGsをΑりしΈすいのにした
いͱい͏いからɺۙ  ࢢ  ن ͕֦
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ฌݝݿ多可町

多可町の定番お土産

多可町ɺ自વͱアクηεの良さ͕ௐ和しɺ田Ԃ෩͕͕ܠるञถ

山田ۋのൃͰ り͋ɺܳ品৯品なͲ多くの特産品͕͋る町ɻ

多可町ͱい͑こΕʂͱい͏ສਓ受͚するΑ͏ な定番土産品をఏҊす

るɻ

多可町͕行͏ɻݝݿの日ൃのまちɺฌܟҊの商品化༺࠾

St u d en t  In n o v at i o n  Co l l e g e  2 0 2 1 99

1 0 0 ӡͩΊし たかたかきなこ

1 0 1 αクッͱたかΊん

1 0 2 多課長

1 0 3 ラϕンμーゼリー ʙ͋なたをっていますʙ

1 0 4 多可おこし

1 0 ܹײɺँײ 5 多可͋らΕ

1 0 6 多可のいちりん

1 0 7 ͋まのじΌ͚

1 0 8 たかのトリコ

1 0 9 多可のๅ石ʙλカλーλンʙ

1 1 0 たか

1 1 1 多可ラメル

1 1 2 ฌݝݿ多可町ʠ͋ったかʡ͑͝んαブレ

1 1 3 λカϏε

1 1 4 多可खശ

1 1 5 多可レーψ
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大ࢢࡕ立大学ɹখྛゼミ/ӓྏɺᬒᕣೋ郎ɺத西ਅً

ࢠʷବ՛ࢠ つ̫な り͕

「ӡͩΊし たかたかきなこ」ɺࢠ
をメインにおΈくじをָしΉこͱ͕ग़དྷる
一ޱαイズのきなこͰ͋るɻ
この商品ɺࢲたち͕࣮ࡍに多可町に
๚Εたࡍにײじたɺࢠ࿈Ε͕সإͰ
༡んͰいる༷ࢠ๛かͰͲこかջか
しいイメージを۩ ݱ 化するのͰ͋るɻ
多可町のੲջかしいงғؾをବ՛ࢠ
屋ͱॏͶる͚ͩͰなくɺՈ ৬  
ؒͱָしΊるおΈくじཁૉをೖΕるこͱ
ͰɺएஉঁにѪさΕつな͕りをײじら
Εる定番土産を࡞っていきたいɻ

132ਓをରにしたௐࠪにΑるͱɺ৽型
コϩφイルεのӨڹにΑり֎ग़੍͕ݶ
さΕɺ�3�のਓՈͰա͝す͕ؒ࣌
૿͑たͱճしたɻ在宅ͰָしΊる商
品のधཁ͕ߴまっているこͱ֬かͰ͋
りɺ多可町Ո࿈Εの٬ޫ؍多い
こͱからɺ٬ޫ؍のࢠ࿈Εをλーήッ
トにՈͰָしΊるおΈくじཁૉを٧Ίࠐ
んͩ商品を開ൃするこͱにしたɻ

おΈくじのཁૉをؚΊるたΊにɺきな
この۲のઌに�パλーンの৭を
つ͚ɺ৭にԠじて大 吉ʙڟのӡ 
を こ͏ͱ͕ग़ དྷる ֻ͚をऔりೖ
Εたɻまたɺ۲をແ࡞ҝにબͿこͱ͕
ग़དྷるܗঢ়にしɺ৯るਓ自͕࣮
におΈくじをҾくྟࡍ ײをຯΘ る͑
パッケージにしたɻ

この商品のコンηプトͰ͋るつな͕り
じらΕるΑ͏ײ͕ なプϩモーシϣンをߟ
͑たɻϋッシϡλグたかΈくじͰ商品を
ָしΉ༷ࢠをS/SにアップするこͱͰɺ
お土産を௨じたަྲྀػ会をग़する
こͱ͕Ͱきるɻまたͦのଞにɺ優秀な
ߘをしたํに多可町からグッズを
ଃってら͏ こͱ͕ Ͱきɺ多可町の
Ίてら͏ߴをײۙ こͱ͕ 可Ͱ る͋ɻ

һڭಋࢦ
খྛઌ生
からのコメント

ळカンのプレゼン༰をߟ࠶しɺౙカンͰまったくҟなるఏҊをしたの༗ӹなҙࢥ決定
Ͱ͋るɻջかしさを۩ݱ化したお՛ࢠͱして「ବ՛ࢠʢ৯؝۩ʣ」にしたの良かったɻ
課題製品のͱプϩモーシϣンํ法Ͱ͋るɻ

多可町の定番お土産

たかたかʤӡͩΊし たかたかきなこʥ
ؔ西大学ɹಙ山ඒܙゼミ/Տ田ਅɺখ୩こまちɺۙ 藤߂ߴɺ土井ߊ

भラーメンをαクッͱखܰにຯ
Θ͑ るお՛ࢠ

「αクッͱたかΊん」ɺ多 可 町の͝
グルメͰ͋る「भラーメン」をαクッ
ͱखܰにຯΘ こ͏ͱ͕ग़དྷるɺラーメンε
φックͰ͋るɻ多可町ͱラーメンεφック
のڞ௨ɺͲこかջかしさ͕͋るͱい͏
こͱͩɻこの商 品ɺࢠ のおつ・ڙ
のおつまΈ・のママ༑のプチΪ
ϑトͱしてΕるお՛ࢠͱしてɺλーήッ
トͱなるՈに߹Θせたߪങ͕可
なお՛ Ͱ͋るɻࢠ りのຯͰ͋ތのݩ
る「भラーメン」ɻまͣ「भラーメ
ン」をってらいɺͦ こから多可町のೝ
্にݙߩͰきるͱ͑ߟたɻ

多可町を๚しɺ「༨ՋଜެԂ」に
དྷていたՈにインλϏϡーを行っ
たɻͦ の結果ɺ神戸なͲから༡ͼにདྷ
ているਓ͕多かったたΊɺͦ のਓたち
をλーήットにするこͱにしたɻまたɺط
ଘの多可町のお土産日࣋ち͕し
ないのりにくいの͕多かったɻ

こͦͰɺ多可町らしさ͕ り͋つつɺこ
ΕまͰになかったお土産を͑ߟたɻ

まͣɺ多可町に͋るラーメン屋さんか
らεープをఏ してら͏ڙ こͱ͕Ͱき
たɻͦ のޙɺ製ا業のྗڠを得てɺ
 भラーメンのεープをラーメンε
φックにབྷΊるこͱ͕Ͱきたɻͦ のࡍɺ
パッケージこͩΘりɺҬݶ定をਪ
しつつɺ多可町のใをࡌせたɻお
土産ͱい͏ こͱͰɺ「λカλーλン」のリ
Ϙンを͚ɺりすさにྀしたɻ

多可町ͱラーメン屋ɺαクッͱたかΊん
を͛ܨるൢചଅਐͱしてɺྗڠして
らったラーメン屋さんを利༻したお٬
༷にɺαクッͱたかΊんのҾき݊͑
をɺまたɺαクッͱたかΊんをߪೖした
にラーメン屋Ͱトッϐングແྉしくࡍ
大りແྉをɺ�さくたか�多可町を
͚てߘしたํにɺநબͰαクッͱ
たかΊんをプレゼントするこͱを͑ߟたɻ

һڭಋࢦ
ಙ山ඒܙઌ生
からのコメント

ඇৗにの良いチームͩったͱࢥいますɻ自分たちの֮ײを৴じɺا業をרきࠐΈɺラーメ
ンεφックをプϩトλイプまͰさせた行ಈྗɺチームの団結ྗのࣀͩͱࢥいますɻ
商品اըͱしてɺඇৗにレϕルのߴいఏҊ͕ͰきていたのͰないͰしΐ͏ かɻ

多可町の定番お土産

φルϑΝーレʤαクッͱたかΊんʥ
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多可町の定番お土産

たかたかʤӡͩΊし たかたかきなこʥ
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ؔ西学Ӄ大学ɹ石ॱゼミ/ลՃɺᢠ一ൕɺࣿޱݪ

৽さͱおいしさをֻ͚߹Θせ
た多可町の定番土産

「多課長」ラングυシϟのϗϫイトチϣコ
αンυͰɺラングυシϟ෦分ͱチϣコ෦分
のͦΕͧΕにا業にお͚るϙジシϣンの
໊લをつ͚たɻラングυシϟͱ֊ڃのラン
クをֻ͚た෦長ランクυシϟͱ長ランク
υシϟのؒに課チϣコ͕ڬまΕているɻϗ
ϫイトチϣコにしたཧ༝ͱしてا業にお
いてϗϫイトͱい͏ݴ༿͕クリーンかつϙ
ジティブな印 を༩͑るからͩɻ「 多 課
長」の「多」ͱい͏ 「多可町」からࣈ
ͱっているɻこの商品を௨してくすっͱস

る͑স͕͕إるこͱをئっているɻ

多可町の定番お土産を製࡞するに
͋たってɺ定番Ͱ͋るののɺԿか
インパクトの͋る商 品Ͱな͚Ε多
可 町にをӡんͰまͰങってら͑
ないͱ͑ߟたɻͦ こͰࢲたち৽さ
ͱおいしさの྆ ํを するこͱにٻ
決Ίɺお՛ࢠ自ମおいしさをɺパッ
ケージ໊લͰ৽さをදݱする
こͱにしたɻ

まͣ製 をおئいするا 業を୳し
たɻؔ 西にൢചܦ࿏を࣋つا業に
ґཔしたいͱ͑ߟたこͱからɺؔ 西の
த৺都ࢢのお土産屋をԿ๚Ε
て製ݩをௐࠪしɺަ বをॏͶたɻ
製ا業͕ݟつかった͋ͱසൟ
に࿈བྷをऔり߹いɺํ͕ೲ得する
まͰٞڠしたɻ࠷ऴతにおޓいにຬ
のいく࡞ࢼ品্͕͕ったɻ

今まͰ多可町を๚Εたこͱ͕ ないਓ こ͕
の商品を௨して多可町にをӡんͰほ
しいͱい͏ い͕͋ったたΊɺ多可町֎
のアプϩーチにྗをೖΕたɻ多課長
の定するߪങシチϡエーシϣンにத
ߟのํをߴ て͑いたこͱからɺதߴ
のํʑ͕ूまるࡕ神ڝഅपลのҿ
৯ళにϙελーのࣔܝをおئいするͱい
৽͏しいࢹͰのൢചଅਐを行ったɻ

һڭಋࢦ
石ॱઌ生
からのコメント

「多課長」ɺ৽さͱඒຯしさのόランε͕ͱΕたϢχークなお土産༻のラングυシϟͰ͋
るɻ課長自ら͕社Ͱるこͱɺ৽なお土産ͱしてのফඅシーンを定しɺ町のೝ
্にد༩する৽しい商品Ͱ͋るɻSカレͰ得たݧܦをब活ɺকདྷの事に活かしてほしいɻ

多可町の定番お土産

多可町൝ʤ多課長ʥ
京都産業大学ɹ্ݩゼミ/ݹ川ஐݾɺࣲ 本༞ࠀɺౢ 大ี

多 可 町ͱラϕンμーのັྗを
ってら͏ ゼリー

ラϕンμーのエキεを使 ༻したゼリー
Ͱ͋るɻ৯༻ラϕンμーのೝ
くɺඒ ຯしͦ͏ ͱ͏ࢥਓগないこͱ͕ア
ンケートௐࠪͰΘかったɻしかしɺラϕン
μーೖり৯品を৯たこͱの͋るਓɺ
ඒຯしいͱ͑るこͱ͕多いͱい こ͏ͱ
ΘかったɻなのͰɺラϕンμー৯品を৯
たこͱのないਓにラϕンμーのඒຯし
さを る͑こͱ͕ͰきたらޭͰきるͣ
ͱ͑ߟたɻͦ してɺゼリーのԼにブルーϕ
リーιーεをෑくこͱͰ৯すさを61
させるɻ

多 可 町にラϕンμーパーク多 可
͕ り͋ɺ٬͕ޫ؍多く๚Εるɻͦ こͰɺ
多可町の商ޫ؍課のํにɺདྷ
ऀの ྸ ͱ٬ を࣭ したɻ
ྸதߴ͕多くɺ٬ɺதߴ
の්ɺՈ࿈Ε͕多いͱฦ事
͕ฦってきたɻなのͰɺこの࣭結果
からɺおدりからڙࢠまͰ৯Εる
ゼリー͕いいのͰないかͱ͑ߟたɻ

自分たちͰ� ճほͲࢼ ࡞ 品を࡞っ
たɻ࠷ ॳゼリーにグラσーシϣン
のつ͚ํを֬ೝしɺ2ճҎ߱৯
すさɺຯ ɺߗさなͲのをࢼ ৯を
しな͕らௐɺվળしていったɻラϕ
ンμーシϩップ͚ͩͰຯにบ͕ग़
るこͱからɺブルーϕリーのιーεを
利༻しておいしくするなͲのをし
たɻ

৯༻ラϕンμーのೝ͕くɺお
٬༷に商品をखにऔってら͑ る可
性͕いɻࢲたち͕行ったௐࠪか
らɺパッケージのݟたͰお土 産を
બͿਓ多いこͱ͕ΘかったたΊɺま
ͣ「ങいたい」ͱࢥってら͑ るΑ͏
なパッケージのσβインにするこͱͰ
商品をखにऔってら͏ ɻ

һڭಋࢦ
ઌ生ݩ্
からのコメント

町の໊産Ͱ͋るラϕンμーの্໊にݙߩしूࠐݟ٬͕Ίる商品になるϙテンシϟ
ルをൿΊたプランになったɻたͩし商品化にۤ࿑しؒ࣌に༨༟͕ແかったからかɺλーήッ
トのߜりࠐΈ商品のパッケージσβインなͲɺまͩまͩؤுΕた͕͋ったΑ͏ にࢥ る͑ɻ

多可町の定番お土産

ΰールσンϏーϑण司ʤラϕンμーゼリー ʙ な͋たをっていますʙʥ
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商品をखにऔってら͏ ɻ

һڭಋࢦ
ઌ生ݩ্
からのコメント

町の໊産Ͱ͋るラϕンμーの্໊にݙߩしूࠐݟ٬͕Ίる商品になるϙテンシϟ
ルをൿΊたプランになったɻたͩし商品化にۤ࿑しؒ࣌に༨༟͕ແかったからかɺλーήッ
トのߜりࠐΈ商品のパッケージσβインなͲɺまͩまͩؤுΕた͕͋ったΑ͏ にࢥ る͑ɻ

多可町の定番お土産

ΰールσンϏーϑण司ʤラϕンμーゼリー ʙ な͋たをっていますʙʥ
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京都橘大学ɹ⅖良兼司・今井まりなゼミ/ழ田҂ಸɺ川༟ɺதଜਫɺ山本Ղಸ

10ޙの͋なた

この商品ɺ多可町͕ൃͰ͋る特産
品ɺ山田ۋのञถをϙン՛ࢠにしɺυライ
ϑルーツͱ߹Θせた一ޱαイズのお土産
Ͱ͋るɻ商品໊の「多可おこし」にɺお
՛ࢠのおこしͱҬおこしの
ҙຯ͕ࠐΊらΕているɻ
山田ۋཻ͕大きいこͱからɺ一Ͱ山
田ۋ ͱͩΘかる商品になっているɻまた山
田ۋのञถを使༻するこͱͰɺ「多可町
のお土産」ͱい͏ をアϐールしているɻ
ຯ͕ޮいたυライϑルーツɺຯのアクࢎ
ηントになっているɻ
パッケージをλイムカプηルにするこͱͰɺ
多可町をࢥいग़してら͏ Έになっ
ているɻ

多可町にɺతを࣋って๚するए
ऀ͕いるɻͦ Εɺ߹॓໔ڐ生Ͱ る͋ɻ
こͦͰɺ߹॓໔ڐをݧܦした大学生に

インλϏϡーを行 ͱ͏ɺ߹॓໔ڐͰͦの
Ҭに2िؒ在するこͱͰɺѪண͕

く༙こͱ͕ ໌したɻѪண͕༙いたޙɺ
いग़ͱして࣋ってؼるこͱのͰきるお
土産をఏҊするこͱͰɺ多可町にࢥい
ೖΕの る͋ؔਓ૿ޱՃをਤるɻ

ਫѿͰݻΊたϙン՛ࢠにυライϑルー
ツをのせてݻΊたɻυライϑルーツのࢎ
ຯにΑってɺਫѿのさͱマッチした商
品になっているɻԿ࡞ࢼを܁りฦ
しɺਫѿ͕ࣃにҾっくɺͱい͏ 課題を
したɻ࣮ࠀ 品を町ຽの࡞ࢼにɺࡍ
ํʑにঌし͋ ͕っていた きͩɺ「商品化
しすい」「ଞの商品ͱࠩผ化Ͱきて
いる」なͲのخしいおをいたͩいたɻ

多 可 町  ๚ しɺײじた ັ ྗを
GBDFCPPLͰൃ৴したɻ多可町を๚Εて
いる߹॓໔ڐ生グランϐングࢪઃ利
༻ऀ͕ɺ「࠶ͼ多可町を๚Εたい」ͱࢥ
Α͏͏ にɺޫ؍ใを記ࡌしたマップ

のઃஔをఏҊしたɻまたɺ「多可おこし」
をΊるたΊにɺλーήットͰ͋るएऀ
のチラシɺ�多可おこしなͲɺ
ϋッシϡλグをつ͚たߘをߟ た͑ɻ

һڭಋࢦ
⅖良兼司ઌ生
今井まりなઌ生
からのコメント

町のݱঢ়にରしてɺͻたΉきにدりఴいな͕らɺチームメンόー自͕多可町のؔਓޱに
なっていったɻ活ಈϖージのੵۃతなߋ৽ɺエンήージメントに࣮にදΕているɻ今ޙ
ɺاըにいͩѪをදݱしてɺϢーβーのসࢥ͕إいුかͿ商品の展開を期したいɻॕ

多可町の定番お土産

団ܑ̐ࢠఋʤ多可おこしʥ
ɺߴ大学ɹኍ田ষޫゼミ/ക田ᏬՖـۙ 尾ཅདྷɺਫྕ

をँײ る͑おखい

多 可 町͕ܟ の日ൃ のͰ͋るこ
ͱɺײ ँにҲΕる町Ͱ͋るこͱにணし
たࢲたちɺ日ࠒ ײ ँを͑たい͕

ら͑Εていないͱい͏ਓをλーήットにઃ
定ɻँײを る͑ଆ ら͑Εるଆخし
くなるお土産をࢦしてߟҊしたの͕ɺ
「 ײ ँ ɺײ ܹ 多 可͋らΕ」Ͱ͋るɻ多
可町の自વを活かして࡞らΕる立ৢ
 ༷のおে ༉を使༻した͋らΕͱɺ多
可 町をイメージした৭ ߹いの͋らΕ͕
ೖっているɻँײを͑るޙԡしになΕ
ͱい͏ࢥいをࠐΊてɺँײを͑るख
ஈͱして多く༻いらΕるखࢴをモチーϑ
にしたパッケージσβインͱなっているɻ

たち多可町ࢲ の日ൃのܟ͕」
町」Ͱ り͋ɺँײを大にしているͱい
͏にணしௐࠪを行͏தͰɺ日ײࠒ
ँを͑たい Ͳ͚ ら͑Εないਓ͕多
くいるこͱをൃݟしɺޙԡしͱなる商品
を࡞りたいͱ͑ߟたɻँײを る͑こͱ
にϋーυルのߴさをײじている1ਓの
ঁ性をϖルιφに立てɺ൴ঁ๊͕ る͑
Έを解決する商品を͑ߟたのͩɻ

৭をつ る͚ํ法αイズײɺ༰ྔ
多可町らしさをग़すํ法についてࢼ行
りฦしたɻまたɺパッケージ܁をޡࡨ
Ͳ͏ すΕ͕ँײ͑すくなるのかɺ
Ͳ͏ すΕखにऔってら͑ るのかをߟ
͑ɺ࣋ؾちを る͑खஈͱして༗ޮな
खࢴにたͲりணいたのͰ る͋ɻϖルιφ
にँײを た͑い૬खに࡞ࢼ品を
してらいɺ喜んͰら͑ るこͱ͕ ग़དྷたɻ

ചりなͲについてのఏ ҊにՃ͑ɺ
ܹײɺँײ」 多可 ら͋Ε」のパッケー
ジを෧෩にɺݸแを便ᝦ෩にし
てँײを͑すくするこͱͰɺこの商
品をߪೖして༑ୡಉ྅のํに商品
ͱ一ॹにँײを͑ていた くͩɻまたɺ
ࠐแのཪに多可町のใをりݸ
ΉこͱͰ多可町のັྗを多くのਓに
͛るこͱ͕ ग़དྷるͱߟ て͑いるのͩɻ

һڭಋࢦ
ኍ田ষޫઌ生
からのコメント

を͑たい͚Ͳεトレートにँײ き͑ΕないͲかしさを多可町のྫɺ特産をΈ߹
Θせてお土産製品を開ൃɻさらにɺͦ のお土産に多可町ͱؔ࿈͚ͮてεトーリーを開ൃ
しχϡーεͱしてൃ৴しқくֻ͚を༻ҙしたɻのߴいマーケティングاըɻ

多可町の定番お土産

.B1ʤँײɺܹײ 多可͋らΕʥ
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ۨᖒ大学ɹੁ野佐৫ゼミ/ٱՈາɺখྛࣿقɺদ本アイ

ʙΕらΕないい͛ܨますʙ

この商品多可町を๚Εたਓから多可
町をらないਓいを͛ܨるこͱをئ
いɺاըしたɻ多可町を๚Εたࡍにɺ町
ຽಉ࢜の͕ܨりͱ多可町の໊のつく商
品͕ແいこͱにͮؾきを得たɻͦ こͰ༨
ՋଜެԂに多く๚Εていたখさいおࢠ
༷を࿈ΕたएいママにしɺࢠͲか
ら大 ਓまͰָしΊるΑ͏ に可 Ѫらしさを
商品パッケージにදݱしたɻほΖほΖ
のクッキーにマシϡマϩをڬΈɺϗϫイト
チϣコをృるこͱͰɺࢠͲちΖんɺ大
ਓコーώーをยखにָしんͰいた͚ͩ
るɻ

多可町にશࠃతに༗໊な特産品
͕͋るにؔΘらͣɺ「こΕ͕多可町
ͩ」ͱをऒく商 品͕ແいɻͦ こͰɺ
ط ଘのお土 産 品にないਅ ৽しさ
キϟンプブームにをつ͚たɻお土
産品ͱしてχッチͰ͋るεモアαンυ
にしたཧ༝ɺコεトつブランυ
ྗの্をਤΕるͱ͑ߟたからͩɻ

ॳɺ商品に2つの特を࣋たせΑ
ͱ͏していたɻ日本 ञを使 ༻するҊ

ͱɺ山田ۋのถคを使༻するҊͰ͋
るɻͲちらɺ多可町の特産品Ͱ͋る
たΊ「多可町らしさ」をग़せるͱ͑ߟ
ていたɻしかしɺळカンにて山田ۋ
コεト͕かかるͱい͏ࢦఠを受͚ɺ山
田ۋを༻いないシンプルなεモアを
したɻ࡞ࢼ

ൢചॴɺ多可町の2つのಓのӺ
ͱラϕンμーパークにݶ定するɻཧ༝2
 る͋ɻ1つ্記3に多可町の
໊のついたお土産品͕ないたΊͰ る͋ɻ
͏ 1ೖりࠐΈ٬͕ଞのお土産
品ൢചॴΑり多いσーλ͕ る͋たΊͰ

る͋ɻ13についてɺϑΥϩϫー12ສਓを
 る͑ママさんインελグラマーͱメッηー
ジͰりͱりをしɺԠԉしていたͩ る͚ࢫを
ྃঝしていたͩいたɻここからまͣ ൃ৴
しɺͦΕをݟたਓ͕多可町を๚Εɺ商品
をങ͏ ɻͦΕをՈఉ৬Ͱしɺさら
にΊるͱいったํ法を͑ߟ ているɻ

һڭಋࢦ
ੁ野佐৫ઌ生
からのコメント

൴らの൝多可町の町ՖͰ る͋野٠のՖݴ༿「ΕらΕないࢥい」をコンηプトͱしてɺεモア「多可の
いちりん」をఏҊしたɻブランυにඞཁなॹతՁをりࠐΈな ら͕ɺ࣌に߹Θせたεモアͱい͏ 商
品をఏҊしɺඒしいパッケージσβインをࢪした࡞ࢼ品͕ඇৗにߴいの っͩたɻࡉ෦まͰこ
ͩΘる൴らのηンεにをݟுるの͕ っ͋たɻ

多可町の定番お土産

͋さたーたんʤ多可のいちりんʥ
川ケイφߥ立大学ɹ山田าゼミ/ᖒいͮΈɺݝլ࣎

「͋まのじΌくな࣋ؾち」にدり
ఴったお土産

多可町に「ఱअَઆ」のݴい͑
͕͋るɻͦ こからࢲたちɺఱअَなਓの
「っͱૉになりたい�」の࣋ؾちにد
りఴ͏お土産ͱして「͋まのじΌ͚」をఏ
Ҋするɻ
こͦͰɺࢲたちఱअَなਓ͕本Իを
る͑きっか ͱ͚なる「͋まのじΌくจࣈ」を

σβインしたɻこのจࣈɺञをҿΉ
લに「 ס ഋ 」ͱい͏Կ ないηリϑにؾ
ݟ る͕͑ɺҿΈऴ る͑ͱ「εキ」「アリΨ
ト」なͲのී ஈ͑ݴない本 Ի͕ුか
ͼ͕͋るֻ ͱ͚なっているɻ
この「͋まのじΌ͚」を௨してコミϡケー
シϣンの大 さを多 可 町からൃ ৴した
いɻ

୭しՈ・༑ਓ・࿀ਓのΑ͏ なۙな
ਓにఱअَなଶをͱってしまったܦ
るͣͩɻྫ͕͋ݧ ͑いつ͑ࢧて
くΕているՈにૉに「 り͕͋ ͱ͏ 」
なかったりͱɻͦ͑ݴ͕ こͰɺࢲたち
5XJUUFSにて「本৺」「ݴ な͑い」なͲ
のキーϫーυをௐࠪしたɻするͱɺૉ
になΕͣにࠔっているఱअَなਓୡ
͕ඇৗに山ډるこͱを֬࠶ೝしたɻ

༿に本Իの「アリΨト」ݴの「ഋס」
「εキ」をせるϑΥントのσβインに
ۤ࿑したɻまたɺञの৭を利༻して͋
まのじΌくจࣈをม化させるたΊɺラϕル
Ͱの৭のݱ࠶߹せにしたɻ
しͦてɺ୭か大なਓͱ2ਓͰҿΉこͱを

定しているたΊɺຯҧいの2本ηットͰ
ΘͣखにऔってΈたくなるΑ͏ࢥ なパッ
ケージをࢦしたɻ

使༻するञฌݝݿՃ౦ࢢの山
田ञ৯品ࣜג会社༷に͝ きɺྗڠ

「たきのいͣΈϑルーツञ」の使༻ަ
ব͕立したɻ「 ま͋のじΌ͚ 」のパッケー
ジからɺ5XJUUFS*OsUBHSBNɺ5JL5PL
Ͱ題になるこͱを定しɺS/SͰのプ
ϩモーシϣンをத৺にݕ౼したɻまたɺお
土産Ҏ֎に大なਓにૹるΪϑトͱし
てࡶ՟屋さんΪϑトシϣップのަব
行ったɻ

һڭಋࢦ
山田าઌ生
からのコメント

して「アリΨト」「εキ」を「ഋס」 る͑ञηットɻ多可町にΘるఱअَઆを使っ
てコミϡχケーシϣンツールͱしてのお土産を࡞り্͛たɻ多可町らしい「ほっこりײ」「͋
たたかさ」Θるݟ事なアイσアɻϕεトاըの1つͩɻ

多可町の定番お土産

テンシϣン多可いʤ͋まのじΌ͚ʥ
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ۨᖒ大学ɹੁ野佐৫ゼミ/ٱՈາɺখྛࣿقɺদ本アイ
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һڭಋࢦ
ੁ野佐৫ઌ生
からのコメント
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多可町の定番お土産

͋さたーたんʤ多可のいちりんʥ
川ケイφߥ立大学ɹ山田าゼミ/ᖒいͮΈɺݝլ࣎
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ಉࢤ社大学ɹ田݈司ゼミ/井ՈࢻԻɺڕ山ྯಹɺௗӋ྄༎

ツφグ

「たかのトリコ」多可町の特産品Ͱ͋
る भඦ日Ͳりを使 ༻したεープ࠷த
ͩɻ࠷தのதにɺभඦ日Ͳり団ࢠɺ
ന ࡊ ɺਓ ࢀ ɺܲ Ψラεープʢ ᰒ ཻ ʣ͕
ೖっているɻ৯ํ؆୯Ͱ商品をお
にೖΕɺお౬を͙͚ͩͰεープ͕
するɻこの商品Ͱभඦ日ͲりをΑ
り多くのਓにɺΑりखܰにָしんͰらい
たいɻさらにɺ多可町のັྗを͑るՍ
のΑ͏ڮ͚ なଘ 在になってཉしいͱい͏
いをࠐΊているɻͥ ͻ「たかのトリコ」
を৯て多可町のྂになってཉしいɻ

に多可町に๚Εɺお土ࡍୡ࣮ࢲ
産ചをௐࠪしたɻͦ のࡍɺभඦ
日Ͳりを使༻したطଘのお土産レ
トルト٧؈の商品͕多く৯るの
にख͕ؒかかってしま͏ こͱに͕ؾつ
いたɻͦ こͰࢲୡこのرগなभ
ඦ日ͲりをखܰにɺपりͱシΣアしな͕
らָしΊる商品を࡞りたいͱ͑ߟたɻ

一Ͱ多可町のお土産Ͱ͋るこͱɺ
特産品Ͱ͋るभඦ日Ͳりを使༻し
ているこͱ͕Θる商品になるΑ͏ ࢼ
行ޡࡨしたɻパッケージから「多可
町らしさ」をදݱするたΊɺԿ࡞
を行なったɻいかに受͚औったଆ
のをͻくかɺ印にるかをҙࣝし
な͕ら੍࡞にऔりんͩɻ

この商品多可町のํʑ͕ख土産
ͱしてߪೖしɺଞҬͱ࣋っていく
こͱを 定しているɻ多 可 町のํʑ
の༷ʑなχーズにԠ る͑こͱ͕ ग़དྷる
Α͏ ɺ໘に߹Θせたラインφップを
展開するɻまͣ多可町ଆからൃ৴
するͱい͏ܗͰ商品のೝ্ɺ
さらに多 可 町のೝ    ্
かっているɻ

һڭಋࢦ
田݈司ઌ生
からのコメント

この商品ɺεープ࠷தのதに多可町の特産品͕٧まっている͕ඇৗに໘നいɻお土
産ͱい ͱ͏お՛ࢠを͑ߟқい͕ɺ࠷தを͑ߟたͱこΖにメンόーの優Εたηンε͕දΕてい
るɻこの商品Ͱ͋Εɺࢲͥͻങって৯てΈたいしɺお土産ͱして使いたいͱڧく͏ࢥɻ

多可町の定番お土産

シΣόリエʤたかのトリコʥ
南山大学ɹ川ᚸࢠلゼミ/ଠ田ޫيɺখᖒါرɺୌԬさくら

多可のັྗを͗ Ύっͱ� ৯て
ָしΉλカλーλン�

多可のๅ石ʙλカλーλンʙ和՛ࢠ
Ͱ͋るᘡᘚを༻いて多可町のシンϘ
ルマークͱなるλカλーλンをද したݱ
商品Ͱ͋るɻ定番のお土産をߟҊする
に͋たりɺͲのੈ にѪさΕɺݟた
のඒしいᘡᘚにணしたɻパッケージ
ද໘のઆ໌ଆ໘にプリントさΕたλカ
λーλンにΑりɺॳΊてݟたਓλカλー
λンについてཧ解Ͱきるパッケージͱなっ
ているɻλカλーλンにؔ࿈する৯品の
お土産͕ແいこͱからɺ多可のๅ石ʙλ
カλーλンʙを௨してΑり多くのਓにͱっ
てλカλーλン͕ۙなのͱなるΑ͏ に
していきたいɻ

たちपғのਓにରしてɺお土産ࢲ
を୭にすかͱい ア͏ンケートを࣮ࢪ
しɺͦ の結果からお土産大ਓに
すケーεΑり ਓにすケーε
͕多いこͱ͕Θかったɻͦ Εを౿ま͑ ɺ
たち大ਓにରしてͰなくࢲ
しい ਓにରしてૹるこͱを 定し
たお土産をߟҊしたɻ

パッケージをߟҊするに͋たりɺෳ
のプϩトλイプを࡞したɻ多可町の
シンϘルマークͰ͋るλカλーλンを
アϐールする͚ͩͰなくɺᘡ ᘚ の
ඒしさͱλカλーλン͕ͲのΑ͏ なの
Ͱ͋るかを͑たいͱ͑ߟɺऔりん
ͩɻͦ してपғのํʑからҙݟをい
たͩきɺࢼ行ޡࡨのにパッケージ
を決定したɻ

ᘡᘚݟた͕៉ྷͰ͋るこͱ͕ 1
番のϙイントͰ る͋たΊɺ旅行٬の͕
す͙ にཹまるΑ͏ なചり࡞りをするɻま
たՈ࿈Εの旅行٬͕多いͱい͏ こͱ
からɺキラキラしたの͕大きなࢠͲ
のにೖるΑ͏ にい位ஔͰのઃӦ
を行͏ɻλカλーλンをモチーϑͱしたॳ
の৯品ͱい͏ こͱをڧくԡしग़しɺ多可
町ຽのํʑのؔ৺をҾくのにするɻ

һڭಋࢦ
川ᚸࢠلઌ生
からのコメント

ᘡᘚͱい͏お՛ࢠをฉいたͱきにɺͱての͚ॴ͕Αいなͱࢥったɻおいしいしɺ͑
るしɺ日࣋ちするɻͦ してɺͦ ΕをΪϑトのコミϡχケーシϣンに活༻するํΑかったɻळカ
ンͰ課題にਅ໘に͑た製品になっていたͱ͏ࢥɻ

多可町の定番お土産

南山大学川ゼミ多可町チームʤ多可のๅ石ʙλカλーλンʙʥ
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のプϩトλイプを࡞したɻ多可町の
シンϘルマークͰ͋るλカλーλンを
アϐールする͚ͩͰなくɺᘡ ᘚ の
ඒしさͱλカλーλン͕ͲのΑ͏ なの
Ͱ͋るかを͑たいͱ͑ߟɺऔりん
ͩɻͦ してपғのํʑからҙݟをい
たͩきɺࢼ行ޡࡨのにパッケージ
を決定したɻ

ᘡᘚݟた͕៉ྷͰ͋るこͱ͕ 1
番のϙイントͰ る͋たΊɺ旅行٬の͕
す͙ にཹまるΑ͏ なചり࡞りをするɻま
たՈ࿈Εの旅行٬͕多いͱい͏ こͱ
からɺキラキラしたの͕大きなࢠͲ
のにೖるΑ͏ にい位ஔͰのઃӦ
を行͏ɻλカλーλンをモチーϑͱしたॳ
の৯品ͱい͏ こͱをڧくԡしग़しɺ多可
町ຽのํʑのؔ৺をҾくのにするɻ

һڭಋࢦ
川ᚸࢠلઌ生
からのコメント

ᘡᘚͱい͏お՛ࢠをฉいたͱきにɺͱての͚ॴ͕Αいなͱࢥったɻおいしいしɺ͑
るしɺ日࣋ちするɻͦ してɺͦ ΕをΪϑトのコミϡχケーシϣンに活༻するํΑかったɻळカ
ンͰ課題にਅ໘に͑た製品になっていたͱ͏ࢥɻ

多可町の定番お土産

南山大学川ゼミ多可町チームʤ多可のๅ石ʙλカλーλンʙʥ
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日本大学ɹ石田大యゼミ/҆ୡஐ࠸ɺ長࠼Ֆɺ山田ါಸɺ山ࡍઇࡊ

シΣアする多可町

たかɺ「౾ϕϏーカεテラ」を۲に
した商品Ͱ る͋ɻ
たかͰコンηプトͰ͋る「シΣアする多
可町」を࣮ݱしɺ自分のΈͰָしΉ͚ͩͰ
なくɺଞのਓにお土産を௨じて多可町を
シΣアするこͱͰɺ多可町をさらに多くのਓ
にってらいたいͱい͏ࢥいをࠐΊてい
るɻ
۲にしたཧ༝ͱしてɺঢ়のお՛ࢠに
するこͱͰ࣋ちすさを࣮ݱしɺपғのਓ
ͱ一ॹに৯らΕる事をతͱしているɻ
生ɺ多可町産のݜ౾を使༻した
特Ͱ͕ײらかな৯ る͋ɻͦしてɺϑレー
όーΈの͋るプレーン・ཻ ͋ん・カε
λーυのࡾछྨͰ る͋ɻ

多可町に๚Εる٬ޫ؍ྩ和ݩ
に103ສਓͰ͋るɻ旅行ग़ுͰ
お土産をඞͣങ ͱ͏い͏ ਓ͕�ׂͱ
い͏ こͱからɺ多可町を๚Εた٬ޫ؍
の͏ ちお土産をߪೖするਓ�1ສਓ
いるͱ༧ଌɻさらにɺたかをങいたい
ͱ͏ࢥਓ͕�ׂͩったこͱからɺ多可
町を๚Εた٬ޫ؍の͏ ち「たか」を
��ສਓ͕ߪೖしてくΕるͱࠐݟΊるɻ

たかの࡞ࢼ品を࡞るに͋ たってɺ生
にຯɺ౾をೖΕたのを͑ߟたɻϑ
レーόーɺカελーυɺチϣコɺチーズɺ
ཻ͋んɺຯをߟ た͑ɻࣸ ਅɺこΕらの
プϩトλイプを࡞したࡍののͰ る͋ɻ
りฦした結果ɺ生に܁৯をࢼͱ࡞ࢼ
౾を使༻しɺϑレーόープレー
ンɺཻ ͋んɺカελーυを使༻するこͱに
決定したɻ

ϋッシϡλグػを利༻したS/Sを
༻いた活ಈを行͏ɻϋッシϡλグ「シΣ
ア多可」をつ͚てɺたかを࣋ったࣸ
ਅをS/Sにߘするɻまͣ ࢲୡから
たかのೝをΊɺ࠷ऴతにた
かをߪೖしてくΕたਓୡに「シΣア
多可」を使ってࣸਅをߘしてら͏
こͱͰɺさらにෆ特定多のਓにシΣ
アしてら͏ こͱを定しているɻ

һڭಋࢦ
石田大యઌ生
からのコメント

旅行土産にখ分͚の՛ࢠをったݧܦないͩΖ͏ かɻたかͦ͏ したシΣアをコンηプ
トにしているɻখ分͚にさΕたঢ়のカεテラɺるのに࠷దな͚ͩͰなくɺ旅のࢥいग़
をしな͕ら৯るのにదしているɻ旅行ޙのͦ͏ した͕ܠにුかͿ商品Ͱ͋るɻ

多可町の定番お土産

石レンジϟーʤたかʥ
法政大学ɹ杉浦未樹ゼミ/石田ࢤӋɺ্ 野ᗛɺ田ᣦࢠɺງޱかすΈ

多可町のએ大使になるこͱ͕
Ͱきるお土産

多可ラメルɺ多可町の特産品Ͱ͋る
౾ೕの෩ຯͱパリッͱしたキϟラメルのຯ
Θい͕ࠞ͟ったɺશੈにѪさΕるクッ
キーͩɻ্ のυライϑルーツ͕良いアクη
ントになっているɻパッケージのද໘ๅ
ശモチーϑͰ͋りɺ多可町のํの༡ͼ
৺をελイリッシϡにදݱしたɻཪ໘に͋
るֆ୳しήームを௨して多可町をָしく
るこͱ͕Ͱきるɻまたɺֆ୳しήームの
͕͑ଐのリーϑレットにࡌりɺͦ こに
多 可 町の໊ ॴ特 産 品についてৄし
いઆ໌ॻき͕͋るɻ

多可町のํにアンケートをͱりɺͦ のத
Ͱڍ ら͛Εたݱ在の多可町の土産品
にରするҙݟχーズからコンηプトを
ઃ定したɻまたɺクッキーのࢼ৯会を行
いɺ�0໊ܭにຯͱݟたにؔしてධՁ
していたͩいたɻパッケージについて
多可町の役֗おこしୂྗڠσ
βイφーのํにҙݟをいɺສਓ受͚
するσβインをࢦしվ良をॏͶたɻ

தのクッキーܭ�ճɺパッケージ
3ܭճにΘたってվ良をॏͶたɻ
クッキーɺສਓに受͚ೖΕらΕるຯ
ͱ৯ײをٻしたɻパッケージɺσ
βイン性ɺコεト໘ɺϢーβーࢹか
らΈたചにお͚るखにͱりすさɺ
ɺお土産ͱして͑ߟちӡͼすさを࣋
受͚ೖΕらΕるのか͋Θせてɺݕ
ূతௐࠪをԿ行いɺվ良したɻ

商品プϩモーシϣンͱしてɺελンプラ
リーイϕントͱখചళͰのࢼ৯イϕン
トの開࠵をܭըしたɻ「多可町まる͝
ͱελンプラリー」をओ࠵さΕる多可
町 商  ؍ ޫ 課にྗڠいたͩきɺ多
可ラメルをイϕントܠ 品にするこͱを
৯イϕントɺ多可ࢼըしɺまたɺܭ
町の༸ ՛ ࢠ ళ؍ ޫ ໊ ॴͰ࣮ ࢪ
するܭըをఏҊしたɻ

һڭಋࢦ
杉浦未樹ઌ生
からのコメント

ສਓ受͚するお土産ͱしたクッキーɺࢼ৯会をॏͶɺݟたຯΑくɺয͕しキϟラメルͱ
υライϑルーツのΈ߹Θせ͕৽ͩったɻ多可町のํʑ͕町をհͰきるお土産をͱい

コ͏ンηプトΑかった͕ɺΈ߹Θせの૬ޮ果をつくるこͱ͕ͰきΕさらにΑかったɻ

多可町の定番お土産

アβトレトϩʤ多可ラメルʥ
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日本大学ɹ石田大యゼミ/҆ୡஐ࠸ɺ長࠼Ֆɺ山田ါಸɺ山ࡍઇࡊ

シΣアする多可町

たかɺ「౾ϕϏーカεテラ」を۲に
した商品Ͱ る͋ɻ
たかͰコンηプトͰ͋る「シΣアする多
可町」を࣮ݱしɺ自分のΈͰָしΉ͚ͩͰ
なくɺଞのਓにお土産を௨じて多可町を
シΣアするこͱͰɺ多可町をさらに多くのਓ
にってらいたいͱい͏ࢥいをࠐΊてい
るɻ
۲にしたཧ༝ͱしてɺঢ়のお՛ࢠに
するこͱͰ࣋ちすさを࣮ݱしɺपғのਓ
ͱ一ॹに৯らΕる事をతͱしているɻ
生ɺ多可町産のݜ౾を使༻した
特Ͱ͕ײらかな৯ る͋ɻͦしてɺϑレー
όーΈの͋るプレーン・ཻ ͋ん・カε
λーυのࡾछྨͰ る͋ɻ

多可町に๚Εる٬ޫ؍ྩ和ݩ
に103ສਓͰ͋るɻ旅行ग़ுͰ
お土産をඞͣങ ͱ͏い͏ ਓ͕�ׂͱ
い͏ こͱからɺ多可町を๚Εた٬ޫ؍
の͏ ちお土産をߪೖするਓ�1ສਓ
いるͱ༧ଌɻさらにɺたかをങいたい
ͱ͏ࢥਓ͕�ׂͩったこͱからɺ多可
町を๚Εた٬ޫ؍の͏ ち「たか」を
��ສਓ͕ߪೖしてくΕるͱࠐݟΊるɻ

たかの࡞ࢼ品を࡞るに͋ たってɺ生
にຯɺ౾をೖΕたのを͑ߟたɻϑ
レーόーɺカελーυɺチϣコɺチーズɺ
ཻ͋んɺຯをߟ た͑ɻࣸ ਅɺこΕらの
プϩトλイプを࡞したࡍののͰ る͋ɻ
りฦした結果ɺ生に܁৯をࢼͱ࡞ࢼ
౾を使༻しɺϑレーόープレー
ンɺཻ ͋んɺカελーυを使༻するこͱに
決定したɻ

ϋッシϡλグػを利༻したS/Sを
༻いた活ಈを行͏ɻϋッシϡλグ「シΣ
ア多可」をつ͚てɺたかを࣋ったࣸ
ਅをS/Sにߘするɻまͣ ࢲୡから
たかのೝをΊɺ࠷ऴతにた
かをߪೖしてくΕたਓୡに「シΣア
多可」を使ってࣸਅをߘしてら͏
こͱͰɺさらにෆ特定多のਓにシΣ
アしてら͏ こͱを定しているɻ

һڭಋࢦ
石田大యઌ生
からのコメント

旅行土産にখ分͚の՛ࢠをったݧܦないͩΖ͏ かɻたかͦ͏ したシΣアをコンηプ
トにしているɻখ分͚にさΕたঢ়のカεテラɺるのに࠷దな͚ͩͰなくɺ旅のࢥいग़
をしな͕ら৯るのにదしているɻ旅行ޙのͦ͏ した͕ܠにුかͿ商品Ͱ͋るɻ

多可町の定番お土産

石レンジϟーʤたかʥ
法政大学ɹ杉浦未樹ゼミ/石田ࢤӋɺ্ 野ᗛɺ田ᣦࢠɺງޱかすΈ

多可町のએ大使になるこͱ͕
Ͱきるお土産

多可ラメルɺ多可町の特産品Ͱ͋る
౾ೕの෩ຯͱパリッͱしたキϟラメルのຯ
Θい͕ࠞ͟ったɺશੈにѪさΕるクッ
キーͩɻ্ のυライϑルーツ͕良いアクη
ントになっているɻパッケージのද໘ๅ
ശモチーϑͰ͋りɺ多可町のํの༡ͼ
৺をελイリッシϡにදݱしたɻཪ໘に͋
るֆ୳しήームを௨して多可町をָしく
るこͱ͕Ͱきるɻまたɺֆ୳しήームの
͕͑ଐのリーϑレットにࡌりɺͦ こに
多 可 町の໊ ॴ特 産 品についてৄし
いઆ໌ॻき͕͋るɻ

多可町のํにアンケートをͱりɺͦ のத
Ͱڍ ら͛Εたݱ在の多可町の土産品
にରするҙݟχーズからコンηプトを
ઃ定したɻまたɺクッキーのࢼ৯会を行
いɺ�0໊ܭにຯͱݟたにؔしてධՁ
していたͩいたɻパッケージについて
多可町の役֗おこしୂྗڠσ
βイφーのํにҙݟをいɺສਓ受͚
するσβインをࢦしվ良をॏͶたɻ

தのクッキーܭ�ճɺパッケージ
3ܭճにΘたってվ良をॏͶたɻ
クッキーɺສਓに受͚ೖΕらΕるຯ
ͱ৯ײをٻしたɻパッケージɺσ
βイン性ɺコεト໘ɺϢーβーࢹか
らΈたചにお͚るखにͱりすさɺ
ɺお土産ͱして͑ߟちӡͼすさを࣋
受͚ೖΕらΕるのか͋Θせてɺݕ
ূతௐࠪをԿ行いɺվ良したɻ

商品プϩモーシϣンͱしてɺελンプラ
リーイϕントͱখചళͰのࢼ৯イϕン
トの開࠵をܭըしたɻ「多可町まる͝
ͱελンプラリー」をओ࠵さΕる多可
町 商  ؍ ޫ 課にྗڠいたͩきɺ多
可ラメルをイϕントܠ 品にするこͱを
৯イϕントɺ多可ࢼըしɺまたɺܭ
町の༸ ՛ ࢠ ళ؍ ޫ ໊ ॴͰ࣮ ࢪ
するܭըをఏҊしたɻ

һڭಋࢦ
杉浦未樹ઌ生
からのコメント

ສਓ受͚するお土産ͱしたクッキーɺࢼ৯会をॏͶɺݟたຯΑくɺয͕しキϟラメルͱ
υライϑルーツのΈ߹Θせ͕৽ͩったɻ多可町のํʑ͕町をհͰきるお土産をͱい

コ͏ンηプトΑかった͕ɺΈ߹Θせの૬ޮ果をつくるこͱ͕ͰきΕさらにΑかったɻ

多可町の定番お土産

アβトレトϩʤ多可ラメルʥ
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法政大学ɹ本條晴一郎ゼミ/౦樹ɺؔ 今日ࢠɺ山ޱਅึ

ԑʷؙʷԁ

「͑͝んαブレ」ɺޒԁۄのܗをした
ສਓ受͚するɺココアαブレɻܟの日
ൃの町ɺ多可町͕ॏんじる「͝ԑ」ɺ

しͦて多 可 町からײじらΕるԹかくɺؙ
いง ғ をこの商ؾ 品にりࠐんͩɻま
たɺ多可町の町ষを࿈させる「」ͱ
「  」をトッϐングのラズϕリーͱϐελ
チΦͰදݱしɺͻͱくちͰ多可町のັྗ
をおಧ͚ɻϙチ袋෩のݸแɺ12ݸೖ
りͰɺؙ いリーϑレットきɻശؙいܗ
にɻ大 な͋のਓにすॠ ؒ ɺͦ して
ったޙ多可町͕ॏんじる「͝ԑ」を
じらΕるɻײ

コϩφՒͰ多可町を๚するこͱ͕ 難
しいதɺ商ޫ؍課のํʑͱΦンライ
ンミーティングをॏͶたɻͦこͰ得らΕた
「多可町໌るいํ͕多い」「ܟ
のਫ਼神をॏんじる」ͱい͏ Αりɺコンηプ
トを「ԑʷؙʷԁ」にઃ定ɻさらにɺお土
産にٻΊるこͱについて෯いੈに
ௐࠪを行い「 ଆ͏͋ る͛ଆせに
なるお土産」を࣮ݱしたいͱߟ た͑ɻ

パッケージσβインを特にɻ「お
ۄɺ の͏خしい�」「͋͛た࣌喜ん
Ͱら͑ るのخしい�」ͱい͏からϙ
チ袋෩のݸแにしɺ「͏ଆ͋ ͛
るଆせに」を࣮ݱɻؙ いശɺリーϑ
レットɺݸแのཪ໘にɺ多可町の
ັ ͱྗࢲたち͕͛ܝたコンηプト「ԑʷ
ؙʷԁ」をදݱɻ多可町のັྗຬࡌ
Ͱ͝ԑをײじるお土産を࡞り্ ͛たɻ

「શࠃに多可町をΊたい」を࣮ݱす
るたΊに「お土産」ͩ ͚にͱͲまらͣ 「ଃ
り」ͱして展開ɻ多可町の事業
ॴͱશࠃのࡶ՟屋にൢചަবを行っ
たɻまたɺ͝ ͑んαブレのັྗ͕٧まっ
た101をઃஔするこͱをఏҊɻさらにɺ
ެࣜ*OsUBHSBNを開ઃしɺ͝ ん͑αブ
レのັྗɺͦして「多可町について」ࢲ
たちの活ಈをަ て͑ൃ৴したɻ

һڭಋࢦ
本條晴一郎ઌ生
からのコメント

ळカンからౙカンにか͚て商品͕গしෳࡶになった分ɺສਓ ͱ͚い テ͏ーマからΕてし
まったこͱ͕੯しまΕるɻશࠃに多可町をΊるͱい͏ඪをɺࡶ՟屋Ͱお土産をൢചする
ͱい͏ܗͰ࣮ݱするಓ͑ݟ͕ےていたこͱߴくධՁͰきɺ࣮ 行さΕてཉしかったͱײじるɻ

多可町の定番お土産

!ēİĵĲʤฌݝݿ多可町ʠ っ͋たかʡ͝ ん͑αブレʥ
ଂ野大学ɹݹ川一郎ゼミ/ࣛࢤଜҁɺೋ֊ಊࠫɺদ田ࣣ

多可町 レ̫トϩ

λカϏεɺ多可町に͋るレトϩཁૉを٧
Ίࠐんͩお՛ ݸͰ͋るɻதɺࢠ แ
のߜりクッキーͰ1�ຕೖりɻクッキー
のࡐྉにɺ山田ۋのถคを使༻して
いるɻ
この商品ɺ商品୨のݟӫ͑を良くする
たΊにೋ৭展開を定しているࠨɻ ଆ
の੨৭ɺ今ഇઢͱなってしまった
屋ઢɺӈଆの৭ɺभඦ日Ͳり・
༿をイメージしているɻശのதにɺ多ߚ
可町のޫ؍のใ͕記ࡌさΕてい
るαイトɺ5"," +0:の23コーυを記
したリーϑレットをೖΕるɻࡌ

お土産を෯いに受͚ೖΕて
ら͑ るΑ͏ にするたΊにɺレトϩཁૉ
をऔりೖΕΑ͏ ͱ͑ߟたɻਓノελル
ジーを֮ る͑ͱɺߪങҙཉ͕૿すͱい

σ͏ーλ͕͋るからͩɻͦ Ε্のੈ
͚ͩͰなくɺए ऀにてまりɺ
ىにएऀのؒͰレトϩブームࡍ࣮
きているɻ

ত和࣌にൢചさΕていたお՛ࢠ
のパッケージをߟࢀにしな͕らɺσβ
インҊをԿパλーン͑ߟたɻσβイ
ンҊ෯いのਓʑにݟてら
いɺҙݟをら͏ なͲしたɻࢲたちͰԿ
か࡞ࢼ品を࡞ったޙɺ࠷ऴతに
製会社さんにମにۙい࡞ࢼ
品を࡞っていたͩいたɻ

定番お土産にするにɺまͣ町のਓ
たちからのೝ ͕ඞ ཁͩͱ͑ߟるɻ
ͦのたΊɺಓのӺ͚ͩͰなくɺ利 ༻
ऀ͕多いεーパーマーケットなͲの
商業ࢪઃͰൢചଅਐを行͏ɻレト
ϩ෩のϙελーを੍࡞するこͱͰɺ多
可町ͱレトϩの結ͼ͚を多くのਓに
ೝしてら͏ ɻまたɺ֦ いߴのྗࢄ
S/S活༻するɻ

һڭಋࢦ
川一郎ઌ生ݹ
からのコメント

コϩφͰなかなかݱにࢹに行͚ͣɺεトーリーをらませるこͱ͕ࠔ難Ͱ͋った͕ɺౙカ
ンલに行くこͱ͕ग़དྷてɺレトϩͱい コ͏ンηプトをͲのΑ͏ に町の未དྷにつな͛てい͚るかɺ
ていたチームɻ͑ߟまͰΑくޙ࠷෦まͰࡉしてらって࡞ࢼの商品を業ऀにࡍ࣮

多可町の定番お土産

Z J QQFFʤλカϏεʥ
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法政大学ɹ本條晴一郎ゼミ/౦樹ɺؔ 今日ࢠɺ山ޱਅึ

ԑʷؙʷԁ
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コϩφՒͰ多可町を๚するこͱ͕ 難
しいதɺ商ޫ؍課のํʑͱΦンライ
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Ͱら͑ るのخしい�」ͱい͏からϙ
チ袋෩のݸแにしɺ「͏ଆ͋ ͛
るଆせに」を࣮ݱɻؙ いശɺリーϑ
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һڭಋࢦ
本條晴一郎ઌ生
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多可町の定番お土産

!ēİĵĲʤฌݝݿ多可町ʠ っ͋たかʡ͝ ん͑αブレʥ
ଂ野大学ɹݹ川一郎ゼミ/ࣛࢤଜҁɺೋ֊ಊࠫɺদ田ࣣ
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ന大学ɹ長࡚秀ढ़ゼミ/石井ปɺՖౡ߂ɺখࣲՆر

多可町からのଃり ਓͱਓを
সإͰ͙ܨお土産

多可खശɺh の日ൃのܟ をɦ
ىしてら͏ こͱをࢦして開ൃした土
産Ͱ͋るɻ長णのɺُ をモチーϑに
したϫッϑルクッキーͰɺݸแのಁ໌
な෦分からُの甲ཏになっているϫッϑ
ル͕͑ݟるɻُ ͕ग़てくる浦 ౡ ଠ 郎の
ޠをイメージした本型のパッケージに
ɺ多可町ܟの日ൃののઆ໌
खശを開͚た浦ౡۄせているɻまたɺࡌ
ଠ郎をٙࣅମݧग़དྷる23コーυを
͚ておりɺ͚إアプリͰࡀをͱった自分
のإをݟるこͱ͕Ͱきるɻ多可खശを௨
して会͕Έօ͕সإになるΑ͏ なɺ
ਓͱਓをসإͰ͙ܨ土産Ͱ͋るɻ

ࢲ ୡɺܟ の日から長 णの 
のُを࿈ししたɻُ ੲから
ΊͰたい長णのͱしてɺ浦ౡଠ
郎なͲの日本ੲにొするɻੲ
ɺԿेܦって͕ܧΕੈを
いͰいるɻhܨ ੈをܨいͰѪさΕる
定番お土産 ͱɦい͏いをࠐΊɺコン
ηプトを決Ίたɻ

パッケージɺੲのಡΈฉかせͰস
になりɺੈإ をܨいͰいるのをදし
た本のܗにしたɻԿ࡞ࢼ品を࡞
しɺΑり本にݟ る͑Α͏ ϑΥント৭
したɻ特తな本型のパッケージ
Ͱັྗతなചりを࡞りɺதُ͕の
ϫッϑルクッキーͱͻͱͰ分かるϙップ
ͱڞにஔいたりɺ立てて本のΑ͏ にݟせ
たりなͲࠩผ化ग़དྷる ྻ͑ߟたɻ

ࡧݕೖˠす͏ˠ会ˠൃ৴ߪ
ˠڵຯ行ಈのαイクルを܁りฦしɺ多
可खശを௨して多可町のັྗにؾ
いてڵຯを࣋ちɺ࠷ऴతに多可町に
行ってΈたいͱࢥってら͏ 事に͛ܨるɻ
ൢചॴɺ多可町のಓのӺ؍
ޫॴを定しているɻまたɺ多可ख
ശのパッケージͰࣸਅをࡱってɺ�多
可खശを͚S/SͰൃ৴してら͏ ɻ

һڭಋࢦ
長࡚秀ढ़ઌ生
からのコメント

ඇৗに行ಈྗの͋るチームͰɺૣ くからアイσアをまͱΊɺ多可町のํʑͱのコンλクトをͱっ
ていたɻळカンͰのධՁをྫྷ੩に受͚ࢭΊɺいちから商品をݟしていたɻプレゼンࢿྉ
վ良にվ良をॏͶɺଞのチームからߟࢀにさΕるଘ在になっていたɻ

多可町の定番お土産

ちーΉDʤ多可खശʥ
和歌山大学ɹ柳到亨ゼミ/田Ղࢠࡊɺཾ 田ઍཬࡊɺ土ڮҍ࣮

してɺ৯てɺָ しΉ� 多可町
のྠ͕͕るお土産品

多可レーψɺ多可町の自વͱਓฑを
දしたマυレーψͰ͋るɻこΕらをදすた
Ίに3つのϙイントにこͩΘったɻ
1つɺマυレーψをすҙຯͩɻっ
ͱ良くなりたいɺͱい͏ҙຯを࣋ちɺ多
可町のؾさくなਓฑをදしているɻ
2つɺ多可町ൃの山田ۋを使༻
したこͱͩɻおञͰなくถคを使 こ͏ͱ
ͰɺڙࢠָしΊる定番お土産品ͱして
ສਓ受͚するをしたɻ
3つɺパッケージに多可町クイズを記
แにクイズをॻくこͱݸしたこͱͩɻࡌ
Ͱɺ多可町をりな͕らɺΈんなͰ会
をָしΊるཁૉをऔりೖΕたɻ

テーマ͕定 番のお土 産 品Ͱ͋るた
Ίɺۭ ଘのお土産طきɺなͲにग़ߓ
品٬ސを؍してങΘΕすい商
品の特を୳ったɻՃ͑てアンケート
ௐࠪを行いɺ͝ 性ͱ࣋ちؼりす
さをॏࢹした商品にしたɻまたɺ多可
町の๚औࡐをॏͶるຖにײじ
た自વの๛かさͱ町ຽのԹかさを
͑たいͱࢥいɺコンηプトを決定したɻ

多可レーψをして多可町にڵຯを
ってら͑࣋ るΑ͏ ɺパッケージσβインを
Կ࿅りしたɻ町のັ をྗ࠷大ݶද
すたΊɺ町ಠ自のฑͰ る͋λカλーλンの
使༻法町のใ͕分かるΑ͏ な
をڽらしたɻ
マυレーψについてɺ多可町を๚した
にいたถคを使༻しɺదなถคࡍ
のׂ߹αイズをるたΊɺ専Ոͱ૬
ஊしな͕ ら࡞したɻ

多可町のೝを্͛るお土産品に
したいͱࢥいɺ多可町֎のൢചॴ
ݕ౼したɻͦ のたΊɺまͣ 町をって
ら͑ るΑ͏ ɺ商品を多可町のޫ؍ͱ
してら͏ࡌܝに৽ฉS/Sにڞ Α͏ ަ
বを行ったɻ多可レーψをったํに町
の๚をଅすたΊにɺ多可町まͰの
φϏ多可町のհಈըをݟらΕる
"3ٕज़をパッケージにऔりೖΕたɻ

һڭಋࢦ
柳到亨ઌ生
からのコメント

ԺかさͱͰ多可町をѪする SVNJ3Fɻ「多可レーψ」Կ多可町を๚Ͷɺ自વͱਓ
ฑにັྃさΕɺ多可町のັྗを͑ɺ多くのਓに多可町ͱ͕ܨってほしいͱい͏ ちをૉに࣋ؾ
දݱした商品Ͱ る͋ɻळカンޙにূݕௐࠪのஈ֊にΈせてくΕたਪਐ ʢྗӦ業ʣੌかったɻ

多可町の定番お土産

SVN J3Fʤ多可レーψʥ
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সإͰ͙ܨお土産

多可खശɺh の日ൃのܟ をɦ
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ਓͱਓをসإͰ͙ܨ土産Ͱ͋るɻ
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ΊͰたい長णのͱしてɺ浦ౡଠ
郎なͲの日本ੲにొするɻੲ
ɺԿेܦって͕ܧΕੈを
いͰいるɻhܨ ੈをܨいͰѪさΕる
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һڭಋࢦ
柳到亨ઌ生
からのコメント
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多可町の定番お土産

SVN J3Fʤ多可レーψʥ
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佐ؒٱ特घ߯

生分解性エコ袋の日本展開

日本Ͱɺ2020�݄1日からレジ袋の༗ྉ化͕開࢝さΕたɻࠃ࿈の

ଓ可な開ൃඪʣを۩ମతにਪਐするたΊのɺ࣋るSDGsʢ͛ܝ

ւ༸Ԛછ͕ਂࠁなόリౡͰ生産さΕているキϟッαόҶ100�の生

分解性エコόックをͲこͰ୭にͲ͏ 展開すきかをఏҊするɻ

ੈ・Ҋの商品化ɺ社会のたΊになる༺࠾ のதの役に立つこͱを会

社の使໋ͱしてɺਓʑのਓ生をΑり๛かにͰきる社会の࣮ݱにऔり

Ή「佐ؒٱ特घ߯」͕ ɻࢪ࣮
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1 1 8 カエルノ

1 1 9 ͼおこん

1 2 0 リーϑʙまほ の͏;くΖͰٿのͻΈつにせまるʙ

1 2 1 �όッグの΅き

1 2 2 メルトンラーメン

1 2 3 メモリアルパック

1 2 4 まͱΊるͱ

1 2 5 'SJFOEMZ #BH

1 2 6 3FUVSO UP OBUVSF

1 2 7 か る͑んϙット

1 2 8 キϟッαόイエンεキットキϟッαόイエンεキット

1 2 9 キϟッαόッグ

1 3 0 旅するプー

1 3 1 1PDLFU#BHʢϙケόッグʣ

1 3 2 ま͏όッグ
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ؔ西大学ɹಙ山ඒܙゼミ/ݪߴౝࢠɺദݪཬԻ

社会をม る͑のɺ土にؐるのɺお
ళͰങ る͑の

カエルノɺͦ のまま২ ら͑Εる袋型のҭ
බϙットͰ͋るɻै དྷのプラεチックͰ࡞
らΕたҭබϙットɺ業のதͰプラ
εチックഉग़ྔ͕多くɺ にѱڥ Ө ڹ
をٴ΅しているこͱ͕分かったɻͦ の
題を解決するたΊにɺ生分分解エコ袋
を活༻した商 品をߟ Ҋしたɻこの商 品
ɺखॱ௨りにΈ立てるこͱͰ立Ͱ
きɺ࣋ち্͛て大 ৎ なҝ ɺ࣮ ༻ 可
ͩɻ「カエルノ͕ をม࣌ る͑�この商
品Ͱ山のਓにসإをಧ͚たいɻ」ͦ ん
なࢲたちのࢥい͕ࠐΊらΕた袋Ͱ͋るɻ

このエコ袋の特からɺಈؔ野
なͲɺ༷ɺԂܳؔؔࡊ ʑなࢪઃͰ
ௐࠪを行ったɻͦ のதͰɺҭබϙット
大ྔのΰミになるたΊɺॲཧにࠔってい
るͱい͏ にணしたɻさらにɺطଘの生
分解性のҭබϙットߴՁͰ分解
͕いたΊɺ一ൠのී͕ٴਐんͰ
いないこͱ͕ 分かったɻҎ্のこͱからɺこ
の袋のҭබϙットの༻をߟҊしたɻ

この商品袋Ͱ࡞らΕているたΊɺ
土をೖΕබ͕ҭつҝのڧ͕࠷大
の課題ͱなったɻͦ こͰ袋のαイズͱ
ったɻ༷߆ঢ়にܗ ʑなαイズをݕ౼
した結果ɺαイズ土බのॏさに
 ら͑Εる3߸ുにௐઅしたɻまたɺ
8��̫ )��̫ D200NNͱଆ໘を長く
しɺ֎ଆにંりࠐΊるܗঢ়にしたこͱ
Ͱɺ立可にしたɻ

この商品にؔ৺をってくΕたఱԦࣉ
ಈԂのྗڠͰ2つのプϩモーシϣン
をߟҊしたɻ1つಈのഉᔔを
利༻したଯංをηットͰൢചするこͱͰ

る͋ɻ2つྛെ࠾ͱࢧׯをֻ͚ɺ
をモチーϑにしたイϕントͰɺこの商品ދ
を২ る͑こͱͰ る͋ɻこのSDGsにؔ࿈し
たプϩジΣクト͕ ৽ฉテレϏにऔり্

ら͛ΕるこͱͰߋなるを期したɻ

һڭಋࢦ
ಙ山ඒܙઌ生
からのコメント

ඇৗに行ಈྗの͋るチームͩったɻアイσィアをࢥいついたらɺ͙にௐࠪώアリングを行
͏ɻμメなら࣍ɺͱい͏ܗͰɺアイσィアを࣮֬に商品化つな͛ていくྗ を࣋ったチームͩっ
たɻͦ の結果ɺコンηプトఏҊ商品化ఏҊレϕルのߴいのͱなったͱ͏ࢥɻ

生分解性エコ袋の日本展開

5P3 J + J -"#ʤカエルノʥ
ؔ西学Ӄ大学ɹ石ॱゼミ/ҏ藤ॣɺࢠ一ًɺफ҆༝ݡ

շదなՈఉࡊԂをαϙートする
৽たなエコ袋

ۙՈఉࡊԂͰ題ͱなっているの
षいの題Ͱ͋るɻચ୕にषい͕つ
いてしまったりɺՆ૭をดΊてしまいඞ
ཁͰないのにエアコンを͚るなͲͩɻ
に৽ฉͰංྉにΑるषい題ࡍ࣮
औり্͛らΕているɻใಓさΕた事ྫの
தにۙ ྡ ॅຽ͕ମ ௐ ෆ良をૌ͑る
事ྫ͋ったɻՈఉࡊԂを行͏ํ͕プラ
ンλーఉのषい͕ݪҼͰ生じるۙ͝
ॴトラブル͝自の生活ڥのष
い͕ؾになるͱい͏課題をキϟッαό製
エコ袋の࣋つݮ ष ޮ 果をҎって解 決
しɺؾ兼ͶなくշదにՈఉࡊԂを行 こ͏
ͱ͕ ͰきるڥをఏڙするこͱͰ͋るɻ

ಠ自の࣮ݧを行ったͱこΖɺエコ袋に
ɺ௨ৗの袋ͱൺてݮषޮ果͕͋
るこͱ͕໌したɻこのエコ袋の特性
を౿ま͑ つつɺۙ のՈఉࡊԂのष
い題にணしɺ͝ ۙॴトラブルなͲ
Ͱਓ͕ؒؔѱ化してしま͏ のを
͙たΊɺこの題の解決をࢼΈるこͱ
を決৺したɻ

ઌड़したଯංを༻いた࣮ݧௐࠪをਐΊ
るͱಉ࣌にɺ袋を࣮ࡍに土のதにೖΕ
るこͱͰ༹ る͚かͲ͏ かͱい͏ を行っূݕ
たɻલऀの࣮ݧからɺषいのをೖΕ
たࡍにषいをݮらすͱい͏ 期తな
໘にお る͚ޮ果をɺऀޙのূݕからɺ
袋͕土のதͰ生分解さΕるのかͱい͏
長期తな໘にお る͚ޮ果をௐɺ࣮
するޮ果を֬ೝしたɻشの商品͕ൃࡍ

日本においてՈఉࡊԂを࣮ࢪしている
ਓɺつまりλーήット3�00ສਓいるɻ
業ؔ࿈の商品をചるΦンラインシϣッ
プϗームηンλーをプレイεͱしɺΦン
ラインシϣップళ಄ൢചͰのࠂを
௨してɺͦ のλーήットにखにऔって
くɻஈɺଞにڝ߹特にない͕ɺফ
අऀ͕༰қにखにऔΕるՁ ͱ֨して利
ӹࠐݟんͰ1ຕ͋たり100ԁͱするɻ

һڭಋࢦ
石ॱઌ生
からのコメント

「ͼおこん」ɺۙ ॅ宅Ͱの業Ͱ生じる題にணした৽しい商品Ͱ͋るɻॅ 宅Ͱ
の業にΑる֎෦ෆࡁܦをいかに解決するかにਅにऔりんͩɺ࣮ を௨じて༗ޮ性ݧ
֬ೝしている͕ૉ晴らしかったɻSカレͰ得たݧܦをब活ɺকདྷの事に活かしてほしいɻ

生分解性エコ袋の日本展開

石ゼミɹエコ袋൝ʤͼおこんʥ
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京都橘大学ɹ⅖良兼司・今井まりなゼミ/খՏѪɺத西司ɺ野大樹

自宅のதͰՈ一ॹに行͏ମ
ࡐڭ型の&SDݧ

この商品ɺ自宅Ͱࢠ一ॹに行͏ɺ࣋
ଓ可な開ൃのたΊのڭҭʢ&SDʣڭ
Ͱ͋るɻࡐ
袋を༹かす࣮ݧからೖりɺクイズい
か͚ͰָしΈな͕らɺ自分事ͱしてڥ
題について͑ߟるこͱ͕Ͱきるɻまたɺ
プラεチックの題キϟッαό袋に
ついてる͚ͩͰなくɺͦ Εらͱଞの題
ͱの͕ܨりについてߟ る͑ɻこのΑ͏ にɺ
ڥٿ社会題について「ڵຯ
を࣋つɺるɺ͑ߟる」こͱをࢠͰ行͏
こͱにΑってɺこΕからのՈ ఉͰの行 ಈ
のม化に͛ܨるɻ
さらにɺこのࡐڭɺՆٳΈの自༝ڀݚ
ͱしてѻ る͑༰ͱなっているɻ

ۙɺSDGs&SDのؔ৺͕ߴく
なっているɻͦこͰɺࣇಐڭҭ学Պのڭ
һڥ学शηンλーのํにɺࢠͲ
のڥ学शについてのインλϏϡーௐ
ࠪを行ったɻௐࠪからɺڥ題ɺ
༷ʑな社会題ͱ結ͼいているこͱ
͕分かったɻまたɺࢠͲの行ಈのҙࢥ
決定ɺ͕行っているたΊɺのҙ
ࣝをม る͑こͱ͕ ॏཁͰ る͋ͱߟ た͑ɻ

༮ࣇ・ࣇಐをҭてているɺڥ題
のؔ৺ る͕͋ ɺࣝे分Ͱない
をλーήットにઃ定しɺࢠͲ͚ɺ大ਓ
 に͚ͦ ΕͧΕࢠを࡞したɻ
ϢーβーテεトͰɺࢠͲ͕ ୀ۶せͣ
にਐΊらΕるかɺ大ਓαϙートしな ら͕
一ॹに学शするこͱ͕ Ͱきるかをূݕし
たɻϢーβーテεトޙɺイラεトのՃɺク
イズࣜܗにするなͲվ良を行ったɻ

京都ࢢに͋るڥ学शηンλーͱ
ఏܞしɺ展ࣔを行 こ͏ͱ͕ 決定したɻま
たɺキϟッαό袋をࢪڥઃͰఏڙ
するɺノϕルティͱしての展開͑ߟて
いるɻڥにؔΘるଞのࢪઃͱڠಇ
しɺೝの֦大をࢦすɻさらにɺࢲた
ち'BDFCPPLϖージͰɺڥ題
についてのษڧ会ͱクイズを行ったɻこ
の༰ɺプϩトλイプͱରԠしているɻ

һڭಋࢦ
⅖良兼司ઌ生
今井まりなઌ生
からのコメント

୳ࡧతௐࠪにおいてɺテーマのഎܠに͋る題にண؟するこͱ͕ ͰきたධՁしたいɻ࣮
をߘग़したɻϖージݟりఴいํをدͲのࢠりฦすதͰɺのɺ܁にϢーβーテεトをࡍ
プϩトλイプに結ͼつ͚るܭը性 り͋ɺಠ自性ͱ࣮ݱ可性を兼Ͷඋ͑たఏҊͰ͋ったɻ

生分解性エコ袋の日本展開

こ͑のʤリーϑʙまほ͏ の;くΖͰٿのͻΈつにせまるʙʥ
りかࢦɺ井ܢಸɺখԘ࠼大学ɹኍ田ষޫゼミ/ฏ尾ـۙ

自分事化しɺ1ਓͻͱり͕ 行ಈを
Ίる࢝

「 �όッグの΅き」ɺキϟッαό袋
をۙにײじるମ ;を௨してɺݧ ੈ 
のSDGsのؔ৺をߴΊɺ1ਓͻͱり͕
SDGs行ಈを࢝Ίるこͱをଅす商品Ͱ͋
るɻSDGsに࠷ؔ৺の͋りɺ未དྷをݟ
ਾ る͑;ੈͰ͋って「自分ͻͱり͕ औ
りんͰ社会มΘらない」ͱࢥいࠐ
Έɺ行ಈにҠせていなかったɻͦ こͰこの
商品を௨じて「SDGs自分͕औりΉ
の」ͱい͏৽ৗࣝをఏҊするɻݸਓͰ
SDGsにऔりΊるこͱにͮؾきɺ࣮ ࡍ
に行ಈҠすこͱをԠԉする商品を開
ൃしたɻこの商品生分解性100�Ͱ͋
るͱい͏࠷大の特を生かしɺِ りのな
いઆ得ྗを࣋つɻ

ݶ大࠷たちキϟッαό袋の特をࢲ
生かすたΊɺ本࣭తなSDGsのਪਐを行
͏きͰ る͋ͱߟ た͑ɻ࣮ にインλϏϡーࡍ

を行 ͱ͏ɺSDGsのೝߴい͕ɺ行
ಈにҠせていないਓ͕ほͱんͲͰ っ͋たɻ
こͦにணし分ੳするͱɺ行ಈͰきていな

いਓɺSDGsを「ଞਓ事」ͱଊ て͑い
たɻͦこͰࢲたちSDGsを「自分事」ͱ
ଊ͑ てら͑ る商品を࡞りたいͱ͑ߟ たɻ

「自分事」にଊ͑てら͏ લにɺキϟッ
αό 袋をखにऔってら͏ඞ ཁ͕
͋ったɻͦ こͰ「खܰさ」ͱ「ָしさ」
をซせ࣋ちɺ;ੈのதͰブームͱな
りつつ͋るΨチϟΨチϟを࡞ࢼ品ͱし
て製࡞したɻϖルιφに࡞ࢼ品を
ମݧしてらいɺͲ͏ したらճしたくな
るかの֬ೝを行なったɻ

袋ͱしてՁ͕֨ߴいたΊɺߪೖにࢸ
らない可性͕ߴいɻしかしɺ;ੈ
のઌਐతなのSDGsにؔする商品
のχーズ一定ଘ在していたɻͦ の
たΊɺSDGsのイϕントͰ展開するこͱ
͕ɺ多くの;ੈに͕る一番のۙ
ಓͰ͋るͱ͑ߟたɻSDGsにؔ৺の͋
る͕ੵۃతに利༻ɺൃ ৴するこͱͰ
日本શମにීٴしていくこͱ͕ Ͱきるɻ

һڭಋࢦ
ኍ田ষޫઌ生
からのコメント

カλチ使༻੍͕ݶさΕつつ͋るϙリ袋ɺしかしૉࡐ自વにؼる袋ͱい͏ औりѻいの難しい
テーマにऔりんͩɻ؍ௐࠪをஸೡに行いɺൃ ࡨ行ࢼしɺݟのཪにજΉਅのχーズをൃݴ
を௨じてΨチϟͱのΈ߹ΘせͰɺプレイεͱプϩモーシϣンの題を解決した展開秀ӻɻޡ

生分解性エコ袋の日本展開

S0$sʤ�όッグの΅きʥ
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京都橘大学ɹ⅖良兼司・今井まりなゼミ/খՏѪɺத西司ɺ野大樹

自宅のதͰՈ一ॹに行͏ମ
ࡐڭ型の&SDݧ

この商品ɺ自宅Ͱࢠ一ॹに行͏ɺ࣋
ଓ可な開ൃのたΊのڭҭʢ&SDʣڭ
Ͱ͋るɻࡐ
袋を༹かす࣮ݧからೖりɺクイズい
か͚ͰָしΈな͕らɺ自分事ͱしてڥ
題について͑ߟるこͱ͕Ͱきるɻまたɺ
プラεチックの題キϟッαό袋に
ついてる͚ͩͰなくɺͦ Εらͱଞの題
ͱの͕ܨりについてߟ る͑ɻこのΑ͏ にɺ
ڥٿ社会題について「ڵຯ
を࣋つɺるɺ͑ߟる」こͱをࢠͰ行͏
こͱにΑってɺこΕからのՈ ఉͰの行 ಈ
のม化に͛ܨるɻ
さらにɺこのࡐڭɺՆٳΈの自༝ڀݚ
ͱしてѻ る͑༰ͱなっているɻ

ۙɺSDGs&SDのؔ৺͕ߴく
なっているɻͦこͰɺࣇಐڭҭ学Պのڭ
һڥ学शηンλーのํにɺࢠͲ
のڥ学शについてのインλϏϡーௐ
ࠪを行ったɻௐࠪからɺڥ題ɺ
༷ʑな社会題ͱ結ͼいているこͱ
͕分かったɻまたɺࢠͲの行ಈのҙࢥ
決定ɺ͕行っているたΊɺのҙ
ࣝをม る͑こͱ͕ ॏཁͰ る͋ͱߟ た͑ɻ

༮ࣇ・ࣇಐをҭてているɺڥ題
のؔ৺ る͕͋ ɺࣝे分Ͱない
をλーήットにઃ定しɺࢠͲ͚ɺ大ਓ
 に͚ͦ ΕͧΕࢠを࡞したɻ
ϢーβーテεトͰɺࢠͲ͕ ୀ۶せͣ
にਐΊらΕるかɺ大ਓαϙートしな ら͕
一ॹに学शするこͱ͕ Ͱきるかをূݕし
たɻϢーβーテεトޙɺイラεトのՃɺク
イズࣜܗにするなͲվ良を行ったɻ

京都ࢢに͋るڥ学शηンλーͱ
ఏܞしɺ展ࣔを行 こ͏ͱ͕ 決定したɻま
たɺキϟッαό袋をࢪڥઃͰఏڙ
するɺノϕルティͱしての展開͑ߟて
いるɻڥにؔΘるଞのࢪઃͱڠಇ
しɺೝの֦大をࢦすɻさらにɺࢲた
ち'BDFCPPLϖージͰɺڥ題
についてのษڧ会ͱクイズを行ったɻこ
の༰ɺプϩトλイプͱରԠしているɻ

һڭಋࢦ
⅖良兼司ઌ生
今井まりなઌ生
からのコメント

୳ࡧతௐࠪにおいてɺテーマのഎܠに͋る題にண؟するこͱ͕ ͰきたධՁしたいɻ࣮
をߘग़したɻϖージݟりఴいํをدͲのࢠりฦすதͰɺのɺ܁にϢーβーテεトをࡍ
プϩトλイプに結ͼつ͚るܭը性 り͋ɺಠ自性ͱ࣮ݱ可性を兼Ͷඋ͑たఏҊͰ͋ったɻ

生分解性エコ袋の日本展開

こ͑のʤリーϑʙまほ͏ の;くΖͰٿのͻΈつにせまるʙʥ
りかࢦɺ井ܢಸɺখԘ࠼大学ɹኍ田ষޫゼミ/ฏ尾ـۙ

自分事化しɺ1ਓͻͱり͕ 行ಈを
Ίる࢝

「 �όッグの΅き」ɺキϟッαό袋
をۙにײじるମ ;を௨してɺݧ ੈ 
のSDGsのؔ৺をߴΊɺ1ਓͻͱり͕
SDGs行ಈを࢝Ίるこͱをଅす商品Ͱ͋
るɻSDGsに࠷ؔ৺の͋りɺ未དྷをݟ
ਾ る͑;ੈͰ͋って「自分ͻͱり͕ औ
りんͰ社会มΘらない」ͱࢥいࠐ
Έɺ行ಈにҠせていなかったɻͦ こͰこの
商品を௨じて「SDGs自分͕औりΉ
の」ͱい͏৽ৗࣝをఏҊするɻݸਓͰ
SDGsにऔりΊるこͱにͮؾきɺ࣮ ࡍ
に行ಈҠすこͱをԠԉする商品を開
ൃしたɻこの商品生分解性100�Ͱ͋
るͱい͏࠷大の特を生かしɺِ りのな
いઆ得ྗを࣋つɻ

ݶ大࠷たちキϟッαό袋の特をࢲ
生かすたΊɺ本࣭తなSDGsのਪਐを行
͏きͰ る͋ͱߟ た͑ɻ࣮ にインλϏϡーࡍ

を行 ͱ͏ɺSDGsのೝߴい͕ɺ行
ಈにҠせていないਓ͕ほͱんͲͰ っ͋たɻ
こͦにணし分ੳするͱɺ行ಈͰきていな

いਓɺSDGsを「ଞਓ事」ͱଊ て͑い
たɻͦこͰࢲたちSDGsを「自分事」ͱ
ଊ͑ てら͑ る商品を࡞りたいͱ͑ߟ たɻ

「自分事」にଊ͑てら͏ લにɺキϟッ
αό 袋をखにऔってら͏ඞ ཁ͕
͋ったɻͦ こͰ「खܰさ」ͱ「ָしさ」
をซせ࣋ちɺ;ੈのதͰブームͱな
りつつ͋るΨチϟΨチϟを࡞ࢼ品ͱし
て製࡞したɻϖルιφに࡞ࢼ品を
ମݧしてらいɺͲ͏ したらճしたくな
るかの֬ೝを行なったɻ

袋ͱしてՁ͕֨ߴいたΊɺߪೖにࢸ
らない可性͕ߴいɻしかしɺ;ੈ
のઌਐతなのSDGsにؔする商品
のχーズ一定ଘ在していたɻͦ の
たΊɺSDGsのイϕントͰ展開するこͱ
͕ɺ多くの;ੈに͕る一番のۙ
ಓͰ͋るͱ͑ߟたɻSDGsにؔ৺の͋
る͕ੵۃతに利༻ɺൃ ৴するこͱͰ
日本શମにීٴしていくこͱ͕ Ͱきるɻ

һڭಋࢦ
ኍ田ষޫઌ生
からのコメント

カλチ使༻੍͕ݶさΕつつ͋るϙリ袋ɺしかしૉࡐ自વにؼる袋ͱい͏ औりѻいの難しい
テーマにऔりんͩɻ؍ௐࠪをஸೡに行いɺൃ ࡨ行ࢼしɺݟのཪにજΉਅのχーズをൃݴ
を௨じてΨチϟͱのΈ߹ΘせͰɺプレイεͱプϩモーシϣンの題を解決した展開秀ӻɻޡ

生分解性エコ袋の日本展開

S0$sʤ�όッグの΅きʥ
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甲南大学ɹ佐藤圭ゼミ/Տ田า߳ɺ⅓野Ꮼ೫ɺനஙଠ

༷ʑなΰミの題を解決する多
な袋໙ػ

Ҋした商品ɺ「メルトンラーߟたち͕ࢲ
メン」Ͱ͋るɻ商品の特ͱしてɺ
౬にΑり༹かし৯るこͱ͕Ͱきるɺ
ないɺফषޮ果͕͋るなͲ͕にڥ
のキϟッαό袋の特を活༻Ͱきるը
期తな商品ͱなっているɻλーήットɺ
 にؔڥ ৺͕ߴいιϩキϟンパーͱし
たɻまたɺஈキϟッαό袋のՁ֨な
Ͳをྀߟし1��ԁͱしているɻ使いํͱし
てɺ֎袋から袋にೖっているラーメ
ンをऔりग़しͦ のまま৯るこͱ͕ग़དྷる
ͱなっているɻまたɺ֎袋ϖットの༷
ฅೖΕݱ在のΰミ袋の༻なͲ多༷
な活༻͕可ͱなっているɻ

Ͱɺ࣮؍ にキϟンプに๚Εࡍ
てɺキϟンプのݱঢ়なͲを؍したɻ
キϟンプのݱঢ়にؔしてɺ෩Ͱ
ΰミ͕ ඈさΕているこͱ͕ 多ʑ り͋ɺ
キϟンプͰの͝Έ題のਂࠁさを
するこͱ͕Ͱきたɻまたɺキϟンプ؍
ͰԿをൢചしているのかɺڥに良
いऔりΈをしているのかなͲを؍
し商品開ൃに活༻するこͱ͕ Ͱきたɻ

Ͱ࣌についてɺळカン࡞品製࡞ࢼ
ɺレジ袋型を࠾༻していたɻしかし
ϑィーυόックを受͚ɺळカンޙにӴ
生໘の؍なͲからϑリーβーόッ
ク型を࠾༻したɻまたɺ袋をキϟッ
αό袋ͱして使༻する利ͱしてɺか
くคεープなͲをಉ෧しキϟッ
αό袋のػをશ໘తにԡしग़す
袋ͱなっているɻ

13ͱしてS/Sͱ࣮ԋൢചを活༻す
るɻS/SͰɺ多ػ性について
ঢ়をൃ৴するɻ࣮ݱ題のڥ ԋ
ൢചɺキϟンプൢചઌͰ͋る
キϟンプ༻品ചりͰ行 こ͏ͱͰɺຯ
にม化のないこͱ༹͚てなくなるこ
ͱを֬ೝしてら͏ ɻのલͰޮ果͕
ΘかるこͱͰߪങҙཉをଅਐするɻ

һڭಋࢦ
佐藤圭ઌ生
からのコメント

生分解性の「お౬に༹͚る」ͱい͏特にணしてɺ活ಈॳ期のこΖから「৯る」こͱにこ
ͩΘったൃの大さߴくධՁͰきるɻまたɺキϟンプͱい ト͏レンυにλーήットをਾ͑た
ηンε͕ޫるɻ生産ମ੍を֬อͰきていΕɺ࣮ まったͩΖ͏ߴ可性͕さらにݱ ɻ

生分解性エコ袋の日本展開

くおんʤメルトンラーメンʥ
神戸大学ɹ宮尾学ゼミ/Տܒݪଠɺؙ 井ྋՆɺ宮લりさ

খಈͩってீいたい

「メモリアルパック」ۚڕϋムελー
ͱいったখಈのϖットͱのஸೡなおผ
Εを࣮ݱするこͱͰ多くのڙࢠに「໋の
ଚさ」を࣮ してら͏ײ 「  ૢ ڭ ҭ 」に
特化した商品Ͱ͋るɻ本商品ɺ土
ͰのϖットͱのおผΕに ૢ ڭ ҭをֻ
͚߹Θせた今まͰにない商品ͩɻ
ૢڭҭにணしたメモリアルパックを
ఏڙするこͱͰɺ໋ を大にͰきるਓࡐ
をҭΈɺSDGs�つのඪͰ͋る「࣭
のߴいڭҭをΈんなに」をୡしたいͱ
ߟ る͑ɻ

ࣂたち͕྆ՈఉͰϖットをࢲ ͏
తの一つに「ૢڭҭ」の࣮͕ݱ る͋
こͱをったɻ果たしてϖットͱのผΕの
໋の大さを学ているのڙࢠにࡍ
かɻ࣮ にをฉくͱϖットをீ͏ॲஔࡍ
をओに行っているの྆Ͱ る͋こͱɺま
たϖットͱのผΕの໘を֮ て͑いない
ਓ͕多い結果ɺ「ૢڭҭ」࣮ݱͰ
きていないݱঢ়͕ る͋こͱ͕ 分かったɻ

ϖットͱのおผΕを௨してڙࢠに໋
の大さを学んͰཉしいͱ͑ߟる྆
をϖルιφͱしɺ「ϖットのࢮを受͚
ΊるϑΣーズ」ɺ「ϖットͱա͝したࢭ
日ʑをࢥいग़しײ ँするϑΣーズ」
の2つの໘の࣮ݱに߆ったɻଋ
ɺϖット͕ 生きていたڥをىさ
せるσβインの֎袋2つのϑΣーズ
の࣮行をαϙートするのͰ͋るɻ

৽ࢢの商品ͱなるこͱから商品の
ೝ͕࠷ॏཁ課題ͱ͑ߟたɻͦ こͰ
特にྗをೖΕたいの͕S/SにΑるൃ
৴ͩɻ࣮ にメモリアルパックͰϖットࡍ
ͱのおผΕをମ ݪしたํのݧ ମ ݧ
をコミックエッηイ෩にհするこͱͰ
この商品Ͱ「ૢڭҭ」を࣮ݱͰき
るこͱをײじɺΑりۙにଊ͑てら͏ こ
ͱをࢦすɻ

һڭಋࢦ
宮尾学ઌ生
からのコメント

খಈのϖットを土する袋ͱい ア͏イσアͦののɺଞチームͰग़ていたΑ͏ ͕ͩɺͦ
Εを「ૢڭҭのたΊのツール」ͱして໌֬にϙジシϣχングしたの͕良かったɻࢢにな
かった製品なのͰɺここから࣮ݱまͰ͕一番ۤ࿑するɻͥ ͻりӽ͑て商品化してཉしいɻ

生分解性エコ袋の日本展開

神戸大学ɹ宮尾ゼミɹエコ袋൝ʤメモリアルパックʥ
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甲南大学ɹ佐藤圭ゼミ/Տ田า߳ɺ⅓野Ꮼ೫ɺനஙଠ

༷ʑなΰミの題を解決する多
な袋໙ػ

Ҋした商品ɺ「メルトンラーߟたち͕ࢲ
メン」Ͱ͋るɻ商品の特ͱしてɺ
౬にΑり༹かし৯るこͱ͕Ͱきるɺ
ないɺফषޮ果͕͋るなͲ͕にڥ
のキϟッαό袋の特を活༻Ͱきるը
期తな商品ͱなっているɻλーήットɺ
 にؔڥ ৺͕ߴいιϩキϟンパーͱし
たɻまたɺஈキϟッαό袋のՁ֨な
Ͳをྀߟし1��ԁͱしているɻ使いํͱし
てɺ֎袋から袋にೖっているラーメ
ンをऔりग़しͦ のまま৯るこͱ͕ग़དྷる
ͱなっているɻまたɺ֎袋ϖットの༷
ฅೖΕݱ在のΰミ袋の༻なͲ多༷
な活༻͕可ͱなっているɻ

Ͱɺ࣮؍ にキϟンプに๚Εࡍ
てɺキϟンプのݱঢ়なͲを؍したɻ
キϟンプのݱঢ়にؔしてɺ෩Ͱ
ΰミ͕ ඈさΕているこͱ͕ 多ʑ り͋ɺ
キϟンプͰの͝Έ題のਂࠁさを
するこͱ͕Ͱきたɻまたɺキϟンプ؍
ͰԿをൢചしているのかɺڥに良
いऔりΈをしているのかなͲを؍
し商品開ൃに活༻するこͱ͕ Ͱきたɻ

Ͱ࣌についてɺळカン࡞品製࡞ࢼ
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һڭಋࢦ
佐藤圭ઌ生
からのコメント

生分解性の「お౬に༹͚る」ͱい͏特にணしてɺ活ಈॳ期のこΖから「৯る」こͱにこ
ͩΘったൃの大さߴくධՁͰきるɻまたɺキϟンプͱい ト͏レンυにλーήットをਾ͑た
ηンε͕ޫるɻ生産ମ੍を֬อͰきていΕɺ࣮ まったͩΖ͏ߴ可性͕さらにݱ ɻ

生分解性エコ袋の日本展開

くおんʤメルトンラーメンʥ
神戸大学ɹ宮尾学ゼミ/Տܒݪଠɺؙ 井ྋՆɺ宮લりさ

খಈͩってீいたい

「メモリアルパック」ۚڕϋムελー
ͱいったখಈのϖットͱのஸೡなおผ
Εを࣮ݱするこͱͰ多くのڙࢠに「໋の
ଚさ」を࣮ してら͏ײ 「  ૢ ڭ ҭ 」に
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ͱのおผΕをମ ݪしたํのݧ ମ ݧ
をコミックエッηイ෩にհするこͱͰ
この商品Ͱ「ૢڭҭ」を࣮ݱͰき
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ͱをࢦすɻ

һڭಋࢦ
宮尾学ઌ生
からのコメント

খಈのϖットを土する袋ͱい ア͏イσアͦののɺଞチームͰग़ていたΑ͏ ͕ͩɺͦ
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生分解性エコ袋の日本展開

神戸大学ɹ宮尾ゼミɹエコ袋൝ʤメモリアルパックʥ
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専修大学ɹ奥瀬喜之ゼミ/Ѩ෦ࣿઍɺ宮Ѯɺᬑ࢜ݓ

一ਓͰͰきる�まͱΊおॿ͚袋ڙࢠ

「まͱΊるͱ」ՆٳΈの自༝ڀݚϫーク
シϣップࢀՃޙɺこͲ一ਓͰମݧ・学
शしたこͱを؆୯にまͱΊるこͱ͕Ͱきる
商品Ͱ͋るɻ「なにからॻ͚いいのか
分からない」ͱい こ͏ͲのΈͱɺ自༝
ݚ のखڀ いにෛ୲をײじるͱい͏อ
のΈを解決するこͱ͕Ͱきるɻදऀޢ
໘にまͱΊるࡍにॿ ͱ͚なる࣭を�つɺ
ཪ ໘にϫークシϣップにࢀ Ճしたͱい͏
ূ໌ॻをσβインしたɻまたɺւのΰミを
使った࡞品੍࡞ϫークシϣップなͲڥ
題のイϕントをओ࠵するا業団ମ
にノϕルティͱして袋を使༻してら͏ こͱ
をݕ౼したɻ

খ学生のอऀޢにՆٳΈの自༝ݚ
についてインλϏϡーしたͱこΖɺอڀ
のෛ୲͕大きいͱい͏͕多くऀޢ
͋ったɻ特にɺ࡞品についてࢴにまͱΊ
るࡍに「ॻく߲を決Ίる」「ݟ本を
せる」なͲख͏໘͕多いこͱ͕ݟ
໌らかになったɻͦ こͰまͱΊる࡞業を
खॿ͚する袋をఏҊしอऀޢのෛ୲
をݮらすこͱにݙߩしたいͱ͑ߟたɻ

生分解性ૉࡐͰ࡞するこͱͰき
なかった͕ɺࢴに印刷をしてϖルιφ
Ͱ͋るখ学生のこͲୡͱอऀޢに
σβインについてのײをきな͕
らࢼ 行 ࡨ したɻ「自༝ޡ ݚ のまͱڀ
Ίをॿ͚る」໘ͰɺಡΈすいจ
の大きさにௐࣈ しɺ「 ࢀ Ճ ূ 」の
໘ͰɺってخしくなるΑ͏ なσβイ
ンをఏҊしたɻ

λーήットͰ͋るখ 学 �  生 の อ
ޢ ऀ ੈ S / Sʢ * O s U B H S B N ɺ
5XJU UFSʣを活༻しɺࢠҭてのใ
を行っているこͱ͕分かったたަ
ΊɺS/SͰまͱΊるͱを࣋ったおࢠさ
んのࣸਅにϋッシϡλグを͚て
してら͏ߘ こͱͰλーήットのೝ
֦大をఏҊしたɻ

һڭಋࢦ
奥瀬喜之ઌ生
からのコメント

ՆٳΈの自༝ڀݚにணした͕Ϣχークなɻ�つの࣭ͰཁをཧͰきるॴૉ
晴らしいɻϫークシϣップͰの本商品のधཁのௐࠪɺૉࡐの࣋つ生分解性ͱい͏特を生
かしたఏҊ͕ͰきるͱΑりΑかったͱ͏ࢥɻ

生分解性エコ袋の日本展開

ちーΉ こ͑ͿくΖʤまͱΊるͱʥ
ࢠʑࡊ生ɺཅొɺᬑ࠼ゼミ/井ٱ大学ɹ佐藤හࡁܦ࡚ߴ

SDGs̫ ҭてしな͕ࢠҭて ʙࢠ
ら社会ݙߩをʙ

「'SJFOEMZ #BH」ɺࢠҭてをしていく
なかͰඞཁͰ͋るおΉつ༻の͝Έ袋Ͱ
͋りɺ一ൠతなおΉつ༻の͝Έ袋Αり
ೖすߪにさしいのͰ͋るɻまたɺڥ
る͚ͩͰ社会͕ݙߩ可ͱなるコーズ
リレーテッυマーケティングをಋೖしてい
るɻ
この商品ɺちΌん͕いるՈఉͰのফ
අྔ͕多いおΉつのΰミにணしɺ使༻
ස ͕多いおΉつ༻の͝Έ袋を生 分
解性の袋にするこͱɻまたɺͦ の袋をきっ
か͚にɺSDGsに৮Ε߹ってらいたい
ͱい͏ いからつくらΕたɻࢥ

アンケートௐࠪͰɺコーズリレーテッ
υマーケティングのೝい
͕ɺ�ׂҎ্のਓ͕社会ݙߩͰきる
商品をߪೖしたいͱճしたɻこのこ
ͱからɺコーズリレーテッυマーケティ
ングをಋೖしೝをߴΊるこͱͰɺ社
会ݙߩͰきる商品をߪೖしたいͱい
͏ਓʑのχーズをΑりຬたせるのͰ
ないかͱ͑ߟたɻ

ଞのおΉつ༻の͝Έ袋ͱのࠩҟをつ
͚るたΊに袋のதԝに2 3コーυを
つ͚たɻこの23コーυをಡΈऔるͱɺ
SDGsにؔする"3ө૾͕ͰてくるΑ
に͏なっているɻこのө૾にΑりɺച্

の3�͕ւ༸͝Έ題解決ɺੈ քの
ちΌんの໋を͏ٹたΊにدさΕ
たͱい͏ こͱをࣔすɻ

生分解性の袋ී௨の袋Αり୯Ձ͕
いɻͦߴ のたΊɺ社会ݙߩを商品の
ՃՁͱしてফඅऀا業にൢചす
るɻا業にɺϕϏールームͰ1ຕ୯位
のൢചをするこͱͰڥにࢠҭてに
ྀしているͱい͏ イメージアップに͕ܨ
るͱい͏ をアϐールするこͱͰൢചを
するɻϕϏールームにこの商品をઃஔす
るこͱͰ商品のೝを得るこͱͰきるɻ

һڭಋࢦ
佐藤හٱઌ生
からのコメント

ॳɺԚΕのࠅいચ୕をೖΕる袋使༻ࡁおΉつをޮ果తにॲཧする袋に使༻Ͱきない
かͱ͑ߟた͕࣮ݧの結果அ念したɻͦ こからɺ土ւͰ分解さΕるͱい͏ తՁにՃ͑ɺػ
SDGsをҙࣝしたɺ社会ɺا業ɺফඅऀのڞ༗ՁをՃしたɻ࣮ にҙཉతなاըҊͰ る͋ɻ

生分解性エコ袋の日本展開

カッパチームʤ'S J FOE M Z #BHʥ
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ಉࢤ社大学ɹ田݈司ゼミ/佐藤ཥՖɺલ川ཨಸɺࡾ浦๖ࢠ

ૹݟ定֓念にͱらΘΕないおݻ
りキット

「3FUVSO UP OBUVSF」ɺくなった
খ ಈ をೖΕɺຒ する商 品Ͱ͋るɻ
۩ମతにɺϖットを土にຒΊるこ
ͱの のܰ߅ Ͱきる্͕ݮ ɺϖットͱ
のࢥいग़をՖͱい͏ܗͰすこͱ͕Ͱき
る商品ͩɻຒΊた袋のදͰछからՖ
をҭてるこͱͰɺۙ くにϖットのଘ在をײ
じるこͱ͕Ͱきるɻこの一࿈のྲྀΕにΑっ
てΑりّࣜతにڙཆするこͱ͕ Ͱきるɻ
の商品をஔいていないϖットޙࢮ在ɺݱ
シϣップ͕多Ͱ͋るたΊɺ৽しい分野
の商品を自分たちのखͰつくっていきた
いͱ͑ߟているɻ

たちɺ土にؐるͱい͏ࢲ キϟッαό袋
の࠷大の特を活かしたいͱい͏ いࢥ
͕͋ったɻアンケートௐࠪの結果ɺ土
をݧܦしたਓのதͰɺ�ׂのਓ͕
土をか る͚こͱに͕߅ り͋ɺ�ׂの
ਓ͕ϖットͱのࢥいग़をܗにしたいͱ
い͏ ճを得たɻͦこͰࢲたちɺখಈ
をくしたਓの�Έ�を৽しいܗͰ
たɻ͑ߟりたいͱ࡞ཆͰきる商品をڙ

খ ಈ にݟ 立てたを袋にೖΕɺ
りฦしたɻ袋の܁かな商品վ良をࡉ
ද໘にɺผΕのݴ༿を௲るこͱ͕
Ͱきるメッηージཝを͚たɻまたɺ袋
自ମ͕গしಁ͚ておりɺখಈ͕֎
から͑ݟてしま͏ 念͕͋ったこͱݒ
からɺ「Ӆす・แΉ」ͱい͏役ׂを果
たせる໖をՃしたɻ

ݱ 在 ɺখ ಈ をڙ ཆͰきる商 品の
͕গないたΊೝ͕いɻͦ の
たΊɺಈපӃのレジԣなͲお٬༷
のࢹքにೖるॴにキϟッαό袋ͱ
パンϑレットをઃஔしೝ্を
ਤるɻߋにɺϖットシϣップͰをҾ
くϙップをઃஔしɺ࣮ にキϟッαόࡍ
袋をൢചするɻ

һڭಋࢦ
田݈司ઌ生
からのコメント

この商品ɺळカンͰ1位になったΑ͏ に大มڵຯਂい商品ͩɻϖットͱ一ॹにɺ২のछ
を土にຒΊるこͱ͕ϙイントͰ͋るɻժをग़したらਫをったりするこͱͰɺϖットのこͱをࢥい
ग़すこͱ͕Ͱきるからͩɻメンόー3ਓの優しさ͕લ໘にग़た優Εたҳ品ͱݴ Α͑͏ ɻ

生分解性エコ袋の日本展開

CV M B Oʤ3F UV SO U P OB U V S Fʥ
தଜ学Ԃ大学ɹ໌神࣮ࢬゼミ/খ川ඒาɺย山Ѫඒɺ⇶༿ɺ山田Նً

をॿڥ る͚২ϙット

「か る͑んϙット」ɺプラεチックを一
使Θないൃժ専༻の生分解性ϙットͩ ɻ
プラεチック製のϏχールϙットͱҟな
りɺ土に自વ分解さΕɺංྉにมΘるͱい
͏特性を࣋った།一ແೋのൃժ༻ϙッ
トͰ͋るɻ
എܠͱしてաڈのԂܳݧܦからɺϏχー
ルϙット͕ 大ྔにࣺてらΕていたঢ়گに
したɻ
する業ମ੍ݮのෛ୲をܰڥ
っていてɺ未ͩ多くのプラεチックࢿ
ঢ়に͋るɻݱを使༻しているの͕ࡐ
さらにɺै དྷのϏχールϙットͰ避͚ら
Εなかった২͑ସ͑のखؒをলきɺ使༻
ऀに利͕͋る商品をߟҊしたɻ

たちɺプラεチック͝Έに֘すࢲ
るのをௐɺͦ のதからキϟッαό
袋の特性を活かしてΰミをݮらせる
のないかͱ͑ߟたɻͦ こͰࢥいつい
たの͕ɺ「土にؐる」ͱい キ͏ϟッαό
袋の特性を活かしɺබの২͑ସ͑の
に生まΕるΰミͱखؒをলく商品Ͱࡍ
͋るɻ

か る͑んϙットɺܘ�DNߴ・ さ�DN
の2߸αイズͩɻイメージͱして�00ԁ
を2ຕฒたくらいの大きさになるɻۄ
ࠜ٧まりを͙たΊに֎ଆにキリトリઢ
を͚たɻ
৭ɺ土ͱのผ͕つくΑ͏ にશମを
ԫ৭にしɺϩΰͱして自分のखͰ野
をकっていこ͏ڥ・り࡞をࡊ ͱい͏ ҙ
ຯをࠐΊてこのϩΰにしたɻ

この商品Ԃܳをܧଓతに行って
おりɺෆຬをڧくײじているํをλー
ήットͱしているɻԂܳをతͱしたํ
͕དྷళするϗームηンλー・Ԃܳళ
をج 本にɺプラεチック のたΊݮ
のエシカルফඅにऔりんͰいる生
ҙࣝڥ野にೖΕるこͱͰɺࢹをڠ
のߴいํに商品をってら͏ こͱ
͕Ͱきるͱ͑ߟたɻ

һڭಋࢦ
໌神࣮ࢬઌ生
からのコメント

͋らΏる֯からૉࡐをۛຯしɺこͩΘりつつアイσアを࣍から࣍ͱ生Έग़していくߟࢥ
のॊらかさにڻいたɻԂܳपりのજ在χーズにΑく͕ؾついたͱ͏ࢥɻこΕ͕࣮ݱしたらɺ
につな͕るのͩΖ͏ݮにɺͲΕほͲのΰミڞ٬のおΈ͕解決するͱސ ͱϫクϫクしたɻ

生分解性エコ袋の日本展開

)"/Dʤか͑るんϙットʥ
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ಉࢤ社大学ɹ田݈司ゼミ/佐藤ཥՖɺલ川ཨಸɺࡾ浦๖ࢠ

ૹݟ定֓念にͱらΘΕないおݻ
りキット

「3FUVSO UP OBUVSF」ɺくなった
খ ಈ をೖΕɺຒ する商 品Ͱ͋るɻ
۩ମతにɺϖットを土にຒΊるこ
ͱの のܰ߅ Ͱきる্͕ݮ ɺϖットͱ
のࢥいग़をՖͱい͏ܗͰすこͱ͕Ͱき
る商品ͩɻຒΊた袋のදͰछからՖ
をҭてるこͱͰɺۙ くにϖットのଘ在をײ
じるこͱ͕Ͱきるɻこの一࿈のྲྀΕにΑっ
てΑりّࣜతにڙཆするこͱ͕ Ͱきるɻ
の商品をஔいていないϖットޙࢮ在ɺݱ
シϣップ͕多Ͱ͋るたΊɺ৽しい分野
の商品を自分たちのखͰつくっていきた
いͱ͑ߟているɻ

たちɺ土にؐるͱい͏ࢲ キϟッαό袋
の࠷大の特を活かしたいͱい͏ いࢥ
͕͋ったɻアンケートௐࠪの結果ɺ土
をݧܦしたਓのதͰɺ�ׂのਓ͕
土をか る͚こͱに͕߅ り͋ɺ�ׂの
ਓ͕ϖットͱのࢥいग़をܗにしたいͱ
い͏ ճを得たɻͦこͰࢲたちɺখಈ
をくしたਓの�Έ�を৽しいܗͰ
たɻ͑ߟりたいͱ࡞ཆͰきる商品をڙ

খ ಈ にݟ 立てたを袋にೖΕɺ
りฦしたɻ袋の܁かな商品վ良をࡉ
ද໘にɺผΕのݴ༿を௲るこͱ͕
Ͱきるメッηージཝを͚たɻまたɺ袋
自ମ͕গしಁ͚ておりɺখಈ͕֎
から͑ݟてしま͏ 念͕͋ったこͱݒ
からɺ「Ӆす・แΉ」ͱい͏役ׂを果
たせる໖をՃしたɻ

ݱ 在 ɺখ ಈ をڙ ཆͰきる商 品の
͕গないたΊೝ͕いɻͦ の
たΊɺಈපӃのレジԣなͲお٬༷
のࢹքにೖるॴにキϟッαό袋ͱ
パンϑレットをઃஔしೝ্を
ਤるɻߋにɺϖットシϣップͰをҾ
くϙップをઃஔしɺ࣮ にキϟッαόࡍ
袋をൢചするɻ

һڭಋࢦ
田݈司ઌ生
からのコメント

この商品ɺळカンͰ1位になったΑ͏ に大มڵຯਂい商品ͩɻϖットͱ一ॹにɺ২のछ
を土にຒΊるこͱ͕ϙイントͰ͋るɻժをग़したらਫをったりするこͱͰɺϖットのこͱをࢥい
ग़すこͱ͕Ͱきるからͩɻメンόー3ਓの優しさ͕લ໘にग़た優Εたҳ品ͱݴ Α͑͏ ɻ

生分解性エコ袋の日本展開

CV M BOʤ3F UV SO U P OB U V S Fʥ
தଜ学Ԃ大学ɹ໌神࣮ࢬゼミ/খ川ඒาɺย山Ѫඒɺ⇶༿ɺ山田Նً

をॿڥ る͚২ϙット

「か る͑んϙット」ɺプラεチックを一
使Θないൃժ専༻の生分解性ϙットͩ ɻ
プラεチック製のϏχールϙットͱҟな
りɺ土に自વ分解さΕɺංྉにมΘるͱい
͏特性を࣋った།一ແೋのൃժ༻ϙッ
トͰ͋るɻ
എܠͱしてաڈのԂܳݧܦからɺϏχー
ルϙット͕ 大ྔにࣺてらΕていたঢ়گに
したɻ
する業ମ੍ݮのෛ୲をܰڥ
っていてɺ未ͩ多くのプラεチックࢿ
ঢ়に͋るɻݱを使༻しているの͕ࡐ
さらにɺै དྷのϏχールϙットͰ避͚ら
Εなかった২͑ସ͑のखؒをলきɺ使༻
ऀに利͕͋る商品をߟҊしたɻ

たちɺプラεチック͝Έに֘すࢲ
るのをௐɺͦ のதからキϟッαό
袋の特性を活かしてΰミをݮらせる
のないかͱ͑ߟたɻͦ こͰࢥいつい
たの͕ɺ「土にؐる」ͱい キ͏ϟッαό
袋の特性を活かしɺබの২͑ସ͑の
に生まΕるΰミͱखؒをলく商品Ͱࡍ
͋るɻ

か る͑んϙットɺܘ�DNߴ・ さ�DN
の2߸αイズͩɻイメージͱして�00ԁ
を2ຕฒたくらいの大きさになるɻۄ
ࠜ٧まりを͙たΊに֎ଆにキリトリઢ
を͚たɻ
৭ɺ土ͱのผ͕つくΑ͏ にશମを
ԫ৭にしɺϩΰͱして自分のखͰ野
をकっていこ͏ڥ・り࡞をࡊ ͱい͏ ҙ
ຯをࠐΊてこのϩΰにしたɻ

この商品Ԃܳをܧଓతに行って
おりɺෆຬをڧくײじているํをλー
ήットͱしているɻԂܳをతͱしたํ
͕དྷళするϗームηンλー・Ԃܳళ
をج 本にɺプラεチック のたΊݮ
のエシカルফඅにऔりんͰいる生
ҙࣝڥ野にೖΕるこͱͰɺࢹをڠ
のߴいํに商品をってら͏ こͱ
͕Ͱきるͱ͑ߟたɻ

һڭಋࢦ
໌神࣮ࢬઌ生
からのコメント

͋らΏる֯からૉࡐをۛຯしɺこͩΘりつつアイσアを࣍から࣍ͱ生Έग़していくߟࢥ
のॊらかさにڻいたɻԂܳपりのજ在χーズにΑく͕ؾついたͱ͏ࢥɻこΕ͕࣮ݱしたらɺ
につな͕るのͩΖ͏ݮにɺͲΕほͲのΰミڞ٬のおΈ͕解決するͱސ ͱϫクϫクしたɻ

生分解性エコ袋の日本展開

)"/Dʤか͑るんϙットʥ
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大ɺ٠本ઍ晴ߞܗ立大学ɹ山本ಸԝゼミ/ҏ藤ෙ優ɺ大ࢢ屋ݹ໊

ߟ自らڙࢠ題についてڥ
͑学Ϳػ会をఏڙするɻ

自༝ڀݚをॿ͚る࣮ݧキットͰ͋るɻࢠ
ڥを௨してɺݧにͱって໘നい࣮ڙ
題についてָしく学んͰら͑ る商品Ͱ͋
るɻڙࢠたち͕ڥ題に৮Εるػ会
গないɻকདྷを୲͏ڙࢠたちにɺڥ
題を学Ϳػ会をఏڙしɺ事ऀҙࣝ
を࣋ってらいたいͱい͏ࢥい͕ࠐΊらΕ
ているɻ
自༝ڀݚをॿ͚るたΊにɺ特ઃαイトを
しているɻこΕを活༻するこͱͰɺλー࡞
ήットの学ͼの࣭を্させɺΑりਂい学
ͼをఏڙͰきる商品ͱなっているɻまたɺ
特ઃαイトにɺ自༝ڀݚのϑΥーマット
を༻ҙしておりɺ「まͱΊํ͕分からない」
なͲͱい͏ 自༝ڀݚのΈを解決するɻ

たち生分解性商品Ͱ͋るキϟッࢲ
αόエコ袋の࣋つɺڥに良いͱい
͏特性をɺ「ڙࢠのڥのҙࣝを
ม る͑たΊの学ͼ」につな͛Α͏ ͱߟ
͑たɻͦ こͰɺࢲたち自༝ڀݚにண
したɻλーήットͰ͋るখ学生のࢠ
題のਂいڥɺにରしてɺڙ
学ͼをܰؾにఏڙするこͱをඪͱし
たɻ

キϟッαό袋をΑくཧ解していなかったࢲ
たちɺ࣮ にお౬に袋を༹かしたり3ϲࡍ

く݄らいਫにつ͚てΈたりͱ多くの࣮ݧを
しɺ袋のཧ解をਂΊたɻͦΕを活かした
商品のߟҊをしたɻ
またɺ多くの࣮ݧキット͕ ଘ在するதͰɺ
ͲのΑ͏ にࠩผ化するのかをख़ߟしたɻ
自࡞の特ઃαイトを࡞りɺ自༝ڀݚをまͱ
Ίるこͱをखॿ Ͱ͚きるΑ͏ にしɺࠩ ผ化し
たɻ

日本Ͱのྲྀ௨͕ほͱんͲない商品Ͱ
り͋ɺै དྷのレジ袋のՁ֨の�ʙ10

ഒͰ͋るこͱからීวなൢചํ法
キットͱしてൢڀݚ難Ͱ͋るɻ自༝ࠔ
ചする事にΑりɺڝ߹商品Αり҆Ձ
にఏڙͰきるɻඪɺキϟッαόエ
コόックを日本Ͱೝɺকདྷのレジ
袋ͱしての利༻に͛ܨていくɻ

һڭಋࢦ
山本ಸԝઌ生
からのコメント

༷ʑな団ମɺا業ͱੵۃతにコンλクトをऔり「Ͳ͏ したらこのఏҊのՁ͕Θるか」を೪
りڧくݕ౼した͕ߴくධՁͰきるɻまた「ࢠͲたちにڥ題を͑ߟてらいたい」ͱい͏
コンηプトをいかに�1Ͱ࣮ݱするかについてख़ߟしてఏҊを行ったこͱධՁしたいɻ

生分解性エコ袋の日本展開

ĒčĊʤキϟッαόイエンεキットキϟッαόイエンεキットʥ
南山大学ɹ川ᚸࢠلゼミ/҆藤ᰜଡɺڇ野ग़ւɺલ田Նւɺ山田ࢤ৫

ਪし活プϩモーシϣン

日本Ͱ未ͩにೝ  ͕ いキϟッα
ό製の生分解性Ϗχール袋のՁೝ
の֦大をࢦしたࢲたちɺ「キϟッ
α όッグ 」をS D G s ਪ ਐ アイυルの
$P$P-Pὑ3 J11-Fのグッズͱしてൢ
ചする༧定Ͱ͋ったɻ
結  さΕ た  かりの $ P $ P - P ὑ
3J11-FɺSDGs活ಈのͱなるモ
ノを࣋っていなかったたΊɺキϟッαόッ
グをグッズͱして使༻するこͱͰɺSDGs
活ಈのͱなるͱ͑ߟたɻ
グッズͱしてのൢചޙにキϟッαόッグ
のՁを͑るたΊのಈըのఏҊɺ
5XJUUFSを使༻したイϕントのఏҊを行
なったɻ

ՃしɺԼࢀたちアイυルイϕントにࢲ
アイυルϑΝンにώアリングௐࠪを行った
ͱこΖɺグッズΑりチΣキおλイムなͲ
におۚをか る͚ϑΝン͕多くɺアイυルメン
όーͱのަྲྀをٻΊているこͱ͕ Θかっ
たɻͦこͰɺࢲたち特యきのグッズͱし
てఏҊしɺ特య༩のたΊにS/SͰの
を݅ͱしɺキϟッαόッグのՁࢄ֦
ೝ֦大ಉ࣌にૂいたいͱߟ た͑ɻ

ೝ֦大のたΊに活༻するಈըの
をしたɻシϣートムーϏーͰを࡞ࢼ
ҾくΑ͏ なインパクトॏࢹのಈըͱし
てɺ࣮ せݟに袋を༹かしてҿんͰࡍ
るのɺキϟッαό͕袋にมΘる༷
したɻまたɺ࣮࡞せるのを੍ݟをࢠ
に自分たち͕コンϏχͰങいをࡍ
するࡍにキϟッαόッグを࣋ちɺ使༻
をԿ֬ೝしたɻײ

$P$P-Pὑ3J11-F シ͕ϣートムーϏーͰ
生分解性Ͱ る͋ͱい͏ Ձを る͑ɻグッ
ズをߪೖしたϑΝンɺՁを生かした使
いํを自ら͑ߟɺ使༻している༷ࢠをϋッ
シϡλグͱڞに5XJUUFSにߘしɺメン
όーͱチΣキࡱӨおし͕ Ͱきるͱいっ
たަྲྀ特యを獲得するɻҎ্にΑりɺՁ
ೝ֦大ɺエコόッグͱして使༻ޙ
༷ʑな໘Ͱ使༻するαイクルを֬立す
るɻ

һڭಋࢦ
川ᚸࢠلઌ生
からのコメント

アイυルϑΝンの生ଶをɺ࣮ ௐࠪͰௐてきてɺアイυル業քにৄしくなったΑ͏ ͩɻΰミ
रいイϕントをاըしていたのͰɺӡӦ͚ͩͰなくɺ࣮ にݱをかいて࣮にΰミरいをしɺࡍ
るͱΑかったɻಈըのアイσア໘നかったɻࢸ

生分解性エコ袋の日本展開

キϟッαόッグਪਐ課ʤキϟッαόッグʥ
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大ɺ٠本ઍ晴ߞܗ立大学ɹ山本ಸԝゼミ/ҏ藤ෙ優ɺ大ࢢ屋ݹ໊

ߟ自らڙࢠ題についてڥ
͑学Ϳػ会をఏڙするɻ

自༝ڀݚをॿ͚る࣮ݧキットͰ͋るɻࢠ
ڥを௨してɺݧにͱって໘നい࣮ڙ
題についてָしく学んͰら͑ る商品Ͱ͋
るɻڙࢠたち͕ڥ題に৮Εるػ会
গないɻকདྷを୲͏ڙࢠたちにɺڥ
題を学Ϳػ会をఏڙしɺ事ऀҙࣝ
を࣋ってらいたいͱい͏ࢥい͕ࠐΊらΕ
ているɻ
自༝ڀݚをॿ͚るたΊにɺ特ઃαイトを
しているɻこΕを活༻するこͱͰɺλー࡞
ήットの学ͼの࣭を্させɺΑりਂい学
ͼをఏڙͰきる商品ͱなっているɻまたɺ
特ઃαイトにɺ自༝ڀݚのϑΥーマット
を༻ҙしておりɺ「まͱΊํ͕分からない」
なͲͱい͏ 自༝ڀݚのΈを解決するɻ

たち生分解性商品Ͱ͋るキϟッࢲ
αόエコ袋の࣋つɺڥに良いͱい
͏特性をɺ「ڙࢠのڥのҙࣝを
ม る͑たΊの学ͼ」につな͛Α͏ ͱߟ
͑たɻͦ こͰɺࢲたち自༝ڀݚにண
したɻλーήットͰ͋るখ学生のࢠ
題のਂいڥɺにରしてɺڙ
学ͼをܰؾにఏڙするこͱをඪͱし
たɻ

キϟッαό袋をΑくཧ解していなかったࢲ
たちɺ࣮ にお౬に袋を༹かしたり3ϲࡍ

く݄らいਫにつ͚てΈたりͱ多くの࣮ݧを
しɺ袋のཧ解をਂΊたɻͦΕを活かした
商品のߟҊをしたɻ
またɺ多くの࣮ݧキット͕ ଘ在するதͰɺ
ͲのΑ͏ にࠩผ化するのかをख़ߟしたɻ
自࡞の特ઃαイトを࡞りɺ自༝ڀݚをまͱ
Ίるこͱをखॿ Ͱ͚きるΑ͏ にしɺࠩ ผ化し
たɻ

日本Ͱのྲྀ௨͕ほͱんͲない商品Ͱ
り͋ɺै དྷのレジ袋のՁ֨の�ʙ10

ഒͰ͋るこͱからීวなൢചํ法
キットͱしてൢڀݚ難Ͱ͋るɻ自༝ࠔ
ചする事にΑりɺڝ߹商品Αり҆Ձ
にఏڙͰきるɻඪɺキϟッαόエ
コόックを日本Ͱೝɺকདྷのレジ
袋ͱしての利༻に͛ܨていくɻ

һڭಋࢦ
山本ಸԝઌ生
からのコメント

༷ʑな団ମɺا業ͱੵۃతにコンλクトをऔり「Ͳ͏ したらこのఏҊのՁ͕Θるか」を೪
りڧくݕ౼した͕ߴくධՁͰきるɻまた「ࢠͲたちにڥ題を͑ߟてらいたい」ͱい͏
コンηプトをいかに�1Ͱ࣮ݱするかについてख़ߟしてఏҊを行ったこͱධՁしたいɻ

生分解性エコ袋の日本展開

ĒčĊʤキϟッαόイエンεキットキϟッαόイエンεキットʥ
南山大学ɹ川ᚸࢠلゼミ/҆藤ᰜଡɺڇ野ग़ւɺલ田Նւɺ山田ࢤ৫

ਪし活プϩモーシϣン

日本Ͱ未ͩにೝ  ͕ いキϟッα
ό製の生分解性Ϗχール袋のՁೝ
の֦大をࢦしたࢲたちɺ「キϟッ
α όッグ 」をS D G s ਪ ਐ アイυルの
$P$P-Pὑ3 J11-Fのグッズͱしてൢ
ചする༧定Ͱ͋ったɻ
結  さΕ た  かりの $ P $ P - P ὑ
3J11-FɺSDGs活ಈのͱなるモ
ノを࣋っていなかったたΊɺキϟッαόッ
グをグッズͱして使༻するこͱͰɺSDGs
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ՃしɺԼࢀたちアイυルイϕントにࢲ
アイυルϑΝンにώアリングௐࠪを行った
ͱこΖɺグッズΑりチΣキおλイムなͲ
におۚをか る͚ϑΝン͕多くɺアイυルメン
όーͱのަྲྀをٻΊているこͱ͕ Θかっ
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てఏҊしɺ特య༩のたΊにS/SͰの
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ೝ֦大ಉ࣌にૂいたいͱߟ た͑ɻ

ೝ֦大のたΊに活༻するಈըの
をしたɻシϣートムーϏーͰを࡞ࢼ
ҾくΑ͏ なインパクトॏࢹのಈըͱし
てɺ࣮ せݟに袋を༹かしてҿんͰࡍ
るのɺキϟッαό͕袋にมΘる༷
したɻまたɺ࣮࡞せるのを੍ݟをࢠ
に自分たち͕コンϏχͰങいをࡍ
するࡍにキϟッαόッグを࣋ちɺ使༻
をԿ֬ೝしたɻײ

$P$P-Pὑ3J11-F シ͕ϣートムーϏーͰ
生分解性Ͱ る͋ͱい͏ Ձを る͑ɻグッ
ズをߪೖしたϑΝンɺՁを生かした使
いํを自ら͑ߟɺ使༻している༷ࢠをϋッ
シϡλグͱڞに5XJUUFSにߘしɺメン
όーͱチΣキࡱӨおし͕ Ͱきるͱいっ
たަྲྀ特యを獲得するɻҎ্にΑりɺՁ
ೝ֦大ɺエコόッグͱして使༻ޙ
༷ʑな໘Ͱ使༻するαイクルを֬立す
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һڭಋࢦ
川ᚸࢠلઌ生
からのコメント

アイυルϑΝンの生ଶをɺ࣮ ௐࠪͰௐてきてɺアイυル業քにৄしくなったΑ͏ ͩɻΰミ
रいイϕントをاըしていたのͰɺӡӦ͚ͩͰなくɺ࣮ にݱをかいて࣮にΰミरいをしɺࡍ
るͱΑかったɻಈըのアイσア໘നかったɻࢸ

生分解性エコ袋の日本展開

キϟッαόッグਪਐ課ʤキϟッαόッグʥ
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日本大学ɹ石田大యゼミ/দ浦ًɺ佐藤༗ཬ࡙ɺ佐野Յ৴

ਓݘεッキリ�

「ྲྀせるプー」ฅを本商品Ͱճऩしɺ
ͦのままトイレにྲྀすこͱ͕Ͱきる商品Ͱ
͋るɻ
在ɺ֦ݱ 大に͋るϖットࢢɺߋに
旅行にݘを࿈Εていきたいਓ多くお
りɺݘのฅをճऩͰきる商品多く͋
る͕ɺトイレにྲྀせる商品͋まりを
ूΊておらͣɺ商品のレϏϡーにਫ
にす͙ Ԡしてしま͏ ҝɺฅをೖΕてす͙
に袋༹͕͚てしま͏ ɺӍఱ࣌のࢄาͰ
ਫに͵Εるͱす͙に༹͚てしま͏ ͱい
͏題͕͋る͕ɺ本商品Ͱ͋Ε解決
するこͱ͕ Ͱきるɻ

生分解性エコ袋ਫに༹ る͚ɺ土にؐ
るͱい 2͏つの特性を࣋っているɻͦ の
特性を生かͦ͏ ͱ͑ߟたͱきɺ生分解性
エコ袋を活かせる໘ͱしてݘのฅを
ճऩする事にを͚たɻௐたͱこ
Ζɺݘのฅをトイレにྲྀすਓ͕Ͱ
͋るこͱɺݘを旅行に࿈Εていくਓ͕�
ׂͰ͋るこͱ͕ 分かったɻͦしてे分に
ചり্ ͛を্͛るこͱ͕ Ͱきるͱ͑ߟたɻ

ɺ࣮؍にൢചしている製品のࡍ࣮
にトイレにྲྀすこͱ͕ͰきるかɺͲのࡍ
Թ Ͱਫに༹͚るこͱ͕Ͱきるかの
ɺ袋のઌにトイレットϖーパーঢ়ݧ࣮
のࢴを͚るかɺͲのαイズ͕一 番
使いすくɺ便利Ͱ͋るのかの֬ೝɺ
ଘ商品のαイズ֬ೝを行いな͕ط
らし߹いを行ったɻ

ଘ商品͕多く͋ط るࢢͰ り͋ɺトイ
レにྲྀすたΊに自࣏ମͰೝΊらΕ
ているこͱ͕ඞཁͰ͋るたΊɺҬの
Ίٻଘ商品ͱのࠩผ化͕ط定ͱݶ
らΕるɻした͕ってɺҬのࢦ定ͱݘ
にڵຯの͋るਓにߜってࠂをग़す
こͱ͕Ͱきɺؒ࣌Ͱεキップのग़དྷ
ない: P V 5 V C Fのόンパー ͕ࠂ
ましいͱ͑ߟたɻ

һڭಋࢦ
石田大యઌ生
からのコメント

ϖットͱ旅行ग़か͚たࡍのϑンのॲཧɺࣂいओの಄をませる大きな題のͻͱつͩ
Ζ͏ ɻ൴らɺͦ のχーズにணしɺトイレにྲྀすこͱ͕Ͱきる袋ͱい ア͏イσアをఏҊしたɻまさ
にফඅऀの「͋ったらいいな」を࣮ݱするΑ͏ なҊͰ り͋ɺજ在性をൿΊた商品Ͱ͋るɻ

生分解性エコ袋の日本展開

おいくらͿʤ旅するプーʥ
法政大学ɹ杉浦未樹ゼミ/ੁᖒ一كɺԕ藤࡙良ɺ্ 戸ྒྷ

ちΐっͱおしΌΕなエコのೖりޱ

ϙケόッグͱエコόッグͱレジ袋の良い
ॴ औりをした৽ ن ࢢ の商 品Ͱ͋るɻ
ケーεきͰɺ一つのケーεに�৭の袋
͕ೖっているɻখさくંりたたまΕている
たΊɺカόンの۱にೖΕて࣋ちาくこͱ͕
ͰきɺσβインシンプルなϩΰೖりͰ͋
るたΊɺϑΝッシϣンに༹͚ࠐΉこͱ͕Ͱき
るɻカラー੨ɺനɺΦレンジɺϐンクɺࠇ
の�৭͕ೖっているɻී ௨のエコόッグ
なら使༻ؾ͕ײになってࣺてるこͱを
᪳ってしま͏ ͕ɺ本製品生分解性
の袋Ͱ͋るたΊڥにྀしておりࡑ
ѱײをおこさないͰ優Εているɻ

ͰɺͲのؒ࣌ॳに袋͕Ͳのఔの࠷
くらいのԹͰ༹͚るかの࣮ݧをॏ
Ͷたɻͦ の結果からɺ༧Ί͑ߟていた
ෳのアイσアの良いɺѱいを
かったɻまたɺ大学生தߴの༑ਓɺ
ՈੰなͲ༷ʑなํにྗڠして
いたͩきɺエコόッグレジ袋にؔして
のアンケートインλϏϡーを行いɺͲ
のΑ͏ な商品を࡞るかのࢦඪͱしたɻ

ओにケーε෦分のプϩトλイプ࡞に
ฃಆしたɻܗを૾しɺް Ͱࢴ
パλーンを࡞りɺをࡋஅしたɻまたɺ
ケーεの開ด෦分をંりΉイメー
ジ͕ΘきすいΑ͏ にɺアイϩンͰบつ
͚をした্͕खくつかなかったたΊɺ
をิڧしɺં Εているঢ়ଶをอて
るΑ͏ にしたɻϩΰ෦分ɺനいリϘン
をにݟ立てɺͦ こにϩΰをいΕたɻ

S / Sを活༻したɻ特にए ऀにਓ ؾ
な*O s U B H S BNのεトーリーࠂ
5JL5PLをプϩモーシϣンͰ展開しɺ
εトーリーࠂͰೋつのパλーン
をఏҊしたɻ一つエシカルなڥ
ྀをԡしग़したσβインͰɺ͏ 一
つϙップなݟたͰ記Աにり
すいσβインに্͛たのͰ͋るɻ

һڭಋࢦ
杉浦未樹ઌ生
からのコメント

エコ袋ͱレジ袋ͦΕͧΕの「ࣺてにくい」ͱい͏ ෆຬにணし৽たなܗをఏҊしたɻキϟッαό
袋を生かす࠷ળࡦをさ͙ りଞҊ多ݕ౼していたɻϙケόッグଧした࠷ॳのεーパー
ͰԠͰɺ͏ গし༷ʑなݱからのϑィーυόックを得るؒ࣌をׂ͚ΕΑかったɻ

生分解性エコ袋の日本展開

̨̘̖ ̨̖ ̗̖ ʤ̜1PDLF U#BHʢϙケόッグʣʥ
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৯ҭにつな͕るエコ袋

ま͏όッグɺたͩΰミ袋にするのͰな
くɺ使༻ޙコンϙεトにするたΊの袋Ͱ͋
るɻ
ऩ֭ମݧを行 こ͏ͱのͰきるキϟンプ
Ͱൢചしɺ生͝ΈをࣺてるたΊのΰミ袋
ͱして使ってらいɺ生͝ΈをೖΕた袋
をͦのままコンϙεトにするͱいったྲྀΕ
Ͱ͋るɻ生分解性エコ袋の特の一つ
に土にؐるͱいった特性͕͋るたΊɺ͝
Έのফ අを͑るこͱ͕可 になる商
品ͩɻまたɺ自分͕ؔΘったのをཌ
ऩ֭するこͱ͕ Ͱきるͱい͏ からɺリϐー
λーを૿すこͱ͕ͰきるのͰないか
ͱ͑ߟたɻ

を行͏ݧたちؔ౦に͋るऩ֭ମࢲ
こͱのͰきるキϟンプ�݅にిを
しɺҙݟをいたͩいたɻ生͝Έをݮら
すこͱͰきないのかͱ͑ߟているキϟ
ンプ͕͋りɺこの商 品についてڵ
ຯを࣋っていたͩいたキϟンプ
͋ったɻしかしɺ土ͮくりにこͩΘりを
っているたΊ使࣋ こ͏ͱͰきないͱ
いったҙݟいたͩいたɻ

たちすͰに͋る商ࢲ 品の展 開 ํ
法をߟ る͑ͱい͏ のͩったのͰɺ৽し
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һڭಋࢦ
長࡚秀ढ़ઌ生
からのコメント

اଧのたΊɺ多くの༺࠾ըҊのاతに社会ͱؔΘるこͱ͕ͰきるチームͰ͋ったɻۃੵ
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生分解性エコ袋の日本展開

長࡚ゼミ$チームʤ ま͏όッグʥ



ѳඒϑーズ

イチジクを使った特産品

ѳඒౡ໊産の٠をつくっているՈさん͕ɺコϩφՒのࣜधཁ

֨نഓにりସ͑ているɻイチジクগの͋おりを受͚ɺイチジクݮ

֎品͕3ׂఔͰきるたΊɺͦ Εを使った特産品ͰɺՈさんͱҬ

をԠԉしたいɻՈさんをॿ͚るたΊの֨ن֎品のイチジクを使っ

た特産品をఏҊするɻ

業をاをҭΉエコαークル߁Ҋの商品化ɺҬの৯ͱ݈༺࠾
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1 3 4 ᩵イチジクʙΰϩΰϩ৯ײͱૉࡐ本དྷのຯをʙ

1 3 5 イチジクϑィφンシΣ

1 3 6 いちじくのカプࢠ

1 3 7 '*G3&S)

1 3 8 ѳඒのな͕Ε΅し

1 3 9 'IFBM JOH

1 4 0 'JH 5PNB SBVDF

1 4 1 ϑィグレート

1 4 2 .*9 EF いちじく

1 4 3 ブリεόー

1 4 4 いちじくՈのじΐじΐり

1 4 5 いちじくͱόλー

1 4 6 $IPDPK JLVʢチϣコジクʣ

1 4 7 ͋つΈのいちじくυレッシング

1 4 8 いちじく君のクッキー屋さん

1 4 9 ラム߳るイチジクブラχー
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1 ؍� Observation 2 ࡞品੍࡞ࢼ� Prototyping 3 �ൢചଅਐ Promotion

大ࢢࡕ立大学ɹখྛゼミ/西浦༞ɺฏ野ͻまりɺ藤田࣮དྷ

イチジク本དྷのຯを生かしたແ
ఴՃアイε

「 ᩵ イチジク」ѳ ඒ  ౡ 特 産のイ
チジクの֨ن֎品を使༻したແఴՃの
アイεͰ͋るɻࡐݪྉɺアツミϑΝーム
ͰഓさΕたख़Ͱޱの開いたイチジ
クͰ͋るたΊຯൈ نͰ͋る͕ɺ܈ ֨
֎品のたΊൢചするこͱ͕Ͱきないɻͦ
こͰɺアイεクリームのࡐྉͱして使って
Έるこͱにしたɻイチジクの果をたっ
り使༻しɺさっぱりͱしたさ͕特Ͱ͋
るɻまたଐのジϟムをԹΊてアイεにか
͚て৯るこͱͰԹかい͚Ͳྫྷたいͱい
͏৽しい֮ײをຯΘ こ͏ͱ͕ͰきるなͲɺ
ق અにԠじたָしΈํͰきるΑ͏ にし
たɻ

ѳඒϑーズ༷͕ᶃอଘྉなͲのਓ
 తなを使 ༻せͣɺᶄキッチン
カー・ಓのӺ・レεトランなͲ༷ʑな
展開͕ग़ࠃͰ展開Ͱきɺᶅશࢢ
དྷるをٻΊておらΕたのͰɺ長期
อଘͱい͏をॏཁࢹしɺ長期อଘ
可Ͱかつਓ͕ؾ り͋ফඅྔ͕多
いアイεをイチジクを使って࡞りたい
ͱ͑ߟたɻ

を行͏தͰ特にྗしたɺ࡞ࢼ
イチジク本དྷのΈを生かすこͱͩɻ
イチジクϑルーツͱしてೝ͕
くɺۤ खҙࣝを࣋つਓগなくないɻ
ۤखҙࣝを࣋ちすいۤΈ৯ײ
なͲについてԿௐ・࡞ࢼを܁
りฦしɺ自分たち͕ೲ得Ͱきるのを
り্͛るこͱ͕࡞ Ͱきたɻ

にイチジクアイε自ମ͕গないࢢ
たΊɺͲのΑ͏ な商品か૾͕つきに
くくɺखにऔりにくい可  性͕ߴいɻ
ͦのたΊɺまͣѳ ඒϑーズ༷に͋る
アイεの࣮৯ൢചのコーφーにஔい
てきɺͲのΑ͏ な商 品かお٬ ༷に
ってら͏ るɻͦ࡞会をػ Εͱಉ࣌
に* O s U B H S B Nに৯ํ のಈ
ըをߘしɺ্໊をࢦすɻ

һڭಋࢦ
খྛઌ生
からのコメント

εィーツのதͰアイεにしたの良かったͱ͏ࢥɻまたɺՆͱౙͰҟなる৯ํఏҊを
したのڵຯਂいɻたͩɺ製品ͱしての্͕खくදݱͰきておらͣɺఏҊした製品
͕コンηプトに߹ったのかͲ͏ か֬ೝͰきないの͕੯しかったɻ

イチジクを使った特産品

イチジクຽʤ᩵イチジクʙΰϩΰϩ৯ײͱૉࡐ本དྷのຯをʙʥ
ؔ西大学ɹಙ山ඒܙゼミ/খࠃઍࣿɺ大石ཾًɺؙݡଠ

るόトン型εイーツ͛ܨ

「イチジクϑィφンシΣ」イチジクՈ
のレシϐをݩに֨ن֎品Ͱ࡞った
ジϟムをたっり使༻したϑィφンシΣͰ
͋るɻ֬ 立さΕたϑィφンシΣࢢにお
いてɺࡐݪྉにこͩΘったແఴՃかつε
ティックܗঢ়にするこͱͰখさいڙࢠͰ
҆৺・̓ શかつ৯すいϑィφンシΣ
にしたɻイチジクのຯをらないਓたちに
この商品を௨じてイチジクのຯをって
ほしいɺきになってらいたいͱい͏
いをࠐΊているɻリαイクル͕ߴくɺೋ
をパッ؈いεチールߴ͕߹利༻のׂ࣍
ケージに࠾༻するこͱͰڥに良いお
土産になるͱ͑ߟたɻ

イチジクにؔするௐࠪをしたॴɺ
͕୭かにって৯ておりɺएいੈ
の�ׂ 「͕৯たこͱ͕ ない・きͰ
ݏいͰない」ͱճしたɻ一ํɺ�0
ঁ性Ͱ৯たこͱ͕͋るਓ͕多
くɺ�ׂ͕ख土産を࣋っていくこͱ͕
分かったɻҎ্からࢲたちएいੈ
にイチジクのຯをΊる商品を࡞りɺイ
チジクधཁを͛ていこ͏ ͱ͑ߟたɻ

ௐࠪから�0ঁ性৯品のࡐݪྉに
හײͰ る͋こͱ͕ Θかりλーήットをڙࢠ
自のアレルΪーྨをؾにする�0
ঁ性にઃ定したɻແఴՃૉࡐถค
を使༻するこͱͰࠩผ化をਤりɺՈさ
んのҙݟをߟࢀに࡞ったイチジクジϟム
をたっり使༻して果࣮のさをҾき立
てたɻまたɺεティックܗঢ়にするこͱͰখ
さいڙࢠͰ৯すいΑ͏ したɻ

ѳඒౡՖの生産ྔୈ一位Ͱ͋
る͕コϩφՒͰϑラϫーϩε͕ଓいてい
たɻコンηプトのόトンにҼんͰɺϑィφ
ンシΣのߪೖऀにՖを҆Ͱൢചす
るこͱͰϑラϫーϩεݮのόトンにܨ
͛るɻまたɺѳඒϑーズのキッチンカー
レεトランͰϑィφンシΣをチϣコ
クリームチーズなͲにσィップして৯
てら͏ こͱͰຯมをָしんͰら͏ ɻ

һڭಋࢦ
ಙ山ඒܙઌ生
からのコメント

チジクジϟムを使ったඒຯしいϑィφンシΣ࡞りに೪りڧくऔりんͩチームͰしたɻ大ਓから
ڙࢠからධՁさΕるレシϐを開ൃするの大มͩったͱࢥいますɻまたɺλーήットの
プチΪϑトधཁにணしたɺマーケティングతに優ΕているͰしたɻ

イチジクを使った特産品

お͙͚んϑΝームʤイチジクϑィφンシΣʥ
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イチジク本དྷのΈを生かすこͱͩɻ
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この商品を௨じてイチジクのຯをって
ほしいɺきになってらいたいͱい͏
いをࠐΊているɻリαイクル͕ߴくɺೋ
をパッ؈いεチールߴ͕߹利༻のׂ࣍
ケージに࠾༻するこͱͰڥに良いお
土産になるͱ͑ߟたɻ

イチジクにؔするௐࠪをしたॴɺ
͕୭かにって৯ておりɺएいੈ
の�ׂ 「͕৯たこͱ͕ ない・きͰ
ݏいͰない」ͱճしたɻ一ํɺ�0
ঁ性Ͱ৯たこͱ͕͋るਓ͕多
くɺ�ׂ͕ख土産を࣋っていくこͱ͕
分かったɻҎ্からࢲたちएいੈ
にイチジクのຯをΊる商品を࡞りɺイ
チジクधཁを͛ていこ͏ ͱ͑ߟたɻ

ௐࠪから�0ঁ性৯品のࡐݪྉに
හײͰ る͋こͱ͕ Θかりλーήットをڙࢠ
自のアレルΪーྨをؾにする�0
ঁ性にઃ定したɻແఴՃૉࡐถค
を使༻するこͱͰࠩผ化をਤりɺՈさ
んのҙݟをߟࢀに࡞ったイチジクジϟム
をたっり使༻して果࣮のさをҾき立
てたɻまたɺεティックܗঢ়にするこͱͰখ
さいڙࢠͰ৯すいΑ͏ したɻ

ѳඒౡՖの生産ྔୈ一位Ͱ͋
る͕コϩφՒͰϑラϫーϩε͕ଓいてい
たɻコンηプトのόトンにҼんͰɺϑィφ
ンシΣのߪೖऀにՖを҆Ͱൢചす
るこͱͰϑラϫーϩεݮのόトンにܨ
͛るɻまたɺѳඒϑーズのキッチンカー
レεトランͰϑィφンシΣをチϣコ
クリームチーズなͲにσィップして৯
てら͏ こͱͰຯมをָしんͰら͏ ɻ

һڭಋࢦ
ಙ山ඒܙઌ生
からのコメント

チジクジϟムを使ったඒຯしいϑィφンシΣ࡞りに೪りڧくऔりんͩチームͰしたɻ大ਓから
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京都産業大学ɹ্ݩゼミ/野ྙɺसԬɺ山໊߶

アレルΪーのํͰ৯らΕて
S/Sө ͑Ͱきるεイーツ

すてのアレルΪーのํ͕৯るこͱ͕
Ͱきɺカップケーキの্にキラキラの০
を͚Ճ͑たこͱͰかΘいくɺS/Sө͑を
ҙࣝしたɻλーήット20ʙ�0のओ
්のํͦのڙࢠͱアレルΪーを࣋つ
ਓͰ り͋ɺຯイチジクɺイチジクͱメϩン
のミックεຯの2छྨを༻ҙしたɻカップ
ケーキにしたこͱͰイチジクのΈをさら
にҾきग़しイチジクಠ特のۤΈの解ফ
をਤりɺ৯たこͱのないํɺۤ खなํͰ
おいしく͚るΑ͏ なのに্͛たɻ

イチジクのޮをௐたͱきに
のվળ͕͋ったɻͦڥ のたΊͦΕ
らにؔするΈ͕͋るかをアンケート
ௐ ࠪするͱશ ମの� ׂのਓ͕ 
にΈ͕͋るこͱ͕分かったたڥ
Ί࡞Ζ͏ ͱ͑ߟたɻࠩ ผ化をਤるたΊ
にアレルΪーのਓͰܰؾに৯て
ら͑ るΑ͏ に͑ߟたɻ

ॳڇೕͱཛを使༻していないイ
チジクのカップケーキをߟ Ҋした͕
にアップσートしશてのアレルΪーߋ
のํ͕৯らΕるΑ͏ にࡐݪྉ
したɻまた্にのせていたイチジク
をυライイチジクにม͑ɺ生のதに
使༻しているイチジクをϫインͰコ
ンϙートにするこͱͰ日࣋ちの࣮ݱに
ޭしたɻ

果࣮ͦののを৯るこͱػ会の
গなさ߅・ۤ ຯ͕͋るこͱからՃ
৯品のதͰমくこͱͰΈ͕૿
すমき՛ࢠにઃ定しɺアレルΪーの
ํͰ৯らΕるΑ͏ にݪྉす
るɻまたݟたカラϑルにするこͱͰ
にखにऔってら͑ܰؾ るΑ͏ にしߪ
ങҙཉを্͛るɻ

һڭಋࢦ
ઌ生ݩ্
からのコメント

つਓͰ৯らΕる商品ͱい͏ணධ࣋ྉにアレルΪーをࡐݪしɺ特定ྉをࡐݪ
ՁͰきるɻたͩɺ良いのを࡞る͚ͩͰなくパッケージσβインՁ֨ɺプϩモーシϣンͱ
いったશൠతなマーケティング活ಈ͕ٻΊらΕるこͱを࠶ೝࣝしてらいたいɻ

イチジクを使った特産品

ĨĪĨīĬĴŀ ĪįİĪĲĬĵ ĭİĺį 3ʤいちじくのカプࢠʥ
京都橘大学ɹ⅖良兼司・今井まりなゼミ/ൈ৺ɺኍ瀬和࠸ɺ山田ཾұ࿕

υライイチジクͰखܰに݈߁なຖ
日を

この 商 品  ɺ࠭  ෆ 使 ༻ のυライϑ
ルーツをਫに௮͚てつくるༀ હυリン
クͰɺਫ 分 ิ をしな͕らɺ๛څ なӫ
ཆૉをઁるこͱ͕Ͱきるɻ商品໊Ͱ͋る

「'*G3&S)」にɺイチジクϑΥンμン
ΥーλーをҿんͰɺؾ分をリϑレッシϡ
してほしいͱい͏い͕ࠐΊらΕているɻ
Ίる30ʙ�0࢝ち࣋にؔ৺を߁݈
のঁ 性をλーήットにબ 定しɺී ஈ ҿ
ΉਫにͻͱखؒՃ る͑「ϑΥンμンΥー
λー」にを͚たɻυライϑルーツをਫ
に௮͚る͚ͩɺͱい シ͏ンプルな商品Ͱ͋
りな͕らɺυライϑルーツの৽たな使いํ
のఏҊͰ͋るɻ

イチジクにɺ݈ ໘Ͱັྗతなཁૉ߁
͕多いɻͦこͰɺ݈ つঁ࣋にؔ৺を߁
性をௐࠪしたͱこΖɺർ࿑便௨なͲの
໘ͰΈ͕߁݈ る͋こͱ͕ 分かったɻま
たɺѳඒϑーズ༷ɺ商品のこͩ Θり
くɺ̓ڧ͕ ৺҆શをୈ一にߟ て͑いるこ
ͱ͕ Θかったɻࢲたちɺ自分たちの商
品をこͩ Θりɺイチジクのӫཆૉを࠷大
に生かすこͱ͕ݶ ॏཁͰ る͋ͱߟ た͑ɻ

ϑΥンμンΥーλーのૉࡐͰ͋る֨ن
֎品のイチジクをυライϑルーツにする
たΊɺྠ りͰカットしɺΦーブンͰ2ʙ
ఔɺԹௐཧしたɻしかしɺਫؒ࣌3
分をൈきるこͱɺ分をյさ υͣラ
イϑルーツをఏڙするこͱ͕ Ͱきないこͱ
からɺס૩野ࡊ果のՃ・ൢ ചを
行͏اྗڠ業に製をґཔしたɻエア
υライ製法ͰのՃをݕ౼していたɻ

+"͋いち͕ಠ自に੍定している「Ѫ
のいちじくの日」に߹Θせてɺલ1ޙिؒ
を「イチジクिؒ」にઃ定したɻళฮの
ެࣜ*OsUBHSBNにてɺϑΥンμンΥー
λーのհɺイϕント開࠵ϙελーの
ߘを定したɻまたɺお٬༷͕商品
を自༝にアレンジしてָしΉこͱ͕ Ͱきる
Α͏ ɺެ ࣜ)1にアレンジレシϐをհ
Ͱきるڞ༗αイトの開ઃをఏҊしたɻ

һڭಋࢦ
⅖良兼司ઌ生
今井まりなઌ生
からのコメント

自らϢーβーͰ͋るళฮελッϑにدりఴ͏தͰɺҬͰѪさΕଓ͚るళのײڞをਂΊ
ていったɻا業の品ଗ͑にࠐΊらΕたいをټΈऔったこͱͰɺ製ྗڠに結ͼついたɻ
ϖージࢧԉऀͱのコミϡχケーシϣンஸೡͰ͋った͚ͩにɺڹかなかったこͱ͕੯しまΕるɻ

イチジクを使った特産品

*$)*ख़ʤ'*G3&S)ʥ
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京都産業大学ɹ্ݩゼミ/野ྙɺसԬɺ山໊߶

アレルΪーのํͰ৯らΕて
S/Sө ͑Ͱきるεイーツ

すてのアレルΪーのํ͕৯るこͱ͕
Ͱきɺカップケーキの্にキラキラの০
を͚Ճ͑たこͱͰかΘいくɺS/Sө͑を
ҙࣝしたɻλーήット20ʙ�0のओ
්のํͦのڙࢠͱアレルΪーを࣋つ
ਓͰ り͋ɺຯイチジクɺイチジクͱメϩン
のミックεຯの2छྨを༻ҙしたɻカップ
ケーキにしたこͱͰイチジクのΈをさら
にҾきग़しイチジクಠ特のۤΈの解ফ
をਤりɺ৯たこͱのないํɺۤ खなํͰ
おいしく͚るΑ͏ なのに্͛たɻ

イチジクのޮをௐたͱきに
のվળ͕͋ったɻͦڥ のたΊͦΕ
らにؔするΈ͕͋るかをアンケート
ௐ ࠪするͱશ ମの� ׂのਓ͕ 
にΈ͕͋るこͱ͕分かったたڥ
Ί࡞Ζ͏ ͱ͑ߟたɻࠩ ผ化をਤるたΊ
にアレルΪーのਓͰܰؾに৯て
ら͑ るΑ͏ に͑ߟたɻ

ॳڇೕͱཛを使༻していないイ
チジクのカップケーキをߟ Ҋした͕
にアップσートしશてのアレルΪーߋ
のํ͕৯らΕるΑ͏ にࡐݪྉ
したɻまた্にのせていたイチジク
をυライイチジクにม͑ɺ生のதに
使༻しているイチジクをϫインͰコ
ンϙートにするこͱͰ日࣋ちの࣮ݱに
ޭしたɻ

果࣮ͦののを৯るこͱػ会の
গなさ߅・ۤ ຯ͕͋るこͱからՃ
৯品のதͰমくこͱͰΈ͕૿
すমき՛ࢠにઃ定しɺアレルΪーの
ํͰ৯らΕるΑ͏ にݪྉす
るɻまたݟたカラϑルにするこͱͰ
にखにऔってら͑ܰؾ るΑ͏ にしߪ
ങҙཉを্͛るɻ

һڭಋࢦ
ઌ生ݩ্
からのコメント

つਓͰ৯らΕる商品ͱい͏ணධ࣋ྉにアレルΪーをࡐݪしɺ特定ྉをࡐݪ
ՁͰきるɻたͩɺ良いのを࡞る͚ͩͰなくパッケージσβインՁ֨ɺプϩモーシϣンͱ
いったશൠతなマーケティング活ಈ͕ٻΊらΕるこͱを࠶ೝࣝしてらいたいɻ

イチジクを使った特産品

ĨĪĨīĬĴŀ ĪįİĪĲĬĵ ĭİĺį 3ʤいちじくのカプࢠʥ
京都橘大学ɹ⅖良兼司・今井まりなゼミ/ൈ৺ɺኍ瀬和࠸ɺ山田ཾұ࿕

υライイチジクͰखܰに݈߁なຖ
日を

この 商 品  ɺ࠭  ෆ 使 ༻ のυライϑ
ルーツをਫに௮͚てつくるༀ હυリン
クͰɺਫ 分 ิ をしな͕らɺ๛څ なӫ
ཆૉをઁるこͱ͕Ͱきるɻ商品໊Ͱ͋る

「'*G3&S)」にɺイチジクϑΥンμン
ΥーλーをҿんͰɺؾ分をリϑレッシϡ
してほしいͱい͏い͕ࠐΊらΕているɻ
Ίる30ʙ�0࢝ち࣋にؔ৺を߁݈
のঁ 性をλーήットにબ 定しɺී ஈ ҿ
ΉਫにͻͱखؒՃ る͑「ϑΥンμンΥー
λー」にを͚たɻυライϑルーツをਫ
に௮͚る͚ͩɺͱい シ͏ンプルな商品Ͱ͋
りな͕らɺυライϑルーツの৽たな使いํ
のఏҊͰ͋るɻ

イチジクにɺ݈ ໘Ͱັྗతなཁૉ߁
͕多いɻͦこͰɺ݈ つঁ࣋にؔ৺を߁
性をௐࠪしたͱこΖɺർ࿑便௨なͲの
໘ͰΈ͕߁݈ る͋こͱ͕ 分かったɻま
たɺѳඒϑーズ༷ɺ商品のこͩ Θり
くɺ̓ڧ͕ ৺҆શをୈ一にߟ て͑いるこ
ͱ͕ Θかったɻࢲたちɺ自分たちの商
品をこͩ Θりɺイチジクのӫཆૉを࠷大
に生かすこͱ͕ݶ ॏཁͰ る͋ͱߟ た͑ɻ

ϑΥンμンΥーλーのૉࡐͰ͋る֨ن
֎品のイチジクをυライϑルーツにする
たΊɺྠ りͰカットしɺΦーブンͰ2ʙ
ఔɺԹௐཧしたɻしかしɺਫؒ࣌3
分をൈきるこͱɺ分をյさ υͣラ
イϑルーツをఏڙするこͱ͕ Ͱきないこͱ
からɺס૩野ࡊ果のՃ・ൢ ചを
行͏اྗڠ業に製をґཔしたɻエア
υライ製法ͰのՃをݕ౼していたɻ

+"͋いち͕ಠ自に੍定している「Ѫ
のいちじくの日」に߹Θせてɺલ1ޙिؒ
を「イチジクिؒ」にઃ定したɻళฮの
ެࣜ*OsUBHSBNにてɺϑΥンμンΥー
λーのհɺイϕント開࠵ϙελーの
ߘを定したɻまたɺお٬༷͕商品
を自༝にアレンジしてָしΉこͱ͕ Ͱきる
Α͏ ɺެ ࣜ)1にアレンジレシϐをհ
Ͱきるڞ༗αイトの開ઃをఏҊしたɻ

һڭಋࢦ
⅖良兼司ઌ生
今井まりなઌ生
からのコメント

自らϢーβーͰ͋るళฮελッϑにدりఴ͏தͰɺҬͰѪさΕଓ͚るళのײڞをਂΊ
ていったɻا業の品ଗ͑にࠐΊらΕたいをټΈऔったこͱͰɺ製ྗڠに結ͼついたɻ
ϖージࢧԉऀͱのコミϡχケーシϣンஸೡͰ͋った͚ͩにɺڹかなかったこͱ͕੯しまΕるɻ

イチジクを使った特産品

*$)*ख़ʤ'*G3&S)ʥ
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大学ɹኍ田ষޫゼミ/大⁜Ղɺۚـۙ ઍ५ɺ۽ᖒ༎ಸɺখक߶࢙

お土産プレゼントを͏ମݧ
を௨してՁڞ༗Ͱきる商品

「ѳඒのな͕Ε΅し」ɺ֨ن֎品のイ
チジクを使༻したۚฏͰ͋るɻ「お土
産プレゼントを͏ମݧからɺԿかਓ
の৺にるメッηージ性の͋る商品を࡞
りたい」ͱい͏いからߟ Ҋしたɻۚ ฏ
ɺ製࣌にग़るෆଗいののを使
༻するɻͦ してɺ௨ৗഇغさΕるۚฏ
にイチジクͱ࠭をࠞͥたのをコーティ
ングするɻまたɺこの商品ɺすͱきか
ら৯たޙまͰ�つのମݧをָしΉこͱ
͕ͰきるɻΑってɺ「֨ن֎品のイチジク
͕৽たなܗに生まΕมΘる」ͱい͏ɺメッ
ηージ性Ձ؍をす૬खにڞ༗
するこͱをॏࢹした商品Ͱ͋るɻ

旅行にग़か た͚ࡍɺお土産にબͿのͰ
定番避 る͚ϖルιφ͕ ਓにしたくなるΑ
な͏ԿなのかɻήテモノͰ受 を͚ૂい

たい༁Ͱແくɺかͱいって࣮に旅行ઌ
にؔしていないのͰߏΘないͱ͏ݴ ൴
のҙݟからɺ࠷ऴతに「旅行ઌ͕ೝࣝͰ
きɺݟӫ͑ の良いパッケージ」͕ 一番まし
いͱい͏ 事をਪଌしたɻͦこからイチジクにೃ
છのແいਓͰखにऔりすいのͰ͋ りɺ
かつѳඒϑーズのཁの1つͰ る͋「ఴ
Ճを߇͑ྗۃ た長期อଘ可なの」
Ͱɺطଘࢢから݅にてまるのを
୳したॴɺۚ ฏをબͿӡͼͱなったɻ

製࣌にෆଗいͱしてഇغさΕるۚ
ฏを使༻するこͱを定しɺϖーεト
にしたイチジクͱグラχϡーͰ࡞った
ຶͰۚฏをコーティングしたɻイチ
ジクのૉなさ߳り͕ Ҿきग़せる
Α͏ ҙࣝしたɻまたパッケージイチジク
のܗをしたのを࡞しɺ֨ن֎品
のイチジク͕৽たに生まΕมΘるͱい͏
メッηージ性をײじらΕるݟたͱしたɻ

ൢചଅਐͰɺۙ ใͱS/S大学のـ
利༻をاըしたɻ֦ ଞ大学Αり͕ྗࢄ
ใͱɺ2つのS/SͰ大学のـいۙڧ

ΕͦͧΕのϢーβーに߹Θせたプϩ
モーシϣンをఏҊしたɻ༰についてɺ商
品ใͩ Ͱ͚なくɺ৯品ϩε題生産
のイチジクɺۙݝগしているѪݮ͕ྔ
ن͕ॖখさΕているۚฏ業ք
のೝ্のたΊのใൃ৴ఏҊし
たɻ

һڭಋࢦ
ኍ田ষޫઌ生
からのコメント

イチジク一ൠతに生৯Ͱ৯するこͱ͕多いɻͦ のイチジクの特性を分ੳしۚฏͱい͏
౷తな՛ࢠͱΈ߹Θせたൃ͕Ϣχークɻͦ の商品をお土産ɺさらにͦのお土産ମݧͱ
コミϡχケーシϣンをΈ߹ΘせたࢹͱプϩトλイプまͰつくった行ಈྗߴくධՁさΕるɻ

イチジクを使った特産品

3) �'B SNʤѳඒのな͕Ε΅しʥ
甲南大学ɹ佐藤圭ゼミ/∁྄ڮଠɺྛ 田和Ֆɺԣ田࣮ᣦ

εトレε社会に生きるঁ性に҆ら
͗を

「'IFB M J OHʙ;͌ーりん͙ ʙ」ɺイチ
ジクの༿Ͱ࡞ったおにɺイチジクのᘡ
ᘚをηットにした商品ͩɻイチジク
お౬をೖΕたॠؒにイチジクの߳り͕ ϑ
ϫッͱ߳りɺᘡᘚ「֎シϟリɺத
モチッ」ͱした৯ײͰɺイチジクをؙ͝ͱ
Ͱきるɻת
日ʑɺ事Ո事なͲɺ自分Ͱなくほ
かのこͱを優ઌしてしま͏ ঁ性にɺ自分の
こͱを大 にするٳ ܜ ࣌ ؒにほっͱ一
ଉついてらいたいͱい͏ࢥいͰ開ൃし
たɻイチジク特༗のମに良い分͕たく
さんؚまΕておりɺମを࿑るに࠷ద
な商品Ͱ͋るɻ

ॳイチジクにରする印࠷たちࢲ
をௐࠪしたɻͦ の結果৯たこͱ͕ な
いͱい͏ ҙ͕ݟ多くݟらΕた͕ɺঁ 性
をத৺にきͩͱい͏ҙ͕ݟෳݟ
らΕたɻまたイチジクにঁ性ϗルモ
ンにΑくࣅた২性エεトϩήンͱい
͏分ؚ͕まΕているこͱ͕ௐࠪの
結 果  ໌しɺঁ 性に͚た商 品を
開ൃしたいͱ͑ߟたɻ

イチジクを࣮ࡍに日本カϑΣ専
ళのํに品ධしてきɺイチジクの
߳りを࠷大ݶ活かす事͕ͰきるΑ͏ に
վ良したɻखにかͣ৯すくɺๅ
石のΑ͏ に くًᘡᘚͱηットにするこͱ
ͰコンηプトͰ͋る҆ら͗ のؒ࣌をఏ
Ͱきる商品にしたɻパッケージイチڙ
ジクの༿をશ໘にԡしग़しɺ一ݟて
ってら͑࣋ຯをڵ るσβインにしたɻ

たちɺѳඒౡ͕Ֆの໊産ࢲ
Ͱ͋るこͱɺ「Ψーσχング」の
ମత・৺ཧతޮ果にணしɺ͋ つΈ
৯ಊのԂにՖを২ る͑「͋つΈϑ
ラϫープϩジΣクト」をఏ Ҋしたɻ本
イϕントにおいてɺ'IFB M J OHのັྗ
をく る͑たΊのࢼҿ会࣮ࢪす
るɻ

һڭಋࢦ
佐藤圭ઌ生
からのコメント

イチジクͱい͏ૉࡐͱపఈతにき߹ったチーム͕ಋきग़した͑ɺ「お」Ͱ͋ったɻΦ
リジφルのᘡᘚͱͱにɺϢーβーに҆ら͗ をଋするɻखをಈかすਫ਼ྗతなऔりΈ
にΑりɺൢ ࿏を開しɺプϩモーシϣン準උສɻڭһからࢦఠすきͱくにないɻ

イチジクを使った特産品

C M P PNʤ'IFB M J O Hʥ
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大学ɹኍ田ষޫゼミ/大⁜Ղɺۚـۙ ઍ५ɺ۽ᖒ༎ಸɺখक߶࢙

お土産プレゼントを͏ମݧ
を௨してՁڞ༗Ͱきる商品

「ѳඒのな͕Ε΅し」ɺ֨ن֎品のイ
チジクを使༻したۚฏͰ͋るɻ「お土
産プレゼントを͏ମݧからɺԿかਓ
の৺にるメッηージ性の͋る商品を࡞
りたい」ͱい͏いからߟ Ҋしたɻۚ ฏ
ɺ製࣌にग़るෆଗいののを使
༻するɻͦ してɺ௨ৗഇغさΕるۚฏ
にイチジクͱ࠭をࠞͥたのをコーティ
ングするɻまたɺこの商品ɺすͱきか
ら৯たޙまͰ�つのମݧをָしΉこͱ
͕ͰきるɻΑってɺ「֨ن֎品のイチジク
͕৽たなܗに生まΕมΘる」ͱい͏ɺメッ
ηージ性Ձ؍をす૬खにڞ༗
するこͱをॏࢹした商品Ͱ͋るɻ

旅行にग़か た͚ࡍɺお土産にબͿのͰ
定番避 る͚ϖルιφ͕ ਓにしたくなるΑ
な͏ԿなのかɻήテモノͰ受 を͚ૂい

たい༁Ͱແくɺかͱいって࣮に旅行ઌ
にؔしていないのͰߏΘないͱ͏ݴ ൴
のҙݟからɺ࠷ऴతに「旅行ઌ͕ೝࣝͰ
きɺݟӫ͑ の良いパッケージ」͕ 一番まし
いͱい͏ 事をਪଌしたɻͦこからイチジクにೃ
છのແいਓͰखにऔりすいのͰ͋ りɺ
かつѳඒϑーズのཁの1つͰ る͋「ఴ
Ճを߇͑ྗۃ た長期อଘ可なの」
Ͱɺطଘࢢから݅にてまるのを
୳したॴɺۚ ฏをબͿӡͼͱなったɻ

製࣌にෆଗいͱしてഇغさΕるۚ
ฏを使༻するこͱを定しɺϖーεト
にしたイチジクͱグラχϡーͰ࡞った
ຶͰۚฏをコーティングしたɻイチ
ジクのૉなさ߳り͕ Ҿきग़せる
Α͏ ҙࣝしたɻまたパッケージイチジク
のܗをしたのを࡞しɺ֨ن֎品
のイチジク͕৽たに生まΕมΘるͱい͏
メッηージ性をײじらΕるݟたͱしたɻ

ൢചଅਐͰɺۙ ใͱS/S大学のـ
利༻をاըしたɻ֦ ଞ大学Αり͕ྗࢄ
ใͱɺ2つのS/SͰ大学のـいۙڧ

ΕͦͧΕのϢーβーに߹Θせたプϩ
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のೝ্のたΊのใൃ৴ఏҊし
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һڭಋࢦ
ኍ田ষޫઌ生
からのコメント
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コミϡχケーシϣンをΈ߹ΘせたࢹͱプϩトλイプまͰつくった行ಈྗߴくධՁさΕるɻ

イチジクを使った特産品

3) �'B SNʤѳඒのな͕Ε΅しʥ
甲南大学ɹ佐藤圭ゼミ/∁྄ڮଠɺྛ 田和Ֆɺԣ田࣮ᣦ

εトレε社会に生きるঁ性に҆ら
͗を

「'IFB M J OHʙ;͌ーりん͙ ʙ」ɺイチ
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からのコメント
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イチジクを使った特産品

C M P PNʤ'IFB M J O Hʥ
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ۨᖒ大学ɹੁ野佐৫ゼミ/കྞਫɺ大石ਅ生ɺӬ川雄大

ن ֨ ֎ イチジクͰ ɺ� 分 Ͱ
SDGs�

「'JH 5PNB SBVDF」ɺ֨ن֎のイチ
ジクͱトマトを使༻したສιーεͰ͋るɻ
イチジク生৯υライϑルーツなͲຯ
ͱして৯らΕるこͱ͕多い果͕ͩɺΑ
りۙに৯らΕるΑ͏ にしたいͱ͑ߟɺ
Ҋしたɻߟ
この商品ɺιーεͱしてパελなͲにͦ の
ままか͚る͚ͩͰ立な৯事になりɺさ
らにアレンジをՃ͑खのࠐんͩメχϡー
にঢ՚させるこͱͰきるඇৗに൚༻性
のߴいສιーεͰ͋るɻ
コンηプトに͋る「�分ͰSDGs �」ɺن
֨ ֎ 品 使༻Ͱϑーυϩε Ͱ͋るこݮ
ͱɺ࣌商品Ͱす͙ Ͱきる͝ んのμブル
ミーχングになっているɻ

ॳΊにѳඒౡにトマトの֨ن֎品
ग़ているݱঢ়をりɺイチジクͱトマト
をֻ͚߹Θせた今まͰにないりޱ
から商品ఏҊすくɺまͣ ঢ়分ੳͱݱ
してイチジクの印ௐࠪを行ったɻ結
果ɺイチジクってる͕ ɺ৯たこͱ͕
ないਓ͕多いこͱ͕ 分かったɻͦ こͰɺ
खܰにखをऔるこͱ͕ Ͱきɺສਓ受͚
する商品ͱしてトマトιーεをߟҊしたɻ

ʑパελιーεͱい͏ݩ ҊͩったҝͲの
ιーεに߹ か͏のڀݚから࢝まったɻイ
チジクトマトͱの૬性͕良くɺなら
パελ͚ͩͰなくສιーεのํ͕
൚༻性͕ くखにऔってߴ る͚ͱ͑ߟ
たɻ࡞ࢼをॏͶてग़དྷたιーεにΑって
༷ʑなアレンジレシϐのൃҊ行ったɻ
ֻ る͚ͩ ͚良しɺखのࠐんͩྉཧにม
る͑の良しのສιーε͕ したɻ

イチジクトマトιーε今まͰにない商
品Ͱ る͋たΊɺまͣ ඒຯしさをって
ら͏ こͱ͕ ඞཁͰ͋るɻͦ のたΊɺレε
トランのメχϡーͱして使༻してら͏ こ
ͱɺεーパーͰのキϟンϖーン࣮ࢪ
にΑってɺ商品にରする߅をݮらす
こͱͰɺखにऔりすくなるのͰない
かͱ͑ߟたɻこΕらのํ法Ͱيಓに
Εωットൢചのମ੍を͑ていくɻ

һڭಋࢦ
ੁ野佐৫ઌ生
からのコメント

൴らの൝֨ن֎品のいちじくͱトマトを使ったいちじくトマトιーεをఏҊしたɻ൴らૣいஈ֊から࡞ࢼ
品を࡞しɺゼミͰࢼ৯ௐࠪを܁りฦすなͲߴɺ い行ಈྗͰاըఏҊをਐΊていたɻ൴ら͕ したい࡞ࢼ
ちじくトマトιーεɺいちじくのかなຯ͕ޮいた্品なຯΘいͰਖ਼ɺڻいたɻし商品化 さ͕Ε
るͱしたらͥ ͻߪೖしたいɻ

イチジクを使った特産品

' J HZNSʤ' JH 5PNB SBVDFʥ
լ大学ɹ山Լ༔ゼミ/ཅ川തষɺྛ࣎ ɺ田圭༞ۭر

-PWF sP sXFFUs ΈんなのѪ
さΕεφック

したたちの商品ϑリーズυライՃࢲ
イチジクの্にϋイカカΦチϣコレートを
か͚た商品Ͱ͋るɻ商品の一番の特
ͱしてϑリーズυライՃͰ͋るɻイチジ
クෆ長णの果ͱݺΕるほͲӫ
ཆՁ͕ߴい果Ͱ͋るɻͦ の๛なӫ
ཆを活かすたΊにこのϑリーズυライͱい
͏Ճํ法をબんͩɻਫ分͕なくなりα
クαクのチップεのঢ়ଶになるのͰͦの
্にϋイカカΦチϣコレートをࣼઢ͕͚し
たΈんなにѪさΕるεφックをコンηプト
に商品を࡞ったɻ

メンόーの3ਓͱイチジクのຯを
るͱこΖから࢝まりɺイチジクͱい͏ຯͱ
߳りに特の͋る果をいかにたくさ
んのํʑにָしんͰら͑ るのかをߟ
͑たɻԿԿ࡞ࢼを܁りฦす
なかͰɺεφック֮ײͰ৯らΕるख
ܰさにॏきをஔきɺなじΈのগないイ
チジクをΑりۙͰΈんなにѪさΕる
εφックになるΑ͏ にߟҊしたɻ

チームશһイチジクを৯たこͱ͕
なかったたΊɺまͣຯをΖ ͱ͏ε
ムージージϟムにしてΈたɻࢼ ࡞
の結 果 ੨ षΈをফしつつɺ៉ ྷな
৭ຯ͕せるϑリーズυライՃ͕
り༷ʑな৯品ࢸదͩͱい͏結に࠷
ͱのΈ߹Θせをࢼしたɻ

まͣイチジクをらないਓ৯たこ
ͱ͕ないਓ͕多いͱい͏ݱঢ়を受͚
Ίɺイチジクをってら͏ࢭ たΊに
たちのΦリジφルキϟラクλーの「じࢲ
くお」を ࠂ ౝにイチジクにؔする
ಈըࣸਅなͲをS/Sに্͛ɺ「じく
お」をѳඒブランυのキϟラクλーͱ
してചりग़しɺイチジクにରするڵຯ
を࣋ってらお ͱ͏͑ߟたɻ

һڭಋࢦ
山Լ༔ઌ生
からのコメント

学生にͱって͋まりೃછΈのないイチジクをͲのΑ͏ にՃすΕ商品ͱなり͏ るのかɺ今
のゼミのதͰ࠷ࢼ行ޡࡨをしていたチームͰ͋ったɻϑリーズυライにணしたͱこΖ
まͰண؟の良さ͕ޫった͕ɺԿをՃ͑ΕΑいのか࢛ۤീۤした印Ͱ͋るɻ

イチジクを使った特産品

ミキαーʤϑィグレートʥ
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専修大学ɹ奥瀬喜之ゼミ/大西ߤฏɺ山࡚ѥ優ɺҏ藤ҁ

ேにさくっͱඒຯしさͱӫཆをプ
ラεϫン

「.*9 EF いちじく」ேしくてே৯
をઁΕないਓɺ৯ཉ͕ないਓのΈを
解決するこͱ͕ग़དྷるイチジクシϩップͰ
͋るɻ
この商品イチジクにؚまΕる๛なӫ
ཆを؆୯にઁΕるΑ͏ にɺジϟムのΑ͏ な
果ײͱιーεのΑ͏ なさらさらײをٻ
したシϩップͰ͋るɻී ஈ৯るϤーグル
トڇೕなͲにか͚る͚ͩͰくてঁ性
にخしいӫཆ͕たっりのே৯になるの
Ͱ͋るɻ༰ثシϩップを こ͙ͱ͕
ग़དྷるܗঢ়Ͱɺଆ໘のりͰ一ճ分
の使༻ྔ͕分かるΑ͏ になっているɻ

イチジクのݱ在のೝをௐࠪした
ͱこΖɺイチジクにೃછΈのないফඅ
ऀ͕多いこͱ͕ ໌したɻͦ こͰطଘ
の৯品にՃ͑てイチジクをઁりすく
するシϩップをߟҊしたɻまたே৯に
ෛ୲をײじているओ්͕多いͱい͏
σーλからɺイチジクの๛ なӫ ཆ
を生かしてこのΈを解決する商品
を࡞りたいͱ͑ߟたɻ

イチジク͕ۤखなਓͰ৯らΕるΑ
に͏ɺΈをՃ͑ɺイチジクをखܰにɺ
しͦて᩵  ຯΘ͑るΑ͏ײ に商 品

վ良を行ったɻළからͦ のままϤーグ
ルトڇೕにか͚らΕるΑ͏ にɺシϩッ
プのさらさらײにこͩΘったɻまたɺՈ
ゼミ生にࢼ৯をしてらいɺ
なຯのײをٻΊたɻ

ϑルーツシϩップࢢジϟムιー
εなͲのڝ߹商品͕多いɻͦ こͰࢲ
たち商 品のڧΈの一つͰ͋る൚
༻性のߴさからʢ1ʣεーパーɺಓの
Ӻͱʢ2ʣキッチンカーͰൢചํ法を
分͚たɻͦ ͏するこͱͰํからೝ
を得るのͰ͋るɻまたS/SͰアレン
ジレシϐをߘするこͱͰೝの
をਤるɻ্

һڭಋࢦ
奥瀬喜之ઌ生
からのコメント

イチジクを使ったシϩップͱい͏ൃϢχークͩったɻ一ํͰɺイチジクの果の৮ײを
生かͦ͏ ͱするͱɺ一ൠతな「シϩップ」からか͚Εた商品になる難しさ͕͋ったɻまたɺ商
品の৮ײを生かしたΦリジφルレシϐ͕͋Εɺ商品の長ॴ͕ΑりΘったͱ͏ࢥɻ

イチジクを使った特産品

専修大学奥瀬ゼミɹイチジク൝ʤĔĐğ īĬ いちじくʥ
و্ࡔゼミ/લ田ྰԓɺ大ౡ໌Ֆɺٱ大学ɹ佐藤හࡁܦ࡚ߴ

ඒͱ݈߁をٻΊるঁ性にಧ͚た
い Ϊルトϑリーなおつ

「ブリεόー」࠭ɺグルテンɺఴՃ
ෆ使༻の商品Ͱ͋るɻ
イチジクのඒ༰݈߁に良いޮにண
しɺࡑѱײなくே৯ସΘりおつに
৯るこͱ͕Ͱきる商品ͩɻイチジクを৯
たこͱ͕ແいਓɺຯのイメージ͕ग़དྷ
ないਓ৯すいɻチϣコຯͱきなこຯ
の2छྨの展開Ͱɺアンチエイジングɺμ
イエットαϙートͱޮにΑってબͿの
おすすΊͩɻしっͱりͱした৯ײͱ࣋ちӡ
ͼのしすいαイズײ特Ͱ͋るɻ2ɺ
े分ͰײͰ৯らΕるこͱͰຬޱ3
͋るたΊɺ多くのঁ性のຯํͱなる商品
になるこͱをئい製࡞したɻ

イチジク͕݈߁・ඒ༰に良いӫཆૉ
を࣋つこͱを౿ま͑ ɺ৽型コϩφィル
εにΑる݈߁धཁのߴまりͱい͏؍
からࢢのಈを分ੳしたɻௐࠪか
ら݈ ߁ ध ཁ͕ߴまっているからこͦ
৯にରしてのࡑѱ૿͕ײしている事
͕分かったɻͦ こからࡑѱײなく৯
ΕるΪルトϑリーなおつを࡞りたい
ͱ͑ߟたɻ

ຯを2छྨͱしɺͦ ΕͧΕのຯに߹͏
φッツのछྨυライϑルーツɺ分
ྔなͲをࡧしたɻԿ࡞ࢼを܁
りฦしɺೲ得のいくຯ৯ײをٻΊ
たɻ࡞ࢼதにଞのレシϐͰݟない
「ΦーブンͰমく事」をࢼした結果ɺ
Αり良い৯ײͱなりɺ型くͣ Εを こ͙
ͱに͕ܨったɻ

ॳѳඒϑーズ༷の࣮ళฮをத࠷
৺に商品を展開するɻళฮプϩモー
シϣンͰɺྻɺࠂɺキϟンϖー
ンの؍からλーήットͰ͋る20から
�0ঁ性にखܰにखにऔってら͑
るΑ͏ にするɻෳ  ߪ ೖଞ 商 品ͱ
のΈ߹ΘせߪೖͰׂҾՁ֨Ͱの
ఏڙɺࢼ৯ɺ*Os UBHSBNͰの֦ࢄ
なͲͰをूΊるɻ

һڭಋࢦ
佐藤හٱઌ生
からのコメント

イチジク͚ͩͰなくɺҬの特産を活かした݈ࢤ߁のブリεόーɻԿ࡞ࢼを܁りฦ
しɺূݕతௐࠪをした自৴࡞Ͱߴɺ Ձ֨ͰఏҊしてे分に戦 る͑商品Ͱ͋るɻチームϫー
ク͕Αくɺا業ͱのަব製ఔにお͚るนをزͱなく͑ていく࢟ૉ晴らしかったɻ

イチジクを使った特産品

.0Sʤブリεόーʥ
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த京大学ɹ宮ඒึゼミ/ྛ๖ʑՖɺҏ藤晴߳ɺ౦ւྛྰඒ

ͲからまͰ৯らΕるࢠ
͋ったかεイーツ

ਰୀの一్を୧る田ࢢݪのڷ土ྉཧ
「じΐじΐり」を෮活させɺҬの৯を
活性化させΑ͏ ͱ͑ߟた「いちじくՈの
じΐじΐり」ɻ
いちじくͱখ౾をֻ͚߹Θせた৽֮ײの
ຯにɺ໙自ମにいちじくの৯ײを෧じ
たɻ໙͑ߟ土ྉཧͱしてڷΊた৽しいࠐ
にগྔのシφモンをೖΕているたΊɺ和
༸の༥ ߹ײじらΕるڷ 土 ྉ ཧͱなっ
たɻ
田ࢢݪのڷ土ྉཧを෮活させるͱい͏
ҙຯͰɺいちじくをり্͛るͱい͏ҙ
ຯͰɺ༷ ʑなํ໘を活ؾҲΕさせるΑ
な͏商品にしΑ͏ ͱ͑ߟたɻ

テーマをग़しているا業͕田ࢢݪに
位 ஔしているこͱからɺ田 ݪ ڷのࢢ
土ྉཧにணしたɻ「じΐじΐり」ͱ
い͏ແくなってしまいͦ͏ なڷ土ྉཧ
をൃ ڷしɺこのݟ 土 ྉ ཧを෮ 活さ
せɺঘついちじくり্͛らΕるΑ

な͏商品にしたいͱ͑ߟɺこのఏҊ
結ͼついたɻ

製՛学ߍのઌ生製໙会社のํ
のҙݟからɺ1�छྨのຯを৯ൺ
るなͲしてࢼ行ޡࡨしたɻこのதͰ
1つのຯを決Ίるの大 มͩったɻ
202໊のアンケートを౿ま͑ てɺখ౾
ͱいちじくɺ໙ͱいちじくなͲの૬性を
ௐして「いちじくՈのじΐじΐ
り」をつくり͋ ͛たɻ

202໊のアンケートのதͰɺࢼ৯し
てからならこの商品をങいたいͱڼっ
ていたͩいたํ͕多かったɻͦ のた
Ίɺࢼ৯会を活༻したプϩモーシϣン
を行 こ͏ͱにしたɻまたɺコメμྻܥの
おか͛҇Ͱのఏڙ͑ߟておりɺコメ
μ商品ͱのコラϘͰきないのかͱ
ていたɻ͑ߟ

һڭಋࢦ
宮ඒึઌ生
からのコメント

このチームɺطଘ製品ͱඃらͣ生産をલ໘にग़したɺ良い製品をఏҊͰきたͱ͏ࢥɻ
多くのํʑに͝ॿݴいたͩきɺԿԿ࡞ࢼをॏͶɺテεトマーケティング࣮ࢪしてい
たɻ結果念Ͱ͋った͕ɺඞͣ良いݧܦになったͱ৴じているɻ

イチジクを使った特産品

Ͱら͏ ΈΌ͋ʙʤいちじくՈのじΐじΐりʥ
ಉࢤ社大学ɹ田݈司ゼミ/খࣨඒ݄ɺ野ଜཾ司ɺౡ๖Ն

͋なたの日ৗにいちじくを

「いちじくͱόλー」ࡐݪྉにいちじくɺ
ちΈつɺ࠭  ɺԘ ɺͦ してӅしຯにク
リームチーズを༻いたϑルーツόλーͰ
͋るɻఴՃを一使༻せͣシンプル
に࡞り͋ ͛らΕたこの一品ɺこΕまͰに
ຯΘったこͱ͕ないਂいຯΘいͱなっ
ているɻόλーのೱ ްさのதにいちじく
特༗のຯΘいͱࢫຯɺͦ してプチプチײ
をײじさせるɻ
ঁ性にخしい多くのӫཆૉをؚΉいちじ
くをۙなଘ在にしɺ日ৗの৯事にऔり
ೖΕてら͏ こͱをతͱしたɻϑルーツό
λーͱい͏商品্ɺফඅऀのアレンジ͕
商品の可性を͛てくΕるͱい͏
ັྗͩɻ

たちいちじく͕ࢲ ๛なӫཆૉͱ
特༗のຯΘいを࣋つにかかΘらͣ
όφφΈかんͱいったϑルーツに
ൺɺ多くのਓʑにͱってۙなଘ
在Ͱないͱい͏にணしたɻͦ こͰ
ख ܰͰ日ৗ తにいちじくを৯て
ら͑ るたΊに「 ృる͚ͩ؆ ୯ � 」なό
λーのࣜܗを࠾༻するこͱにしたɻ

௨ൢചのたΊにྫྷౚอଘさΕてい
るいちじくを༻いてͲのΑ͏ においしくす
るのかにこͩ Θりを࣋ったɻॳΦー
ブンͰਫ分をৠൃさせいちじくのࢫΈ
をॖڽさせるこͱをૂった͕ɺ解ౚ࣌
のोにࢫຯ༹͕͚ग़してしまいɺຯ͕
ബくなってしまったɻͦこͰমくのͰな
くͦ のो ͱࣽ͝ࠐΉこͱͰΪϡッͱいちじ
くのࢫΈをॖڽするこͱ͕ Ͱきたɻ

に֦大ࢢ在ɺόλーݱ る͋た
ΊɺϑルーツͱόλーをΈ߹Θせた৽
しいൢ࿏をஙくඞཁ͕ る͋ɻ࠷ॳɺhい
ちじく・ϑΣア をɦ௨してɺいちじくͱόλーを
大ʑతにೝしてら͏ ɻまたɺ商品のϙッ
プをফඅऀののಧきすい位ஔに
ஔするこͱにΑってɺߪങҙཉをߴΊɺߪ
ೖにつな る͛ɻいちじくͱόλーのアレンジ
レシϐをื しूɺ生産 ͱऀফඅऀの྆ऀ
ՃͰきるプϩモーシϣン・プϩηεをஙࢀ͕
き্ ͛ていくɻ

һڭಋࢦ
田݈司ઌ生
からのコメント

この商品イチジクをジϟムͱして使 こ͏ͱ͕ϙイントͰ͋るɻジϟムͰ͋Ε֨ن֎品ͰԿ
ら題ແいからͰ͋るɻまた༷ʑなྉཧにԠ༻ͰきるたΊɺ使い勝ख͕良いɻお らͦく一
この商品をങ͑ɺリϐートߪങするফඅऀ͕多いのͰないͩΖ͏ かͱࢥ る͑ग़དྷͩɻ

イチジクを使った特産品

良し̏ ਓʤいちじくͱόλーʥ
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͋ったかεイーツ

ਰୀの一్を୧る田ࢢݪのڷ土ྉཧ
「じΐじΐり」を෮活させɺҬの৯を
活性化させΑ͏ ͱ͑ߟた「いちじくՈの
じΐじΐり」ɻ
いちじくͱখ౾をֻ͚߹Θせた৽֮ײの
ຯにɺ໙自ମにいちじくの৯ײを෧じ
たɻ໙͑ߟ土ྉཧͱしてڷΊた৽しいࠐ
にগྔのシφモンをೖΕているたΊɺ和
༸の༥ ߹ײじらΕるڷ 土 ྉ ཧͱなっ
たɻ
田ࢢݪのڷ土ྉཧを෮活させるͱい͏
ҙຯͰɺいちじくをり্͛るͱい͏ҙ
ຯͰɺ༷ ʑなํ໘を活ؾҲΕさせるΑ
な͏商品にしΑ͏ ͱ͑ߟたɻ

テーマをग़しているا業͕田ࢢݪに
位 ஔしているこͱからɺ田 ݪ ڷのࢢ
土ྉཧにணしたɻ「じΐじΐり」ͱ
い͏ແくなってしまいͦ͏ なڷ土ྉཧ
をൃ ڷしɺこのݟ 土 ྉ ཧを෮ 活さ
せɺঘついちじくり্͛らΕるΑ

な͏商品にしたいͱ͑ߟɺこのఏҊ
結ͼついたɻ

製՛学ߍのઌ生製໙会社のํ
のҙݟからɺ1�छྨのຯを৯ൺ
るなͲしてࢼ行ޡࡨしたɻこのதͰ
1つのຯを決Ίるの大 มͩったɻ
202໊のアンケートを౿ま͑ てɺখ౾
ͱいちじくɺ໙ͱいちじくなͲの૬性を
ௐして「いちじくՈのじΐじΐ
り」をつくり͋ ͛たɻ

202໊のアンケートのதͰɺࢼ৯し
てからならこの商品をങいたいͱڼっ
ていたͩいたํ͕多かったɻͦ のた
Ίɺࢼ৯会を活༻したプϩモーシϣン
を行 こ͏ͱにしたɻまたɺコメμྻܥの
おか͛҇Ͱのఏڙ͑ߟておりɺコメ
μ商品ͱのコラϘͰきないのかͱ
ていたɻ͑ߟ

һڭಋࢦ
宮ඒึઌ生
からのコメント

このチームɺطଘ製品ͱඃらͣ生産をલ໘にग़したɺ良い製品をఏҊͰきたͱ͏ࢥɻ
多くのํʑに͝ॿݴいたͩきɺԿԿ࡞ࢼをॏͶɺテεトマーケティング࣮ࢪしてい
たɻ結果念Ͱ͋った͕ɺඞͣ良いݧܦになったͱ৴じているɻ

イチジクを使った特産品

Ͱら͏ ΈΌ͋ʙʤいちじくՈのじΐじΐりʥ
ಉࢤ社大学ɹ田݈司ゼミ/খࣨඒ݄ɺ野ଜཾ司ɺౡ๖Ն

͋なたの日ৗにいちじくを

「いちじくͱόλー」ࡐݪྉにいちじくɺ
ちΈつɺ࠭  ɺԘ ɺͦ してӅしຯにク
リームチーズを༻いたϑルーツόλーͰ
͋るɻఴՃを一使༻せͣシンプル
に࡞り͋ ͛らΕたこの一品ɺこΕまͰに
ຯΘったこͱ͕ないਂいຯΘいͱなっ
ているɻόλーのೱ ްさのதにいちじく
特༗のຯΘいͱࢫຯɺͦ してプチプチײ
をײじさせるɻ
ঁ性にخしい多くのӫཆૉをؚΉいちじ
くをۙなଘ在にしɺ日ৗの৯事にऔり
ೖΕてら͏ こͱをతͱしたɻϑルーツό
λーͱい͏商品্ɺফඅऀのアレンジ͕
商品の可性を͛てくΕるͱい͏
ັྗͩɻ

たちいちじく͕ࢲ ๛なӫཆૉͱ
特༗のຯΘいを࣋つにかかΘらͣ
όφφΈかんͱいったϑルーツに
ൺɺ多くのਓʑにͱってۙなଘ
在Ͱないͱい͏にணしたɻͦ こͰ
ख ܰͰ日ৗ తにいちじくを৯て
ら͑ るたΊに「 ృる͚ͩ؆ ୯ � 」なό
λーのࣜܗを࠾༻するこͱにしたɻ

௨ൢചのたΊにྫྷౚอଘさΕてい
るいちじくを༻いてͲのΑ͏ においしくす
るのかにこͩ Θりを࣋ったɻॳΦー
ブンͰਫ分をৠൃさせいちじくのࢫΈ
をॖڽさせるこͱをૂった͕ɺ解ౚ࣌
のोにࢫຯ༹͕͚ग़してしまいɺຯ͕
ബくなってしまったɻͦこͰমくのͰな
くͦ のो ͱࣽ͝ࠐΉこͱͰΪϡッͱいちじ
くのࢫΈをॖڽするこͱ͕ Ͱきたɻ

に֦大ࢢ在ɺόλーݱ る͋た
ΊɺϑルーツͱόλーをΈ߹Θせた৽
しいൢ࿏をஙくඞཁ͕ る͋ɻ࠷ॳɺhい
ちじく・ϑΣア をɦ௨してɺいちじくͱόλーを
大ʑతにೝしてら͏ ɻまたɺ商品のϙッ
プをফඅऀののಧきすい位ஔに
ஔするこͱにΑってɺߪങҙཉをߴΊɺߪ
ೖにつな る͛ɻいちじくͱόλーのアレンジ
レシϐをื しूɺ生産 ͱऀফඅऀの྆ऀ
ՃͰきるプϩモーシϣン・プϩηεをஙࢀ͕
き্ ͛ていくɻ

һڭಋࢦ
田݈司ઌ生
からのコメント

この商品イチジクをジϟムͱして使 こ͏ͱ͕ϙイントͰ͋るɻジϟムͰ͋Ε֨ن֎品ͰԿ
ら題ແいからͰ͋るɻまた༷ʑなྉཧにԠ༻ͰきるたΊɺ使い勝ख͕良いɻお らͦく一
この商品をങ͑ɺリϐートߪങするফඅऀ͕多いのͰないͩΖ͏ かͱࢥ る͑ग़དྷͩɻ

イチジクを使った特産品

良し̏ ਓʤいちじくͱόλーʥ
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立大学ɹ山本ಸԝゼミ/ळ田༔ొɺখ野結ҥɺ田ଜՂึࢢ屋ݹ໊

ͱΖーりͱきΊきチϣコカーテン

「$IPDP K J LV」ɺؙ くݻΊたイチジク
ϖーεトにチϣコレートをコーティングした
一ޱαイズのチϣコレートͰ͋るɻ
イチジクのൽまͰ༨すこͱなく使ったこの
イチジクϖーεトにɺѳ ඒ 産のイチジ
クɺࡾ Տ 産のΈりんɺ田 ݪ のちΈࢢ
つɺ๛ ڮ のϫインを使༻しておりɺࢢ
「ϑーυϩε」「Ҭ活性化」ͱい͏に
まͰこͩΘったɻ
この商品のコンηプト༹かしたチϣコ
レートをか͚る༷ࢠをදしておりɺϏΦ͋
つΈ・エϐεリーのΦープンキッチンͰɺ
るこݟにお٬༷͕ങいをしな͕らࡍ࣮
ͱ͕Ͱきるɻͦ の੍࡞ఔのϫクϫクײ
ຯΘってほしいɻ

たちインλϏϡーௐࠪにΑって多ࢲ
くのਓ͕イチジクにೃછΈ͕ないこͱ
をったɻͩ からこͦ イチジクをखܰに
औりೖΕらΕるΑ͏ な商品を࡞りたいͱ
た「ສいちじ͑ߟॳに࠷た͕ɺ͑ߟ
くϖーεト」Ͱɺまͣϖーεトすらな
かなかೃછΈ͕ないͱい͏ นにͿつか
るɻͦこͰ୭͕ っているチϣコレート
ͱΈ߹Θせるͱい͏ 結にࢸったɻ

Ίたチϣコレートのதにイチジクϖーݻ
εトをೖΕるܗͰɺ3ਓͰͦΕͧΕҧっ
たϖーεトのレシϐɺチϣコレートのカ
カΦͰ࡞ࢼ品を製࡞したɻ会さ
んからɺݻΊたイチジクϖーεトにチϣ
コレートをコーティングしたํ͕いいん
じΌないかɺϫインͰࣽたϖーεト͕
Αりඒຯしいͱい͏ ҙݟをきɺͦ Εを
にしてさらなるվ良を行ったɻߟࢀ

商品ϖーεトをౚらせたྫྷଂのの
ͱゼリーঢ়にしたৗԹののの2छྨ
を༻ҙしɺྫྷ ଂϏΦ͋つΈ・エϐε
リーݶ定ͰɺৗԹ&$αイトなͲͰの
ൢചを͑ߟているɻళฮݶ定ͱい͏ 特
ผײをຯΘ こ͏ͱ͕ Ͱきɺさらに͋つ
Έ৯ಊͰσβートͱしてラインφップさ
せるこͱͰɺͦこͰঌし্͕ったお٬༷
͕ళฮをӡͿきっか͚になるɻ

һڭಋࢦ
山本ಸԝઌ生
からのコメント

ळカンͰ͑ߟていた「ϖーεト」についてɺѳඒϑーズ༷Ͱのࢹ࡞ࢼ品࡞を௨じてɺ
ͲのΑ͏ な商品にするͱՁ͕Θるかをݕ౼した͕ߴくධՁͰきるɻまたɺ商品のコンη
プトੈք؍をফඅऀにັྗతに る͑にͲ͏ したらΑいかをख़ߟしたධՁしたいɻ

イチジクを使った特産品

いちじくレϘリϡーシϣンʤĊįĶĪĶıİĲļʢチϣコジクʣʥ
日本大学ɹ石田大యゼミ/҆৯ɺౡ本ޔܡɺന石ྯ

ͱඒຯしさをこの一本Ͱ߁݈

コϩφՒにお͚る݈ࢤ߁のߴまりにର
してɺイチジク͕࣋つ๛ なӫ ཆ ૉを
活かしɺ野ࡊを৯るػ会をଅਐग़དྷ
るυレッシングͰ͋るɻ今ճの開ൃにࡍし
て一番のϙイントݩのҿ৯ళのڠ
ྗ得てレシϐを開 ൃしたこͱͰ͋るɻ৯
なͲɺ৯ٻのѻいํফඅऀのૌࡐ
にؔするプϩのアυόイεをߟࢀにした
͕զʑのఏҊのڧΈͰ͋るɻຯい
ちじくのさͱে༉のԘຯ͕生きた͋ま
じΐっぱいຯͰɺͦ のதに果࣮͕ײ分か
るυレッシングͰ͋るɻ

߁たちコϩφՒͰ৯にରして݈ࢲ
まったにしɺͦߴ͕ࢤ こにध
ཁ͕͋るͱଊ͑たのͰɺͦ こにରして
アプϩーチしたの͕࢝まりͰ͋るɻま
た開ൃ݅に「֨ن֎品のいちじく
を使͏」ͱ͋るのͰɺこΕらを༗ ޮに
活༻しɺՈさんのॿ͚になるΑ͏ な
商品をࢦしたɻ

なυレッؾに͋たりɺਓ࡞品製࡞ࢼ
シングのຯにし大ऺに受͚ೖΕ
らΕるຯをҙࣝして࡞ࢼ品を࡞って
いったɻコϩφՒにΑりີにならないこ
ͱɺӴ生໘にؾを͚な͕ら࡞ࢼを
行っていくこͱにΊたɻ࡞ࢼ品大
学ۙのҿ৯ళにࢼしてら͏ こͱ
Ͱߋなるվ良にΊたɻ

ൢചଅਐに しؔてɺインελグラムの活༻
ͱطଘのݯࢿの༗ޮ活༻をओにߟ て͑
いったɻࢲたちインελグラムを௨しɺい
ちじくきのϢーβーいちじくՈͱަ
ྲྀを行いɺ活ಈ商品に しؔて一からೝ
を͛ていくこͱにΊたɻطଘのࢿ
にݯ しؔてɺا業からఏҊさΕたݯࢿ
をͱにプϩモーシϣンをߟ て͑いくこͱͰ
༗ޮなプϩモーシϣンఏҊをࢦしたɻ

һڭಋࢦ
石田大యઌ生
からのコメント

ळカンͰのアイσアをఘΊるɻ൴らͦ͏ したඇৗに༐ؾの͋る決அをしɺさらに期ؒの
ؒにυレッシングͱい͏શくผの商品を生Έग़したɻしこのいちじくυレッシング͕ചりग़さΕ
るΑ͏ なこͱ͕͋Εɺຖ日αラμを৯たいͱࢥΘせてくΕるΑ͏ な商品Ͱ͋るɻ

イチジクを使った特産品

S"Sʤ͋つΈのいちじくυレッシングʥ
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立大学ɹ山本ಸԝゼミ/ळ田༔ొɺখ野結ҥɺ田ଜՂึࢢ屋ݹ໊

ͱΖーりͱきΊきチϣコカーテン

「$IPDP K J LV」ɺؙ くݻΊたイチジク
ϖーεトにチϣコレートをコーティングした
一ޱαイズのチϣコレートͰ͋るɻ
イチジクのൽまͰ༨すこͱなく使ったこの
イチジクϖーεトにɺѳ ඒ 産のイチジ
クɺࡾ Տ 産のΈりんɺ田 ݪ のちΈࢢ
つɺ๛ ڮ のϫインを使༻しておりɺࢢ
「ϑーυϩε」「Ҭ活性化」ͱい͏に
まͰこͩΘったɻ
この商品のコンηプト༹かしたチϣコ
レートをか͚る༷ࢠをදしておりɺϏΦ͋
つΈ・エϐεリーのΦープンキッチンͰɺ
るこݟにお٬༷͕ങいをしな͕らࡍ࣮
ͱ͕Ͱきるɻͦ の੍࡞ఔのϫクϫクײ
ຯΘってほしいɻ

たちインλϏϡーௐࠪにΑって多ࢲ
くのਓ͕イチジクにೃછΈ͕ないこͱ
をったɻͩ からこͦ イチジクをखܰに
औりೖΕらΕるΑ͏ な商品を࡞りたいͱ
た「ສいちじ͑ߟॳに࠷た͕ɺ͑ߟ
くϖーεト」Ͱɺまͣϖーεトすらな
かなかೃછΈ͕ないͱい͏ นにͿつか
るɻͦこͰ୭͕ っているチϣコレート
ͱΈ߹Θせるͱい͏ 結にࢸったɻ

Ίたチϣコレートのதにイチジクϖーݻ
εトをೖΕるܗͰɺ3ਓͰͦΕͧΕҧっ
たϖーεトのレシϐɺチϣコレートのカ
カΦͰ࡞ࢼ品を製࡞したɻ会さ
んからɺݻΊたイチジクϖーεトにチϣ
コレートをコーティングしたํ͕いいん
じΌないかɺϫインͰࣽたϖーεト͕
Αりඒຯしいͱい͏ ҙݟをきɺͦ Εを
にしてさらなるվ良を行ったɻߟࢀ

商品ϖーεトをౚらせたྫྷଂのの
ͱゼリーঢ়にしたৗԹののの2छྨ
を༻ҙしɺྫྷ ଂϏΦ͋つΈ・エϐε
リーݶ定ͰɺৗԹ&$αイトなͲͰの
ൢചを͑ߟているɻళฮݶ定ͱい͏ 特
ผײをຯΘ こ͏ͱ͕ Ͱきɺさらに͋つ
Έ৯ಊͰσβートͱしてラインφップさ
せるこͱͰɺͦこͰঌし্͕ったお٬༷
͕ళฮをӡͿきっか͚になるɻ

һڭಋࢦ
山本ಸԝઌ生
からのコメント

ळカンͰ͑ߟていた「ϖーεト」についてɺѳඒϑーズ༷Ͱのࢹ࡞ࢼ品࡞を௨じてɺ
ͲのΑ͏ な商品にするͱՁ͕Θるかをݕ౼した͕ߴくධՁͰきるɻまたɺ商品のコンη
プトੈք؍をফඅऀにັྗతに る͑にͲ͏ したらΑいかをख़ߟしたධՁしたいɻ

イチジクを使った特産品

いちじくレϘリϡーシϣンʤĊįĶĪĶıİĲļʢチϣコジクʣʥ
日本大学ɹ石田大యゼミ/҆৯ɺౡ本ޔܡɺന石ྯ

ͱඒຯしさをこの一本Ͱ߁݈

コϩφՒにお͚る݈ࢤ߁のߴまりにର
してɺイチジク͕࣋つ๛ なӫ ཆ ૉを
活かしɺ野ࡊを৯るػ会をଅਐग़དྷ
るυレッシングͰ͋るɻ今ճの開ൃにࡍし
て一番のϙイントݩのҿ৯ళのڠ
ྗ得てレシϐを開 ൃしたこͱͰ͋るɻ৯
なͲɺ৯ٻのѻいํফඅऀのૌࡐ
にؔするプϩのアυόイεをߟࢀにした
͕զʑのఏҊのڧΈͰ͋るɻຯい
ちじくのさͱে༉のԘຯ͕生きた͋ま
じΐっぱいຯͰɺͦ のதに果࣮͕ײ分か
るυレッシングͰ͋るɻ

߁たちコϩφՒͰ৯にରして݈ࢲ
まったにしɺͦߴ͕ࢤ こにध
ཁ͕͋るͱଊ͑たのͰɺͦ こにରして
アプϩーチしたの͕࢝まりͰ͋るɻま
た開ൃ݅に「֨ن֎品のいちじく
を使͏」ͱ͋るのͰɺこΕらを༗ ޮに
活༻しɺՈさんのॿ͚になるΑ͏ な
商品をࢦしたɻ

なυレッؾに͋たりɺਓ࡞品製࡞ࢼ
シングのຯにし大ऺに受͚ೖΕ
らΕるຯをҙࣝして࡞ࢼ品を࡞って
いったɻコϩφՒにΑりີにならないこ
ͱɺӴ生໘にؾを͚な͕ら࡞ࢼを
行っていくこͱにΊたɻ࡞ࢼ品大
学ۙのҿ৯ళにࢼしてら͏ こͱ
Ͱߋなるվ良にΊたɻ

ൢചଅਐに しؔてɺインελグラムの活༻
ͱطଘのݯࢿの༗ޮ活༻をओにߟ て͑
いったɻࢲたちインελグラムを௨しɺい
ちじくきのϢーβーいちじくՈͱަ
ྲྀを行いɺ活ಈ商品に しؔて一からೝ
を͛ていくこͱにΊたɻطଘのࢿ
にݯ しؔてɺا業からఏҊさΕたݯࢿ
をͱにプϩモーシϣンをߟ て͑いくこͱͰ
༗ޮなプϩモーシϣンఏҊをࢦしたɻ

һڭಋࢦ
石田大యઌ生
からのコメント

ळカンͰのアイσアをఘΊるɻ൴らͦ͏ したඇৗに༐ؾの͋る決அをしɺさらに期ؒの
ؒにυレッシングͱい͏શくผの商品を生Έग़したɻしこのいちじくυレッシング͕ചりग़さΕ
るΑ͏ なこͱ͕͋Εɺຖ日αラμを৯たいͱࢥΘせてくΕるΑ͏ な商品Ͱ͋るɻ

イチジクを使った特産品

S"Sʤ͋つΈのいちじくυレッシングʥ
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法政大学ɹ杉浦未樹ゼミ/ߥ井ᴴ߳ɺ൧௩పɺ山ล࠼೫

いちじくをඒຯしくखܰに৯ら
Εるお՛ࢠ

「いちじく君のクッキー屋さん」εライ
εいちじくを;んͩんに使༻したクッキー
ͩɻいちじくをബくってΦーブンͰমき
্͛ɺいちじくのΈͱ߳りをഒ૿させて
՛ࢠにりࠐΉ製法Ͱ͋るεライεイチ
ジク製法を৽نに開ൃしたɻしっͱりした
৯ײのクッキーͰɺ०のいちじくをखܰ
に৯らΕる一品Ͱ͋るɻいちじくͱ日本
のؔΘりݹい͕ɺݱ在いちじくのೝ
くɺ一ൠతなεーパーͰചり
໘ੵখさいɻこの商品をきっか͚にɺ多
くのਓにいちじくのඒຯしさを͑たいɻ

アンケート௨してɺいちじく͕ 日本Ͱ生
産さΕているこͱさ͑ らないͱճ
͕多いΑ͏ にɺࠃ産いちじくの໊
͕いͱい͏ 題 をൃ したɻさݟ
らに୳ࡧతௐࠪを௨じてɺいちじくを
खܰにたらΕなくするݪҼを特定
しɺইΈすいいちじくのݟた
にؔする題を解ফしɺ長期อଘを
可ͱするํ法をٻしたɻ

ѳඒϑーズのا業৴念にͦ ってอଘྉ
৯品ఴՃを使ΘないΑ͏ にしɺ༷ ʑ
なछྨのお՛ࢠの࡞ࢼを܁りฦしたɻさ
らにɺ製࡞ॴͰ る͋「0:"56ͱ
いΖ༷」ͱڞにɺいちじくখഴคのྔな
Ͳࡉかなをௐするվ良を行ったɻࢼ
品を༷ʑなのํに৯ていたͩ࡞
きɺϏΦ͋ つΈエϐεリーに๚Εるਓを
じΊɺ୭からධͰしΈすいຯに
たɻ্͛

ٹ品を֎֨ن」 ε͏トーリーͰɺ๛ڮ
からり্͕る」をテーマにɺ֨ن֎
品͕ϑーυ・ϩε題につな͕るを
アϐールしɺ๛ Ͱ製ڮ さΕている
産をڧௐしたパッケージを࡞し
たɻ৯をָしΉํ͕多く๚ΕるϏΦ͋
つΈエϐεリーͱɺ๛ࢢڮに͋るಓの
Ӻの2カॴをメインのൢ࿏ͱするܭը
をたてたɻ

һڭಋࢦ
杉浦未樹ઌ生
からのコメント

を٧Ίる୲ɺプレゼンテーシϣンࡉし製品のৄࢪ৯会を࣮ࢼりฦしプϩトλイプをつくり܁
事ݟく୲ͱɺ分୲͕させる୲ɺ行ಈͰॾํ໘に࿈བྷしग़を࿅りߏྉのࢿ
Ͱ͋ったɻඒຯしいクッキーなのͰ商品化にΑって多くのਓにってらいたいɻ

イチジクを使った特産品

Ήかかʤいちじく君のクッキー屋さんʥ
法政大学ɹ本條晴一郎ゼミ/Ӊݩॷɺ甲൹৽ࡊɺՃ藤大

҆ら͗ をٻΊる大ਓの͝๙ඒ

ラムͱイチジクͱブラχーをֻ͚߹Θせ
た大ਓなεイーツ「ラム߳るイチジクブラ
χー」ɻ本商品ɺओ්0-なͲ日͝
Ζしくಇいている大ਓのঁ性に҆ら͗
を༩͑る「大ਓな͝๙ඒεイーツ」Ͱ͋
るߴɻ をҙࣝした৭߹いのパッケーײڃ
ジɺ݈ に良いӫཆૉͱແఴՃのこ߁
ͩΘりɺѳඒの特産を;んͩんに使っ
たਂΈの͋るຯΘいにΑって大ਓ͕ຬ
する͝ ๙ඒεイーツを࣮ݱしたɻ大ਓ
の展開を行͚ こ͏ͱͰɺѳඒϑーズを
Αり活性化しɺѳඒのおいしさをશࠃ
にした商ܗいをࢥていきたいͱい͏͛
品Ͱ͋るɻ

メイン٬ސͰ る͋30から�0ঁ性
にσプεインλϏϡーを行ったॴ「自分
の͝๙ඒ͕ཉしい」ͱい͏ ͕͋っ
たɻͦこͰɺ͝ ๙ඒͱしてεイーツに
したɻѳඒϑーズを؍するͱՈ
͚のεイーツなͲ展開さΕている͕ɺ
自分の͝๙ඒεイーツଘ在しな
かったɻͦ のたΊɺ৽たに自分の͝๙
ඒεイーツを展開するこͱに決Ίたɻ

ラムイチジクɺイチジクの෩ຯɺ৯
じらΕるΑ͏ײをΑりײ ද໘にトッϐン
グɻ生にイチジクジϟムをたっ
りࠞͥࠐΈɺイチジクͱカカΦのマリ
アージϡָ͕しΊるΑ͏ たɻଃ্͛
りにదすΑ͏ にɺϕーεのチϣコ
レートミルクͱϏλーの2 छ 展 開 ɻ
大ਓの͝๙ඒͱして৯すいαイ
ズにこͩΘったɻ

本商品ѳඒのΈならͣશࠃ展開
ࢹ 野にೖΕておりɺೝ  ֦ 大を
ਤるたΊχϡーεαイト৽ฉɺおऔ
りدせαイトɺ*Os U B H S BNをݕ౼ɻ
またɺళ಄Ͱイϕントカレンμーに
ϙップアップεトアを展開しɺεイーツ
ͱ一ॹにָしΊるおなͲのߪങに
る༧定Ͱ͋ったɻ͛ܨ

һڭಋࢦ
本條晴一郎ઌ生
からのコメント

ळカンҎ߱コンηプト開ൃからりしɺௐࠪにͮجいて商品の便ӹをઃ定したのΈならͣɺ
ѳඒϑーズ͕ݱ在展開するブランυにϙジティブなӨڹを༩ る࣮͑ݱ可性のߴいプランを
念ɻい߹いのͰ商品のΈのධՁͰ৹͕ࠪなさΕたの͕ڝるこͱにޭしたɻプランの࡞

イチジクを使った特産品

DSF Jʤラム߳るイチジクブラχーʥ
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1 ؍� Observation 2 ࡞品੍࡞ࢼ� Prototyping 3 �ൢചଅਐ Promotion

法政大学ɹ杉浦未樹ゼミ/ߥ井ᴴ߳ɺ൧௩పɺ山ล࠼೫

いちじくをඒຯしくखܰに৯ら
Εるお՛ࢠ

「いちじく君のクッキー屋さん」εライ
εいちじくを;んͩんに使༻したクッキー
ͩɻいちじくをബくってΦーブンͰমき
্͛ɺいちじくのΈͱ߳りをഒ૿させて
՛ࢠにりࠐΉ製法Ͱ͋るεライεイチ
ジク製法を৽نに開ൃしたɻしっͱりした
৯ײのクッキーͰɺ०のいちじくをखܰ
に৯らΕる一品Ͱ͋るɻいちじくͱ日本
のؔΘりݹい͕ɺݱ在いちじくのೝ
くɺ一ൠతなεーパーͰചり
໘ੵখさいɻこの商品をきっか͚にɺ多
くのਓにいちじくのඒຯしさを͑たいɻ

アンケート௨してɺいちじく͕ 日本Ͱ生
産さΕているこͱさ͑ らないͱճ
͕多いΑ͏ にɺࠃ産いちじくの໊
͕いͱい͏ 題 をൃ したɻさݟ
らに୳ࡧతௐࠪを௨じてɺいちじくを
खܰにたらΕなくするݪҼを特定
しɺইΈすいいちじくのݟた
にؔする題を解ফしɺ長期อଘを
可ͱするํ法をٻしたɻ

ѳඒϑーズのا業৴念にͦ ってอଘྉ
৯品ఴՃを使ΘないΑ͏ にしɺ༷ ʑ
なछྨのお՛ࢠの࡞ࢼを܁りฦしたɻさ
らにɺ製࡞ॴͰ る͋「0:"56ͱ
いΖ༷」ͱڞにɺいちじくখഴคのྔな
Ͳࡉかなをௐするվ良を行ったɻࢼ
品を༷ʑなのํに৯ていたͩ࡞
きɺϏΦ͋ つΈエϐεリーに๚Εるਓを
じΊɺ୭からධͰしΈすいຯに
たɻ্͛

ٹ品を֎֨ن」 ε͏トーリーͰɺ๛ڮ
からり্͕る」をテーマにɺ֨ن֎
品͕ϑーυ・ϩε題につな͕るを
アϐールしɺ๛ Ͱ製ڮ さΕている
産をڧௐしたパッケージを࡞し
たɻ৯をָしΉํ͕多く๚ΕるϏΦ͋
つΈエϐεリーͱɺ๛ࢢڮに͋るಓの
Ӻの2カॴをメインのൢ࿏ͱするܭը
をたてたɻ

һڭಋࢦ
杉浦未樹ઌ生
からのコメント

を٧Ίる୲ɺプレゼンテーシϣンࡉし製品のৄࢪ৯会を࣮ࢼりฦしプϩトλイプをつくり܁
事ݟく୲ͱɺ分୲͕させる୲ɺ行ಈͰॾํ໘に࿈བྷしग़を࿅りߏྉのࢿ
Ͱ͋ったɻඒຯしいクッキーなのͰ商品化にΑって多くのਓにってらいたいɻ

イチジクを使った特産品

Ήかかʤいちじく君のクッキー屋さんʥ
法政大学ɹ本條晴一郎ゼミ/Ӊݩॷɺ甲൹৽ࡊɺՃ藤大

҆ら͗ をٻΊる大ਓの͝๙ඒ

ラムͱイチジクͱブラχーをֻ͚߹Θせ
た大ਓなεイーツ「ラム߳るイチジクブラ
χー」ɻ本商品ɺओ්0-なͲ日͝
Ζしくಇいている大ਓのঁ性に҆ら͗
を༩͑る「大ਓな͝๙ඒεイーツ」Ͱ͋
るߴɻ をҙࣝした৭߹いのパッケーײڃ
ジɺ݈ に良いӫཆૉͱແఴՃのこ߁
ͩΘりɺѳඒの特産を;んͩんに使っ
たਂΈの͋るຯΘいにΑって大ਓ͕ຬ
する͝ ๙ඒεイーツを࣮ݱしたɻ大ਓ
の展開を行͚ こ͏ͱͰɺѳඒϑーズを
Αり活性化しɺѳඒのおいしさをશࠃ
にした商ܗいをࢥていきたいͱい͏͛
品Ͱ͋るɻ

メイン٬ސͰ る͋30から�0ঁ性
にσプεインλϏϡーを行ったॴ「自分
の͝๙ඒ͕ཉしい」ͱい͏ ͕͋っ
たɻͦこͰɺ͝ ๙ඒͱしてεイーツに
したɻѳඒϑーズを؍するͱՈ
͚のεイーツなͲ展開さΕている͕ɺ
自分の͝๙ඒεイーツଘ在しな
かったɻͦ のたΊɺ৽たに自分の͝๙
ඒεイーツを展開するこͱに決Ίたɻ

ラムイチジクɺイチジクの෩ຯɺ৯
じらΕるΑ͏ײをΑりײ ද໘にトッϐン
グɻ生にイチジクジϟムをたっ
りࠞͥࠐΈɺイチジクͱカカΦのマリ
アージϡָ͕しΊるΑ͏ たɻଃ্͛
りにదすΑ͏ にɺϕーεのチϣコ
レートミルクͱϏλーの2 छ 展 開 ɻ
大ਓの͝๙ඒͱして৯すいαイ
ズにこͩΘったɻ

本商品ѳඒのΈならͣશࠃ展開
ࢹ 野にೖΕておりɺೝ  ֦ 大を
ਤるたΊχϡーεαイト৽ฉɺおऔ
りدせαイトɺ*Os U B H S BNをݕ౼ɻ
またɺళ಄Ͱイϕントカレンμーに
ϙップアップεトアを展開しɺεイーツ
ͱ一ॹにָしΊるおなͲのߪങに
る༧定Ͱ͋ったɻ͛ܨ

һڭಋࢦ
本條晴一郎ઌ生
からのコメント

ळカンҎ߱コンηプト開ൃからりしɺௐࠪにͮجいて商品の便ӹをઃ定したのΈならͣɺ
ѳඒϑーズ͕ݱ在展開するブランυにϙジティブなӨڹを༩ る࣮͑ݱ可性のߴいプランを
念ɻい߹いのͰ商品のΈのධՁͰ৹͕ࠪなさΕたの͕ڝるこͱにޭしたɻプランの࡞

イチジクを使った特産品

DSF Jʤラム߳るイチジクブラχーʥ
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受賞結果 S t u d e n t  I n n o v a t i o n  C o l l e g e  2 0 2 1  R e s u l t s

Sカレ2020૯߹優勝戦［商品化ୡチーム］

社会課題を解決する印刷製品

日本大学ʗਫ野学ゼミ
「Ήしキϟッチリー」

૯߹優勝

法政大学ʗ西川英彦・本條晴一郎ゼミ
「σコϖλシール」

૯߹準優勝

の日のプレゼントܟ

クリアシートখ

和歌山大学 / 柳到亨ゼミ
「多可コレ」

૯߹3位

SDGs にݙߩする旅行商品
ؔ西学Ӄ大学ʗ石ॱゼミ

「33 5SJQ JO ࣎լ」

優秀賞

大学ʗኍ田ষޫゼミـۙ
「S5"35 61ˢ ब勝メイク」

優秀賞 ௨ൢ化হ品のए獲得戦ུ

法政大学ʗ杉浦未樹ゼミ
「ϐλッͱチΣキ」

優秀賞 インテリアマグωット商品

神戸大学ʗ宮尾学ゼミ
ுし͕ۓ」 ちなएख社һにリϙ Dʂ」

優秀賞 リϙ D10 ສਓ獲得大࡞戦ʂ

Sカレ2021コンηプト・テーマ1位

専修大学 / 奥瀬喜之ゼミ
「チームϑラϖチ」

クリアシート便利グッズ 

和歌山大学 / 佐野楓ゼミ
「/&0」

SDGs旅行商品

法政大学 / 西川英彦・本條晴一郎ゼミ
「ˏ-JOL」

多可町の定番お土産

ന大学 / 長࡚秀ढ़ゼミ
「# グループ」

長期型避難
自粛ケア商品ఏҊ

大ࢢࡕ立大学 / খྛゼミ
「ぺたΆんͣ」

在宅生活に役立つ
磁石商品

和歌山大学 / 柳到亨ゼミ
「ライクアεʂ」

社会課題を解決する
印刷製品

ಉࢤ社大学 / 田݈司ゼミ
「SFUVSO UP OBUVSF」

生分解性エコ袋
の日本展開

甲南大学 / 佐藤圭ゼミ
「CMPPN」

イチジクを使った
特産品
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Sカレ2020૯߹優勝戦［商品化ୡチーム］

社会課題を解決する印刷製品

日本大学ʗਫ野学ゼミ
「Ήしキϟッチリー」

૯߹優勝

法政大学ʗ西川英彦・本條晴一郎ゼミ
「σコϖλシール」

૯߹準優勝

の日のプレゼントܟ

クリアシートখ

和歌山大学 / 柳到亨ゼミ
「多可コレ」

૯߹3位

SDGs にݙߩする旅行商品
ؔ西学Ӄ大学ʗ石ॱゼミ

「33 5SJQ JO ࣎լ」

優秀賞

大学ʗኍ田ষޫゼミـۙ
「S5"35 61ˢ ब勝メイク」

優秀賞 ௨ൢ化হ品のए獲得戦ུ

法政大学ʗ杉浦未樹ゼミ
「ϐλッͱチΣキ」

優秀賞 インテリアマグωット商品

神戸大学ʗ宮尾学ゼミ
ுし͕ۓ」 ちなएख社һにリϙ Dʂ」

優秀賞 リϙ D10 ສਓ獲得大࡞戦ʂ

Sカレ2021コンηプト・テーマ1位

専修大学 / 奥瀬喜之ゼミ
「チームϑラϖチ」

クリアシート便利グッズ 

和歌山大学 / 佐野楓ゼミ
「/&0」

SDGs旅行商品

法政大学 / 西川英彦・本條晴一郎ゼミ
「ˏ-JOL」

多可町の定番お土産

ന大学 / 長࡚秀ढ़ゼミ
「# グループ」

長期型避難
自粛ケア商品ఏҊ

大ࢢࡕ立大学 / খྛゼミ
「ぺたΆんͣ」

在宅生活に役立つ
磁石商品

和歌山大学 / 柳到亨ゼミ
「ライクアεʂ」

社会課題を解決する
印刷製品

ಉࢤ社大学 / 田݈司ゼミ
「SFUVSO UP OBUVSF」

生分解性エコ袋
の日本展開

甲南大学 / 佐藤圭ゼミ
「CMPPN」

イチジクを使った
特産品
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受賞結果

Sカレ2021プラン・テーマ1位［商品化権利獲得チーム］

法政大学 / 西川英彦・本條晴一郎ゼミ
「ぺらっ譜」

クリアシート便利グッズ

和歌山大学 / 佐野楓ゼミ
「SDGsリアル謎解きツアー」

SDGs旅行商品

京都橘大学 / 瀬良兼司・今井まりなゼミ
「多可おこし」

多可町の定番お土産

専修大学 / 奥瀬喜之ゼミ 
「かくしてほせるん」

長期型避難
自粛ケア商品

和歌山大学 / 柳到亨ゼミ
「ノートラブル」

社会課題を解決する
印刷製品

甲南大学 / 佐藤圭ゼミ
「ぱぴたつ」

在宅生活に役立つ
磁石商品

神戸大学 / 宮尾学ゼミ
「メモリアルパック」

生分解性エコ袋
の日本展開

法政大学 / 杉浦未樹ゼミ
「いちじく君のクッキー屋さん」

イチジクを使った
特産品

S t u d e n t  I n n o v a t i o n  C o l l e g e  2 0 2 1 R e s u l t s

Sカレ2021プラン優勝戦

和歌山大学 / 柳到亨ゼミ
「ノートラブル」

プラン優勝

SDGs 旅行商品

社会課題を解決する印刷製品

和歌山大学 / 佐野楓ゼミ
「SDGsリアル謎解きツアー」

プラン準優勝

在宅生活に役立つ磁石商品
甲南大学 / 佐藤圭ゼミ

「ぱぴたつ」

プラン3位

クリアシート便利グッズ
法政大学 / 西川英彦・本條晴一郎ゼミ

「ぺらっ譜」

日本マーケティング学会賞

神戸大学 / 宮尾学ゼミ
「メモリアルパック」

吉田秀雄記念事業財団賞 生分解性エコ袋の日本展開

法政大学 / 西川英彦・本條晴一郎ゼミ
「ぺらっ譜」

学生賞 クリアシート便利グッズ

St u d en t  In n o v at i o n  Co l l e g e  2 0 2 1 St u d en t  In n o v at i o n  Co l l e g e  2 0 2 1154 155



3,025

-JA
PA

N
M

ARKETING ASSOCIA
T

IO
N

-

M
ARKETING KENTEI

受賞結果

Sカレ2021プラン・テーマ1位［商品化権利獲得チーム］

法政大学 / 西川英彦・本條晴一郎ゼミ
「ぺらっ譜」

クリアシート便利グッズ

和歌山大学 / 佐野楓ゼミ
「SDGsリアル謎解きツアー」

SDGs旅行商品

京都橘大学 / 瀬良兼司・今井まりなゼミ
「多可おこし」

多可町の定番お土産

専修大学 / 奥瀬喜之ゼミ 
「かくしてほせるん」

長期型避難
自粛ケア商品

和歌山大学 / 柳到亨ゼミ
「ノートラブル」

社会課題を解決する
印刷製品

甲南大学 / 佐藤圭ゼミ
「ぱぴたつ」

在宅生活に役立つ
磁石商品

神戸大学 / 宮尾学ゼミ
「メモリアルパック」

生分解性エコ袋
の日本展開

法政大学 / 杉浦未樹ゼミ
「いちじく君のクッキー屋さん」

イチジクを使った
特産品
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Sカレ2021プラン優勝戦

和歌山大学 / 柳到亨ゼミ
「ノートラブル」

プラン優勝

SDGs 旅行商品

社会課題を解決する印刷製品

和歌山大学 / 佐野楓ゼミ
「SDGsリアル謎解きツアー」

プラン準優勝

在宅生活に役立つ磁石商品
甲南大学 / 佐藤圭ゼミ

「ぱぴたつ」

プラン3位

クリアシート便利グッズ
法政大学 / 西川英彦・本條晴一郎ゼミ

「ぺらっ譜」

日本マーケティング学会賞

神戸大学 / 宮尾学ゼミ
「メモリアルパック」

吉田秀雄記念事業財団賞 生分解性エコ袋の日本展開

法政大学 / 西川英彦・本條晴一郎ゼミ
「ぺらっ譜」

学生賞 クリアシート便利グッズ
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/会社ࣜג特घ߯ؒٱ෦/佐ࢧ会ؔ西ڠ会社ѳඒϑーズ/ެӹ社団法ਓ日本マーケティングࣜג

/会社日本旅行/日本マーケティング学会ࣜג/会社ࣜג会社σィーエイチシー/χチレイマグωットࣜג

/会社༗൹ֳࣜג/ඒज़ڮ会社໌ࣜג/多可町ݝݿ会社ඒൢ/ฌࣜג

ެӹ財団法ਓ吉田秀雄記念事業財団/ྲྀ௨Պ学大学	ا業・団ମ໊�0Իॱ


˓ 業اԉࢧ

ҕ һ 長

ҕ һ

ळ カ ン

ౙ カ ン

ɿ

ɿ

ɿ

ɿ

石井३ଂ

西川英彦/ਗ਼ਫ৴ɹ

ੁ野佐৫

ಙ山ඒܙ

ळカン学生ҕһ長

ౙカン学生ҕһ長

学 生 ҕ һ

ɿ

ɿ

ɿ

ᖒ

宮؛५ฏ

ே結߳ࢠ/石な/࣮ݪࢢՂ/২দང/大浦ॣ/大ౡང/大ാ݈ଠ郎/খּ࠼ݪ/

ֿ田ਅҥ/؛本ᣦԝ/࣮ݪ༎/ᅳ井 き͋೫/権京՚/ࡔ本কܒ/佐ʑՆึ/佐野ԁ߳/

/ݩྛ/まͲか/田தཬಸ/ᖒᣈਘ/長尾༐༎/த喜多ѯཥ/෦和ݟ/ر߉ڮ∁

ฏ本༟/藤࢙ډൕ/戸य़ඒ/૿山༝ཏ/宮ӽ๖࣮/山ޱཌྷ/山ྰޱಸ

ಉ෭ҕһ長

ಉ෭ҕһ長

ɿ

ɿ

্໌日߳

দ尾ࡊ都

˓ Sカレҕһ会

ʻ学生ҕһʼ 

ʻSカレ本ฤूチームʼ

西川英彦/ֿ田ਅҥ/大ౡང/長尾༐༎/藤࢙ډൕ/山ޱཌྷ

˓ Sカレ学生ҕһ会

定Ձɿ本ମ3000ԁ  ɹ   ੫ççൃ行ɿSカレҕһ会ç ൃ行日ɿ20222݄2�日
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